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プロローグ







「アスタ、それはいったいどういうことだ！」

　完全に抑よく制せいを失ったアイ＝ファの声が響ひびきわたり、俺おれは心底からびっくりしてしまった。

　ルウの集落の、お馴な染じみの空き家においてのことである。

　波乱に満ちみちた家長会議を終えて、俺たちは早々に帰き還かんしてきた。現在は中天と日にち没ぼつの中間あたり、俺の感覚では午後の三時過ぎぐらいであろうか。

　昨晩からまともに睡すい眠みんを取れていなかったので、俺は水場を拝借して眠ねむ気けを払はらい、非常にすっきりした気持ちで戻もどってきたところであったのだが――アイ＝ファは広間の真ん中で仁に王おう立だちになり、ぷるぷると全身を怒いかりに震ふるわせてしまっていた。

「どうしたんだよ？　いったい何をそんなに怒おこってるんだ？」

「何をではない！　お前というやつは……！」

　アイ＝ファはずかずかと大おお股またで近づいてきて、なすすべもなく立ちつくす俺の胴どう体たいの真ん中あたりに、びしりと指先を突つきつけてきた。

「その傷だ！　その傷きず痕あとは、何なのだ!?」

「ああ、これか……これはな、昨日の夜、ドッド＝スンに蹴けり飛とばされた痕あとだよ。俺も服を脱いでみてびっくりしちゃったな」

　水場でＴシャツの洗せん濯たくも済ませてきた俺は、ベストだかチョッキだかを羽織っただけの軽装であったのだ。それゆえに、腹の真ん中あたりにくっきりと刻まれた青黒いアザがさらけ出だされてしまっていた。

　だけどまあ、森辺の男衆に蹴り飛ばされてこのていどの怪我けがで済んだのだから、僥ぎよう倖こうであろう。もっと当たりどころが悪ければ、肋ろつ骨こつぐらいは簡単にへし折られていたはずだ。

　しかし、アイ＝ファは怒りの面おも持もちである。

「そんな話は聞いておらんぞ！　何事もなく無事に済んだと言っていたではないか！　お前は私をたばかっていたのか、アスタ！」

「ええ？　これぐらいのことは無事の範はん疇ちゆうだろ！　意識しなければ痛くもないていどの傷だし」

「……意識をすれば、痛いのだな」と、アイ＝ファはぺたりと床ゆかに座すわり込み、俺の腹部を超ちよう絶ぜつ的な至近距きよ離りから凝ぎよう視ししてきた。

「まさかあの次じ兄けいめが、このような真似まねをしていたとは……くそ！　ドンダ＝ルウらに身み柄がらを引ひき渡わたす前に、私が粛しゆく清せいしておくべきだった！」

「いや、でも、俺もあいつの手の甲こうをしこたまかじってやったからさ。ダメージはたぶん五分五分ぐらいだよ。報復の必要はございませんって」

　アイ＝ファは無念そうに唇くちびるを噛かむと、自分の手の平をそっと傷痕にそえてきた。

「……ひどく痛むのか？　薬は必要か？」

「いや全然！　放っておけば、すぐに消えるよ。心配してくれてありがとうな」

「……口くち惜おしい」と、アイ＝ファが手を離はなす。

　そして今度は俺の胴体に両りよう腕うでを回し、傷痕にぺたりと頬ほおをあててきた。

「うわー！」と内心で叫さけびつつ、俺は動くこともかなわない。

「ほ、ほ、本当に大だい丈じよう夫ぶだって！　いくら何でも心配しすぎだろ！　狩人かりうどにとっては、こんなのかすり傷だろう？」

「お前は狩人ではない。かまど番だ」

「いや、それはその通りなんだけど……」

　アイ＝ファが、きゅっと両腕に力をこめてくる。

　俺はもう、悶もん死しの寸前である。

「……お前が傷つくのは、嫌いやなのだ」と、アイ＝ファが低くつぶやいた。

「お前のようにか弱い人間が傷ついてしまうのは、この身が引き裂さかれるよりもつらい……そして、家人を守りきれなかった己おのれの非力さが口惜しい……」

「そんなことはないよ。あれだけの大おお騒さわぎで、俺たちはこうして五体満足で生きのびることができたんだから、それは喜ぶべきことだろう？」

　まだ頭の中身は半分パニック状態のまま、それでも何とか俺はそんな風に応じることができた。

「俺はアイ＝ファが無事でいてくれたことが、とてつもなく嬉うれしかったよ。ディガなんかにお前がどうこうされていたら、俺のほうこそ正気ではいられなかったと思う」

「うむ。確かに私も何者かに気つけの酒を飲まされていなかったら、今少しは危あやうい状じよう況きようになっていたのかもしれんな」

　俺の腹に頬をおしあてたまま、アイ＝ファはふっと息をつく。

　その温かい息の感かん触しよくに、また背筋がぞくぞくとしてしまう。

「もはやスン家には私たちを害する力はあるまいが、この先もいかなる苦難が待ち受けているかわからん。私たちは慢まん心しんすることなく、これまで以上に注意深く生きていくべきなのだろう」

「ああ、その意見には大賛成だ」

　だからそろそろ俺の身体を解放してくれまいか――とか考えていたところで、背後の戸板が外からノックされた。

「アスタ、まだ準備はできないのぉ……？」

　ヴィナ＝ルウである。

　この後には、明日の商売のための仕込み作業が待ち受けているのだ。

「はい！　少々お待ちくださいませ！　……それじゃあアイ＝ファ、俺は仕事をしてくるよ」

「うむ……」と、ひどく緩かん慢まんな動きで腕うでをほどきつつ、アイ＝ファはじっと俺の顔を見上げてきた。

「アスタよ、何か私にも手伝えることはあるか？」

「うん、なくはないと思うけど。でも、お前も眠ねむいんじゃないのか？」

「そうそう明るい内から眠る気にもなれん。手伝う仕事がないならば、私は薪まきを集めてくる」

「それなら、こっちを手伝ってくれ。俺も何だか……」

　一いつ緒しよにいたい気分だからな、という言葉は呑のみ込んでおくことにした。

　明日からはまた離ればなれで仕事に励はげむことになるのだから、それまでは少しでも一緒にいたい。俺は、そんな風に考えてしまったのだ。

　アイ＝ファは立ち上がり、とても満足そうな面持ちで「わかった」と言ってくれた。




　　　　　◇




　さて、頭を切きり替かえるのもひと苦労である。

　明日からは屋台の商売が再開され、明後日からは宿屋での商売も始まる。スン家への対応でいっぱいいっぱいであった脳内をリセットして、気持ちも新たに取り組まなくてはならないだろう。

「けっきょく明日も、料理は百食分ずつ用意するのよねぇ……？　まずは何をしたらいいのかしらぁ……？」

「とりあえずは『ギバ・バーガー』のパテをこしらえましょう。百食分だと、えーと、アリアは二十五個ですね」

　アイ＝ファとヴィナ＝ルウの手を借りて、必要な食材を食料庫から運うん搬ぱんする。そうしてヴィナ＝ルウがアリアをみじん切りにする作業を開始すると、その手もとを覗のぞき込んでいたアイ＝ファは「ふむ……」と感かん慨がい深ぶかげな声をあげた。

「……どうしたのぉ、アイ＝ファ……？」

「いや、ずいぶん巧たくみに刀を扱あつかうものだと思っただけだ。ルウの長ちよう姉しはそこまでかまど番を得意にはしていなかったように思うのだが」

「ふぅん……？　それはまあ、これだけアスタを手伝う機会があれば、上達するのが当たり前だろうし……それに、最近はかまど番の仕事が楽しくなってきたのよねぇ……」

　ヴィナ＝ルウは色っぽく口もとをほころばせる。

「そういえば、アイ＝ファもこうしてかまど番を手伝うことは多いけど、刀は全然使わないわよねぇ……？　それには何か理由でもあるのかしらぁ……？」

「うむ？　理由などは特にないが。ファの家のかまど番はアスタであるからな。私などが手を出しても、料理の味が落ちるだけであろう」

「へぇ……あくまでもアイ＝ファは狩人である、ということなのねぇ……？」

「ああ、その通りだ」

　アイ＝ファとヴィナ＝ルウがここまで言葉を交かわすのは珍めずらしいことだ。

　これがララ＝ルウあたりなら、俺もきわめて微笑ほほえましい心地ここちを得ることができるのだが、この組み合わせはちょっと微び妙みようである。

　そんなことを考えていたら、ヴィナ＝ルウは微妙どころでない発言をかましてきた。

「ねぇ……アイ＝ファは本当に、誰だれの嫁よめにもなるつもりはないのぉ……？」

　どちらかといえば穏おだやかな感じであったアイ＝ファの顔が、それで一気に不ふ機き嫌げんそうになってしまう。

「私は誰の嫁になるつもりもない。それはドンダ＝ルウにも、何度となく告げているはずだ」

「ドンダ父さんはこの際どうでもいいわぁ……それに、昨日の夜のあの感じだと、もう血の縁えんにそこまでこだわらなくても、ルウとルティムはファの友、って感じだものねぇ……」

「……二年前にこじれてしまったルウとの縁が正しく結ばれることになるならば、それは私も嬉しく思う」

「そうよねぇ、わたしも嬉しく思っているわぁ……それで、そういう話を抜ぬきにしても、アイ＝ファは誰の嫁になるつもりもないのかしらぁ……？」

　ヴィナ＝ルウの執しつ拗ような追つい及きゆうに、アイ＝ファはいっそう眉まゆをひそめる。

「ないと言ったら、ない。いったい何に固こ執しつしているのだ、ルウの長姉は？」

「うぅん……それなら、アスタがどこかから嫁を取ることになっても、アイ＝ファが反対することはないのかなあって思ってねぇ……」

「ちょっとヴィナ＝ルウ！　いきなり何を言っているんですか!?」

　たまらず俺が口をはさむと、ヴィナ＝ルウはくすくす笑いだした。

「たとえばの話よぉ……アスタが余所よその家に婿むこ入いりするのは困るでしょうけどぉ、ファの家人のまま嫁を迎むかえるって話なら、アイ＝ファに反対する理由はないのかしらぁ……？」

　おそるおそる、俺はアイ＝ファのほうを盗ぬすみ見てみた。

　アイ＝ファは――子供のように、きょとんとしてしまっていた。

　そして、その表情のまま、ぐりんと俺のほうに向きなおってくる。

「アスタよ、お前は誰か嫁に迎えたい女衆でもできたのか？」

「できてない！」

「そうか。できていないのか」

　機械のように反復し、アイ＝ファはヴィナ＝ルウに向きなおる。

「ルウの長姉よ、できていないそうだ」

「それは、今の話でしょぉ……？　この先は、どうなるかわからないじゃなぁい……？」

　アイ＝ファはうなずき、また俺に向きなおる。

「アスタよ、この先にはできるのか？」

「できないよ！　俺は誰を嫁に取るつもりもないって、普ふ段だんから話してるだろう？」

「そうか。そうであったな」

「……だけど、人の気持ちは変わるものでしょぉ……？　いつかアスタの嫁になりたいっていう女衆が現れて、アスタもそれを受け入れる気持ちになれたら、アイ＝ファは家長としてそれを祝福してくれるのかしらぁ……？」

「祝福……」と、アイ＝ファは目をぱちくりとさせる。

「祝福……祝福か……」

「そうよぉ……家長なら、家人の婚こん儀ぎを祝福するのが、当然のつとめよねぇ……？」

　アイ＝ファは、機能停止してしまった。

　何やら深く思おもい悩なやんでいる――というよりは、頭の中からハードディスクの駆く動どう音おんでも聞こえてきそうなたたずまいである。

「あっ！　アイ＝ファだっ！」と、そこに救いの天使が舞まい降おりた。

　ルウ家の末妹、リミ＝ルウである。

「アスタもヴィナ姉もおかえり！　ねえ、家長会議はどうだったの!?」

　俺はこっそり冷ひや汗あせをぬぐいつつ、妙みようになつかしく感じられるその屈くつ託たくのない笑え顔がおに笑顔を返した。

「えーっとね、話すと長くなるんだけど……詳くわしい話は、ドンダ＝ルウたちの帰りを待ったほうがいいんじゃないのかな」

「え？　ドンダ父さんは帰ってきてないの？」

　新たに定められた三族長とその眷けん族ぞくたちはスンの集落に居残って、数々の後始末に追われているのである。帰還したのは、俺たちと女衆だけだ。

「そっかー。でも、みんなが無事で良かったよ！　ね、アイ＝ファ、ジバ婆ばあのところでお話ししようよ！」

「いや、私はアスタの仕事を手伝っているのだが……」

「えーっ！　だけどアイ＝ファもアスタも明日にはファの家に帰っちゃうんでしょ？　そしたらまたしばらくは会えなくなっちゃうじゃん！　昨日もお話しできなかったんだから、今日はいっぱい一緒にいたいよぉ」

　子犬のように、リミ＝ルウがアイ＝ファにまとわりつく。

　まだあんまり機能回復していなそうなアイ＝ファに、俺はにっこり笑いかけてやった。

「こっちのほうは大丈夫だから、行ってあげたらどうだ？　ジバ＝ルウももっとお前と喋しやべりたいだろうしさ」

「そうか。……では、少し行ってくる」

　そのように言いながら、アイ＝ファは何とも不ふ明めい瞭りような面持ちでヴィナ＝ルウを振ふり返かえった。

「ルウの長姉よ、さきほどの話だが」

「うん、なぁに……？」

「……私には、よくわからない。気持ちだか考えだかをうまくまとめることができないようだ」

　かくしてアイ＝ファはリミ＝ルウとともに姿を消し、俺はヴィナ＝ルウをにらみつけることになった。

「ヴィナ＝ルウ！　いったいどういうつもりなんですか？　どうしていきなりあんなことを……！」

「だってぇ、アイ＝ファばっかりのほほんとしてるのが、ちょっと面白おもしろくなかったんだもぉん……」

　と、ヴィナ＝ルウが頬をふくらませる。

「わたしもレイナもダルムもアスタもそれぞれ思い悩んでいるはずなのに、アイ＝ファだけが知らんぷりっておかしくなぁい……？　不公平よぉ……」

「不公平とか、そういう話じゃない気がしますけど」

　少なくとも、アイ＝ファは相応の覚かく悟ごをもって、狩人として生きていく道を選んだのである。

　女衆であるにも拘かかわらず、誰かの嫁となり子をなすという道を断たち切って、森に朽くちる生を選んだ――それは、生半可な覚悟ではないはずだ。

「……アスタとアイ＝ファに血の繋つながりでもあれば、わたしもこんな気持ちにはならないと思うんだけどぉ……やっぱり釈しやく然ぜんとしないのよねぇ……」

　そんな風にぼやいてから、ヴィナ＝ルウはちょっと悲しそうな顔になってしまった。

「だけど、ごめんなさい……仕事の最中にするような話じゃなかったわねぇ……今のは、わたしが悪かったわぁ……」

　こうなってしまうと、罪悪感を喚かん起きされてしまうのは俺のほうである。

　さまざまな難問を抱かかえこんでいる人生ではあるが、ヴィナ＝ルウやレイナ＝ルウとの健全な関係性の構築、というこの問題に関しては、いつになっても解答への道筋が見えてこない。

　特にこのヴィナ＝ルウに対しては、宿場町での商売を通して、色いろ恋こい抜ぬきの好意や信しん頼らいを強く感じるようになっていたので、俺としても忸じく怩じたる気持ちであるのだ。

　異性の友人――仕事仲間――どういう肩かた書がきになるのかはわからないが、ヴィナ＝ルウだって、俺にとってはものすごく大切な存在なのである。もしもヴィナ＝ルウが他ほかの男性に心を奪うばわれて、婚こん礼れいでもあげることになれば、俺はきっと肉親の幸福を祝うような気持ちで祝福することができると思う。

（……シュミラルは元気でやってるかなあ……）

　と、銀色の髪かみをしたシムの若者のことを思い、俺はふっと息をついた。

　それと同時に、ヴィナ＝ルウもふっと息をついた。

「アスタたちは、明日で帰っちゃうのよねぇ……？」

「はい、ずいぶん長々とお世話になってしまいました」

「さびしいなぁ……明日からのことを考えると、死にたくなってきちゃう……」

「そ、それはいささか大おお仰ぎようじゃないですか？」

「うぅん、アスタのことだけじゃなくて……何だか、嫌な予感がしてたまらないのよぉ……」

「嫌な予感？」

「……スン家の人間が、この集落にやってきそうじゃなぁい……？」

　なるほど、その件か。

　スンの本家の人間は、スンの氏を廃はいされ、有力氏族の家人となることが決定された。ディガ＝スン――いや、ディガとドッドとテイはドム家の家人となり、ヤミルはザザ家かサウティ家あたりの家人となるはずである。

　残る人間は、それに比べると害はないものとされている三名。オウラとツヴァイ、そしてミダだ。

「……あの末まつ弟ていが、ルウにやってきそうじゃなぁい……？」

「うーん、どうでしょう。まあ、言いだしっぺのルウ家が誰も引き取らないってことはないでしょうねえ」

「そうよねぇ……」

「それに、あのミダを引き受けるには、そうとう力を持つ氏族じゃないと不可能でしょうねえ」

「そうよねぇ……」

「……それでもって、ミーア・レイ＝ルウは何かちょっとミダに対してまんざらでもない感じでしたよね」

「あああ……本当に死にたくなってきちゃったわぁ……」

　そんな風にヴィナ＝ルウが悲ひ嘆たんの声をあげたとき、表のほうから何やら騒そう乱らんの気配が伝わってきた。

　俺はヴィナ＝ルウと目を見み交かわし、同時に深い息をつく。

　かまどの間を出て、広場のほうに足を向けると、半ば予想していた通りの光景が展開されていた。スンの集落から帰還した一団と、それを取り巻くルウの分家の女衆の姿である。

　だが、すべての人員が帰ってきたわけではないらしい。ドンダ＝ルウやルド＝ルウやダン＝ルティムの姿はあるが、ダルム＝ルウやラウ＝レイの姿は見当たらない。家長会議に参加した内の、およそ半数ていどのメンバーであるようだった。

　そしてその中に、かつてのスン家であった人々の姿も見える。

　オウラと、ツヴァイと、そしてミダだ。

　周りの女衆がざわついているのは、もちろんミダの異形におののいてのことであろう。ルティムの祝しゆく宴えんでも登場したミダであるが、一度や二度で見なれることのできる容よう貌ぼうではない。

「お疲つかれ様さまです。ずいぶん早いお帰りでしたね？」

　ヴィナ＝ルウが硬こう直ちよくしてしまっているので俺がドンダ＝ルウに声をかけると、面めん倒どうくさそうにそっぽを向かれた。代わりに応じてくれたのは、ルド＝ルウだ。

「俺たちはこいつらを連れ帰らなきゃいけないから、いったん先に戻ってきたんだよ。ダルム兄たちは、分家の連中を見張るために居残ってんだ」

　スンの分家の人間たち。その半数ほどは、血の縁の濃こい眷族の家が引き取ることになったのだが、残りの十数名はスンの集落に居残るのである。

　しかし、スンの集落の周辺の森は、新たな恵めぐみが育つまでまともにギバを狩かれる環かん境きようではなく、なおかつ十数年も狩人としての仕事をろくに果たすことのできなかった彼かれらには、そもそもきちんとギバを狩る技量がない。そういった生活の支し援えんをすると同時に、彼らに森辺の民たみとして真っ当に生きていく覚悟があるかどうかも確かめていかなくてはならないのだ。

　本家の人間を失った今、スン家が再生されるかどうかは分家の彼らにかかっている。彼らが狩人としての力を取とり戻すことができなければ、スンの名もここで絶えてしまうということである。

「ヤミルはいないんだね。彼かの女じよはどの家が引き取ることになったのかな？」

「うーん？　あいつだけは、行き先が決まってないんだよな。ルウやルティムじゃファの家に近すぎるし、ザザもサウティも長姉だけは勘かん弁べんしてくれって感じでさ。今はスンの家に閉じ込められて、男衆に見張られてるよ」

「……そうか」としか言い様がなかった。

　今回の悪行のブレイン的な役割を果たすことになったヤミルのことを、誰も彼もが警けい戒かいしているのだろう。それは仕方のないことなのかもしれないが、俺としては、やっぱり重苦しい気分になってしまう。

「何を暗い顔をしているのだ、アスタよ！　まだまだ面倒事は尽つきんがな、明日にはガズランをスンの集落に送りつけてやるので、それであらかた解決するだろうさ。こういう面倒な話はあいつにまかせるに限る！」

　と、ダン＝ルティムがいつもの調子でガハハと笑った。

　それから、太い指先をちょいちょいと動かして、オウラとツヴァイを招き寄せる。

「この女衆はルティムで引き取ることになった。ルティムは女手が不足していたので、ちょうどいいと思ってな！　……で、アスタやアイ＝ファはルティムの友であるのだから、いちおう家人として挨あい拶さつさせておこうと思い、こうして立ち寄らせてもらったのだ」

「あ、二人はルティムの家人となるのですか」

　それは、吉きつ報ぽうと言ってもいい話であろう。外見よりは齢よわいを重ねているツヴァイであるが、それでもララ＝ルウと同い年の十二歳さいである。母親と引き離されてしまうのは、あまりに忍しのびない。

　ダン＝ルティムの言葉を受けて、オウラは深々と頭を下げてきた。その青い瞳ひとみは暗く陰かげっていたが、しかし、かつてのようにどろりと濁にごったりはしていない。ただひたすらに悲しそうな眼まな差ざしだ。

　その足もとにひっついたまま、ツヴァイはじーっと俺の顔をにらみつけている。スンの家に最後の破は滅めつの言葉を投げかけたのはこの俺であるのだから、恨うらまれるのが当然だろう。

　だけど、この母娘おやこには幸せになってもらいたいと思う。

「おお、アイ＝ファ。そういうことで、よしなにな」

　ダン＝ルティムの声に驚おどろいて振り返ると、いつのまにやらアイ＝ファが俺のすぐかたわらに立っていた。その背に隠かくれたリミ＝ルウが、ミダの巨きよ体たいを見上げながら「ふわあ」とか声をあげている。

　そしてさらにその後ろでは、ミーア・レイ母さんが実に満足そうな面持ちで微笑んでいた。レイナ＝ルウやララ＝ルウたちは仮か眠みんでも取っているのか、姿が見えない。

「では、俺たちはこれで失礼するとしよう！　ドンダ＝ルウよ、明日ガズランをスンの集落に向かわせる際は、途と中ちゆうでルウの集落にも立ち寄らせるからな」

「ああ。こちらは俺がもう一度向かうことにする」

「よし、では、出発だ！」

　すると――ミダが、オウラとツヴァイの前に立ちはだかった。

　動物のように感情の読めない小さな目が、かつての家族たちをじっと見つめている。

「……オウラ、ツヴァイ、行っちゃうの……？」

「ええ。……元気でね、ミダ」

　丸太のように太いミダの腕に、オウラはほっそりとした手をあてる。

　ツヴァイは無言で、かつての兄の巨体を見上げている。

　ミダは、ふるふると頬肉を震わせた。

「ミダは……ミダは、さびしいんだよ……？」

「そうね。わたしもさびしいわ。……でも、これは仕方のないことなの。罪を犯おかしたわたしたちは、それを贖あがなわなくてはならないのよ」

「……もう、オウラにもツヴァイにも会えないの……？」

「そうよ。スンの本家はなくなったの。あなたはこれから、ルウの人間として生きていくのよ」

　やっぱりミダは、ルウの家で引き取ることになったのか。

　俺の背後に立ったヴィナ＝ルウが、腰こし当あての布地をぎゅうっとつかんでくる。

「ヤミルにも、テイにも……ディガにも、ドッドにも会えないの……？」

「ええ、そうよ。――そして、もしもどこかで彼らと出会うことがあっても、もうその言葉を聞いてはいけないわ。あなたはルウの人間になるのだから、ルウの言葉に従って生きていくの。スンの掟おきては全部忘れて、ルウの掟にだけ従うのよ？　そうすれば――きっと今まで以上に幸せになれるから」

「……ミダは、オウラやツヴァイと一緒にいたいんだよ……？」

　ミダはどすんと膝ひざをつき、今度は下側からオウラの顔を見上げた。

　オウラは悲しげに微笑みながら、その小山のような肩かたのあたりに手を置く。

「あなたは強い子よ、ミダ。きっと立派な狩人になれるわ。ズーロや、ディガや、ドッドにはできなかったことも、きっとできるようになる。ルウの人間として、強く生きてね……？」

「……ミダは……」

　俺は思わず、ぎょっとしてしまった。

　顔に比してはあまりに小さなミダの目に、いきなり涙なみだの山が盛り上がってきたからだ。

「おいおい、勘弁してくれよ？」と、ルド＝ルウが俺たちのほうに逃にげてくる。

　次の瞬しゆん間かん、ミダの口から、うおおおおぉぉぉん……という、怪かい音おん波ぱのような雄お叫たけびが解き放たれた。ものすごい高周波と低周波がからみあい、渦うずを巻くような、それは凄すさまじいばかりの雄叫びだった。

　この世界に窓ガラスというものが存在していたら、片かたっ端ぱしから粉ふん砕さいされていたかもしれない。それほどの、衝しよう撃げき波はにも等しい音の爆ばく弾だんである。

「うるせーうるせー！　スンの集落で思うぞんぶん泣き尽くしたんじゃないのかよ！　いい加減にしろ!!」

　耳をふさいだルド＝ルウが大声でわめいている。

　その声を圧する雄叫びをほとばしらせつつ、ミダはおんおんと泣いていた。ものすごい量の涙がたるんだ頬肉を伝って地面に落ち、水たまりを作りあげていく。「うっさいよ、バカ！」と、ツヴァイがミダの足を蹴ったが、いっこうに泣きやむ気配もない。

　最初の一声で鼓こ膜まくに大ダメージをくらってしまった俺は、両手で耳をふさぎつつ、それでも少なからず胸をしめつけられてしまっていた。それぐらい、ミダの顔には混じりけのない悲しみの激情があふれていたのだ。

　ぶくぶくと非人間的なまでに肥え太り、食べること以外には何の興味もなさそうに見えたミダが、顔をぐしゃぐしゃにして泣いている。脂し肪ぼうが分厚すぎてまともに表情を動かすこともできないぐらいのミダであるのに、何て悲しそうな顔なのだろう。まるで、本当の赤あかん坊ぼうみたいだ。

「ミダは……さびしいよ……？　オウラともツヴァイとも別れたくないんだよ……？」

　やがて、ひくひくとしゃくりあげながら、ミダはそんな言葉を絞しぼり出した。

「ありがとう、ミダ。……だけど、わたしたちにはこうするしか道がないの」

　こちらは涙も流さぬまま、それでも悲ひ哀あいに満ちた表情でオウラがうなだれる。

　それでまたミダは激げき烈れつに顔を引き歪ゆがめたが、その口から新たな泣き声が放たれる前に、意想外な声がそれをさえぎった。

「やかましい！　でかい図ずう体たいをしていつまで泣きわめいているのだ！　男衆が、たやすく余人の前で涙など見せるな！」

　たぶん、一番仰ぎよう天てんしたのは俺であっただろう。そんな風にまくしたてながらミダの前に進み出たのは、なんとアイ＝ファであったのだ。

「あのような不ふ埒らち者の集団でも、お前にとっては家族であったのだな。それはわかったが、泣きわめいたところで運命が変わるわけでもない。お前も森辺の民だったら、少しは誇ほこりを持って生きるがいい！」

　ミダは、きょとんとした様子でアイ＝ファを振り返った。

　その涙と鼻水とよだれにまみれた巨きよ大だいな顔を、アイ＝ファは山やま猫ねこのような目でにらみつける。

「お前たちは、罪を犯したのだ。家族を失うのは、その罰ばつだ。己の罪深さを思い知れ。……その上で生きていくことしか、お前たちには許されていないのだ」

「でも……ミダは……」

「すべての家族を失う悲しさは私も知っている。それはこの身を引き裂かれるほどの痛みではあるが、決して乗りこえられぬものではない」

　鼻のあたりにしわを刻み、アイ＝ファはずいっとミダのほうに顔を寄せた。

「そして、家族としての縁は切れるが、おたがいに生命を失うわけではないのだ。お前がルウの人間として真っ当に生き、これらの女衆がルティムの人間として真っ当に生きれば、いずれまた相まみえることもあろう。そのような希望が残されているのに、ぐずぐずと泣きわめくな！」

「……またオウラやツヴァイに会えるの……？」

「男衆や長姉などには会わすわけにはいかんが、これらの女衆なら、いずれ会わせてやらなくもない。なにせ、ルウとルティムは眷族なのだからな」

　そう応じたのは、ダン＝ルティムであった。

　さしもの豪ごう傑けつもいくぶんげっそりしてしまっている。

「ミダは……ヤミルやテイにも会いたいんだよ……？」

「それはお前の心がけしだいだ。何の努力もせぬ内から、都合のよいことばかりをぬかすな」

　アイ＝ファに怖こわい顔でにらまれて、ミダは「ごめんなさい……」と、つぶやいた。

「やれやれ。まさかアイ＝ファに先をこされるとは思わなかったよ。……あんたはいい家長だね、アイ＝ファ」

　笑いながら、ミーア・レイ母さんもミダの前に進み出てくる。

「血の縁はなくても、家人は家人だよ。そしてあんたが森辺の民としてしっかり生きていけば、家長からルウの名をもらうこともできるだろう。過ぎたことを悔くやんでもしかたないんだから、これからは立派に生きていけるように頑がん張ばりな」

　そうしてミーア・レイ母さんは、懐ふところから布切れを取り出すと、あらゆる液体にまみれたミダの顔を拭ぬぐい始めた。

「……では、行くぞ」

　そんな二人の姿を満足そうに見届けてから、ダン＝ルティムは眷族を引き連れて広場を去っていく。

　ミダはルウの家人となり、オウラとツヴァイはルティムの家人となる。ディガとドッドとテイはドムの家人となり、ヤミルは――きっとガズラン＝ルティムが何とかしてくれるだろう。

　そして森辺の新たな族長たちは、ジェノスの領主を相手取ることになる。四日後にはカミュア＝ヨシュが守護するジェノスの商団が森辺を通過する、という計画があるのだから、それまでにはスン家の没ぼつ落らくを正式に伝える必要があるはずだ。

　本当に、問題は山積みである。族長筋の不始末を、これから森辺の民が総出で立て直していかなくてはならないのだろう――より良い森辺の未来のために。

「さて、それじゃあこっちもそろそろ晩ばん餐さんの準備を始めようかね」

　朗ほがらかに笑うミーア・レイ母さんと、悲嘆に暮れるヴィナ＝ルウとともに、俺は自分の仕事場へと戻ることにした。
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１




　家長会議の翌々日、青の月の十二日、宿場町における俺たちの商売が、無事に再開されることになった。

「おひさしぶりです、ミラノ＝マス！」

《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》の裏手に回って、元気いっぱいに挨拶の言葉を投げかけると、ミラノ＝マスは相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで俺たちを迎えてくれた。

「朝から騒さわがしいやつだな。たかだか二日ばかり空いたていどで、おひさしぶりもへったくれもあるか」

「いやあ、俺としては二日ぶりとは思えないぐらい久々に感じられてしまうのですよね。今日も一日、よろしくお願いいたします」

「……何もよろしくされる覚えはない。商売をする気があるなら、とっとと屋台を持っていけ」

「はい！」と応じつつ、俺はついミラノ＝マスの不機嫌そうな顔をまじまじと見つめ返してしまった。

「何だ、何か俺に文句でもあるのか？」

「いえいえ、滅めつ相そうもない！」

　もしかしたらミラノ＝マスの親友の死の原因であったかもしれないスン家が、没落した――そのようなことを、この段階で打ち明けられるはずもなかった。

　それに、そのようなことを知らされたところで、ミラノ＝マスの無念が完全に晴らされるはずもない。スン家の人々は、べつだん町の人間に害をなした罪で裁かれるわけではないのだから。

（何とかそのあたりのことも白黒つけたいんだけど――まずはドンダ＝ルウたち新しい森辺の族長が、ジェノスの領主と正しい縁を結べるかどうかだよな）

　胸中にわきあがるさまざまな感情をねじ伏ふせつつ、俺は石の街路へと繰くり出した。同どう伴はんするメンバーは、これまで通りシーラ＝ルウとヴィナ＝ルウとララ＝ルウの三名である。

　ずらりと並んだ木造の建物、道をゆきかう旅人や商売人、重そうな荷を引かされている恐鳥トトス。むっとするような人いきれに、大勢の人間がかもしだす熱気とざわめき――何もかもが、懐なつかしい。本当に、二日ぶりとは思えない懐かしさだ。

「アスタ、楽しそうな顔してるねー」と、一緒に屋台を押おしているララ＝ルウが冷やかしてくる。だけど、そんなララ＝ルウだって楽しそうな顔をしているし、シーラ＝ルウやヴィナ＝ルウの表情も明るい。

　たぶん、スンの集落で深刻に過ぎる仕事に従事した反動もあるのだろう。もともとはこの宿場町だって、森辺の民にとっては敵てき陣じんと言ってもいいぐらい居い心地ごこちの悪い空間であったはずなのに、彼女たちにそれを忌き避ひするような気配はもう微み塵じんも残っていない。そんな彼女たちの晴れやかな表情を見ているだけで、俺はいっそう心が満たされていくのがわかった。

　そうして石の街路を進む内に、「あ！　アスタおにいちゃんだ！」という、これまた懐かしい声に呼びかけられた。

　焦こげ茶ちや色いろの髪をした可愛かわいらしい少女、ターラだ。

　雨よけの屋根の下で、ドーラの親父おやじさんもにこやかに笑っている。

「やあ、アスタ。元気そうで何よりだ。何か買っていくかい？」

「どうも、おひさしぶりです。タラパを二個とティノを四個、それにアリアを二十個お願いします」

「あいよ。赤銅貨八枚だね」

　懐かしいが、手て馴なれたやりとり。

　何というか、胸中に満ちていた強きよう烈れつな郷きよう愁しゆう感を溶とかされていくような感覚である。

（俺はやっぱり、この町で商売をするのが肌はだに合ってるんだなあ）

　もちろん俺は、新参なれども森辺の民だ。この世界における故郷は森辺の集落であり、ファの家であり、それを一番かけがえのないものとして認にん識しきしている。また、いまだに町の人々の何割かは、森辺の民に対して隠しようもない恐おそれや蔑さげすみの視線を向けてきている。

　それでも俺おれにとってはこの宿場町も第二の故郷と呼べるぐらい親しみのある土地であり、そこで出会った人々も、とても大事で慕したわしく感じられてならなかった。

「うわー、今日もすごい有り様だねー」

　ドーラの親父さんから本日使用する分の野菜を購こう入にゆうし、さらに足を進めていくと、過去最高の売り上げを叩たたきだした四日前の営業日にも劣おとらぬ人だかりが、露ろ店てん区域の北ほく端たんに展開されていた。

　だけど何となくその情景も、日を重ねるにつれて煩はん雑ざつさを減じていっているように感じられる。南と東のお客さんたちは増加していく一方であるのだが、それを取り巻く西の民の野や次じ馬うまが減ったのだ。

　俺たちが商売を開始して、はや半月。こうしてお客さんが行列をなすのも珍しい光景ではなくなってきたし、南と東のお客さんたちの間でもめごとが起きることもなくなった。これでは野次馬をする甲か斐いもない、ということなのだろう。見張りの衛兵も一人しかおらず、街路の端はしで退たい屈くつそうに立ちつくしているばかりであった。

「お待たせいたしました！　すぐに準備を始めますので、少々お待ちくださいね」

　俺たちが近づいていくと、お客様たちは申し合わせたように道を空けてくれた。そして、誰に何を指示されるでもなく、それぞれの屋台に五名ずつが綺き麗れいに列を成し始める。

「ようやく来たか！　待ちくたびれたぞ！」

『ミャームー焼き』のほうの最前列に陣じん取どったのは、おやっさんとアルダスを含ふくむ建設屋の一団だった。

　俺よりも小こ柄がらなおやっさんと、東の民にも負けない長身で体格もがっしりとしているアルダス。どちらも面つらがまえは厳いかついが、俺にとってはとても心の和なごむ凸でこ凹ぼこコンビである。

「今日もご来店ありがとうございます。お元気そうで何よりです」

「元気は元気だが、この二日間はおやっさんがうるさくてな。ギバが食いたいギバが食いたいと、口を開けばそればっかりで、なだめるのが一苦労だったよ」

「この小こ僧ぞうが二日も店を閉めるのが悪いんだろうが！　おい、青の月はもう一日たりとも休むなよ？」

「はい、なるべくそのようにしたいと思います」

　そんな会話を交わす間に、早くも鉄板が温まってきた。

　六日ほど前に購入した新アイテム、ジャガル産の鉄板である。新たな契けい約やくをもって開始された青の月の八日の営業日から、俺はこの鉄板で『ミャームー焼き』を調理することに定めたのだった。

　脂あぶらを落とし、スライスしたアリアを炒いため、漬つけ汁じるに漬けておいたロースとバラ肉を炒め、あらかた火が通ったら、漬け汁を降り注ぐ。するとたちまち果実酒と、ニンニクに似たミャームーの香かおりが爆ばく発はつ的てきに広がって、居並ぶお客さんたちに歓かん喜きのどよめきをあげさせた。

「おい、まだか!?　腹が減りすぎて腸がねじ切れそうだ！」

「はい、今すぐに」

　焼けた肉は木皿に移さず、鉄板の端に寄せる。これも鉄てつ鍋なべではできなかった作法である。火があてられているのは中心部だけなので、端の端まで寄せてしまえば、焦げつかせることなく保温できるのだ。

　そうしてクレープのようなポイタンの生き地じに千切りに刻んだティノを載のせてから、熱々の肉とアリアをはさみこめば完成である。

「はい、どーぞ。赤銅貨二枚だよ」

　銅貨と引ひき換かえにララ＝ルウが『ミャームー焼き』を手て渡わたしていくと、それを受け取りながら、アルダスが俺に笑いかけてきた。

「なあ、宿屋での商売は明日からだったよな？」

「あ、はい。その予定です」

「これで俺たちは昼も夜もお前さんの料理を楽しめるってわけだ。宿屋で騒いだ甲斐があったよ」

　このアルダスを中心とする南の民のお客さんたちが俺の料理を褒ほめちぎってくれたため、《南の大樹亭てい》の主人ナウディスはギバ肉の料理を晩餐で提供する英断に踏ふみ切ることになったのだ。

　手だけは休めず『ミャームー焼き』をこしらえながら、俺はアルダスに頭を下げてみせる。

「皆みなさんには本当に感謝しています。こんな形で商売を広げられるなんて、俺は思ってもいませんでした」

「何、別にお前さんのためにやったわけじゃない。俺たちはただ美味うまい晩餐を食べたかっただけさ」

「そうだ！　これで美味くもない料理など出だしたら、ただではおかんぞ？」

　と、言葉自体は乱暴であったが、『ミャームー焼き』を両手で持ったおやっさんもすっかりほくほく顔になってしまっている。俺も思わず笑顔を誘ゆう発はつされながら、「ご期待にそえるよう励みます」ともう一回頭を下げた。

　その後は、しばし戦場である。一度に作れる量は鉄鍋も鉄板も大差はないので、十五名分ずつを二ターン、それでも足りない分をさらに焼いて、ようやく朝一番の猛もうラッシュをしのぐことができた。

　そうして一息ついたところで従業員も軽食をいただき、持ち場をローテーションしたあたりで、今度は《銀の壺つぼ》のメンバーが登場する。これもお馴な染じみの展開だった。

「アスタ、おひさしぶりです」

「あ、どうも。毎度ありがとうございます」

　毎回そのように挨拶をしてくれるのは、団長のシュミラルである。銀色の長い髪をしたシムの若者は、いつもの通りに革のフードをはねのけて、無表情に一礼してきた。

　ローテーションで俺の隣となりに回ってきていたのは、残念ながらヴィナ＝ルウではなくシーラ＝ルウである。シュミラルはそちらにも一礼し、シーラ＝ルウもお行ぎよう儀ぎよく礼を返す。

「今日は『ミャームー焼き』ですか？」

「いえ。休業の前、『ミャームー焼き』でした。今日、『ギバ・バーガー』です」

　いかにも異国人といった喋り方かたなのに、発音自体はしっかりしている。森辺の民などはいつまで経たっても「はんばーぐ」「ぎばばーがー」というたどたどしい発音であるのだが、これは何か異文化の存在に対する認識能力の差異でも関係しているのだろうか。

「アスタ、調理刀、いかがですか？」

「はい、すっかり馴染んできましたよ。何というか、俺が故郷で使っていたものよりも頑がん丈じようなつくりに感じられますね。半人前の俺にはありがたい限りです」

「アスタ、半人前ですか？」

「半人前ですよ。料理の腕うで前まえはもちろん、自分で店を出すのもこの屋台が初めてのことなのですから」

　こちらの料理をチョイスした五名の団員たちのために『ミャームー焼き』を作製しつつ、そんな風に応じてみせた。

　すると、シュミラルの切れ長の目が、ほんの少しだけ見開かれる。

「アスタ、料理、とても巧みです。私、とても美味、思います」

「ありがとうございます。そう言っていただけるのは本当に光栄です」

「……アスタ、一人前なったら、どうなるでしょう？　怖いぐらい、楽しみです」

　と、今度はシュミラルの目が少しだけ細まる。

　東の民はなかなか表情を動かさないので、俺にはそれだけで優やさしげに微笑んでいるように見えてしまう。

　そうして同どう胞ほうの一人が購入してきた『ギバ・バーガー』を受け取りつつ、シュミラルはゆっくりと周囲を見回した。

「彼女、今日、不在ですか？」

「彼女？」と小首を傾かしげてから、「ああ」と合が点てんする。

「家長ならば、今日は別の仕事に取り組んでいます。本来、屋台の商売は彼女の仕事ではありませんので」

「……カチョウ？」

「家の長です。彼女が家長で、俺はその家の家人なのです」

「そうですか」と、シュミラルがうなずく。

「家長、石、喜びましたか？」

「あ、はい……えーと、まあ、それなりには、たぶん」

　いくぶん挙動を乱してしまった俺の姿に、シュミラルはまた楽しそうに目を細める。

「良かったです。また何かあったら、相談、ください」

「はい、ありがとうございます」

　そうして《銀の壺》の一団が屋台の前から立ち去っていくと、それと入いれ替かわりでまた見覚えのあるお客さんが笑顔で近づいてきた。

「やあ、今日も繁はん盛じようしてるみたいだね！」

　褐かつ色しよくの髪に、象ぞう牙げ色いろの肌。恵まれた肢し体たいに胸あてと一枚布の長い腰こし巻まきだけを纏まとった、なかなか艶つやっぽい娘さん――《西風亭》なる宿屋の娘、ユーミである。

「どうも、おひさしぶりです。今日はお一人ですか？」

「うん。朝から色々仕事を手伝わされてさ。お腹なかが空いたから、ちょっとだけ抜ぬけてきたの」

　にこやかに笑いつつ、鉄板の端で保温されている肉の香りに鼻を寄せる。

「いい匂におい！　これってミャームーとか果実酒だけの匂いじゃないよね。キミュスの肉にく饅まん頭じゆうよりずっと美味おいしそうな匂いだもん。ギバの肉自体がいい匂いってことなんだろうなあ」

「はい。たぶんギバ肉とミャームーは相あい性しようがいいんだと思います」

「そうだよね。ミャームーを使ってる料理なんて珍めずらしくもないし。……これって、味付けとかも全部アスタが考えたんでしょ？　そう考えたら、やっぱアスタはすごいよね！」

「いえいえ。俺なんて、本当に半人前の料理人に過ぎませんよ」

　料理人などというものは城下町にしか存在しないという話であるのだから、俺ぐらいの腕前でもこのような評価をいただけるのだろう。嬉うれしいことにはもちろん嬉しいが、慢まん心しんだけはすまいと思う。

「ねえ。まだ中天までに時間はあるけど、今日は何食ぐらい売れたの？」

「え？　……そうですね。それぞれ四十食から五十食ずつぐらいは売れているはずですが」

「この時間で五十食！　本当に大した売れ行きだよねえ。……ね、今日は三つちょうだい。何としてでも、父さんに食べさせてみるからさ」

「はい？　お父上にですか？」

「そんな上等なもんじゃないよ。ガチガチの石頭の頑がん固こ親おや父じさ」

　と、ユーミはゆたかな胸の下で腕うでを組み、口をへの字にした。

「ギバの肉なんて美味いわけがない。あたしも母さんもギバなんて食べたから舌がおかしくなってるんだって、いまだにそんなことを言い張ってるんだよ？　今日という今日は、あの石頭を木こっ端ぱ微み塵じんにしてやるんだ！」

「そ、そうですか。でもやっぱり、ジェノス生まれの年配の方はギバの肉に抵てい抗こうをもたれるでしょうしね」

「そんなことないよ。生きつ粋すいのジェノスっ子は母さんのほうで、父さんは年をくってから移住してきた人間なんだから。……それに、森辺の民じゃなくギバのほうを怖がるのは、爺じいさんや婆ばあさんの世代でしょ。父さんだって、ただ何となく気に食わないってだけの話なのさ」

　その「何となく」を払ふつ拭しよくするのが、きっと大変なのだろう。

　そして、西の民でありながらそういった悪評を覆くつがえすことに尽じん力りよくしてくれているこのユーミという少女は、森辺の民にとってかけがえのない存在なのだろうとも思う。

「……《南の大樹亭》の仕事って明日からだよね？」

「え？　はい、そうです」

「確かにあそこは南の民の常宿だけど、西の民だって山ほど利用してるんだ。そこでアスタの料理を出したら、ますますギバ肉を食べる西の民が増えるようになると思うんだよね」

　と、何ともありがたい予想を提示してくれるユーミである。

　しかし、その顔はしかめ面のままだ。

「それでもしもギバ肉が当たり前に食べられるようになったら、ギバの料理がない宿屋のほうが時じ代だい遅おくれってことになっちゃうかもしれないじゃん？　だから、今の内に父さんの石頭を粉々にしておく必要があるなあって思ったんだよ」

「それはそうかもしれませんが……でも、そんな風に思っていただけるようになるには、相当の年月が必要でしょうね」

「それが一年後でも十年後でも、まずいことに変わりはないっしょ？　ていうか、今の時点でも《南の大樹亭》に客を取られちゃう危険があるわけだし、うかうかしてらんないよ」

　商しよう魂こんたくましいというか何というか。どうも俺が思っていた以上に、このユーミというのはしっかりとした娘さんであるようだ。ギバの話は置いておくとしても、このような娘さんが婿むこでも取って跡あとを継つぐなら、《西風亭》の未来は明るいかもしれない。

「それじゃあね！　また明日！」

　そんな感じで、三つの『ミャームー焼き』を手に、ユーミは足取りも勇ましく帰っていった。

「よし、そろそろ新しい肉を焼きましょう。シーラ＝ルウ、よろしくお願いします」

「はい」と、シーラ＝ルウが真しん剣けんな面おも持もちでうなずき返してくる。

　ついに明日の後半戦から、俺は宿屋の料理を作るために屋台を離はなれて、このシーラ＝ルウに『ミャームー焼き』の仕事をまかせることになるのである。

　シーラ＝ルウの表情には緊きん張ちようの色が濃い。この仕事によって彼女はヴィナ＝ルウたちの倍もの代価を得ることになるのだから、失敗は許されない――と、思おもい詰つめているのだろう。仕事に対してはどこまでも実直な森辺の民なのだ。だからこそ、俺も安心してまかせられる気持ちになれるのだと思う。

「では、焼きます」と、シーラ＝ルウは鉄板にアリアを投入した。

　そいつがしんなりしてきたら、ギバの肉も投じ、火が通りやすいように木べらでのばしていく。分量は十人前。見る限り、アリアも肉も量に問題はない。そうして色や固さを入念に確かく認にんしつつ、焼きあがったら、鉄板の端へ移動させる。

　シーラ＝ルウの視線を受けて、俺は肉にく片へんのひとつをつまみあげた。

　焼き加減は――上々である。

「ばっちりですね」と笑いかけると、シーラ＝ルウはそれ以上の笑え顔がおで応こたえてくれた。

「わたしは本当に幸せです。アスタと出会えたことを、森に感謝したいと思います」

「大げさですよ。シーラ＝ルウにはもともとこれだけの力があったんですから」

「いいえ。そもそもかまど番の仕事にこれまで以上の意義と喜びを与あたえてくれたのはアスタなのですから。アスタが森辺にやってこなければ、わたしは今でも無力な自分を恥はじながら生きていたと思います」

　そう言って、シーラ＝ルウはどこか遠くを見るような目つきをした。

「これからは、今までよりも誇りをもって生きていくことができるでしょう。だから、わたしはアスタを森辺に導いたアイ＝ファにも感謝しています。アスタとアイ＝ファの出会いを、わたしは何よりも祝福したいと思います」

「ありがとうございます」と、俺もとても素す直なおな気持ちで応じることができた。

　俺とアイ＝ファが出会いさえしなければ――と述べるジザ＝ルウのような者もいれば、シーラ＝ルウのように言ってくれる人もいる。強烈な毒にも薬にもなりうる俺のような存在は、それらの両方の人々に、きっちりと生き様をさらしていくべきなのだろう。

　そんな気持ちも新たに、ティノを切るための刀を取りあげたところで、またまた顔なじみのお客がやってきた。風ふう来らい坊ぼうカミュア＝ヨシュの弟で子し、レイト少年である。

「こんにちは。二つお願いします」

　亜あ麻ま色いろの髪をした、いつも笑顔の小柄な少年だ。その淡あわい茶色の瞳を見返しつつ、「やあどうも」と俺は言葉を返した。

「毎度ありがとう。カミュアは今日も仕事かい？」

「はい。朝方に帰ってきて、中天まで眠ねむるそうです。いよいよ大きな仕事が目前にせまってきましたし、色々準備が忙いそがしいようですね」

　商団を護衛する仕事の前準備とは、そんなに慌あわただしいものなのか。そのようなことを詮せん索さくしても意味はないが、それよりも、俺には為なすべき仕事があった。

「それじゃあ悪いけど、伝言をお願いできるかなあ？　屋台の商売の後に、ちょっとカミュアに時間を作ってほしいんだ」

「へえ、アスタのほうからカミュアに用事だなんて、珍しいですね」

　無む邪じや気きそうな笑顔のまま、レイト少年は目を丸くする。

「きっとカミュアも喜ぶでしょう。目を覚ましたら、必ず伝えておきますね。この後はずっと《キミュスの尻尾亭》にいるはずですので」

「わかった。ありがとう」

　だいぶん人通りの増え始めた通りの向こうに、少年の小さな姿が消えていく。

　それが完全に見えなくなるのを待ってから、シーラ＝ルウが心配そうな眼差しを俺のほうに向けてきた。

「アスタ、くれぐれも気をつけてくださいね？」

「はい。いちおうあの人物は森辺の民を敬愛している、と言い張っているのですから、危険な事態にはならないはずです。……たぶん」

「たぶんでは困ります。いまや森辺にとって、アスタはなくてはならない存在なのです。そうでなくとも、アスタに何かあればアイ＝ファが悲しみます。それだけはどうか忘れないでください」

「大だい丈じよう夫ぶです。俺はただ、彼と話をするだけですから」

　何も危険なことはない。少なくとも、今のところは。

　しかし、この先は何がどう転ぶかわからなかった。

　スン家が失しつ脚きやくしたことによって、ジェノスの城との関係性はどのように変化していくのか。宿場町で商売などをしている俺たちに、その変化はどのような影えい響きようをもたらすのか。すべてが手て探さぐりの暗あん中ちゆう模も索さくだ。

　だけど、いま俺の身に何かあれば、宿場町のこの商売も頓とん挫ざすることになるだろう。あともう少し時間をかければ、森辺の民だけで商売を続けるノウハウは会え得とくできるかもしれない。最低限それまでは、俺は死ぬわけにも消えるわけにもいかないのだった。

（俺の生命は、もう俺だけのものじゃないんだ）

　今まで以上に、慎しん重ちように、用心深く――それは昨日、アイ＝ファとも話し合ったことである。

　スン家が失脚しても、すべてが解決したわけではない。族長筋の罪を贖う、という意味でも、俺たちはジェノスの城と正常な関係性を再構築しなければならないのだ。

「さあ、そろそろ中天ですね。後半戦も頑張りましょう」

　まだ少し心配そうな顔をしているシーラ＝ルウにそう呼びかけてから、俺は新たに訪おとずれたお客さんに「いらっしゃいませ！」と笑顔を振ふりまいた。
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　けっきょくその日は、中天を過ぎて二時間後ぐらいには営業を終しゆう了りようすることになった。

　前回の休み明けも二百食分を完売することはできたが、あの日は営業時間をめいっぱい使った上での完売だった。それよりも、ざっと一時間半は早く売り切れたことになる。やはり今回は二日も休んでしまったために、より売れ行きも激しくなったということなのだろうか。

　ともあれ、順調な再スタートである。俺は充じゆう足そくした気分で《キミュスの尻尾亭》に向かうことができた。

「お疲つかれ様さまです、アスタ。カミュアももう奥おくで待っていますよ」

　屋台を返してから《キミュスの尻尾亭》の扉とびらをくぐると、いつものようにレイト少年が出で迎むかえてくれた。

　受付台のミラノ＝マスに挨拶をしてから、俺はヴィナ＝ルウとともに奥へと進む。ララ＝ルウとシーラ＝ルウには明日のための買い出しを頼たのんだので、二人きりの進軍だ。

「やあやあ、ひさかたぶりだね、アスタ。元気そうで何よりだ」

　いつぞやと同じように、カミュア＝ヨシュは奥の食堂の六人掛がけのテーブルで俺たちを待ち受けていた。が、そこには彼かれ以外にも二人ばかりの人ひと影かげがあり、俺はいささか困こん惑わくすることになった。

　こちらに背を向けているのでどのような人々であるかは不明だが、何にせよ、俺が携たずさえてきた話は余人の前で明かせられるような内容ではないのだ。

「どうも。さきほどはお買い上げありがとうございました。……あの、こちらの方々はカミュアのご身内ですか？」

「うん、ちょっと仕事の打ち合わせをしていたんだよ。アスタがやってくるのはもう少し後だと思っていたからねえ」

　と、カミュア＝ヨシュはいつもの調子でにんまりと笑った。

　確かにまあ、本来の終業時間にはまだ一時間以上も猶ゆう予よがあったので、カミュア＝ヨシュのほうに非はないだろう。それに、「仕事」の二文字が、今日の俺には聞きき逃のがせなかった。

「あの、それはもしかして、例の護衛のお話ですか？」

「ああ、そうそう。森辺の集落を通過して東の街かい道どうに抜けようという大仕事さ。まんざらアスタに関係ない話でもないわけだし、いちおう紹しよう介かいしておこうか」

　カミュア＝ヨシュの言葉を受けて、その二名がようやく俺たちのほうを振り返かえった。

　それと同時に、俺は息を呑のんでしまう。

　その二名の内の片方が、何というか、息を呑まずにはいられないような風ふう体ていをしていたのだ。

　といっても、どのような顔をしているのかは、まったくわからない。その人物はかつてのダルム＝ルウより念入りに、包帯のような布切れを顔中に巻きつけていたのだった。

「手前側が、俺と同じく《守護人》を生業にしているダバッグのハーン。奥側が、このたびシムに向かう商団の団長であるザッシュマだ。こちらは森辺の民たみのアスタと、森辺の有力氏族であるルウ家のご息女だね」

　包帯男は、ダバッグのハーンというほうだ。聞き覚えはないが、ダバッグというのはきっと地名か何かなのだろう。

　異様な人物である。ただ包帯で人相を隠しているだけではない。その包帯の隙すき間まから覗のぞく爬は虫ちゆう類るいのような目つきの鋭するどさと冷たさにこそ、俺は警けい戒かい心しんをかきたてられていた。

　かつてのヤミルも蛇へびのような目つきをしていたが、あれほどの毒々しさはない。ただ、ひたすら冷たく凍いてついている。人間らしい情や温かみをまったく感じさせない、断首台の刃やいばみたいに無む慈じ悲ひに光る、色の淡い灰色の瞳ひとみだった。
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　身長は高そうだし、体格もがっしりとしており、その頑がん健けんそうな身体にカミュア＝ヨシュと同じような革の長マントを纏いつけ、東の民のようにフードも下ろしている。そのマントの合わせ目から覗くのはごくありふれた布の胴どう衣いと腰こしあてだったが、これが只ただ者ものであるはずはなかった。

「ほう？　お前さんは、あのギバ料理の屋台の店主だな？　今まで遠目にしか見たことはなかったが、ずいぶんとまた若いのだな！」

　と、声をあげたのはもう片方のザッシュマという人物である。

　こちらも十分に胡う散さん臭くさい。商団の責任者という紹介であったが、どちらかといえば野盗の親分とでも言いたくなるような風ふう貌ぼうの御ご仁じんだ。

　ずいぶんと陽ひにやけた黄おう褐かつ色しよくの肌で、髪かみと髭ひげは濃こい褐色、瞳の色は明るい茶色。背せ丈たけは人並みで、こちらもいかにも頑丈そうな肉厚の体格をしている。頭にはターバンのような砂色の布を巻きつけ、袖そでなしの胴衣に、筒つつ型のズボン。首やら腕やらにじゃらじゃらと飾かざり物ものをつけており、まあ裕ゆう福ふくそうな身なりではある。

「申し訳ないが、今日のところはこれぐらいでよろしいかな？　これまでの打ち合わせ通りで、何も問題はないだろうし」

　そんな風にカミュア＝ヨシュが呼びかけると、ザッシュマなる人物は「そうだな」とうなずき、やおら立ち上がった。

「まあ、《北の旋せん風ぷう》たるカミュア＝ヨシュと《双そう頭とうの牙きば》たるダバッグのハーンがそろっていれば、どんな脅きよう威いも恐るるに足らずだ！　面めん倒どうな話はこれでおしまいにして、出発の日まではぞんぶんに英気を養うことにしよう」

　そのザッシュマにうながされる格好で、ハーンという包帯男もゆらりと立ち上がる。

　その際に、丸太の椅い子すにたてかけられていた二本の刀を取り上げたのだが、包帯男はそれを両方とも自分の腰につなぎとめた。これが《双頭の牙》なる大おお仰ぎような二つ名のゆえんなのだろうか。

「それにしても、お前さんは美しいな！　森辺の若い女衆には美しいのが多いが、これほど色気のある娘むすめを見たのは初めてだ！」

　と、その間にザッシュマがヴィナ＝ルウのほうに顔を寄せてきた。

「よかったら、明日の朝まで俺の宿に来ないか？　お前ぐらいの器量だったら、白の銅貨を十枚まで出すぞ？」

「……森辺の女衆を銅貨で買おうというつもりぃ……？」

　ヴィナ＝ルウは、妖よう艶えんきわまりない流し目で男をねめつける。

　ザッシュマは、悪びれた様子もなく、にいっと笑った。

「了りよう承しようがもらえるなら、いくらでも買うさ。代価と引き換えなら、森辺の狩人かりうどに首を刎はねられることもないだろう？」

「お生あい憎にくさまぁ……銅貨で身を売る女衆なんて、森辺には一人として存在しないのよぉ……？」

「そうか。まったくもって残念だ！　――それではな、《北の旋風》よ！　また何かあったら連れん絡らくを頼む」

「はいはい、了りよう解かいであります」

　そうして、きわめて不ふ穏おんなる男たちは《キミュスの尻尾亭》を出ていった。

　カミュア＝ヨシュは一つ肩かたをすくめてから、正面の空いた席を指し示してくる。

「いやいや、申し訳なかったねえ。見た目ほどあくどい御仁ではないのだけれども、どうも自分の欲求に忠実すぎるきらいがあってね。決して森辺の民に不埒な真似まねをするような胆たん力りよくは持ち合わせていないので、心配せずに鼻で笑ってあげるといいよ」

「はあ」

　何とも釈しやく然ぜんとしない心地ここちのまま、俺はザッシュマが座すわっていたほうの席に腰を下ろした。

　しかしヴィナ＝ルウは腰を下ろそうとせず、俺の背後に立ちつくす。原則として、森辺の民は椅子に座るという習慣を持ち合わせていないのである。

「さて、俺に話とは何なのだろう？　アスタの側から会いに来てくれるだなんて、俺は心が弾はずんでしかたがないのだけれども」

　卓たくの上に肘ひじをつき、カミュア＝ヨシュが楽しそうに身を乗りだしてくる。

　そのすっとぼけた面おも長ながの顔を正面から見つめつつ、俺は述べさせていただいた。

「あまり心の弾まない話題で恐きよう縮しゆくです。今日の俺は、スン家に代わって森辺を治めることになった三族長の代弁者としてやってきたのですよ。ルウの家長ドンダ＝ルウ、サウティの家長ダリ＝サウティ、ザザの家長グラフ＝ザザからの使者として、ファの家のアスタの言葉を聞いていただけますか、カミュア＝ヨシュ？」

「……それは何とも穏おだやかならぬ前口上だねえ」

　愉ゆ快かいげに笑いながら、カミュア＝ヨシュは卓に置かれていたゾゾ茶をすする。

「スン家はついに族長筋としての身分を剥はく奪だつされてしまったのかな？　それは何とも、由ゆ々ゆしき事態だ」

「あの、いちおう最初に確認させていただきたいのですが、カミュアは本当にそのことをご存知ではなかったのですか？」

「どうして俺が？　森辺の民ならぬ俺にそのようなことを知り得る手段はないじゃないか？」

「……だってあなたは、婚こん儀ぎの祝しゆく宴えんを誰だれにも気づかれないまま盗ぬすみ見ることができるようなお人じゃないですか。だったら二日前に行われた家長会議の顛てん末まつを盗み見ることも可能だったのかなと思ったんです」

「うーん、わかった。正直に言おう。家長会議というものが年に一度、青の月の十日に開かい催さいされるということは、俺も知っていた。だけど、みんなが美酒に酔よいしれている宴うたげの場であるならばともかく、そのように緊きん迫ぱくした場に踏み込んで最後まで身を隠かくしていられる自信はなかったから、あえて近づこうとは思わなかったのさ。……俺はそこまで森辺の民を侮あなどってはいないんだよ、アスタ」

　カミュア＝ヨシュのとぼけた表情に変化はない。

「そうですか」と、俺はうなずいておくことにした。

「ならば、改めてお話をさせていただきます。スン家は森辺を治める資格なしとの裁定を下されて、族長筋としての身分を剥奪されました。スン家に代わって森辺を治めるのは、ルウ家とサウティ家とザザ家です。ザザ家が他ほかの眷けん族ぞくに座を譲ゆずる可能性はありますが、現在のところはその三氏族が新たなる族長筋であるということを、まずはご理解ください」

「うん、ご理解したよ。前々から言っていた通り、俺もスン家の素行には果てしなく懐かい疑ぎ的てきな立場であったから、英断を下した森辺の民たちに喝かつ采さいを送りたい気分だよ」

「それは恐縮です。……で、ジェノスの領主には新しい族長たちが直接話を通すべきなのでしょうが、その前に、三日後にせまっている例の一件については早さつ急きゆうに手を打たなければならない、ということになったのですね」

「うんうん。俺たちはスン家の案内で森辺の集落を通過させていただく段取りになっていたからね。そちらの仕事は、どうなってしまうのかな？」

「はい。まず、今からでもその仕事を断ることはできないものか、それを確認させていただきたいのですが」

「それは困るね」と、カミュア＝ヨシュは大仰に両りよう腕うでを広げた。

「これは西の王国セルヴァと東の王国シムの国交にも関かかわってくる一大計画なのだよ？　他ならぬジェノス侯こうだってこの計画の行く末には注目しているのだから、今さら止められる話ではないのさ」

　何だか話が大きくなってきたな、と俺は内心で溜ため息いきをつくことになったが、それほどややこしい話ではなかった。要するに、セルヴァとシムを行き来するには、両国の間にそびえたつモルガの山を大きく迂う回かいする街道を通るしかすべがないので、森辺の集落を通過することさえかなえば、旅程を大きく減じることが可能である――というような話だった。

「さらに言うならば、モルガの南側には不毛な砂さ漠ばく地帯が広がっており、北側の辺境区域には旅人を狙ねらう野盗の集団がひしめいている。それはいずれも過か酷こくな道のりで、西と東の国交は、いまだに生命がけであるのだよ」

「はあ……」

「今回の試みが成功すれば、それは新しい行路の確立にも繋つながるかもしれない。以前にも話した通り、前回の試みは大失敗に終わった。総勢三十名の大きな商団が森辺の集落を通過したのだけれども、集落から街道へと抜ける森の中でギバに襲おそわれ、全員が生命を落とすといういたましい結果に終わってしまったのさ」

　そんな話を聞いただろうか？

　聞いたような気はするが、詳しよう細さいは覚えていない。相当に昔の話だろう。

「でね、そのときは森辺の民の案内も不親切だったし、商団側の備えも足りていなかった。そのときの反省を活いかし、今回は万ばん全ぜんの態勢でのぞめるよう計画が練り倒たおされたんだ。その準備にはふた月ばかりもかけられているのだから、今さら変へん更こうはきかないだろうねえ」

「そうですか」と、俺は息をつく。

「それならば、しかたがありませんね。もとより族長らも、約定を違たがえるのは本意でないと申しておりました。ただ、大きな支障が生じないようならば一考してほしかった、というぐらいの話だったのです」

「そうなのか。それなら良かったよ」

　カミュア＝ヨシュはにこやかに微笑ほほえみつつ、またゾゾ茶をすする。

「こちらとしては、案内役がスン家の人間であるというのは一つの懸け念ねん事じ項こうであったぐらいなんだ。他の氏族の方に仕事を引き継いでもらえるのなら、むしろありがたいぐらいだねえ」

「はい、そのことについてなのですが、カミュアたちは集落の南なん端たんから森に入って、街道に抜けていく予定だったのですか？　スン家の人間がそのように話していたと、俺はドンダ＝ルウから聞いているのですが」

「うん。北側だとけっきょく野盗の縄なわ張ばりに出てしまうからね。南側なら、うまい感じに砂漠地帯を省略して街道にまで出られそうなんだよ。そのへんの道筋は、俺も独自であたりをつけておいた」

「そうでしたか。……こんなことを言ってしまうのは何ですが、やっぱりスン家は何の労力もはらわずに、ただ漫まん然ぜんと先導役を果たすつもりだったのかもしれませんね。森辺の南端に居をかまえているのはサウティの眷族で、北方に住むスン家などには何の勝手もわからないだろう、という話でした」

「ははあ。スン家は報ほう酬しゆうを独どく占せんしたいがために、そのサウティという氏族にも話を通してはいなかったのかな。この時期にスン家が没ぼつ落らくしてくれたというのは、つくづく俺たちにとって僥ぎよう倖こうだったのかもしれないね」

　そんなことを言いながら、カミュア＝ヨシュは無ぶ精しよう髭ひげの目立つ下した顎あごをなでさすった。

「ちなみに、森辺の治安のほうに問題はないのかな？　スン家というのは、罪を告発されても大人しく頭を下げるような輩やからでもないのだろう？」

「はい。そのあたりのことは問題ありません。新しい族長たちが責任をもって管理していますので」

　本日の昼下がりから、スン本家の男衆も北の集落に移送されるのだ。ズーロ＝スンはザザ家に、ザッツ＝スンはジーン家に、そして、ディガとドッドとテイの三名はドム家に、である。

　病びよう魔まに冒おかされ自分の足では立つこともかなわないという先代家長のザッツ＝スンなどは移送する理由もないはずなのだが、スンの集落の分家の人々が、家長のズーロ＝スンよりもむしろ先代家長にこそ畏い怖ふの念を覚えているようである、ということが発覚し、戸板に乗せて、無む理り矢や理り移送されることになったのだ。

「死んだら死んだでいっこうにかまわん」と、ドンダ＝ルウは無慈悲に述べていた。ディガたち三名と異なり、ズーロ＝スンとザッツ＝スンの二名はスンの名を抱いだいたまま、処断の日を待つ身であるのだ。

　現在ただちに処断されないのは、余罪を追つい及きゆうするため――特に、町の人間に害をなしたかどうかを克こく明めいにするためであり、その結果がどうあれ、彼らが許されることはない。「森の恵めぐみを荒あらした」という罪は彼らの生命で贖あがなわせるということが、すでに決定してしまっているのだった。

　それを思うとさすがに俺は胸が重苦しくなったが、カミュア＝ヨシュは「そうかそうか」と、のんびり笑っている。

「では、俺はそのサウティという氏族の人々と改めて打ち合わせをする必要があるのだろうね。できることなら、それは明日にでも果たしておきたいところだけれども」

「ええ。希望の時間と場所を指定してくれれば、それは俺から伝えておきます」

「ふむ。それなら、明日の中天にアスタの屋台の前で、というのはどうだろう？　そうすればアスタが俺の身の証あかしをたててくれるから、サウティの人々も安心なんじゃないかな？　その後はこの《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》にでも移動して話を詰めることにするよ」

　そんな風に言ってから、カミュア＝ヨシュは「ところで」と金きん褐かつ色しよくの前まえ髪がみをかきあげる。

「ジェノスの領主マルスタインには、いつその話を通すのかな？　俺の仕事を重く見てくれたのはとてもありがたいけれども、本来であればそちらに話を通すのが先だろう？」

「ああ、はい、それは族長たち次し第だいですが、たぶん明日の朝一番にでも城のほうに出向くのではないでしょうかね」

「そうか。……もちろん、スン家がどのような作法に則のつとってジェノス城とやりとりしていたかは、もう把は握あくしているのだろうね？　間ま違ちがっても正門などには向かわないでくれたまえよ？」

　これは小耳にはさんだだけだが、スン家といえども城下町への出入りが許されていたわけではないらしい。裏門の衛兵に用向きを伝えて、石いし塀べいの内側にそれを取り次いでもらうのだそうだ。

「だからけっきょく、スン家の連中も領主とは直接顔を合わせたこともないんだってよ。まあ、石の都の連中らしいやり口だよなー」と、昨日の晩ばん餐さんでルド＝ルウはそのように言っていた。

「それと、これは老ろう婆ば心しんながらに忠告させてもらいたいのだけれども。領主の命で森辺の民との交こう渉しよう役やくを担になっているのは、サイクレウスという人物だ。彼は狩人を敬う気持ちなど欠片かけらも持ち合わせてはいないので、くれぐれも短たん慮りよを起こさないようにね？」

「……わかりました。伝えておきます」

　生粋の狩人たるドンダ＝ルウやグラフ＝ザザたちにとっては、スン家を相手取るよりも過酷な試練になるのかもしれない。事実上、ジェノスの領主は森辺の民にとっての君主になるのだから、その代理人たるサイクレウスという人物にも、基本的に逆らうことは許されないのだ。

「それじゃあ、今日のところはこんなものかな？　スン家がどのように悪逆な真似をはたらいて没落したのかは大いに気になるところだけれども、俺のような市し井せいの人間にそのようなことを聞きほじる資格はないからねえ。それはおいおい領主様からうかがうことにしよう」

「……市井の人間はなかなか領主とお近づきになれるものではないと思いますけどね」

「たまたまだよ、たまたま。これも奇き異いなる人の縁えんってやつさ。……まあ確かに、ジェノス侯こうマルスタインと森辺の民の両方に直接の縁がある人間なんて、この世に俺おれとサイクレウスの二人ぐらいしか存在しないのかもしれないけどね」

　そう言って、カミュア＝ヨシュはチェシャ猫ねこのように笑う。

　それは何となく、サイクレウスという人物と話がこじれてしまったら自分を頼たよってくれていいんだよ、と暗にほのめかしているような口ぶりであった。

「……カミュア、一つだけいいですか？」

「うん、何だい？　一つと言わず、いくらでもどうぞ」

「使者としての俺の仕事は終わりました。ここからは、ファの家のアスタ個人としての言葉です。まだ友人と言えるほどの縁は結べていない俺たちですが、一つだけ確認しておきたいことがあるのです」

「俺の側はアスタを立派な友人と思っているのだけれどもねえ。……何だい？」

「あなたは二日前の夜、アイ＝ファに力を貸してくれましたか？」

「ふむ？」とカミュア＝ヨシュは片方の眉まゆだけを吊つり上あげる。

「二日前というと、それは家長会議の夜のことだね？　さっきも言った通り、俺はその日、森辺の集落にはいっさい近づいていないよ」

「そうなのですか？　確かに家長が勢ぞろいした会議の様子を盗み見ることは不可能だったかもしれませんが、夜よ闇やみにまぎれて潜ひそむことなら可能なのかなと思ったのですが」

　実際に、あの夜はルド＝ルウやシン＝ルウばかりでなく、ツヴァイまでもがそうして俺たちの様子をうかがっていたのだから、この神しん出しゆつ鬼き没ぼつなカミュア＝ヨシュなら、決して難しい話ではないだろう。

　しかし、カミュア＝ヨシュは同じ表情のまま首を横に振った。

「前々から言っている通り、俺は森辺の民と友好的な関係を構築したいんだ。かのドンダ＝ルウなる御仁にも余計な真似をしたら首を刎ねると忠告されていたわけだし、アスタたちにも、今のところ俺の力は必要ないと言われていた。この状じよう況きようで家長会議などという場に足を踏み入れるのは何の益ももたらさないだろうと思えたから、俺はあふれかえる好こう奇き心しんを抑おさえつけつつ、この宿で寝ねていたよ」

「そうですか。……すみません。同じようなことを何度も聞いてしまって」

「ふむ。確かに天下の大おお嘘うそつきと思われているように感じられたのは悲しかったけれども、それはいったいどういうことなのかな？　アイ＝ファが何か危ない目にでもあったのかい？」

「はい。だからそれを救ってくれたのがカミュアであったのなら、きちんと御お礼れいを言っておきたかったんです。俺としても、その可能性は低いのかなとは思っていたんですが」

　それではやっぱり、アイ＝ファに気つけの果実酒を飲ませてくれたのはテイ＝スン――いや、テイであったのだろうか。

　娘を家長ズーロ＝スンの嫁よめに出し、そのあげく、本家の人間たちに小間使いのように扱あつかわれていた、あの気の毒な人物が。

「なるほど」と、カミュア＝ヨシュが低くつぶやく。

　見てみると、その紫むらさき色いろの目が少し細められて、不思議な透すき通とおった光を浮うかべ始めていた。

「残念ながら、アイ＝ファの恩人は俺ではないよ。どこの誰かはわからないが、御礼の言葉はきちんとその当人に伝えてあげるといい」

「……はい、わかりました」

　どこかジバ＝ルウを思わせるその眼まな差ざしは、とても俺を落ち着かない心地にさせてくれるので、ここは早々に退散しておくことにした。

「それでは失礼します。明日の中天に、また」

「うん。森辺の民の新しい門かど出でを祝って、今夜はひっそりと祝しゆく杯はいをあげさせていただくよ。アイ＝ファにもよろしく伝えておいてくれたまえ」
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　ファの家に帰りついたのは、中天と日にち没ぼつのちょうど中間ぐらいだった。

　カミュア＝ヨシュともそれなりに話し込んだつもりであったが、けっきょくは一時間ばかりもゆとりをもって帰宅することができたということだ。

「ファの家に来るのもひさしぶりねぇ……」

　と、ヴィナ＝ルウが背に負っていた野菜の袋ふくろを玄げん関かん口ぐちに下ろす。

　俺のほうも荷物を置いて、お礼と別れの挨あい拶さつを述べようとしたところで、ヴィナ＝ルウは「あらぁ……？」と不ふ審しんげな声をあげた。

「ねぇ、何だか家の裏のほうが騒さわがしいみたいだけどぉ……？」

「あ、はい。今日からさっそく近所の家の男衆にギバの血ち抜ぬきや解体の手順を教えることになっているのですよ」

　それでもいちおう確認は必要だったので、俺はヴィナ＝ルウとともに家の裏手に回ってみることにした。

　果たしてそこに待ちかまえていたのは、アイ＝ファと六名の男衆であった。かまどの脇わきの一番大きな木には、八十キロ級のギバがでろんと吊るされている。

「ああ、アスタ、帰ったのか」

「ただいま帰りました。……さっそくギバを捕つかまえることができたんだな」

「うむ。フォウとランの男衆が狩かったのだ。血抜きが成功したかどうかは、味をみるまでわからんがな」

　まだ左ひだり腕うでの負傷が完全には回復していないアイ＝ファは、狩人としての仕事を果たすことができない。が、近所の氏族がギバを狩った際には血抜きと解体の仕事を教える、という約束を一昨日の内に交かわしていたのだ。

（フォウ家とラン家か。たしかランってのはフォウの眷族だったよな）

　そんな風に考えていたら、六名の内の一番小こ柄がらな男衆が、ぐるりと俺のほうを振り返ってきた。

　小柄で、しかもけっこうな痩そう身しんだが、なかなか年配の男衆である。黒っぽい髪はざんばらで、陰いん気きに光る瞳も黒。浅黒い肌はだには深いしわが刻まれて、容よう貌ぼうは少し猿さるっぽい。

「ファの家のアスタ、ずいぶん早かったのだな。もう食事の準備をしてしまうのか？」

「いえ、まずは商売で使う料理の仕込み作業がありますので、晩餐の仕し度たくはその後です」

「そうか。しかし、その作業を見守るだけでも、女衆にはよい修練になるのではないだろうか？」

　容貌はずいぶんと陰気くさいが、なかなか能動的な気き性しようであるようだ。こういうタイプは、そんなに嫌きらいでも苦手でもない。

　ただ、ちょっとだけ気になることもあった。その痩やせこけた男衆の胸むなもとには、わずか二本の牙と角しかぶら下がっていなかったのだ。

　小さな氏族においてアイ＝ファほどの成果を首にかけている男衆はほぼ見かけないが、それにしても、二本というのはかなり珍しい。女衆とて、厄やく災さい除よけとして三本の牙と角を下げているのである。

　そんなことを考えながら、俺は「そうですね」と答えてみせた。

「商売用にはとてもたくさんの料理を作るので、その手順を見守るだけでも得るものは多いかもしれません」

　俺の言葉に大きくうなずき、その男衆はアイ＝ファを振り返る。

「ファの家の家長よ。解体という技術を学ぶ前に、俺の家の女衆を呼んできてもかまわないだろうか？　俺はこれでも足が速い。それほどの時間はかからないと約束する」

「別にかまわん。それでは内臓を抜く前に毛皮を剥はいでおくことにしよう」

「かたじけない」と言い捨てると同時に、その小柄な男衆はぴゅうっと駆かけ去ってしまった。確かに、ダン＝ルティムほどではないが、なかなかの俊しゆん足そくだ。

「……何だかせわしない男だな。あいつはあのような気性であったのか」

　と、発言したのはフォウの家の家長である。こちらは痩せているが長身の男衆だ。

「あの方はフォウの眷族ではないのですか？」と問うてみると、「あれはスドラの家長だ」という答えが返ってきた。

　それで思い出だした。スドラならば、それはフォウやガズやラッツとともにファの家の商売に賛同してくれた相手である。祭さい祀し堂の中は暗かったので顔立ちまでは見てとれなかったが、そういえばあれぐらい小柄な人物であったような気もする。

「それにしても、晩餐の準備の手ほどきか。そのようなことまで面倒を見てくれるのか、ファの家のアスタよ？」

「はい。俺にも仕事がありますので、つきっきりで教えることはできませんが。まずはポイタンの焼き方を覚えるだけでも、ずいぶん違うのではないでしょうかね」

　俺の言葉に、フォウの家長も表情を動かす。

「ポイタンか……しかし、ポイタンをあのような形に変えるには、相応の手間がかかるのであろう？」

「それはまあ、ただ鍋なべで煮に込こむのに比べれば相当な手間ですが、どんなに肉の臭くさみを取っても、ポイタンが今まで通りだと台無しになってしまいますからね」

　ミャームー焼きやハンバーグなどは、それこそ修練の必要な料理である。が、最初に焼きポイタンの技術さえ習得してしまえば、血抜きをしたギバ肉とともに「美味なる晩餐」は実現できる。

「仕込みの作業ではあまりかまども使いませんので、ポイタンと鉄てつ鍋なべを持ってきていただければ、ここで作ってもらってもかまいませんよ？　手間はかかりますが、それほど難しい調理でもありませんので」

「……フォウの家は、豊かな暮らしを手に入れるために、ギバの肉の味を変える技術を学びたいと欲ほつしただけだ。それは肉を銅貨に換かえるためであり、自分たちの晩餐のためではない」

　と、難しい顔つきで述べてから、フォウの家長は眉まゆ尻じりを下げた。

「しかし……もしもアスタの負担にならないのならば、フォウやランの家の女衆にも手ほどきを頼むことは可能であろうか？」

「もちろんです。いっぺんに説明してしまえば、こちらの手間は変わりませんので」

「おい」と家長に呼びかけられて、男衆の一人が駆け出していく。

　その背中を見送ってから、アイ＝ファは「そろそろ良いだろうか？」と小首を傾かしげた。

「私はまだ左腕の力が十分ではないので、皮かわ剥はぎの仕事はそちらにまかせたいのだが」

「無論だ。すまなかった。すぐに取りかかる」

　そう言って、フォウの家長とその眷族たちは小刀を抜ぬいてギバのもとに群がった。

　ファの家にあちこちの氏族の人間が集つどい、手を取り合って仕事に励はげんでいる。何だか感かん慨がい深ぶかい光景だ。

　ファの家と彼らは眷族でも何でもなかったが、わずか五百余名しかいない森辺の民なのだから、手の届く範はん囲いの人間とはこうして可能な限り力を合わせていくべきなのだろう。

　ダン＝ルティムやミーア・レイ母さんは、俺とアイ＝ファを友と呼んでくれた。ガズラン＝ルティムは、森辺の民は関係性を再構築していくべきだと語っていた。フォウやランやスドラの人々とこうして縁を結び、いずれ友と呼べることができるようになれば、それは素す晴ばらしいことであるはずだ。アイ＝ファは何だかとても居い心地ごこちの悪そうな顔をしていたが、それは間違いのないことだと思う。

「……スン家が滅ほろんで、本当に良かったわねぇ……」

　と、いきなりヴィナ＝ルウがそんな風につぶやいて、俺を驚おどろかせた。

「あ、まだ帰っていなかったのですね。今日はお疲れ様でした、ヴィナ＝ルウ」

「何それぇ……ちょっとひどくなぁい……？」

　ヴィナ＝ルウは少しうつむいて、とても恨うらめしげな上目づかいで俺をにらみつけてくる。

「す、すみません。ちょっと考え事をしていたもので。……それじゃあ、アイ＝ファ、俺は家の中で仕込みの作業を始めるよ。フォウやスドラの女衆が到とう着ちやくしたら、家にいれるからな？」

「うむ」

　着々と白い裸ら身しんをあらわにされていくギバを尻しり目めに、俺とヴィナ＝ルウは家のほうに引き返した。

「あらためまして、お疲れ様でした。また明日からもお願いいたします」

「……どうしてそんな風にわたしを追い返そうとするのぉ……？　アスタってひどい人間ねぇ……」

「え？　だ、だって、ヴィナ＝ルウにも仕事があるでしょう？」

　屋台の商売が一時間早く終了したのだから、ヴィナ＝ルウはその一時間分を薪たきぎの採取に費やしてくれるはずなのだ。

　が、ヴィナ＝ルウは栗くり色いろの髪を両手でかき回しながら、色っぽく身体をくねらせ始めた。

「わたしは家に帰りたくないのよぉ……家にはスンの末まつ弟ていが待ち受けているんだものぉ……」

「……ミダはもうスン家でも末弟でもないですよ？　心中はお察ししますけれども、そこのところはきっちりしておくべきではないでしょうかね？」

「それはわかってるつもりだけどぉ……でも、気持ちがついてこないのよぉ……」

　ヴィナ＝ルウはすっかり悲ひ嘆たんに暮れてしまっていた。こう見えてけっこう中身は男衆ばりにしっかりしているヴィナ＝ルウなので、これは本当に参ってしまっているのだろう。

　かと言って、ミダをルウ家に迎むかえると決めたのは家長のドンダ＝ルウであるわけだし、もはや逃にげ場ばはどこにもない。これはどうしたものだろう、と俺も一いつ緒しよに頭を悩なやませていると、意想外の一団が道のほうから姿を現してきた。

「アスタ、おひさしぶりです。もう宿場町から帰っていたのですね」

　その先頭に立っていたのは、ガズラン＝ルティムだ。

　懐なつかしくも頼もしいその姿に、俺も自然に笑えみを返す。

「おひさしぶりです。こんなところでお会いできるとは思っていませんでした」

　カミュア＝ヨシュとの話し合いがどのような形で終わったか、それを聞くために使者を寄こす、とは告げられていたが、まさかガズラン＝ルティムがやってきてくれるとは思わなかった。

　そして、その背後に控ひかえた人々の存在も無視はできない。

　それは、レイ家の家長ラウ＝レイと、ヤミルだった。

「ファの家で待たせてもらうつもりだったのですが、ずいぶん早かったのですね。カミュア＝ヨシュと会うことはできたのでしょうか？」

　うつむいたままこちらを見ようとしないヤミルのほうを気にしつつ、俺はガズラン＝ルティムに「はい」と応じてみせる。

「やはり、仕事は敢かん行こうする他ないようです。それで、サウティ家が先導役を担ってくれるならば、明日にでも打ち合わせをしたいという話でした」

　そうしてカミュア＝ヨシュから聞いた話を、俺はできうる限り正確に説明してみせた。

　話を聞き終えたガズラン＝ルティムは、「なるほど」と首しゆ肯こうする。

「ならば、朝の内に城へとおもむき、その後にカミュア＝ヨシュという人物に会うべきでしょうね。おおむね予想の通りです。……それらの会談には、私も三族長に同行することになりました」

「そうですか！　それなら安心できますね！」

　俺は心からそう述べたのだが、ガズラン＝ルティムは「とんでもないことです」と首を振った。

「アスタにそのように言ってもらえるのは光栄なことですが、私とて武骨な森辺の男衆に過ぎません。石の都の住人を相手にどこまで正しく言葉を交わすことができるのか、不安でいっぱいです」

　それでも、ドンダ＝ルウやグラフ＝ザザのような御仁ばかりでは、本当に血を見る騒ぎにもなりかねないだろう。

　それに――カミュア＝ヨシュとガズラン＝ルティムが、ついに対面を果たすのだ。この聡そう明めいにして実直なるガズラン＝ルティムの目に、あのすっとぼけた男はどのように映るのか。そんなことを考えただけで、ちょっと鼓こ動どうが速くなってしまう。

「ところで、ヤミルはレイ家で引き取ることになったのですか？」

　俺の言葉に、レイ家の家長である若者は「ああ」と力強くうなずいた。

「ただしそれはお前次し第だいだがな。……そして言葉には気をつけろよ、アスタ？」

　そうだった。この若者には丁てい寧ねい語ごを禁止されていたのである。

　だがそれよりも、前半の言葉のほうが気になった。

「俺次第とは？　まさか、ファの家でヤミルを引き取るべきだ、とか？」

「逆だ、逆。レイの集落はスンの集落よりもファの家に近い。お前たちの生命を狙った人間をそのような近場に住まわせていいものか、と他の家長どもがうるさかったのだ」

　レイの集落がどこにあるのかは知らないが、女衆がアマ・ミン＝ルティムに料理の手ほどきを受ける、という話であったのだから、きっとルティムの近所なのだろう。それならば、近場と言っても一時間以上の距きよ離りはあるはずだ。

　それに、スンの本家が滅んだ今、ヤミルが再び俺たちに害をなそうとするとは思えない。

「そんなのは全然かまわないよ。女衆なら、そこまでの危険もないだろうし」

　ヤミルは、少しハッとした様子でようやくその面を上げた。

　黒っぽい瞳が、くいいるように俺の顔を見つめてくる。

「……なるほど、ガズラン＝ルティムの言っていた通りだったな」

　と、ラウ＝レイは金色がかった長い髪を乱暴にかきあげた。

「ならば、この毒婦めはレイ家で預かることにしよう。おい、これでもしもお前が不ふ埒らちな真似に及およんだら、その場で首を刎ねてやるからな？　女衆とて容よう赦しやをするような人間ではないぞ、俺は」

「ちょ、ちょっと……どういうことなんですか、ガズラン＝ルティム？」

　俺の言葉に、ガズラン＝ルティムは「申し訳ありません」と頭を下げてきた。

「実は、アスタがヤミルをレイ家で引き取ることを了承しなかった場合は、ザザかサウティで引き取る手はずになっていたのです。……家人としてではなく、虜りよ囚しゆうとして」

「虜囚？」

「はい。このヤミルはファの家から遠い北か南の集落で引き取るべきだ、という話になったのですが、ザザやサウティはどうしても応じようとはせず、それでも引き取らなくてはならないなら、手足を縛しばって虜囚のように扱うしかない、と言いだしたのです」

「そんな！　それではドンダ＝ルウの提案と内容が変わってしまうではないですか？」

「それで様子を見て恭きよう順じゆんの意志が感じられれば、少しずつ自由を与あたえていくと言っていました。……それならば、ルウやルティムで引き取ろうかと提案したのですが、ミダやオウラと同じ集落にも住まわせるべきではない、という意見が多く――」

「それで、ルウやルティムに次ぐ力を持つレイが選ばれたわけだな」

　中性的な面に猛たけ々だけしい笑みを浮かべて、ラウ＝レイが言葉をはさんでくる。

「俺はそれでまったくかまわなかったのだが、北や南の連中がうるさくてな。だったら、実際に害されそうになったアスタの言葉で道を定めよう、という話になったのだ。アスタならばきっと了承するだろうとガズラン＝ルティムがここまでの道行きで語っていたが、まさにその通りになったわけだな」

「そんな、俺の言葉一つで一人の人間の行く末を決めてしまうなんて……」

「いいではないか。お前だって、この毒婦の考え一つで行く末をねじ曲げられそうになったのだから」

　そう言って、ラウ＝レイはヤミルのほうに鋭い眼光を差し向けた。

「おい、毒婦、最後にもう一度だけ確かく認にんさせてもらおう。これからは森辺の掟おきてに従って生きていくことを誓ちかうか？　ファやレイの家人はもちろん、すべての森辺の民を同どう胞ほうとし、その中で真っ当に生きていくことが、お前にはできるのか？」

　ヤミルはいったん目を伏ふせてから、もう一度俺のほうに視線を向けてきた。

　まだその身体からは少なからず血けつ臭しゆうが漂ただよっていたので、俺は何とも落ち着かない。

「アスタ……わたしはファの家を滅ぼそうと考えたのよ？　実際に動いたのはディガやドッドでも、メレメレの葉を与えたり、どう動くべきかを指示したのは、わたしだわ。あなたがディガやドッドを憎にくんでいるのなら、その憎しみはわたしにも向けるべきじゃない？」

「憎む……という気持ちではないですね。実際のあの場ではそういう気持ちになってしまいましたが、結果的には俺もアイ＝ファも無事に済んだのですから、今後二度とあのような真似をしないと誓ってくれるなら、あなたを憎んだりはしません」

　ヤミルの暗い瞳には、何とか激情を抑えつけようとしているかのようなゆらめきが感じられた。

　その面は相変わらずの無表情であったが、かつての毒どく蛇へびじみた雰ふん囲い気きは一いつ切さいない。ヤミルが毒蛇のように見えるのは、唇くちびるを吊り上げて笑うときだけのようだった。

「おい、考える時間はこれまでにも十分あっただろう。掟に従って生きる気にはなれない、という心持ちなら正直にそう言うがいい。俺の刀で、お前に安息を与えてやる」

　いかにも気の短かそうな口調で、ラウ＝レイがまくしたてる。

　しかしヤミルは、俺の瞳を見つめたまま、言った。

「あなたたちの言葉に従うわ。……わたしなんかに救われる資格はないと思うけれど」

「ふん。どこまでも憎まれ口ぐちを忘れないやつだ」

　ラウ＝レイはヤミルのほっそりとした下顎をつかみ、その美しい顔を無理矢理自分のほうに向けさせた。

「それじゃあお前は今日からヤミル＝レイだ。お前が罪を犯おかしたら、家長の俺が首を叩たたき斬きる。それを肝きもに銘めいじて、懸けん命めいに生きるがいい」

「レイの氏をもう与えてしまうのですか、ラウ＝レイ？」

　ガズラン＝ルティムがびっくりしたようにそう言うと、ラウ＝レイはヤミルの顔を乱暴に突つき放はなしてから、「ふん」と鼻を鳴らした。

「七しち面めん倒どうなことは嫌いなのだ。どうせ罪を犯せば同じように処断するのだから、氏を与えようが与えまいが変わりはないだろう。氏を持たぬ家人など、俺は落ち着かないから、好かん」

　若じやく年ねんゆえの、荒あらっぽさなのだろうか。

　だけど今のヤミルには、これぐらい強ごう引いんに背中を押おしたり腕うでを引っ張ったりする人間こそが相応ふさわしいとも思える。だから俺は、素す直なおな気持ちで「ありがとうございます、ラウ＝レイ」と感謝の言葉を述べておくことにした。

　すると、至し極ごくすみやかに、額のど真ん中をどつかれた。

　森辺の狩人の腕わん力りよくである。俺はたぶん一いつ瞬しゆんだけ意識を失い、気づくと後ろざまにぶっ倒れていた。

「丁てい寧ねいな言葉を使ったら殴なぐると言っておいたろうが？　一日に二度もの非礼を許すような男でもないぞ、俺は」

「やめてください、ラウ＝レイ。ファの家長に見られたらどうするのです。……大だい丈じよう夫ぶですか、アスタ？」

　ガズラン＝ルティムの力強い腕に引き起こされる。

　視界が、ぐわんぐわんと揺ゆれていた。

「あいててて。大丈夫です、たぶん。……ちょっと！　殴るにしたって手加減ってのはないのかい？　頭ず蓋がい骨こつが割れたかと思ったじゃないか！」

「そうそう。そうやって普ふ通つうに喋しやべればいいのだ」

　と、ラウ＝レイはそっぽを向きつつ、舌を出した。

　ルド＝ルウを少し大人っぽくした感じ――という評価は、改めよう。ルド＝ルウ以下のお子様だ、こんなのは。

「あのさあ、だったら言わせてもらうけど、明らかに年長のガズラン＝ルティムがこんなに礼れい儀ぎ正ただしく振ふる舞まってるのに、俺ばかりが苦労を背せ負おわされるのはどうしてなんだ？　君は家長なんだから、俺だって少しぐらい丁寧な言葉を使わせてもらってもいいだろう？」

「ガズラン＝ルティムは、相手が十歳さいの子供でもこのような喋り方かたをするやつだからな。こいつは自分の好いた女衆にしか気安い口をきくことのできない、よくわからない男なのだ」

「やめてください。私にだって羞しゆう恥ち心しんの持ち合わせぐらいはあるのですよ、ラウ＝レイ」

　いつになく困り果てた様子で、ガズラン＝ルティムが眉を寄せる。

　すると、どこからともなく、「ぷっ」という声が聞こえてきた。

　俺たち三人の視線を受けて、ヤミルがすっと面を伏せる。右手で口もとを隠しているので、どのような表情をしているのかはわからない。

「何だ、やっぱり神経の太い女だな――」と言いかけて、ラウ＝レイは素す早ばやく後方に視線を差し向けた。

　ほとんど同時に、ガズラン＝ルティムも同じほうを見る。

　五メートルばかり離はなれた場所に、森辺の民たみたちが固まって立ちはだかっていた。

　二名の男衆と、鉄鍋を抱かかえた四名の女衆――男衆は、女衆を呼ぶために駆け出していったスドラの家長とフォウの家人だ。その二名が腰こしの刀の柄つかに指をかけていることに気づき、俺は息を呑のむ。

「お前は、レイ家の家長だな。スン家の次は、レイ家がファ家の敵に回ったということか？」

　スドラの家長が、陰気な声でそんな風に述べてきた。

　俺にはさっぱり意味がわからなかったが、ラウ＝レイは「ああ」と肩をすくめる。

「俺がアスタを殴ったことか。勘かん違ちがいをするな、うつけ者どもめ。あれはアスタが俺との約定を破ったから、然しかるべき制裁を与えただけだ。このようなことでルウの眷族とファの絆きずなは揺るがん」

　そしてラウ＝レイは、いきなり俺の首に左腕をからみつけてきた。

「ご覧の通りで、アスタも自分の非を認めているのだから、俺のほうにも含ふくむところはない。わかったら、その物ぶつ騒そうな顔つきを引っ込めろ」

　スドラの家長とフォウの家人は、探さぐるような視線を俺のほうに向けなおす。

　自分の非を認めた覚えなど皆かい無むなのだが、ここは俺が引くしかないだろう。

「はい。ルウの眷族との絆は変わりないままです。何のご心配もいりませんよ。……それでは、調理の手ほどきを始めましょうか」

　それでようやく男衆らも刀から手を離し、女衆らも安あん堵どの息をつくことができた。

　そんな中、ラウ＝レイは俺の首を拘こう束そくしたまま、「調理の手ほどきとは何の話だ？」と問うてくる。

「スドラやフォウの女衆に、ポイタンの焼き方なんかを手ほどきするんだよ。良かったら君も習っていくかい、ラウ＝レイ？」

　どうにも腹が収まらなかったので、ちょいと挑ちよう発はつしたつもりであったのだが、ラウ＝レイは「ポイタンの焼き方か！」と瞳ひとみを輝かがやかせてしまった。

「それはいいな！　ルティムの家に習いに行く手間がはぶける！　おい、ヤミル＝レイ、お前がこの場でその仕事を学んでいけ！　それでレイの女衆にそれを伝えるのだ！」

「……わたしが？」と、ヤミルは眉をひそめる。

　最前までと比べれば、ずいぶん表情が動くようになってきたようだ。

「スン家では、かまど番は分家の仕事だったのよ。わたしなどは、十歳の子供よりも役に立たないと思うけれど」

「だったらなおさら修練を積んでいけ。お前はもうスン家ではなくレイ家の人間なのだからな」

　ラウ＝レイはようやく俺の首から手を放し、今度は、どんっと胸を小こ突づいてきた。

「そういうわけで、よろしく頼たのむ。こいつが妙みような真似まねをしたら俺がその場で叩き斬ってやるから、心配は無用だ」

「それは別にかまわないけどさ。ポイタンの持ち合わせがないと、今日の晩餐には間に合わないよ？　他の皆みなさんは実地で晩餐用のポイタンを焼く予定なんだから」

「何!?　それは困る！」

　ラウ＝レイは慌あわてた様子でスドラやフォウの人々を振り返った。

「おい！　申し訳ないが、家にポイタンの蓄たくわえがあったら、この牙きばと角でそれを売ってくれ！　明日同じだけの数を返すのでもいい！　いや、同じ数ではなく、いくらか上乗せして返そう！」

「……ポイタンがどれほど必要なのだ？」

「レイの家人は、十九名だ！　一人につき最低でも二個は欲ほしい！」

　だったら、四十個近くも必要になってしまうではないか。

　スドラの家長は渋しぶい面おも持もちで首を横に振り、フォウの家人は背後にいた女衆に耳打ちをした。

「……フォウとランの家からポイタンを出そう。宿場町まで買いに下りるのは手間なので、できれば同じ数のポイタンで返してもらいたい」

「そうか！　では角と牙を置いていくので、明日ポイタンを持ってくるまで預かっておいてくれ！　恩に着るぞ、フォウにランよ！」

　女衆の一人が、来た道を駆け戻もどっていく。

　ラウ＝レイは満足そうに微笑んでおり、ガズラン＝ルティムは、さすがにうっすらと苦く笑しようしていた。

　そして、ヤミルはまたうつむいて、長い髪かみでその表情を隠かくしてしまっている。

「……何だかスン家の人間に対する処しよ罰ばつは甘あまかったんじゃないかって気がしてきちゃうわぁ……」

　と、低くおしひそめられた声が、俺の背後から聞こえてきた。

　俺は振り返り、目を丸くする。

「あ、そういえばまだ帰っていなかったのですね、ヴィナ＝ルウ」

　そうして俺は、二にの腕の肉を嫌いやというほどつねりあげられることになり、ヤミルは――レイの氏を授さずかり、ヤミル＝レイとして生きていくことになったのであった。




４




「今日は疲つかれた」と、晩餐を食べ終えるなり、アイ＝ファはごろんと敷しき物ものの上に転がってしまった。

　眠ねむくなるまでは毅き然ぜんとしているのが常態のアイ＝ファであるので、これは珍めずらしい。晩餐の後片付けにいそしみながら、俺は「どうしたんだ？」と問うてみる。

「今日はずっとフォウやスドラの男衆に血抜きや解体の手ほどきをしていたんだよな？　誰だれか扱いづらい人でもいたのか？」

「そんなことはない。誰もが若年の女衆である私を侮あなどる気持ちもなく、懸命になっていた。……だから余計に疲れたのだ」

　と、アイ＝ファは自じ堕だ落らくに寝ね転ころがった体勢で髪をほどきつつ、さらにぼやいた。

「ここしばらくはスン家やルウ家の尊大な男衆とばかり接していたからな。何というか、調子が狂くるうのだ」

「さすがにスン家と一緒くたにするのはルウ家の人たちに悪いだろ。……でもまあ、アイ＝ファはルウでも本家の人たちしかほとんどつきあいがなかったもんな」

　俺などは、ルティムの祝しゆく宴えんの前に分家の狩人かりうどたちとも接していたので、フォウやスドラの男衆からは、そちらと同じ雰囲気を感じたりもしていた。寡か黙もくで、実直で、いささかならず頑がん迷めいそうな気性を垣かい間ま見みせつつ、自分の仕事には非常に真しん摯しな、森辺の男衆の一つの類型だ。

「そう考えると、大きな氏族の本家の男衆ってのは、確かにちょっと独特なのかもな。尊大っていうと悪く聞こえるけど、誇ほこりと自負に満ちあふれてるっていうか……絶対敵に回したくないような人たちばっかりだ」

「うむ。そういう相手と誇りをかけて対たい峙じするほうが、私の性には合っているのかもしれん。とにかく疲れた」

　その声があまりにへこたれた感じだったので、俺はついついふきだしてしまい、「何がおかしいのだ」とアイ＝ファにらまれてしまった。

「悪い悪い。こういうのを乱世の梟きよう雄ゆうとでもいうのかなあ。あのドンダ＝ルウなんかも、危険な場に身を置いているほうが本領を発揮するタイプだよな」

「……あのような荒くれ者ものと私を一緒にするな」

　アイ＝ファは唇をとがらせて、ぷいっとそっぽを向いてしまう。

　後片付けを済ませた俺は、そんなアイ＝ファのかたわらに腰を下ろした。今日は帰宅が早かったので、仕込みの作業も晩餐前に終わらせることができたのだ。

「そういうわけじゃないけどさ。きっとアイ＝ファは長いこと狩かりの仕事ができなくて力をもてあましてるんじゃないのかな。……後はまあ、やっぱり人に頼られたり共同で作業をしたりするのがひさびさすぎて落ち着かないんだろう」

　そっぽを向いたアイ＝ファがまた横目で不ふ機き嫌げんそうな視線を飛ばしてくる。

「お前のほうはむやみに楽しそうな顔をしているな。力を失った私の姿を見るのがそんなに楽しいのか？」

「うわー、ほんとに不機嫌なんだな。そんなことあるわけないだろ？」

　俺はただ、二年もの歳さい月げつを孤こ独どくに過ごしてきたアイ＝ファが正常な交友関係を復活させることができたのが嬉うれしかっただけだ。

　確かにルウ家やザザ家の実力者たちは、アイ＝ファに対する風当たりが強い。どうして女衆が狩人の仕事などを――という反発心が、その根底にあるのではないかと感じられる。しかし、小さな氏族の人々は、きちんとアイ＝ファをファの家の家長として扱ってくれているように感じられるのだ。

　今でこそファの家は宿場町の商売で莫ばく大だいな富を得ているが、その前からアイ＝ファはきちんと狩人としての仕事に励んでいた。胸に輝く白い牙と角がその証だ。家族や眷けん族ぞくの助けもなく、たった一人で狩人としての仕事を果たすのがどれほど大変かということは、常に飢き餓がと背中合わせの生活に身を置いている人々のほうが痛感できるのかもしれない。

　たとえギバ寄せの実を使ったとしても、単独でギバを狩る実力がなければ、けっきょく森に朽くちるだけの話なのだから、アイ＝ファはその身をもって狩人としての力を示していることになるのだろう。小さな氏族の男衆は、アイ＝ファを侮るどころか、卓たく越えつした力を有する狩人としてその存在を尊重しているようにすら見えた。

「まあ、こんな生活にもその内なれるよ。スン家の目を恐おそれていた今までのほうが異常だったんだろうから、お前は本来の正しき道に戻ってきたってことなんだと思うよ、アイ＝ファ」

「……そんなことはない。もともとファの家はどの家とも縁が薄うすかったのだから、血抜きや解体の話がなければここまで余所よその氏族と関かかわることもなかっただろう。ゆえに、これはお前がもたらした状況なのだ、アスタ」

「何だよ、アイ＝ファにとっては迷めい惑わくな話でしかなかったってのか？」

「そんなことは言っておらん！　お前の存在がファの家に幸いをもたらしたという話だろうが！」

　言葉の内容とは裏腹に、アイ＝ファの声は尖とがりまくっていた。

　まあ、そんな話を優やさしい口調で語られても気き恥はずかしいだけなので、よしとする。

「ところでさ、ヤミルの――いや、ヤミル＝レイの話は、あれで良かったのか？　俺一人の裁量で決められてしまったのが、少しばかり不安なんだけど」

　俺の言葉に、アイ＝ファはまた「ふん」とそっぽを向いてしまう。

　寝転がったまま、せわしないことである。

「今さら私が何を言っても、すべては決まってしまったことではないか。……それに、あの女衆の目的は達せられたのだから、もはや危険なことはあるまい」

　ヤミル＝レイの目的。

　それはやっぱり、スン家の滅びだったのだろう。

　それを察することのできない人々には、ディガやドッド以上の危険な人間に見えるのかもしれないが、俺にはもう彼かの女じよがこれ以上の悪事に手を染める意味や理由などないのだろうなと思えてならない。

「かといって、かつては自分を陥おとしいれようとした人間とあそこまで親しげに振る舞えるお前の行動は理解し難がたいがな」

「し、親しげになんてしていないよ。他ほかの女衆と同様に扱っただけさ」

「ほう？　お前は常にあの女衆のかたわらにいたように見えたが？」

「それは彼女の腕うで前まえが一番危あやうげだったからだよ。今までかまど番を分家にまかせきっていたんだから、まあ当然の結果だな」

　アイ＝ファはそっぽを向いたまま、あらぬ方向をにらみつけている。

　何とはなしに、その沈ちん黙もくが落ち着かない。

「あのなあ、前にも言ったけど、ヤミル＝レイはギバの血の臭においをぷんぷんさせてるんだ。今日だって俺は鼻で呼吸ができなかったから、ずいぶん大変だったんだぞ？　好きで彼女のそばにいたんじゃないんだよ」

「……では、血の臭いがしなくなれば解決ということだな。ギバの血を浴びるいにしえの儀ぎ式しきなど、今後は許されぬであろう」

「解決って、何がだよ？　今一つアイ＝ファの怒おこっている理由がわからないんだけれども」

「私は怒ってなどおらん！」

「顔も声もおもいっきり怒ってるじゃないか！」

　何だか不毛な言い争いだ。

　こんなにくたびれきっているアイ＝ファにヤミル＝レイの話などを持ちだしてしまったのが悪かったか。

「まあ、今後はルティムあたりから調理の技術を学ぶんだろうから、しばらくはヤミル＝レイと顔を合わせることもないだろうさ。それよりも、お前に報告しておきたいことがあるんだよ、アイ＝ファ」

「何だ？　私は少し頭が痛くなってきた。ややこしい話ならば、明日にしろ」

「ややこしくはないよ。あのな、屋台を手伝ってもらっている女衆への代価をもう少し上げようと思うんだ。家長として、許可をもらえるだろうか？」

　アイ＝ファはごろりと寝ね返がえりを打って、身体ごと俺おれのほうに向きなおってきた。

「そのような判断はお前にまかせるが、いちおう理由は聞いておこう」

「ああ。商売を始めてまだ半月ほどだけど、ルウ家の女衆はびっくりするほど呑み込みが早くてな。シーラ＝ルウだけじゃなく、ヴィナ＝ルウもララ＝ルウも今では欠かせない戦力になってるんだよ。で、他の女衆に手伝ってもらうって話になっても、これは同じ代価じゃ割に合わないと思えてきたから、その差をつける意味でも、賃金を上げるべきだと考えたんだ」

「他の女衆に手伝いを頼むのか？」

「そう、それも報告しておかなきゃならない。ちょっと俺も考かんがえ違ちがいをしていてさ」

　それは、明日から始まる《南の大樹亭てい》における仕事についてだった。

　シーラ＝ルウに屋台の仕事を引ひき継つがせることができたので、俺は心置きなく昼下がりから宿屋に移動しようと考えていたのだが、単独行動は控えるべきだとみんなに諭さとされてしまったのだ。

　スン家の脅きよう威いが去ったとしても、宿場町には宿場町の無法者が存在する。生きつ粋すいの森辺の民であれば、そういった者たちも報復を恐れて手出しはしてこないが、俺のような風ふう体ていでは、そもそも森辺の民と認にん識しきされない恐れがある――それは商売を始める際、ガズラン＝ルティムからも示し唆さされていた事こと柄がらであった。

「だから、《南の大樹亭》に向かう際は女衆を一名連れていくべしって話になったんだけど、そうすると屋台に一人ずつしか残せなくなっちゃうからさ。それじゃああまりに心もとないから、思いきって人手を増やそうかと思うんだ」

　敷物の上で身体をのばしたまま、アイ＝ファは「それで？」というように首を傾かたむける。

「必要なのはその昼下がりのわずかな時間だけだから、半分の時間を半分の代価、赤銅貨三枚で働いてもらおうと思う。で、そういった新人さんとヴィナ＝ルウたちを同列に扱あつかうのは心苦しいし、そもそも代価自体が低すぎると思っていたところでもあったから、これを機に労働条件を見直そうかと思ってね」

　商売を始めた当時は、その人件費こそがネックであったのに。まったく世の中、わからないものである。

「手始めに、赤銅貨六枚だったヴィナ＝ルウたちは九枚に、もともと十二枚に上げようと思っていたシーラ＝ルウは十五枚に上げようと思うんだけど、どうだろう？」

「かまわん。好きにしろ。……しかし、誰に手伝いを頼むつもりだ？　またルウ家の女衆か？」

「いや、ルウ家は新しい族長筋になって色々と大変な時期だろうし、富は公平に分配するべきっていうミーア・レイ母さんの意見もあるから、フォウやスドラなんかの小さな氏族に頼もうかと思ってる。……というか、この話をしたら、スドラの家長が真っ先に名乗りをあげてくれてね。明日からでも是ぜ非ひ使ってほしいって話なんだよ」

　何というか、あの小柄で陰気な家長からは、並々ならぬ上じよう昇しよう志向が感じられた。貧しい生活から脱だつしたいという貪どん欲よくさが、凄すさまじいのだ。

「スドラの家長か。……スドラでは、もう二人もの幼子を飢うえで亡なくしているらしいな。眷族も絶えているので、このままでは縁えんの薄い氏族でも頼たよって家族ごと家人にしてもらう他ない、という話だった」

「そうなのか。それならなおさら、スドラに頼みたいところだな。もちろん、機会があれば他の氏族にも頼みたいけど」

「…………」

「ん？　何だ？」

「……色々と危うい場面もあったが、家長会議を経へて、得るものも大きかった。もはやお前の存在を森辺の毒と罵ののしる者はおるまい」

　ずっと不機嫌そうだったアイ＝ファの声が、ようやく穏おだやかな響ひびきを帯びる。

「それはどうだろう。ジザ＝ルウやグラフ＝ザザなんかは、まだまだそんな心情には至ってないと思うけどな」

「そうか。では、毒と罵る人間のほうが少ない、と言い直しておこう」

　そうであれば、ありがたい限りだ。

　だけど、まだまだ前ぜん途とは多難である。

　屋台の商売を開始して、今日で半月ていど。売れ行き自体は上々でも、「料理ではなく、ギバ肉そのものを売る」という目的を達せられる目め処どは立っていない。

「まあ、今後もそう思ってもらえるように頑がん張ばるよ。まずは明日からの新しい商売だな」

「うむ」とうなずきながら、アイ＝ファは肘ひじを使って俺のほうににじり寄ってきた。

　で、そのままころんと転がって、近い距離から俺の顔を見上げてくる。

「……それで、明日はドンダ＝ルウらが城下町におもむくという話であったか？」

「ああ、そっちのほうも丸く収まるのを願うばかりだな。ガズラン＝ルティムの手しゆ腕わんに期待したいところだ」

「うむ。……しかし、自堕落なスン家としか縁を結んでいなかった城の人間にとっても、ドンダ＝ルウらの存在はさぞかし脅きよう威い的てきに見えることであろう。まったく頭の痛い話だな」

　言いながら、アイ＝ファは俺のほうに左ひだり腕うでをのばしてきた。

　その鼻先にせまったしなやかな指先を見つめつつ首をひねる俺に、アイ＝ファは「手」と呼びかけてくる。

「ああ、手だな」

「違う。お前の手をよこせと言っているのだ」

　手をよこせとは、どういう意味だろう。

　考えあぐねる俺の右手を、アイ＝ファが少し焦じれったそうな挙動でひっつかんでくる。

　そうしてアイ＝ファは俺の右手を、自分の側頭部へと導いた。金きん褐かつ色しよくの髪に彩いろどられたアイ＝ファのこめかみあたりに、俺の手の平がぺたりとあてられる。

「本当に頭が痛くなってきた。しばらくお前の手を貸しておけ」

　俺の手の平に頭痛を癒いやす効能があるとも思えないのだが、そうしてまぶたを閉ざしてしまったアイ＝ファの表情がずいぶん満足そうだったので、俺としても逆らう理由を見み出いだすことはできなかった。

　本当に疲れているんだな、今日はこのまま寝ねてしまいそうだな――とか考えていたところで、アイ＝ファがまた静かに語り始める。

「ファの家でお前と眠るのはひさびさだ。ルウの集落でも粗そ略りやくに扱われたわけではないが……やっぱり、私の家はここなのだ」

「それはそうだろう。アイ＝ファにとっては、十七年間を過ごしてきた家なんだから」

「うむ。そしてお前はファの家の家人だ、アスタ。お前のいない生活というものを、私は想像することすらできなくなってしまっている」

　アイ＝ファの突とつ然ぜんのそんな言葉に、俺は不覚にもドキリとさせられてしまう。

　そしてアイ＝ファは、いっそう静かな声で言った。

「だが……これ以上の家人が増えることは、いささかならず煩はん雑ざつに感じられてしまう。本当にそのような時がやってきたら、私は家長としてきちんと振る舞うことができるのであろうか」

「家人が増える？　って、どういう意味だ？」

　言ってから、俺は思い当たった。

「もしかしたら、それは昨日ヴィナ＝ルウが言ってたことか？　何べんも何べんも言ってるけど、俺は誰を嫁よめに娶めとるつもりもないぞ？」

　アイ＝ファは何も答えない。

　俺はむやみに胸中をかき回されてしまい、さらに言葉を重ねずにはいられなかった。

「それを言ったら、俺だって……アイ＝ファが誰かを婿むこに取るとか言いだしたら、祝福するどころか目の前が真っ暗になるかもしれない。だったら、お互たがい様さまじゃないか？」

　アイ＝ファは「そうか」と、少しおかしな感じに口もとをごにょごにょと動かした。

「おかしな男だな、お前は」

「それもお互い様だろう」と答えながら、本当にそうなのだろうかと俺は考えていた。

　俺は、さまざまな想念にとらわれたあげく、アイ＝ファへの恋こい心ごころをセーブしているだけなのだ。いったんタガが外れたら、たぶん自分の気持ちを抑よく制せいできなくなる。だから、あくまでも家族としてアイ＝ファに接する道を選んだのである。

　だけど、アイ＝ファはどうなのだろう。

　アイ＝ファはどういった気持ちや考えを経て、これ以上家人を増やしたくはない、などと言いだしたのだろうか。

（まあ、家長として、これ以上の負担を背負うのはきついってだけの話かもしれないけどさ）

　それでも、好きなだけ嫁を取れ、などと言われてしまうよりはよほどマシか、と俺は納なつ得とくしておくことにした。

　そうして、俺がそんなことを考えている内に、いつのまにやらアイ＝ファはすこやかな寝ね息いきをたて始めていた。
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第二章　波乱、再び
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　翌日は、『ギバ・バーガー』を六十食、『ミャームー焼き』を九十食に戻しての平常営業と定めていた。

　これまではルウの集落に身を寄せていたので、いくらでも手を借りることができていたのだが、ファの家に戻ってしまえば、そうもいかなくなる。鉄板を購こう入にゆうしたことによって作業効率は向上したので、多少の上乗せは可能であったものの、これまではこの分量でも売れ残りが出ていたのだからと自制することにしたのだ。

　商品が売り切れて店が早はや仕じ舞まいになるのなら、それはそれで悪いことばかりではない。うまくいけば、今後は他の宿屋からも注文を受けることになるのかもしれないのだから、それに向けて修練を積み、献こん立だての幅はばを広げておきたいな、という気持ちもあった。

　ということで、本日も至極順調に商売を進めていた俺たちであるが、朝一番のラッシュを終えて、中ちゆう盤ばん戦せんへの準備に取りかかっていると、そこに近づいてくる森辺の女衆の姿があった。

「あれ、どうしました？　仕事は中天からですよ？」

「はい。少しでも修練を積みたいので、早めに下りてきました」

　それは本日から屋台の仕事を手伝うことになったスドラの女衆であった。

　名前は、リィ＝スドラ。スドラの家長の嫁である。

　すらりと背の高い、なかなかの美人さんだ。黒っぽい褐かつ色しよくの髪を胸のあたりで切りそろえており、瞳の色は、濃こい青色。家長は四十半ばぐらいだと思うのだが、彼女の年ねん齢れいはその半分ぐらいにしか見えない。

「家の仕事は大丈夫なの？　早く来たって、代価が多くもらえるわけじゃないんだよ？」

　なかなかに遠えん慮りよのないララ＝ルウの言葉に、リィ＝スドラは「もちろん、わきまえています」と穏やかに微笑ほほえんだ。

「家の仕事はきちんと果たしてきました。せっかくファの家のアスタの仕事を手伝える栄えい誉よを賜たまわれたのですから、一日も早く力になれるよう励はげみたいのです」

　どことはなしに気品があるが、伴はん侶りよに負けず能動的な気き性しようであるらしい。

　こちらとしては、喜ばしい限りだ。

「それでは、あちらの屋台の仕事から覚えていただきましょう。ララ＝ルウ、交代したばかりだけど、俺はあちらに移るね」

「はーい」

　現在は、俺とララ＝ルウで『ギバ・バーガー』を受け持っていたのだ。『ミャームー焼き』の屋台へと移動しながら、俺はヴィナ＝ルウにも声をかけた。

「すみません。リィ＝スドラが到とう着ちやくしたので、しばらく俺が『ミャームー焼き』を担当します。ヴィナ＝ルウはまた『ギバ・バーガー』のほうをお願いしますね」

　ヴィナ＝ルウは、つんと顔を背そむけてから『ギバ・バーガー』のほうに戻っていった。

　昨日の俺の粗そ相そうから、彼女はずっとこのような感じなのである。

　仕事中にこのような私情をはさむのは、ヴィナ＝ルウとしても非常に珍しい。それだけ俺が迂う闊かつであったということなのだろう。本当に申し訳なく、心苦しい。

「シーラ＝ルウ、こちらがリィ＝スドラです。朝にも説明した通り、しばらくはこのリィ＝スドラに中天から手伝ってもらうことになりますので、どうぞよろしくお願いします」

「はい」とシーラ＝ルウは目礼し、リィ＝スドラも「よろしくお願いいたします」と頭を下げる。

「注文が入ったら、シーラ＝ルウが料理を作ります。リィ＝スドラはお客様から赤銅貨を二枚受け取って、料理を手て渡わたしてください。今のところ、料理を持もち逃にげするような人はいませんが、必ず銅貨を先に受け取るようにしてくださいね。――そして、いずれは自分も料理を作製できるように、シーラ＝ルウの動きをよく観察しておいてください」

「はい」

　口数は少ないが、非常に誠実そうではあるし、ルウ家に対する気負いや気き後おくれも感じられない。第一印象としては、なかなかの好こう感かん触しよくだった。

　そこに、さらなる森辺からの来訪者が現れた。なんと、ガズラン＝ルティムである。

「あれ？　ずいぶん早かったですね？」

　リィ＝スドラと同様に、ガズラン＝ルティムの来訪も中天の予定であるはずだった。

　ガズラン＝ルティムは二人の女衆に礼をしてから、「アスタ」と俺を差し招く。

「サイクレウスという城の人間との面談が終わったので、こちらにお邪じや魔ましました。申し訳ありませんが、少し時間をいただけますか？」

「はい、わかりました。……それじゃあ、シーラ＝ルウ、しばらくお願いします。最初のお客さんが来たら、見本を見せてあげてください」

　宿場町でガズラン＝ルティムと顔を合わせるのは、何だか奇き妙みような心地ここちである。

　それにやっぱり森辺の男衆が現れると、通行人の視線が少なからず警けい戒かいの色をおびる。俺たちは、屋台から離れて後ろの雑木林に身を寄せることにした。

「仕事の邪魔をして申し訳ありません。ですが、できるだけ早くアスタの意見を聞きたかったのです。ドンダ＝ルウたちは、町に入らずあちらの街かい道どうのほうで身を潜ひそめています」

「かまいませんよ。俺もそちらの状じよう況きようは気になってしかたがありませんでしたから。……サイクレウスという人物は、いかがでした？」

「はい。一言で言うと、かなり厄やつ介かいです。サイクレウスは、スン家の人間を全員ジェノスに引き渡わたすべきではないか、と申し述べてきました」

「え？」

「モルガの山の恵めぐみを荒あらすのは、ジェノスの法でも禁きん忌きとされている行こう為いです。その法を破った罪人ならば、ジェノスが裁くのが道理なのではないかと言ってきたのです」

　ガズラン＝ルティムは、いつも通りの沈ちん着ちやくな面持ちだった。

　しかし、その色の濃い碧へき眼がんには、きわめて真しん剣けんな光が浮うかんでいる。

「それはそうかもしれませんが……家長や先代家長ばかりでなく、本家の人間を全員ジェノスに引き渡せと言うんですか？」

「いえ。禁忌を破った人間を全員です。分家までを合わせたスン家の家人四十一名、それらの全員が裁きを受けるべきだと言うのです」

　それは、想像のななめ上をいく要よう請せいであっただろう。

　しばらく呆あつ気けに取られてから、俺の胸にふつふつと怒りの感情がこみあがってくる。

「これまではスン家の悪行を見て見ぬふりをしておきながら、いきなりの手の平返しですね。族長たちは、なんと仰おつしやっているのですか？」

「はい。グラフ＝ザザなどは、モルガを捨てるべきなのではないか、と憤ふん慨がいしておりました」

「……はい？」

「ジェノスの領主には刀を捧ささげる価値などないのかもしれない。ならば、八十年前に我々の祖がそうしたように、新たな森を探すべきなのではないか――グラフ＝ザザは、そのように申し述べていたのです」

「モ、モルガの森辺を捨てるべきだっていうんですか？　どうしてそんな――」

「それぐらい、サイクレウスという人間は信用がならなかったのです。むろんグラフ＝ザザも一時の感情にかられただけなのでしょうが、その心情は私にも理解できます。……サイクレウスは、まるで野の獣けものでも見るような目つきで私たちを見ていました」

　俺は言葉を失うことになった。

　ジェノス領主の代理人とは、そこまで森辺の民と相あい容いれないような存在であったのか。

「サイクレウスからは、十日間の猶ゆう予よが与あたえられました。我々は、青の月の二十三日までに道を決さねばなりません」

「まさか、今さらヤミル＝レイや分家の人たちをジェノスに引き渡したりはしないですよね？　そんなのは、森辺の民が定めた道とは完全に逆をいく行為です」

　俺は思わず感情のままに声をあげてしまう。

「ジェノス城の人間たちは、スン家を不当に擁よう護ごしていました。そうであるからこそ、スン家はここまで堕だ落らくすることになったのでしょう？　それなのに、無理やり従わされていただけの分家の人たちまで問答無用で罪人扱いしようだなんて、そんなのは絶対に許されないと思います」

　森辺の民は、旅人を襲おそい、町の娘むすめをかどわかし、作物を強ごう奪だつしていた、などという疑いをかけられている。ミラノ＝マスも、親友を森辺の民に害されたのだと言っていた。しかし、町の人々がどれほど訴うつたえても、ジェノス城は森辺の民の罪を問おうとはしなかったのだ。

　そうであるにも拘かかわらず、ただひとたびの告発でスン家の全員を処断しようなどとは――そんなことが、許せるはずもなかった。

「城の人間が最初からスン家の罪に裁きを与えていれば、町の人々が苦しむこともなかったかもしれません。そして、森辺の民が今ほど恐れられたり蔑さげすまれたりすることもなかったはずです。そういった過去の罪をうやむやにしたままで、まるで臭いものに蓋ふたをするようなやり口でスン家の全員を処断するなんて、そんなものは法でも何でもありません。自分たちの利益だけを重んじた、独裁者の粛しゆく清せいでしかないでしょう」

　そんな風にまくしたててしまってから、俺はふっと我に返った。

「……すみません。ちょっと興奮してしまいました。今のは俺の私情なので、あまり気にしないでください」

「いえ。私もアスタと同じ気持ちです。……そして、ルド＝ルウの言っていたことも正しく理解できました」

「え？　ルド＝ルウがどうしました？」

「はい。スンの集落でドッドやテイに襲われたとき、アイ＝ファの身を案じるアスタはまるで狩人のような目をしていたと、ルド＝ルウは言っていたのです。アスタにはこのように苛か烈れつな一面もあったのですね」

　なんだかごく最近、ヴィナ＝ルウにも同じようなことを言われた気がする。

　毎日毎日ギバの肉ばかりを食べているから、こんな俺などにも少しは森辺の民らしい苛烈さが備わってきた、とでもいうのだろうか。そんな自覚は、これっぽっちもないのだが。

「ともあれ、私たちは自分の気持ちを殺すことなく、もっとも正しいと思える道を探すしかないのでしょう。……いっそのこと、次の会談にはアスタにも同行を願いたいほどです」

「いやあ、俺なんかは族長筋の眷族でも何でもありませんし……」

「ええ。アスタにそこまでの負担を背負わせるわけにはいきません。大事な仕事の邪魔をしてしまって申し訳ありませんでした」

　と、最後は彼かれらしい涼すずやかな笑えみを浮かべて、ガズラン＝ルティムはシーラ＝ルウたちが仕事に励んでいる屋台のほうに視線を飛ばした。

「町の人間が森辺の民に銅貨を支し払はらい、ギバの料理を買っている。これまでにその成果は逐ちく一いち聞いておりましたし、今はついにそれを自分の目で確かく認にんすることができたわけですが――それでもやっぱり、にわかには信じ難い光景です。これだけの仕事を成なし遂とげてくれたアスタの働きは、決して無む駄だにはしません」

　そして、今度はその視線を俺の後方に向けなおす。

「では、そろそろ約束の時間でしょうか。わざわざ足を運んでいただき恐きよう縮しゆくです」

　俺がぎょっとして振り返るのと同時に、雑木林の間からひょろ長い人ひと影かげが出現した。

「どうもどうも、こちらこそ恐縮です。何やら込み入ったご様子でしたが、もう大丈夫なのでしょうかね？」

　カミュア＝ヨシュである。

　そのすっとぼけた笑え顔がおを、俺はおもいきりにらみつけてみせる。

「カミュア、どうしてあなたはそんな風に人を驚おどろかそうとするんですか？　失礼だし、迷惑です」

「ごめんごめん。別に驚かすつもりも立ち聞きするつもりもなかったんだよ。実際、気を張った狩人を相手に立ち聞きなんてできるはずもないし」

　革の長マントを羽織ったカミュア＝ヨシュが、いつもの調子でひょこひょこと近づいてくる。

　身長だけならカミュア＝ヨシュのほうがまさっているぐらいであるが、体格などは比べるべくもない。森辺の狩人としても理想的なまでに均整の取れた体格をしたガズラン＝ルティムと、カマキリのように痩やせたカミュア＝ヨシュが、三メートルほどの距きよ離りをはさんで対峙した。

「あなたが、カミュア＝ヨシュですか」

「はい。西の王国で《守護人》を生業にしているカミュア＝ヨシュです。あなたがサウティ家の家長――というわけではないのでしょうかね？」

　他ならぬこのガズラン＝ルティムの婚こん儀ぎの祝宴を覗のぞき見みしていたカミュア＝ヨシュならば、その主役の顔を見み間ま違ちがえることもないだろう。

　ガズラン＝ルティムは、落おち着つき払はらった様子で「ええ」と応じた。

「私はルウの眷族であるルティム家のガズラン＝ルティムと申します。サウティ家の家長ダリ＝サウティは、あちらであなたをお待ちです」

「ガズラン＝ルティムですか。お会いできて光栄です」

　凪なぎの海のように静かだがその内に確固たる力強さを秘ひめたガズラン＝ルティムの青い瞳と、子供のように屈くつ託たくがなく老人のように透とう徹てつしたカミュア＝ヨシュの紫むらさき色いろの瞳が、真正面から視線をからめあう。

　べつだんどちらにも敵意や悪意は感じられないし、むしろ表情などは穏やかに過ぎるぐらいであるのだが、とてつもない力を持った異種の動物が疑い深そうにおたがいを観察し合っているような、そんな奇妙な空気があたりにはたちこめ始めていた。

「あちらには、ダリ＝サウティばかりでなく三名の族長が全員顔をそろえています。せっかくですので、その全員と言葉を交かわしてはいただけませんか？」

「それは願ってもないことです。森辺の民たみにとってもこれは小さからぬ仕事になるでしょうから、俺の人となりを見み極きわめておきたいところでしょうしね」

　そう言って、カミュア＝ヨシュはにんまりと笑った。

　ガズラン＝ルティムは、穏やかに微笑んでいる。

「それでは、行きましょう。アスタ、ありがとうございました」

「あ、ああ、はい」

「それじゃあね、アスタ。後でまたレイトを寄こすので、品切れだけは勘かん弁べんしておくれよ？」

「……はい。『ギバ・バーガー』をご所しよ望もうでしたら、お早めにどうぞ」

　そうして二名の対極的な傑けつ物ぶつたちは、ごく静かに俺の前から立ち去っていった。

　何だか、狐きつねにつままれたような気分である。

（やっぱりカミュアと森辺の男衆が対面すると、見てるこっちがひやひやしちゃうな。ガズラン＝ルティムはああいう人だから心配いらないけど、グラフ＝ザザなんかは大だい丈じよう夫ぶなんだろうか？）

　ルティムの祝宴の数日前、カミュア＝ヨシュがルウの集落にひょっこり姿を現したときなどは、本当にもう寿じゆ命みようが縮むぐらいの思いを満まん喫きつさせられたものだ。

　ダルム＝ルウは手負いの狼おおかみみたいに双そう眸ぼうを燃やし、ずっとカミュア＝ヨシュに刀を突つきつけていた。ドンダ＝ルウは意外に冷静さを保っていたが、分家の男衆たちもそれはもう剣けん呑のんきわまりない顔つきになっていたし――

（ああ、そうか。あの頃ころにはもうすでに、森辺の集落を商団に通過させるっていう話はドンダ＝ルウにも伝わっていたんだったな）

　そのためにこそ、カミュア＝ヨシュは森辺の内部を一人でふらふら散策していたのである。それでもって、宿場町で遭そう遇ぐうした俺とアイ＝ファの所在を求めて、ルウの集落にまで姿を現したのだ。あれはもう、二十日以上も前の出来事になってしまうのか。

（……ん？）

　そのとき、何か、タンポポの綿毛みたいにひそやかな疑念が俺の脳のう裏りをかすめていった。

　しかし、何がかすめていったのか、正体が今一つわからない。何か大事なことを見落としているような――祝宴の準備で必死になっていた当時の俺には、それほど重要だとも思えなかった何気ない言葉があったような――

（誰が何を言ってたんだっけ？　カミュアか？　ドンダ＝ルウか？）

　いくら頭をひねっても、その解答は降ふってこなかった。

　しかたなく、俺も屋台に戻ることにする。

　カミュア＝ヨシュが姿を現したということは、もう中天も間近であるはずなのだ。リィ＝スドラという新人を迎むかえたばかりだというのに、すっかりシーラ＝ルウにまかせきりにしてしまった。

（目の前の仕事に集中しないとな。まずは《南の大樹亭》で仕込みの作業だ）

　何とも気持ちの悪い違い和わ感かんだけが残ってしまったが、思い出せないものは思い出せない。仕事が落ち着いたらもういっぺん頭を悩なやませてみようと決めて、俺は屋台に駆かけ戻った。

　しかし、俺がその疑念の正体を思い出だしたのは、すべての事件が起こってしまった後――それから数日後のことだった。




２




　その後は特に波乱もなく、俺とヴィナ＝ルウは予定通りの刻限に《南の大樹亭》へと向かうことができた。

「お待ちしておりましたぞ、アスタ」

　宿屋の主人ナウディスは、厳いかつい顔に柔にゆう和わな表情を浮かべて、俺たちを出で迎むかえてくれた。肌はだの色は象ぞう牙げ色いろだが、小こ柄がらで、骨太で、褐色の髪と緑色の瞳ひとみをした、南と西の混血たる親父おやじさんである。

《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》よりもさらに南側、数々の宿屋が軒のきをつらねる一画に、《南の大樹亭》はどんと店をかまえていた。規模で言うなら、《キミュスの尻尾亭》よりもうんと大きい。造りはやっぱり二階建てだが、横よこ幅はばなどは小さな宿屋の倍ぐらいはあって、一階の食堂などは百名近いお客さんを収容することが可能であるとのことであった。

「厨くりやはこちらになります。私の女によう房ぼうが下りてくるまでは、どうぞ自由にお使いください」

「はい、ありがとうございます」

　大きさはルウ家のかまどの間と大差がなく、せいぜい八畳じようていどであったが、三つのかまどは奥おくの壁かべ際ぎわに設置され、調理器具は壁かべに掛かけられており、後は食器の詰つまった棚たなと大きな作業台があるぐらいなので、実に広々として見える。

　かまどや調理器具はもちろん、水みず瓶がめの水や薪たきぎも好きなだけ使って良いとの了りよう承しようを得ている。朝の内に預けておいた食材の包みを広げながら、俺はヴィナ＝ルウに「それでは二つのかまどに火を入れておいてください」と声をかけた。

　俺たちに与えられた時間は、およそ二時間三十分である。それ以降も宿の仕事を邪魔しない範はん囲いでなら居残ってもかまわないとは言われていたが、そもそも定刻には森辺に帰らないとヴィナ＝ルウが超ちよう過か勤務となってしまうので、のんびりしていられる時間はない。

「おお、さすがに四十人前ともなると、巨きよ大だいな肉につ塊かいでありますな」

　どうやら調理の様子を見物する心づもりであるらしいナウディスが、作業台の反対側から俺の手もとを覗き込んできた。

「これは、ギバの胴どう体たいの肉ですな？」

「はい。俺の故郷ではバラ肉、三枚肉などと呼ばれていましたね。あばら骨を外した胸の肉です」

　そのバラ肉が四十人前で、およそ十キロ。ざっくりと六つに切り分けただけのブロック肉で、まさしく肉塊の名に相応ふさわしい。保存のためのピコの葉をきれいに取り除きつつ、俺はその肉塊を作業台に並べていった。

　ギバのバラ肉十キロに対して、つけあわせの野菜はアリアが四十個。それとは別に煮に汁じるで使用するのが、果実酒が四本に、アリアが二十個。そしてこの《南の大樹亭》を通じて得た新たな調味料、「タウ油」をひと瓶びんの六割ほど。これで原価率は、二十七・五パーセントである。タウ油が高額であった分、野菜を安価なアリアのみにしぼったので、屋台の軽食と大差のない原価率をはじきだすことができた。

《南の大樹亭》のために準備した、新しい献立――それは『ギバの角かく煮に』であった。

　角煮だったらつけあわせは大根や煮に玉たま子ごが望ましいのだが、生あい憎にくそれに代わる食材を宿場町で見つけることはできなかった。が、俺の実家《つるみ屋》において、豚ぶたの角煮のつけあわせにはタマネギを使用していた。ならば、この世界においてはタマネギ以上の栄養価を含ふくんでいるらしいアリアの使用をためらう理由はどこにもない。むしろ、アリアとの相あい性しようも、この献立を選んだ大きな要因の一つであるのだ。

　数日前には試食品をこしらえて、ナウディスには味見をしていただいている。タウ油をふんだんに使った『ギバの角煮』はたいそうお気きに召めしたようで、ナウディスは何の迷いもなくゴーサインを出してくれていた。

　と、いうわけで、さっそく調理の開始である。

　あらかじめ家で叩たたいて繊せん維いを潰つぶしておいた肉塊を手に、俺もかまどのほうに向かう。

「ありがとうございます。もう温まってるみたいですね」

　さすがは業務用と言うべきか。この厨ちゆう房ぼうに備えられていた鉄てつ鍋なべは、森辺で使われているものよりも一回りは大きかった。その鉄鍋に、まずは三つの肉塊を投じ入れる。

「豪ごう快かいですな。そして、とても美味うまそうな匂においです」

　ナウディスは穏やかに微笑んでいる。

　その向こう側で、水を張った鉄鍋を見下ろしているヴィナ＝ルウは、相変わらずの不ふ機き嫌げんそうな面おも持もちである。もうけっこう長いこと、あの色っぽい間延びした声を聞いていない気がする。

　俺の護衛を兼かねているなら、年少のララ＝ルウではなくヴィナ＝ルウがつきそうべきだと決定されたのだが、まさか仕事の前日に不興を買ったあげく、翌日にまで尾おを引くような事態になるとは想像できなかった。

　いったいどうしたらヴィナ＝ルウの機き嫌げんを回復させることができるのだろう、と内心で煩はん悶もんしつつ、俺は肉の焼き加減を確かめる。

　いい感じのキツネ色である。我わが家や、我が店では、旨うま味みを封ふうじ込めるために、あらかじめ肉の表面を焼いておくのがセオリーだった。

　それに、焼いておけば余分な脂あぶらを抜ぬくこともできる。とにかく三枚肉は脂あぶら身みが多いので、こうした処置がとても重要なのである。

「うん、もういいかな。そちらの鍋なべも沸ふつ騰とうしましたね」

　ぎっとりとしみだした脂を可能な限り切ってから、表面を焼いた三枚肉を沸騰した湯にそっと沈しずめる。

　残りの三つも同じように焼いて鉄鍋に沈めたら、しばらくは灰汁あく取とりだ。

　灰汁が落ち着いたら火を中火にして、持参したリーロの葉を、その上に敷しきつめる。中蓋の代用兼けん、臭くさみ取りである。

　通常ならば長ネギや生しよう姜がなどを使うところだが、やはりそれに代わる食材は発見できていない。ニンニクのような風味を持つミャームーでは香かおりが強すぎるので、ついに干し肉の作製でしか使うことのなかった香こう草そうリーロが登場する段となったわけだ。

　かなり大ぶりのシダの葉みたいなリーロを、煮にえ立たつ水面の上にぎっしりと敷きつめる。肉が浮いて顔を出してしまうとその部分だけ表面が固くなってしまうので、これが中蓋の代わりをつとめるわけである。

　ここから下した茹ゆでには一時間ばかりもかけるつもりなので、しばらくはゆっくり準備をすることができる。

「それじゃあ俺は煮汁を作製しますので、ヴィナ＝ルウは肉がリーロの上にまで顔を出さないよう見張りつつ、今の火力の維い持じをお願いします」

　無言。

　無表情。

　だけど、ヴィナ＝ルウが仕事をおろそかにするような人間ではないと、俺は信じよう。

　煮汁の作製は、とてもシンプルである。作業としては、香こう味み野菜のアリアをすりおろすだけだ。すりおろすための器具は、この厨房にそろっていた。表面にびっしりとこまかいトゲのついた、甲こう殻かく類るいの殻からである。

　色合いは乳白色で、大きさは直径十センチていどの円形。おそらくはカニに似た生き物の甲こう羅らか何かであるのだろう。詳しよう細さいは不明だ。

「そういえば、タウ油を定期的に購入する目処はついたのでしょうか？」

　二十個ものアリアをひたすらすりおろしつつ俺が尋たずねると、ナウディスは「はい」と、うなずいてくれた。

「行商人に頼たのんでおきました。五日間で三本も使うのかと、とても驚いておりましたよ」

　それはそうだろう。何せタウ油は、高額品なのである。

　果実酒と同じぐらいのサイズの土ど瓶びん、およそ一リットルほどで、なんと赤銅貨十枚もする。五日間で、赤銅貨三十枚のお値段だ。

　タウ油とは、南の王国ジャガルの特産品であるタウという豆を発はつ酵こうさせて作られた調味料である。このジェノスでは自家生産されておらず、すべてジャガルからの輸入品になってしまうため、いささかならず割高になってしまっているらしい。

　なおかつ、割高であるために、宿場町ではこの《南の大樹亭》のように南の民を顧こ客きやくとしているような店でしか取とり扱われていないという話だった。本国のジャガルでは家庭的な調味料であるのに、西の王国ではそれが贅ぜい沢たく品ひんになってしまうのだそうだ。

　しかし、俺にはこのタウ油という存在を見み逃のがすことはできなかった。何せこのタウ油というやつは、実に醤しよう油ゆと酷こく似じした調味料であったのだ。どろっどろのペースト状で、保存料である塩と酒の風味がきつい。が、それ以外は本当に醤油とそっくりの味わいなのだった。

　そんなタウ油とこの《南の大樹亭》で邂かい逅こうを果たすことになり、俺がどれほど狂きよう喜き乱らん舞ぶしたことか。家長会議が目前にせまっていなかったら、たぶんアイ＝ファがうんざりするぐらい浮かれてしまっていたことだろう。だけど俺は歓かん喜きの念を何とかねじ伏ふせて、ひたすら新しい献立の考案に集中した。

　南の民はギバ肉のクセを忌き避ひする人も多い。ハンバーグの食感を嫌いやがる人も少なくはない。が、ドンダ＝ルウのように「やわらかい肉」そのものを忌避しているわけではないらしい。そして、薄うすい味付けよりは濃い味付けが好まれる。

　これまでに得たそれらの情報をもとに、俺は『ギバの角煮』をチョイスすることになった、という顛てん末まつである。

「……さてさて、この後はしばらく肉が煮えるのを待つのでしたな？　その間に、私も少し自分の仕事を片付けてまいりましょう」

　そう言い残して、ナウディスは厨房を出ていった。

　アリアのすりおろし作業を終えた俺おれは、ヴィナ＝ルウが煮に立たてている鉄鍋の様子をうかがうことにした。

　肉は、きっちりリーロの下に沈んでいる。火の加減も、中火でばっちりである。それに、新たに浮いてきた灰汁も取ってくれたらしい。

　ほっと胸をなでおろしつつ、俺はヴィナ＝ルウのかたわらに立った。

「ありがとうございます。煮汁の下ごしらえが終わったので交代しますよ。……あの、ヴィナ＝ルウ、昨日は本当にすみませんでした」

　朝からこれで何度目の謝罪であっただろう。

　しかしヴィナ＝ルウは無言のまま、こちらを見てくれようともしない。

「本当に悪気はなかったんですよ。ただ、ガズラン＝ルティムやヤミル＝レイが突然現れたもんだから、すっかりそちらに気を取られてしまっていたのです」

「…………」

「ヴィナ＝ルウをないがしろにする気持ちはありませんでした。迂闊で大おお馬ば鹿かだったのは認めますが、それだけは信じてください。そこまでヴィナ＝ルウに不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてしまったことを、深く反省しています」

　すると、ヴィナ＝ルウの不機嫌そうに細められた目が、ようやく俺のほうを向いてくれた。

「……本当に反省してるのぉ……？」

「はい！　もちろんです！」

「……まあ、仕事の手伝いをしているわたしがこんな風だったら、アスタもやりづらいでしょうしねぇ……」

「いえ、仕事は仕事できちんと果たしてくれているのですから、俺の気持ちなんかはどうでもいいんです。……というか、仕事の話は抜きにして、ヴィナ＝ルウをそこまで怒おこらせてしまったのが、いたたまれないんです。今後は気をつけるので、何とか許していただけませんか？」

「……そんな今すぐには無理だわぁ……一回ぐらい引っぱたかせてくれたら、少しは気持ちも収まるかもしれないけどねぇ……」

「それでヴィナ＝ルウの気が晴れるなら、どうぞ引っぱたいてください！」

　ぐつぐつと煮立つ鍋を前に、ヴィナ＝ルウが豊かに過ぎる胸むなもとをぐいっと突き出してくる。

「あんまり軽はずみなことを言わないほうがいいわよぉ……？　森辺の男衆ならともかく、異国生まれのアスタなんて、わたしが引っぱたいたら奥おく歯ばが外れちゃうかもしれないんだからぁ……」

「そ、それでも甘あまんじて受けますよ。それぐらい俺が大馬鹿だったということなのですから」

「……どうしてぇ……？　アスタにとっては、わたしなんてどうでもいい存在のはずでしょぉ……？　嫁に迎えるつもりもない女衆に、そこまでする必要はないんじゃなぁい……？」

「そんなことはありません。恋れん愛あい感情なんてなくても、大事な相手は大事です。むしろ下心が発生しないぶん、その大事さははっきりと痛感できます」

　ヴィナ＝ルウは、きゅっと眉まゆをひそめて、いっそう強い視線を俺に送りつけてきた。

「どうしてもわたしには女衆としての魅み力りよくを感じてくれないって言うのねぇ……わかったわぁ……今のでちょっと頭にきちゃったから、一回だけ殴なぐらせてもらうわねぇ……」

　しなやかな指先と手の平が、ひたりと俺の頬ほおにあてられる。

　男衆ほどではないにせよ、頑がん健けんなる森辺の民であることに変わりはない。少なくとも日々の運うん搬ぱん作業によってその腕わん力りよくのほどは証明されているのだから、俺よりも体格のいい成人男子にぶん殴られるぐらいの破は壊かい力りよくは覚かく悟ごしておくべきであろう。

　ぶっ倒たおれても鉄鍋に突っ込む位置ではない、ということを横目で確認してから、俺は力の限り奥歯を噛かみしめた。

　ヴィナ＝ルウは、おもいきり右手を振ふりかぶり――

　そして、俺の身体を抱だきすくめてきた。

「そっちで来ましたか！」

「あらぁ……予想通りって反応ねぇ……つまんないのぉ……」

　囁ささやきながら、ぎゅうぎゅうと俺の身体を締しめつけてくる。マダラマの大だい蛇じや、再びである。

　これでヴィナ＝ルウの気が済むならば――という俺の決意は、三秒ほどでへし折れることになった。

「あ、あの、ヴィナ＝ルウ、そろそろお気は済んだでしょうか……？」

「まだまだねぇ……せめて奥歯の一本と同じぐらいの代価は払ってもらわないとぉ……」

　とても人様にはお伝えできない感かん触しよくが、ものすごい力で俺の身体を圧あつ迫ぱくしてくる。

　あと数秒もこのままでいたら、俺もどこかの神経が灼やき切れてしまうかもなあ……などと、ぼんやり考えたとき、ヴィナ＝ルウのやわらかくも力強い身体はしゅるりと俺から離はなれていった。

「これぐらいで勘弁してあげるわぁ……わたしの心はずたずたに傷ついたままだけどねぇ……」

　つぶやきながら、ヴィナ＝ルウは薪を一本、かまどの中に放ほうり込んだ。

　へなへなとくずおれそうになるのを耐たえながら、俺も鍋の中身を確認する。だいぶん水が減ってきており、差し水の必要があるようであった。

　そうして水瓶の水を柄ひ杓しやくで移していると、ヴィナ＝ルウが沈んだ声でさらに呼びかけてくる。

「ねぇ、アスタ……別にわたしは、アスタの心ない仕打ちに胸を痛めていたわけじゃないのよぉ……？」

「え？」

「わたしが本当に傷ついたのは、アスタがあの女衆を見る目つきの優やさしさに気づいちゃったから……アスタは自分の生命を狙ねらった相手にでも、こんな風に優しい眼まな差ざしを向けられるんだなぁって……だったら、わたしに向けられる眼差しにも、本当に特別な感情なんてこもってなかったんでしょうねぇ……」

　その後に見せたヴィナ＝ルウの表情こそが、俺を心底から驚かせた。

　それはまるで、親に見捨てられた幼子のように悲しそうで、がんぜなく――そして、あまりに弱々しかった。

　俺はこのままヴィナ＝ルウが泣なき崩れてしまうのではないかと半ば覚悟を固めることになったが、しかし彼かの女じよは最後の最後で涙なみだをこらえ、すべての悲しみを吐はき出すかのように深い吐と息いきをついた。

「だけど、ごめんなさい……わたしだって、最初は自分の望みをかなえるために、アスタに近づいただけなのに……アスタを責める資格なんて、わたしにはないわよねぇ……そんなことは、わかってるつもりだったけどぉ……アスタがあんまり優しくしてくれるから、ついつい期待しちゃったのよねぇ……」

「……俺はもっとしっかりと距離を取るべきなんでしょうか」

　俺の間ま抜ぬけな返答に、おっかない視線がちろりと向けられてくる。

「そういう言葉を口にしちゃうのが、また悪いわよねぇ……わたしの心は、煮すぎたアリアみたいにぐちゃぐちゃよぉ……」

「す、すみません」

「何が悪いのかもわかってないなら、謝あやまらないでぇ……それで、絶対にわたしから離れようとかはしないでねぇ……？」

　と、ヴィナ＝ルウは少しうつむき、本当の子供みたいに親指の爪つめを噛み始めた。

「どうせアスタにはわたしを上手うまくあしらうことなんてできないんだから、ずっとそのままでいて……わたしの気持ちは、わたしが決着をつけるから……おかしな気を回して、わたしの邪魔はしないでほしいわぁ……」

「……そうですか」

「……うん……もしかしたら、アスタに傷つけられることも心地ここち好よく感じられるようになれるかもしれないしねぇ……」

「そ、それは絶対に踏ふみ込んではいけない領域のような気がしますが！」

「いいじゃなぁい……人の幸福は人それぞれでしょぉ……？」

　最後はヴィナ＝ルウらしく艶あでやかに笑ってから、俺のほうにしずしずと頭を下げてくる。

「それじゃあ、今日のことはわたしも謝っておくわぁ……大事な仕事の最中に、自分の気持ちを抑おさえられなくてごめんなさい……反省するから、許してくれるぅ……？」

「許すも許さないもないですよ。悪かったのは、俺のほうなんですから」

「許してくれるなら、どんな辱はずかしめでも受けるけどぉ……」

「だから、許しますってば！」

　そうして俺たちの悲喜劇が終しゆう了りようし、数十分ぐらいが経過したあたりで、ナウディスが戻もどってきた。

「さてさて。そろそろ頃ころ合あいですかな？」

「そうですね。そろそろかもしれません」

　俺はリーロの一部をかきわけて、グリギの菜さい箸ばしの先せん端たんを肉塊に押おしあててみた。さしたる抵抗もなく、菜箸は肉の中に埋うまっていく。まさしく、頃合いだ。

「よし。肉を引き上げて、鉄鍋を下ろします」

　リーロの葉と肉をすべて木皿にすくいあげてから、ヴィナ＝ルウとともに鉄鍋を持ち上げる。床ゆかに下ろすわけではない。水を張った同サイズの鍋の上に下ろすのだ。

　さんざん炎ほのおにあぶられていた鉄鍋が、ものすごい音をたてて大量の水を蒸発させる。さらに受け側の水を張りかえて、同じ作業を三回ほど繰くり返かえす。後は水に浮かべたまま、放置だ。

　その間に粗あら熱ねつのとれてきた肉塊を、こちらも水で洗せん浄じようする。これは肉に付着した脂分を除去するためである。

　すでに肉は存分にやわらかくなってしまっているので、形を崩してしまわないよう丁てい寧ねいに洗い、最後にはしっかりと清潔な布で水気もぬぐう。とにかく、徹てつ底ていして脂を除くのだ。

　そうして洗浄の済んだ肉を、およそ五センチ四方の角切りにしていく。ここでも形を崩してしまわぬよう、細心の注意が必要である。

　そうしたら、また鉄鍋の処置だ。冷れい却きやくし、しばし時間を置いたことで、あらかた脂分は上のほうに浮いてきている。冷やすといっても常温の水なのでたかが知れているが、それでも鍋の上部には多少ながらも固形化した脂がひっついている。それらはすべて除去して、持参した革かわ袋ぶくろへと保存した。今日の料理では使わないが、大事なラードの原料だ。

　で、新しい鉄鍋に切り分けたギバ肉と、皮を剥はいて頭と尻しりを落としたアリアをまるごと敷きつめていく。十キロの肉と四十個のアリアなので、二つの大おお鍋なべがそれでいっぱいになってしまう。

　そして、脂を除去したダシ汁じるに、土瓶に六分目のタウ油と、四本の果実酒、それにすりおろした二十個分のアリアを投入。それを念入りに攪かく拌はんしたのち、柄杓を使って二つの鍋に均等に移す。

　あとは、弱火でひたすら煮込むだけだ。

「ふう、何とか間に合いそうかな」

　二時間半の調理時間で、下茹でに一時間、最後の煮込みで最低でも三、四十分は費やすのだから、やはりなかなかシビアな時間割になってしまったようだ。

　中間の、肉を洗う作業でだいぶん手間取ってしまっているのである。まあ、数をこなすごとに作業時間は短縮できるだろう。最初は手早さよりも、丁寧な仕事を心がけたい。

「ううむ。芳かんばしいですなあ」

　と、ナウディスが大きな鼻をひくひくとさせている。

　厨房には、むろんのこと、タウ油と果実酒の匂いが満ちみちていた。ミャームーとはまた異なる、甘い香りである。否いや応おうなく故郷を思い起こさせるその芳ほう香こうに、俺もうっとりしてしまう。

　が、忘ぼう我がの境地にひたってはいられない。ここではリーロの葉も使えないし差し水もできないので、肉が水面から顔を出し始めたら、まんべんなく煮汁をかけ続けなくてはならないのだ。

　最終的には水分が三分の一にまで減ってしまうので、もうひっきりなしに面めん倒どうを見てやらなくてはならなくなる。そうして三、四十分ほどかけて、しっかり煮込むことができたら――ついに完成だ。

「よし。いったん火を止めますので、お客さんに出す前に温めなおしてくださいね」

　当たり前の指示に聞こえるが、実はそれも必要な作業工程であった。こういった煮込み料理は、いったん冷やしてからまた温めなおすことによって、いっそう具材に味がしみこむのだ。

　この世界に冷蔵庫さえあれば、前日に作って一晩寝ねかせたいぐらいであるのだが、ない袖そでは振れないので、常温でしばし置いておく他ほかない。それでも日にち没ぼつまでにはまだ四時間以上もあるのだから、できたてよりは味もしみるだろう。

「ご苦労さまでありました。これは約束の代価であります」

　ナウディスが、小さな布ぬの袋ぶくろを差し出してくる。

　確認すると、八枚の白銅貨がきっちりと収まっていた。

「ありがとうございます。完売できると嬉うれしいのですが、どうでしょうね」

「それはわかりません。そもそも値段の問題もありますからな。これで思うように売れなければ、明日からはカロンの料理と同じく赤銅貨四枚にしてみるつもりであります」

　そんな風に答えながら、ナウディスはいそいそと木皿を運んできた。

「あれ？　お味見ですか？　いったん冷やしてからが、本当の味ですよ？」

「はい。その味を比べてみたいのです。……というよりも、ようやく完成したのですから、一刻も早く味を確かめたいのです」

　それはまあ、すでにこの料理の所有権はナウディスの手に移っているのだから、ご随ずい意いに、である。普ふ段だんよりも二ミリほど目め尻じりの下がった面持ちで、ナウディスは角切りのギバ肉を一つだけすくいあげた。

　その木き匙さじの上で、すでに肉はふるふると揺ゆれている。それはもう、木匙や箸はしで簡単にちぎれるぐらいのやわらかさであるはずだ。脂の抜けた脂身などは、半はん透とう明めいのゼラチン質と化している。

　その肉にはタウ油と果実酒の甘あま味みがしみこんで、強い味付けの向こう側には肉の味と旨味がしっかりと潜んでおり――などと想像していたら、俺まで腹が空いてきてしまった。

「では」と、ナウディスは肉にく片へんを口の中に放り込む。

　肉と脂身の層がほろほろとほどけて、たまらない旨味が口の中に広がる、はずだ。

　もにゅもにゅと口を動かしたたナウディスは、名残なごり惜おしそうにそれを呑のみ下してから、恍こう惚こつたる笑顔で俺を振り返った。

「実に……実に美味ですな。これが売れなかったら、それは私の売り方がまずかったというだけのことです。素す晴ばらしい仕事をありがとうございました、アスタ」




３




　そうしてその日も、俺たちの仕事は無事に終了した。

　俺の留守中もアクシデントはなく、屋台の料理も完売で、帰宅時間も定刻通りである。

　ファの家に帰りついたら、今日は手て抜ぬかりなくヴィナ＝ルウに別れの挨あい拶さつを述べ、また明日のための下ごしらえと晩ばん餐さんの支し度たくだ。

　そんな俺のかたわらには、料理の手ほどきを受けるべく、リィ＝スドラが一人居残っていた。

「それでは仕込みの作業に取りかかりますね。もうじき他の家の女衆も到とう着ちやくするでしょうから、良かったら先にかまどを使ってください」

「ありがとうございます。……あの、本当に鉄鍋をお借りしてもよろしいのでしょうか？」

「はい。いちいち家に戻るのは手間でしょう？　ご遠えん慮りよなくどうぞ」

　今日は、アイ＝ファは不在であった。予定では、ファの家から少し離れたラッツやガズといった氏族の集落に出向いて、血ち抜ぬきと解体の手ほどきをしているはずだ。

「最終的に、ファの家はいくつの氏族から手ほどきを頼まれることになったのですか？」

「直接手ほどきをするのは、そこまで家の遠くない氏族だけです。でも、俺たちの取り組んでいる仕事には、全部で十一もの氏族が賛同してくれましたね」

　しかもそれは、族長筋の眷けん族ぞくを抜いた数である。

　森辺の氏族は全部で三十七であり、その内で族長筋と血けつ縁えんのない小さな氏族は、わずか十七――つまり、ルウとサウティとザザが族長筋を襲しゆう名めいしたことによって、その眷族が森辺の半数以上を占しめる結果になってしまったのだ。

　その、十七しかない氏族の内、十一もの氏族がファの家に賛同を示してくれた。百余名もの眷族を有するルウ家がいちおう肯こう定てい的てきな立場であるということをあわせて考えれば、森辺の民の半数ぐらいはファの家に賛同してくれている、といえるだろう。

　なおかつ、サウティ家も中立の立場を取りつつ、好意的な姿勢を示してくれている。あとは、結果を出してザザの家長たちにも認めてもらえるよう、励はげむしかない。

「素晴らしいことです。ファの家は、滅ほろびゆく氏族に希望の光を与えてくれました」

　と、リィ＝スドラは澄すみわたった眼差しで俺を見つめてくる。

「その中でも、スドラは特に滅びに瀕ひんしておりました。お恥はずかしいことに、今日の仕事で銅貨を得ていなければ、数日の内に食料庫の野菜は尽つきていたでしょう。……もちろん、そうならぬよう男衆は今日も森でギバを追っているはずですが」

「ああ、そうだったのですか。スドラの力になれたのなら、俺も嬉しいです」

　俺がそのように答えたところで、戸板が外から叩かれた。

「はい、どなたですか？」

「……ディン家の女衆、二名です」

　これまた聞き覚えのない氏族である。

　人の名前を覚えるのは得意なほうだが、そろそろ容量オーバーだ。この近所にそのような名前の氏族がいたかなあと首をひねりながら、俺は玄げん関かん口ぐちに向かおうとした。

　その手を、リィ＝スドラにつかまれる。

「アスタ、ディン家というのは、スン家の眷族――今で言うなら、ザザ家の眷族です」

　ザザ家の眷族か。

　それならば、ザザ家の意向に従って、宿場町の商売には否定的な見解であるはずだ。

　それに、そういった人々が、スン家を破は滅めつに追いやったファの家に対してどのような心情を抱いているのか、それを確認する機会もまだ得られてはいない。静かな中に強い警けい戒かいの色をにじませたリィ＝スドラにうなずき返しつつ、俺は戸板の前に立った。

「ご用向きは何でしょう？　ディン家とはこれといって縁えんを結んだ記き憶おくもないのですが」

「はい。晩餐の準備の手ほどきを受けたく参上しました。ご了承をいただけますでしょうか？」

「調理の手ほどきですか。それはザザ家も承知しているのですか？」

「はい。手ほどきを受けること自体は禁じられておりません」

　なるほど、宿場町の商売やギバ肉の準備などに力を貸す気はないが、美味なる食事そのものには興味あり、ということか。もちろん、こちらとしては歓かん迎げいこそすれ拒きよ絶ぜつする理由はない。

　それでも俺は慎しん重ちように、かんぬき用の棒を手に取りつつ、ほんの少しだけ戸板を引き開けた。

　言葉通り、二名の女衆が立っている。年配で既き婚こんの女衆と、まだ幼い十歳さいぐらいの女の子だ。

　その足もとには生のポイタンが詰まった鉄鍋が置かれており、他の人影などが見当たらないことを確認してから、俺は戸板を全開にした。

「突とつ然ぜんの来訪に応じていただき、ありがとうございます。わたしはディンの家長の姉ジャス＝ディン、こちらは家人のトゥール＝ディンです」

「……トゥール＝ディン？」

　俺は視線を女の子のほうに固定する。

　まだあまり長くない褐かつ色しよくの髪かみを首の横で二つに結んだ、ちょっと気弱げな表情をした女の子だった。その子犬のように大きな目が、何やら思いつめた光を浮うかべて、俺の顔をじっと見つめ返してくる。

「ああ、君はスンの分家にいた子だね！　スンの集落には残らずに、ディンの家に入ったのか」

「はい。この娘むすめの母は、わたしと家長の妹でした。妹はすでに亡なくなっていたので、父親とともにディンの家人となったのです」

　そう答えたのは。ジャス＝ディンと名乗った年配の女衆だった。

　物もの腰ごしは沈ちん着ちやくかつ慇いん懃ぎんであり、その厳しい眼差しには強い意志の力が感じられる。

「そっか。元気そうで何よりだね。家長会議から三日しか経たってないのに、なかなか気づけなくてごめんね？」

　そんな風に呼びかけると、トゥール＝ディンはハッとしたように目を見開いた。

　そして、その大きな目を涙でうるませてしまう。

「ど、どうしたの？　俺は何かまずいことでも言ってしまったかな？」

　トゥール＝ディンは、ぷるぷると首を横に振った。大おお粒つぶの涙が、それで地面に落ちていく。

「ファの家のアスタ。この娘は、あなたたちを害そうとしたスンの家の血族であった者です。ですが、今後はスンとの縁を絶ち、ディンの人間として生きていくことになりました。この娘のかつての罪を、許していただくことはかないますか？」

「罪？　俺は別にトゥール＝ディンから悪いことをされた覚えはありませんが」

「ですか、大罪を犯おかしたスン家の血筋であったことは事実です。特にファの家の人間にとっては、スン家を憎にくむ理由があるはずです」

　何だか、昨日のラウ＝レイたちとのやりとりを彷ほう彿ふつとさせる展開である。

　厳げん粛しゆくな面持ちをしたジャス＝ディンに、俺は「いえ」と答えてみせた。

「スンの分家の罪を問わないと決めたのは新しい族長たちであり、すべての家長がその言葉に賛同しました。その上、俺は最初から分家の人々を憎む気持ちはありませんでした。このトゥール＝ディンを拒こばむ理由はどこにもありません」

「……そうですか」

「はい。特にこのトゥール＝ディンとはけっこう長い時間をともにしましたからね。生きる気力を失ってしまっていた人々の中で、彼女は懸けん命めいに頑がん張ばっていたほうだと思いましたよ」

　俺の言葉に、トゥール＝ディンはまたじんわりと涙をためてしまう。

　まだちょっとその表情には幼子らしからぬ無機質さが残っていたが、その瞳だけは、しっかりとした輝かがやきを取り戻している。それだけで、俺は胸が詰まるほど嬉しかった。

「トゥール＝ディンは一いつ緒しよに鍋を作ったりポイタンを焼いたりしたから、一日の長があるだろうね。しっかり学んで、ディンの女衆にも手ほどきをしてあげなよ」

「……ありがとうございます……」

　力なくうつむいてしまう少女の頭に、ジャス＝ディンがぽんと手の平を載のせる。

　その眼差しはまだ厳しいままだったが、しかしその仕草には亡き妹の忘れ形見に対する愛情が十分に感じられるような気がした。

「それじゃあ、始めましょう。あ、こちらはスドラ家のリィ＝スドラです。そのうちフォウやランの女衆もやってくると思いますので」

　ついつい話し込んでしまったが、今日は定刻で帰宅したので、いいかげんに仕込みの作業を始めないとまずいことになってしまう。ディン家の二名を家に引き入れて、俺は自分の仕事の準備に取りかかることにした。

「とりあえずはポイタンの焼き方のおさらいですよね。俺はここで仕事をしていますので、わからないことがあったら声をかけてください」

「はい」と応じながら、鉄鍋を掲かかげた二人が俺の前を横切っていく。

　そのトゥール＝ディンの横顔を目にしたとき、俺は思わず「ああ」と声をあげてしまった。

　トゥール＝ディンが、びくりと俺を振り返る。

「あ、ごめんごめん。そういえばあのときの火傷やけどの痕あとは残らなかったんだなって思っただけなんだ。……よかったね？」

　表情の暗い少女を元気づけたくて、俺はにっこりと笑いかけてあげた。

　すると、トゥール＝ディンもぎこちなくだが微び笑しようを返してくれた。

「あのときは、ありがとうございました。……わたしなどの心配をしてくれたあなたとルウ家の赤い髪をした女衆の優しさは、とても嬉しかったです」

「いやあ、俺なんかは慌あわてて水をぶっかけただけだからねえ。ララ＝ルウにも君の言葉を伝えておくよ」

　スンの集落に居残った人々も、眷族に引き取られた人々も、こうして少しずつ新しい生活を積み重ねていくのだろう。

　まだ家長会議からは三日ほどしか経過していないが、やっぱりドンダ＝ルウの裁定は間ま違ちがっていなかったと思う。本家のディガやドッドたちに関してはまだ不明な部分も多いが、少なくとも、森を荒あらす以外には罪を犯していない分家の人々に対しては、これ以上の罰ばつなどは必要ないはずだ。

　城の人間たちに、こういった現状が理解できるのか――理解しようという心づもりがあるのか。まずはそこが焦しよう点てんになるだろう。

　そんなことを考えながら、俺は板の上に広げたアリアをみじん切りにする作業に取りかかることにした。




　　　　　◇




「……で、その後にはまたガズラン＝ルティムがダリ＝サウティと一緒にやってきてな。カミュアとの打ち合わせの内容を説明してくれたんだよ」

　夜である。

　晩餐の後、残った仕込み作業を片付けながら、俺はアイ＝ファにそう説明してみせた。

「商団は、普段ルウ家が使っている道を通って宿場町から森辺に入り、そのまま南下してサウティの集落を通過したのち、森に入るんだそうだ。その森を半日ばかりかけて踏とう破はすると、岩場に出るらしい。そこから街かい道どうまで出るのにはまた何日もかかるらしいけど、そのあたりの岩場にはもうギバも出ないし、森辺の民たみにとっても縄なわ張ばりの外だ。だから、初日の森を抜けるまでの案内をサウティ家に受け持ってほしい、という話だったわけだな」

「うむ」

「だけど、商団が朝一番で出発しても、森を抜ける頃ころには夕暮れになってしまうらしいんだ。で、夜間に森を通って集落に戻るのは危険だから、案内役の人間も商団の人々と一緒に岩場で夜を明かさなくちゃいけないらしくて、ダリ＝サウティはその点でげんなりしてしまっていたな。『スン家の連中は何と面倒な仕事を引き受けたのだ』と、それはもうご立腹だったよ」

「うむ」

「スン家はどうやらテイ＝スン――いや、テイ一人にその仕事を押しつけるつもりであったらしいけど、半日もの間、ギバを避さけて森の奥おく部ぶを進軍しなくちゃならないんだから、最低でも四名ていどの男衆が必要だろうとダリ＝サウティは嘆なげいてた。まあ商団のほうも総勢二十名以上の大人数だから、そうそうギバに襲おそわれることもないだろう、という話だったけどな」

「うむ」

「……アイ＝ファ、会話に疲つかれたのなら、正直にそう言ってくれよ？」

「何がだ？　べつだん問題はない」

　そんな風に仰おつしやりながら、アイ＝ファは昨晩以上に自じ堕だ落らくな格好でずんべんだらりと横たわってしまっていた。

　腹ばいの体勢で、ほどいた髪が顔のほうにまで垂れているので、表情はよく見えない。刻み終わったミャームーとアリアを果実酒とともに革袋へと投入しながら、俺は小さく息をつく。

「まあそんなわけで、カミュアとの打ち合わせは何事もなく終了したそうだよ。ガズラン＝ルティムがどういう感想を抱いたのかはとても興味深かったんだけれども、今のところは『とても不思議な人物ですね』としか聞けなかった。ダリ＝サウティのほうは『やっぱり都の人間は好かん』だそうだ」

「うむ」

「で、明後日の仕事はサウティ家に一任されて、無事終了。三族長たちはいったん自分の集落に戻って、各おの々おのの眷族の長たちとジェノス城からの要よう請せいに対する意見をまとめるそうだ。スンの集落には六名ていどの男衆が見張りとして居残ったままだけど、これでようやく一区切りってとこなのかな」

「うむ」

「……俺からの報告は以上であります。ご清せい聴ちようありがとうございました」

「大事ない。頭の痛くなりそうな話は適当に聞き流していたからな」

　毛皮の敷しき物ものに片方のほっぺたをくっつけたまま、アイ＝ファは覇は気きのない声でそう言った。

「族長たちも、存分に頭を悩なやませるがいい。私は自分の仕事で手て一いつ杯ぱいだ」

「えーと、今日はラッツの家に出向いてたんだっけ？」

「うむ。ラッツの眷族と、ガズの男衆もやってきていた。……昨日よりも、うんと疲れた」

「ふむふむ。だけどみんな、快くアイ＝ファを迎むかえてくれたんだろ？」

「向こうは快くとも、私は不快だった」と、アイ＝ファの声が不機嫌そうな響ひびきを帯びる。角度的によく見えないが、たぶん唇くちびるをとがらせているのだろう。

「しかも、ラッツの男衆の一人が、いきなり嫁よめ取とりを申し入れてきてな」

「な、何？」

「そうしたら、ガズの男衆までもが同じようなことを言いだして、わけもわからぬ内につかみあいの騒そう動どうになってしまったのだ。怒いかり狂くるったラッツの家長がその場を収めてくれたが、危あやうくラッツとガズの縁がこじれてしまうところだった」

「そ、それは大変だったな。……で、その二人はきっちりあきらめてくれたのか？」

「……もしも私がまた怪我けがなどを負って狩人かりうどの仕事が果たせなくなった折には、もう一度考えてほしいなどとぬかしていた。あなたがたは私が深手を負うことを望んでいるのか、と怒ど鳴なりつけたくて仕方がなかったわ。……まったくもって不愉快な一日だった」

　ようやく仕込みの作業を終えた俺は、水みず瓶がめの水で手を洗うのももどかしく、大急ぎでアイ＝ファのもとに馳はせ参さんじる。

「その男衆たちは、ダルム＝ルウみたいに凶きよう悪あくな感じではなかったのか？　今後もしつこくつきまとってくるようなことはないよな？」

「そのようなことは当人に聞け。私の知ったことか」

「いや、だけど――」

「やかましい。仕事が終わったのなら、とっとと手をよこせ」

「え？　手？」

　よくわからなかったが、とりあえず昨晩と同じように、アイ＝ファのこめかみのあたりにそっと手の平を置いてみた。

「うむ」とアイ＝ファは満足そうな声をあげたので、どうやら俺の判断は間違っていなかったらしい。何となく、むずかる子こ猫ねこの咽喉のどでも撫なでているような感覚である。

「大勢の人間と口をきくだけで疲れる。お前はよく宿場町であのような仕事を続けていられるな。……いや、お前ばかりでなくルウの女衆も同じように仕事を果たせているのだから、私の気持ちが脆ぜい弱じやくなだけなのか」

「いやいや、そんな風に自分を卑ひ下げするのはアイ＝ファらしくないぞ？　人間には向き不向きってもんがあるんだから。それに昨晩も言った通り、時間をかければ、いずれなれるさ」

　俺の言葉に納なつ得とくした様子もなく、アイ＝ファは「はあ」とアイ＝ファらしからぬ溜ため息いきをついた。

「……私は早く狩人としての仕事を果たしたい」

　何だか本当に気の毒になってきてしまった。

　なので、俺はアイ＝ファの頭をそっと撫でてやることにした。

　いつぞやはそれでボディブローの反はん撃げきをくらったような気がしなくもないのだが、今こ宵よいのアイ＝ファは満足そうにまぶたを閉ざして、俺の手から逃にげるそぶりも見せなかった。

「まあ何にせよ、あと数日の辛しん抱ぼうだな。腕うでの傷が完全に癒いえて、再び森に出られるようになれば、自おのずと他の氏族と関かかわる時間は短くすることができる」

「後ろ向きな発言だなあ。だけど今日は、俺もなかなかに疲れたよ。おたがい早めに休んだほうがいいのかな」

「うむ」

「じゃあ、寝るか」

　立ち上がり、燭しよく台だいを消したのち、さっきよりは少しアイ＝ファと離れた位置に身体を横たえる。

　すると、何故なぜかしらアイ＝ファがにじり寄ってきた。

「アスタよ、何故そのように遠くで眠ねむるのだ？」

「え？　いや、いつも通りの距きよ離り感じゃないか？」

「……私はまだ少し頭が痛いのだ」

　と、仰あお向むけで転がった俺の左手首を取り、自分のこめかみに導こうとする。結果的に、俺は肘ひじ関節を極きめられて悲鳴をあげることになった。

「痛い痛い痛い！　ちょっと待て！　それは人間の関節の可動領域を超こえた動きだ！」

「だったら、無理のない体勢をとればいいだろうが」

　無理のない体勢といわれても、相手のこめかみに手を置くには、至近距離で向かい合うしかないのではなかろうか。

　まあ暗くてよく見えないし問題はないかなとか思ったが、実際にやってみると、そんなに問題がないことはなかった。近いのだ、距離が。

「あのですね、家長」

「やかましい。私はもう眠くなってきた」

　俺の手の平を顔の横に乗せ、その上から自分の手の平をかぶせた格好で、アイ＝ファは静かにまぶたを閉ざす。

　目の頼たよりになるのは、窓から差し込む月明かりのみ――だが、その綺き麗れいな顔立ちや、横向きに寝そべった身体のラインぐらいは、普ふ通つうに見てとれる。

（……やっぱり何か、猫ねこになつかれてる気分だなあ）

　アイ＝ファの側におかしな気持ちなどないのは百も承知だが、それにしても、何だか日を追うごとにスキンシップの度合いが増してきているように感じられる。

　それだけ俺のことを気き兼がねのない家族として認めてくれている、ということなのだろうから、それ自体は非常に喜ばしいことであるのだが――不必要にかき回される俺の気持ちはどうしてくれるのだろう。

（……こんなに綺麗で、魅み力りよく的てきで、気持ちも真まっ直すぐな女の子だったら、そりゃあ嫁取りの話なんていくらでも出てくるだろうな）

　抜ばつ群ぐんの寝つきのよさで寝ね息いきをたて始めたアイ＝ファの寝ね顔がおを見つめながら、俺は一人そんなことを考えてしまった。

（そういえば、婚こん儀ぎが許される十五歳になると同時に、アイ＝ファはスン家と悪あく縁えんを結んでしまったんだ。そうでなかったら、近所の人たちも最初からアイ＝ファを嫁よめに欲ほしがることになっていたんだろう）

　何だか、気持ちが落ち着かない。

　俺のような素す性じようの人間はこの世界の人間を嫁に迎えるべきではない、などと言いながら、もしもアイ＝ファの心を射止めるような男衆が登場してしまったら、俺はいったいどうなってしまうのだろう。

　今までに何度となく頭に浮かんできては、そのたびに棚たな上あげされてきた問題である。

（ずっとこのままの関係でいたいってのは、それはそれで無理な願いなのかな……）

　こみあげてくる溜息を呑み下しつつ、俺もまぶたを閉ざすことにした。

　そうすると、手の平から感じられる体温や、目の前のアイ＝ファから漂ただよってくる香かおりが、いっそうまざまざと知覚できてしまう。

　アイ＝ファはもう長いことギバ寄せの実を扱あつかっていない。だからもう他の女衆とそれほど大差もない、香こう草そうや肉の匂においが混ざった家庭的な香りしかしないはずなのだが――それでもやっぱり、アイ＝ファはアイ＝ファだった。アイ＝ファの体温だから、アイ＝ファの香りだから、心地好い。それはもう、揺るがしようのない事実なのだ。

　そんなことをつらつらと考えている内に、放ほう埒らつ的な睡すい魔まが俺の上にも舞まい降おりてきた。

　ガズラン＝ルティムから楽しからぬジェノスの話を聞き、初めて宿屋での仕事をこなし、女衆たちに調理の手ほどきもして、その合間には森辺の行く末を思おもい悩み――きっと俺自身も相当に疲れていたのだろう。とてもすみやかに、俺は眠りに落ちてしまっていた。

　そして――

「…………？」

　それからいったいどれぐらいの時間が過ぎ去ったのか。

　気づくと俺は、ふわりとやわらかい感触に口もとを覆おおわれていた。

　夢かうつつかもわからぬ内に、俺はぼんやり目を見開き、そこに山やま猫ねこのように光る青い瞳ひとみを見み出いだす。

　アイ＝ファが、俺の鼻先にまで顔を寄せていた。

　いつのまにやら、こめかみに当てていた手の平も外されている。

　その、俺の手に重ねていたはずの手でもって、アイ＝ファは俺の口をふさいでいた。

「喋しやべるな。……そして、動くなよ、アスタ」

　ほとんど聞こえないぐらいの声で囁きながら、アイ＝ファがさらに身を寄せてくる。

　俺が仰ぎよう天てんして身を起こそうとすると、今度は逆の手で肩かたをつかまれ、床に押し戻された。

「動くなと言っているのだ。私の言うことが聞けぬのか、アスタ？」

　また、囁き声。

　仰向けの体勢で押さえ込まれた俺おれの上半身に、アイ＝ファが横合いから覆いかぶさるような格好になっていた。

　青い瞳が、かつてないほど真しん剣けんな光をたたえて、俺の瞳を覗のぞき込んでいる。アイ＝ファの手の平や腕や胸などに触ふれている部分が、異様に熱かった。

「何も心配することはない……私の言う通りにするのだ、アスタ」

　そう言って――アイ＝ファはさらに、全身で俺に覆いかぶさってきた。




４




　心臓が、早はや鐘がねのように胸きよう郭かくを打つ。

　アイ＝ファの香りと体温が、俺から正常な思考能力を奪うばっていく。

　そうして、俺の上にのしかかってきたアイ＝ファは――

　そのまま俺の上を通過して、壁かべのほうに腕をのばした。

「動くでないぞ……お前が動くと、空気が乱れる」

　咽喉声で囁きながら、アイ＝ファは元の位置に戻った。

　だけどその手は、まだ俺の口もとを覆ったままだ。

　そして――逆側の手の指先には、壁にたてかけられていた大刀たちが握にぎられていた。

「ついさきほどまで、何者かがその窓から部屋の内側を盗ぬすみ見ていたのだ。今は、家の裏側に回り込んでいる」
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　そうなのか。

　馬ば鹿かな想像をしてしまっていた俺は、全身の骨を抜ぬき取とられたみたいに脱だつ力りよくしてしまいそうになった。

　が、脱力している場合ではない。俺たちは、ほんのつい数日前にも寝込みを襲われて、あわやというところまで追いつめられてしまったのだ。

　今度はいったい、誰だれが何をしようとしているというのだろう。人の気配など、俺には何一つ感じられない。

「方向としては、左側の部屋の奥おく側だな。ちょうどあの部屋の窓がある側だ。……二年前には、スン家の長ちよう兄けいがその窓の格こう子しを破って、家の中に踏み込んできた」

　それは、たとえようもなく不ふ吉きつな符ふ合ごうだった。

　しかしそのディガは、ドッドやテイとともに、森辺の最北にあるドムの家に連れ去られたはずだ。なおかつ、今後の素行を危険視されている彼かれらには、ミダほどの自由は与あたえられていないはずである。

「私が外に出て様子を見てくる。お前は家の中で待て。私が出たら、音をたてないようにかんぬきを閉めるのだ」

　俺はそろそろと首を横に振ふり、声を出せない代わりにアイ＝ファの手首をそっとつかんだ。

　アイ＝ファはちょっともどかしそうに瞳を瞬まばたかせる。

「またおかしな毒草を使われたり、あるいは家に火でもつけられれば生命が危うい。案ずるな。相手は多くとも二人ほどだ。むざむざと後おくれを取る私ではない」

「…………」

　ありったけの思いをこめて、俺はアイ＝ファをにらみ返す。

　すると今度は、少し苦く笑しよう気味に微笑ほほえんできた。

「相手が私よりも手て練だれであったら、ラントの川にでもおびき寄せて突つき落おとしてやる。何にせよ、お前がそばにいたら私は自由に動くことができん。この場で、私の無事を祈いのっていてくれ」

「…………」

「大だい丈じよう夫ぶだ。無む駄だに生命を散らしたりはしないと誓ちかう」

　そう言って、アイ＝ファは俺の口もとから手を離した。

　そして、自由を得たその指先で、自分の首と胸の中間あたりをまさぐる。

「きっとお前の願いが厄やく災さいを退けてくれるであろう」

　そこには、俺の贈おくった青い石が揺れているはずだった。

　俺はアイ＝ファの手首をつかんだまま、そろそろと身を起こす。

「……外に出る。音はたてるなよ？」

　最後には狩人らしい勇ゆう猛もうな笑えみを浮かべてから、アイ＝ファはゆらりと立ち上がった。まさしく空気も乱さぬような身のこなしだ。狩人ならぬ俺は、床などを軋きしませないように、極力ゆっくりと身体を動かす。

　野生動物のようになめらかな足取りで玄関口へと向かったアイ＝ファは、戸板から引ひき抜いたかんぬきを俺のほうに差し出だしつつ、また顔を寄せてきた。

「私が戸板を閉めたら、かんぬきを掛かけろ。私が呼ぶまでは絶対に家の外に出るのではないぞ？」

　そうしてアイ＝ファは慎重に戸板を引き開けて、闇やみの向こうに視線を一ひと巡めぐりさせてから、するりと出ていった。再び閉ざされた戸板にかんぬきを掛けながら、（これはいったい、どういうことなんだ？）と俺は煩はん悶もんする。

　スン家の脅きよう威いが去った今、どうしてファの家が招かれざる客を呼び込むことになってしまうのだろう。まさか、アイ＝ファに嫁取りを申し込んだというラッツやガズの男衆なのだろうか？

　だが、その正体が誰であるにせよ、こんな夜よ更ふけに人の家の様子を覗き見みるなんて、真っ当な用事であるとは思えない。かんぬきを掛け終えた俺は、またそろそろと足音を忍ばせて、月明かりを頼りにかまどのほうへと近づいていった。

　板の上に並べられた、三徳包丁と、菜切り刀と、小刀。その、アイ＝ファの父親の形見であるごつい小刀をつかみ取り、俺も腰こしにひっかける。

（大丈夫だ……相手が誰であれ、アイ＝ファがそうそう後れを取るはずはない）

　そんな風に考えたとき、家の裏手から「うひゃあっ！」という男の悲鳴が聞こえてきた。

　そして、家の壁に何かが叩たたきつけられる鈍い音色と、扼殺された動物のようなうめき声。

　その後は、静寂。

　俺は意を決し、ラナの葉で燭台に火を灯してから、家の奥の戸板に向かった。

　三つある戸板の内、一番左に手をかける。ここは、乾燥中の薪たきぎや木材やノコギリなど、日常ではあまり使わない生活用品をぶちこんだ物置部屋である。俺は音をたてないようにそろそろと戸板を引き開けて、その奥に足を踏み込んだ。

　窓は、向かい側の壁に空いている。そちらに近づき、窓の外に燭台の火をかざすと、狩人の眼光を燃やすアイ＝ファの横顔が、思いも寄らぬほど近い位置に見えた。

「来てしまったのか、アスタ。……まあよい。ならばその燭台をよこせ」

　アイ＝ファの指示に従って、俺は格子の間から燭台を差し出した。闇の一点をにらみすえ、大刀をかまえた姿勢のまま、アイ＝ファは逆の手で燭台を受け取る。

「絶対に外には出てくるのではないぞ、アスタよ。うつけ者がこやつらばかりとは限らぬからな」

「あ、ああ。だけど、お前は大丈夫なのか？　うつけ者って、いったい……」

　俺は木の格子に張りついて、何とかアイ＝ファの視線を辿ろうと試みた。

　闇の中で、何者かがうずくまっている。

　なかなか体格のよさそうな男だ。それも、毛皮のマントは身につけていないが、渦うず巻まき模様の装束を纏まとった、森辺の男衆である。

「恥を知らぬうつけ者どもめ。まさかお前たちがここまで愚かな真似まねをしでかすとはな。お前たちは、最後に残された贖罪の道を、みずから踏ふみにじってしまったのだ」

「違ちがう！　そうじゃない！　お前たちに危害を加えるつもりなんてなかったんだ！」

　抑よく制せいを失った、若い男の叫さけび声。

　それは、俺の記憶にあるよりもしわがれており、大声を出しているのにきわめて弱々しく、まるで別人の声みたいに変質してしまっていたが――しかし、俺が聞き間違えることはなかった。

「どうして――どうしてあんたがこんな場所にいるんだ!?」

　知らず内に、俺の声にも怒気がにじんでしまっていたと思う。暗がりにうずくまったその男は丸めた背中をびくりと震ふるわせて、また悲痛な声を張り上げた。

「し、信じてくれ。本当に、そんなつもりで逃げだしてきたわけじゃないんだ……お、俺たちは、お前たちを助けるために――そして、俺たちを助けてもらうためにやってきたんだよ！」

　顔を上げて、膝ひざ立だちのままアイ＝ファのほうにすり寄ろうとする。アイ＝ファがその鼻先に大刀の切っ先を突きつけると、その男は「うひい」とわめいて、後ろざまにひっくり返った。

　青白い月の光に照らしだされる、その顔は――いくぶんやつれて、涙なみだと泥に汚れてはいたが、それはまぎれもなく、かつてのスン本家の長兄の顔だった。

「愚かな……お前たちを救うすべなどない。狩人としての仕事すらまともに果たせぬのなら、潔く森に朽くちるがいい」

「違うんだ！　そうじゃないんだ！　俺たちはドム家から逃げてきたわけじゃない……いや、ドム家からも逃げてきたけど、そうじゃないんだ！　頼たのむ！　助けてくれ！」

「わけがわからんな。アスタ、その部屋には蔓草の束があったろう。それを寄こせ。手足を縛しばって、ドム家に引き渡わたす」

「待ってくれ！　このままドム家に引き渡されたら、俺たちは本当に頭の皮を剥がされちまうよ！」

　恐怖の形相でまた叫び、そして、正気を失いかけた目で周囲の夜闇を見回す。

「で、でも、わかった！　縛るなら縛ってくれ！　抵てい抗こうはしない！　もうドム家から逃げたりもしない！　絶対に約束する！　だけどその前に、俺たちの話を聞いてくれ……そして、一刻も早く俺たちを家の中に入れてくれ！　も、もしもあいつが追いかけてきたら、お前だって殺されちまうかもしれないんだぞ、アイ＝ファ!?」

「あいつとは誰だ。私たちを害そうとする人間など、この森辺においてはお前たちぐらいしか存在すまい」

「そ、そんなことはない！　あいつはきっと、スン家を滅ぼしたお前たちを恨んでいるんだ！　死にたくなかったら、早く家の中に入れてくれ！　あいつはやっぱり、化け物だった……いくらお前でも、きっとあいつを退けることはできねえよ！」

「だから、あいつとは誰のことなのだ。お前の言っていることは支離滅裂だ」

　かつてのスン本家の長兄ディガは、ついに泣き笑いのような顔になり――そして、か細く震える声で言った。

「ザッツ＝スンだ……先代家長の、ザッツ＝スンだよ！　俺たちはあいつから逃げてきたんだ！　頼む！　あいつが追ってくる前に、俺たちをお前たちの家に入れてくれ！」




　　　　　◇




　けっきょく俺たちは、招かれざる来訪者を家の中に迎え入れることになってしまった。

　来訪者は二名。ディガと、ドッドである。俺の位置からは見えなかったが、峰打ちをくらって倒れ伏したドッドは、アイ＝ファによって背中を踏みつけられていたのだった。

　そんな招かれざる客たちが、下座でぐったりとうなだれている。むろんその腕は背中の側で縛られており、足も、三十センチほどの歩ほ幅はばだけ許される形で拘こう束そくされている。歩くことは可能だが走ることは不可能、という格好だ。

　そして、彼らは最初から丸腰だった。刀もなく、狩人の衣もなく、彼らは着の身着のままで、ドムの家から逃げてきたのである。

「ザッツ＝スンは、虜りよ囚しゆうとしてジーンの家に捕らわれていたはずであろう。そのザッツ＝スンから救ってほしいというのは、いったいどういう話なのだ？」

　片膝あぐらで上座に陣じん取どったアイ＝ファが、射るような目つきでディガとドッドをにらみすえる。

「お、俺たちをドム家から連れ出したのは、ザッツ＝スンだったんだ。ドムの集落に火を放ち、家人があわてふためいているところに、助けに来てくれて……俺たちは、テイ＝スンと一緒に四人でドム家から逃げだしたんだよ……」

「何だ、やはり自らの意志で逃げだしたのではないか」

「そ、それはしかたがないだろう!?　この場で朽ちるか、ともに逃げるかを選べと言われたんだ！　逆らえばその場で殺されていた！　ザッツ＝スンっていうのは、そういうやつなんだ……」

　そういうやつ、と言ったって、それは彼らの祖父であるはずだ。

　分家のテイ＝スンはまだしも、血の近い肉親をザッツ＝スンと呼ぶのも不自然である。

「しかし、ザッツ＝スンという男は病びよう魔まに冒おかされていたのではないのか？　骨と皮しか残っていない干物のような状態で、ジーン家までの道のりすら耐えられるのかと危ぶまれていたはずだが」

「ああ、この数年間は、自分の足で歩くこともできないほど、弱り果てていたよ……だけどきっと、あいつもスン家が滅んでしまったということを知ってしまったんだろう。それで、蘇ったんだ……見た目は相変わらず骨と皮ばかりだったが、あの目は……あ、あの目は、病で倒れる前と同じ目だった。あともう少しでくたばるはずだったのに、あいつは昔みたいな力を取り戻もどしちまったんだよ……」

　そう言って、ディガはまたぶるぶるとその身体を震わせ始めた。

　その隣となりで、ドッドは無言のまま、うつむいてしまっている。

　どちらもげっそりと頬ほおがこけて、顔は土気色であり、身体のあちこちが泥と草の葉で汚れてしまっている。かつての傲慢さなど、微み塵じんたりとも残っていない。わずか三日で精魂尽き果ててしまったのか、それともザッツ＝スンへの恐怖心からなのか――たぶん、その両方なのだろう。

「……ザッツ＝スンは、スン家の覇権を取り戻す、と言っていた。スン家を裏切った愚か者には鉄槌を下し、またスン家が森辺の長になるのだ、と……」

　そうつけ加えたのは、ドッドのほうだった。

　ぼそぼそとした、陰いん気きな声音である。

　この男は、こんな声だっただろうか？　やつれはてた姿よりも、その頼りなげな声音のほうが、まさしく別人みたいに変わり果ててしまっていた。

「そ、そうだ！　俺はてっきり他ほかの家族も救いだして、みんなで森辺を出るのかと思っていたのに……あ、あいつはそんな馬鹿げたことを……」

「馬鹿げたことだと思うのならば、その場で諌いさめるべきであろうが？」

「い、言えることは全部言ったさ！　スンの集落にはルウの連中が居残っている、スンの眷族もみんなルウ家と手を組んだ、もうあいつらに逆らうことはできないって、俺たちだって説得したんだよ！」

「そうしたら……あいつは、笑いだしたんだ」

　ドッドの声も、頼りなく震えた。かつては狂犬のように俺たちをにらみすえていた暗い青色の瞳が、すがるように俺たちを見つめてくる。

「四人もいれば、十分だ、と……悪鬼のように、あいつは笑っていた。家長のズーロなどは、覇権を取り戻した後に救えばいい、この四人で森辺にしかるべき秩序を取り戻すのだ、と狂ったようにあいつは笑っていた……」

「だ、だから俺たちは、あいつが眠った隙に、逃げ出してきたんだ！」

「……どうやらそのザッツ＝スンという男は、頭の中身までも病魔に冒されてしまったようだな。わずか四人で、何ができるというのだ？」

「な、何もできやしないだろう。考えられるのは、ルウの家長や、お前たちを襲うことぐらいだ」

　ディガの目が、弱々しく俺とアイ＝ファを見比べる。

「も、もしもあいつがスン家の滅んだ理由を知ったら、大罪を暴いたファの人間が一番の仇敵ってことになるだろう？　だから俺たちは……」

「私たちに危急を告げに来た、というわけか。だったらどうして、最初から素す直なおに戸板を叩かぬのだ？」

「お、お前たちは俺たちを恨んでるじゃないか？　戸板を素直に開けてもらえるとは思えなかったから、何とか忍び込む方法がないか探っていたんだ……」

「そんなやり口で、他者の信しん頼らいを得られると思うのか？」

　アイ＝ファがほんの少し語気を強めただけで、ディガは「ひいっ」と縮こまってしまった。

　滑稽を通りこして、もはや哀れである。普通は逆かもしれないが、俺としてはそんな印象だった。

　アイ＝ファはほどいたままの髪をぐしゃぐしゃとかき回して、不ふ機き嫌げんそうな視線を俺に飛ばしてくる。

「アスタよ、お前はどのように思う？」

「うん？　まあ、そうだなあ……その前に一つ確かく認にんしておきたいんだけど、テイはどうなったんだ？」

「テ、テイ＝スンは、ザッツ＝スンと運命をともにすると言っていた。だから、置いてきたんだよ……」

「本当に？」

「ほ、本当だ！　ザッツ＝スンが狂ったみたいに笑ってる間も、あいつはいつもの調子でぼんやりそれを眺めているだけだった。……あいつはたぶん、もう自分の頭で考える力も残ってないんだよ……」

　だから、分家の人間をそこまで追い込んだのは本家の人間ではないか、と俺も少し苛立ってしまう。

　それに俺は、まだテイにアイ＝ファの件を問う機会を得ていなかった。

　家長会議の夜にアイ＝ファを救ったのは、彼なのだろうか。

　それなのに――彼は再び森辺に害をなす存在に成り果ててしまったのだろうか。

　一人で複雑な心情を抱え込みつつ、俺はさらに言葉を重ねる。

「それじゃあ、ザッツ＝スンはどうやってジーン家から逃げだしたんだろう？　ザッツ＝スンとズーロ＝スンだけは罪人として扱われていたはずだから、寝ずの番ぐらいはついていたはずだよね？」

「そ、そんなことは知らねえけど……ザ、ザッツ＝スンは顔も服も返り血で真っ赤になっていたし、刀も持っていた。一人や二人の男衆じゃあ、ザッツ＝スンにかなうわけがねえんだよ……」

　森辺の民の返り血にまみれながら、燃える集落の中に立ちはだかる、骸骨のように痩やせこけた男。想像しただけで、背筋が寒くなるような図だ。ディガなどは、奥おく歯ばをガチガチと鳴らしながら真っ青になってしまっている。

「お、俺たちも、夜の間は腕を縛られて、柱に繋ぎとめられていた。だけどその家にも火をつけられたから、ドムの女衆が革紐をほどいてくれたんだ。それで慌てて外に飛び出したら、ザッツ＝スンが現れて……」

「……この場で朽ちるか、ともに逃げるかを選べと言われて、刀を突きつけられたんだ。集落のあちこちから火の手があがっていたので、男衆はみなそちらに気がいってしまっていたが、たぶん女衆の何人かはザッツ＝スンの姿を見ていると思う……」

　ディガよりは、まだしもドッドのほうが冷静さを残しているようだった。

　俺は重い溜息をついてから、アイ＝ファに向きなおる。

「……まあ、基本的に嘘とかはついてないんじゃないのかな。俺たちを襲うつもりだったら、それこそテイを連れてくるだろう」

　丸腰のディガとドッドでは、アイ＝ファ一人にも太刀打ちできるはずはない。しかし、もしもあのテイが刀を携たずさえてやってきたらどうなるか――これは、想像したくない展開だ。

　もっとも、アイ＝ファのほうは徹てつ頭とう徹てつ尾び、冷静そのものだった。もしもザッツ＝スンらがディガたちを追ってこの場に姿を現すようなら好都合だ、とさえ言っていたのだ。

　きっと、自信があるのだろう。それでも俺は、アイ＝ファが人間を斬り伏ふせる姿などは見たくない、という思いを捨て去ることはできなかった。

　そんな俺の心情も知らぬままに、アイ＝ファはまたディガたちの姿をにらみすえる。

「それで、お前たちはどうするつもりなのだ？　私たちとしては、ドム家にお前たちを引き渡す以外の道はないのだが」

「そ、それでかまわない！　だけど、ドムの集落に火をつけたのは俺たちじゃないし、俺たちもザッツ＝スンに脅されてしかたなくあの場を逃げ出しただけなんだってことを、ドムの連中に言い添えてくれないか……？」

「私にそのようなことが言えるはずはないだろうが。ドムの女衆がお前たちの会話を聞いていなければ、実際のところがどうであったのかを知るすべもないのだからな」

「そんな！　それじゃあ俺たちはドムの連中に殺されちまうよ！」

　アイ＝ファは立てたほうの膝に頬杖をつき、力いっぱい溜息をついた。

「お前たちに誇ほこりはないのか？　かつては悪し様に罵っていた私たちに、どの面を下げてそのような泣き言を吐けるのだ？　私がお前たちの立場であったら、自ら頭の皮を剥ぎたいぐらいの心情に陥っていたであろうな」

「む、昔のことを怒おこっているのか？　それだったら、いくらでも謝る！　俺は、お前の魅み力りよくにまいっていただけなんだ！　この前だって、本気でお前を嫁に迎えるつもりだったんだ！　お前たちに危害を加えるつもりなんて、これっぽっちもなかったんだよ！」

「ほう？　嫁取りに応じなければ谷から突き落とす、などと言っていたのではなかったのか？」

「ど、同どう胞ほうを殺あやめられるわけはないだろう？　あれはただの脅し文句だよ！　頼む！　信じてくれ！」

　そう言って、ディガは額を床ゆかの敷物にこすりつけた。

　アイ＝ファはもう一度頭をかき回してから、いくぶん光を強めた目をドッドのほうに差し向ける。

「それでは、お前のほうはどうなのかな、かつての次じ兄けいよ？　お前はこのアスタやルウの男衆に刀を向けたのであろう？　……アスタの腹には、お前から加えられた狼ろう藉ぜきの痕がしっかり刻みつけられていたしな」

「お……俺は、駄目なんだ……」

「駄目とは、何だ？」

「さ、酒を飲むと気が大きくなって……気に食わないやつを放っておくことができなくなって……我慢がきかなくなっちまうんだよ……」

　やっぱり、陰気な声音である。まさしく痩せこけた野犬のような有り様だ。その目が、ざんばらに垂れた髪かみの間から、くいいるように俺たちを見る。

「こ、こんなことを今さら言っても信じてはもらえないかもしれないが……酔った勢いでお前たちを傷つけることにならなくて、俺は心からほっとしているんだ……た、他者を殺めて平気な顔をしていられるほど、俺は強い人間じゃない……」

　その言葉が、俺の心に強く引っかかった。

　もしかしたら、これは俺にとって千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのかもしれない。この救い難がたい男たちの本質を見極める、という意味においてである。

「ディガ、あなたも顔を上げてもらえるかな？」

　ディガは、のろのろと顔を上げる。

　のっぺりとした、平坦な顔である。そこそこでかい図ずう体たいをしているのに、悪い意味で子供みたいな顔つきだ。

　そしてドッドも、野犬というか老犬みたいに萎しおれてしまっている。こちらはもともと小こ柄がらな体格をしている上に、凶暴さを失ってしまうと、森辺の民とは思えないぐらい弱々しい。

　ザッツ＝スンが逃げだしたというのは、一大事だ。ザッツ＝スンとズーロ＝スンだけは、その身で罪を贖あがなわせるつもりであったし、また、すでにその旨をジェノス城にも通告してしまっている。この夜の内にザッツ＝スンを捕らえることができなければ、ジェノスの城に対する森辺の民の面目は丸つぶれであろう。

　だからこそ、ドムやジーンの家長らは、このディガやドッドを許さないと思う。ドンダ＝ルウやグラフ＝ザザも、それは然しかりだ。それならばなおのこと、俺たちはこの愚おろかすぎる男たちの本質を見極めなければならないはずだった。

「ディガ、あなたはさっき、森辺の同胞を殺められるわけがないと言っていたけど、それじゃあ町の人間が相手ならどうなのかな？」

「町の人間？」

　愚鈍な牡牛のように、ディガは太い首を傾げる。

「な、何でいきなり町の話なんだ？　俺にはさっぱり意味がわからないんだが……」

「いや、町の人間なんてのは、森辺の民にとっては敵みたいなもんじゃないか？　ああいう連中なら、まあそんなに心は痛めずに傷つけることもできるのかなと思ったのさ」

　俺はなるべく軽薄に聞こえるような口調でそう言ってやった。

　アイ＝ファはいぶかしげに目を細めたが、ありがたいことに沈ちん黙もくを守ってくれている。

「お、お前は町の人間とうまいことやってるんじゃないのかよ？　……ていうか、お前ももともとは町の人間なんだろう……？」

「町は町だけど、ジェノスの生まれじゃない。ジェノスの連中が森辺の民たみを見下しているのは、正直言って、いけ好かないね。俺の料理を買ってくれるのも、大半は南や東の人たちだし」

「ああ、そういうことか……お、俺にはよくわからねえよ。俺はあんまり、町には下りないんだ……」

「へえ？　どうして？」

「だって……あいつら、おっかないじゃないか……？」

　俺はついつい芝居を忘れて、「はあ？」と大きな声をあげてしまった。

　その声の大きさに怯おびえてしまったのか、ディガはびくりと両肩をすぼめる。

「あ、あいつらはさ、森辺の民ってだけで俺たちのことを凄すごい目つきでにらみつけてくるだろう？　うっかり一人で出歩こうもんなら、物陰とかに引きずり込まれて何をされるかわからないし……だから俺は、もう何年も町には下りてないよ……」

　絶句ものの証言である。

　俺は気持ちを落ち着かせながら、ドッドのほうに視線を向けなおす。

「それじゃあ、あなたは？　宿場町で初めて会ったとき、あなたは町の人間に刀を向けようとしていたよね？」

「……町の人間は、嫌きらいだ。あいつらはみんな、森辺の民の敵だと思う」

「ふむふむ。だから女性をかどわかしたり、旅人を襲ったり、農作物を奪ったりしていたのかな？」

「え？」と、ドッドはその小さな目を丸くした。

　そういえば、狛こま犬いぬのような顔つきをしていてずいぶん厳つく見えるものの、ディガの弟ならば、俺と大して変わらないぐらいの年ねん齢れいであるはずなのだ。そんな風にきょとんと目を丸くすることによって、彼はようやく年齢相応の顔に見えた。

「町の女なんかに、興味はない。それに、農作物なんて、どうやって盗むんだ？　そんなことをしたら、さすがに衛兵たちも黙ってはいられないだろう？」

「いやだから、衛兵に守られていない農村とかからだよ」

「それがどこにあるのか、俺にはわからない。……それに、俺たちは森の恵めぐみで腹を満たしていたのだから、わざわざ町で食料を奪う理由がない」

「ふーん？　だけど町では、森辺の民がそういう悪行を繰り返していたっていう話が横行しているみたいだけどね」

「だったらそれは、大昔の話だろう。スン家が森の恵みを収穫する前、俺たちがまだ幼子だった時代の話だ」

「ああ、あの頃ころは俺たちもアリアとかポイタンを食べてたもんなあ」

　などと、ディガが呑のん気きたらしく相あい槌づちを打った。

　そうか――と、俺は考え込む。確かにドーラの親父おやじさんも、それが「いつ」の時代のことかは話していなかった。

　なおかつ、十数年前なら、そんなに昔の話でもない。その時代に森辺の民が農作物を奪っていたなら、噂うわさが語り継がれていてもおかしくはないだろう。ドーラの親父さんだって、若い頃に被害を受けた身なのかもしれない。

　それに、ここで考え込むような話ではないのだ。ドーラの親父さんに尋ねれば、あるていどの時期ぐらいは絞り込めるはずである。

「……お前はもしかしたら、そういう罪を犯おかしたのが誰なのかを探っているのか？」

　と、ドッドが暗い眼まな差ざしを向けてくる。

「だったらそれは、ザッツ＝スンだ。父ズーロはジェノスとの関係がこじれることを何よりも恐おそれていたし、俺やディガは町を嫌っていた。町の人間にそのような真似をはたらこうとするのは、ザッツ＝スンぐらいのものだよ」

「ふん。すべての罪を先代家長になすりつけるつもりか」

　冷たい声音でアイ＝ファが言うと、ドッドは悲ひ愴そうに面をこわばらせ、ディガは力なくうなだれた。

「……俺たちの犯した一番大きな罪は、お前たちによってすでに暴あばかれている。ただ、俺たちには町の女をかどわかしたり、食料を奪ったりする理由はない、と述べているだけだ。別にこのようなことは、信じようが信じまいがどうでもかまわない。……どうせジェノスの領主には、森辺の民を裁く覚かく悟ごなどないのだからな」

　それは、間ま違ちがっている。というか、俺はつい数時間前に、それらの罪をうやむやにするべきではない、とガズラン＝ルティムに進言したところであるのだ。

　だけど、ドッドたちはその事実を知らない。知らないのだから、そこまで保身に走る甲か斐いはないだろう。だから――もしかしたら、その言葉はすべて真実なのかもしれなかった。

「なあ、そんなことより、ドムの連中に――」

　と、ディガが情けない声をあげようとしたとき、戸板が外から荒っぽく叩かれた。

　ディガとドッドは石化の魔法でもかけられたかのように動きを止め、アイ＝ファはかたわらの大刀を引っつかむ。

「ファの家長よ、生きているならば目を覚ませ！　俺たちはドム家の者だ！」

　そのひび割れた怒号のような声音に、俺はほっと力を抜き、アイ＝ファも小さく息をつく。

　が、ディガとドッドのほうは、いっそう死人のような顔色になってしまった。

「スン家の男衆が、ドムの集落に火を放ち、逃げたのだ！　生きているのか、ファの家長よ！」

「こちらは無事だ！　いま戸板を開けよう！」

　しなる革かわ鞭むちのような声で、アイ＝ファが応じる。そうして立ち上がったアイ＝ファの姿を、ディガとドッドは絶望に曇った目つきで見上げやった。

　アイ＝ファは毅き然ぜんとした足取りで、玄げん関かん口ぐちに向かう。

「このような夜更けに危急を伝えていただき、感謝する。スン家の男衆が逃げたとのことであるが、いったい誰と誰が逃げたのだ？」

　戸板ごしにアイ＝ファが問うと、向こう側の声も少しだけ落ち着きを取り戻した。

「無事であったか。これで少しはドム家の名誉も救われた。……逃げたのは、ドム家で預かっていた三名と、ジーン家で捕らえていた先代家長だ。先代家長を見張っていたジーン家の男衆は咽喉のどもとを食い破られ、刀を奪われた。そうしてジーン家から逃げだした先代家長がドムの集落に火を放ち、こちらの三名を逃がしたようなのだ！」

「……ふん。さしあたって虚言を吐いたわけではないようだな」

　小声でつぶやき、アイ＝ファは腕うでを組む。

「何か言ったか？　それに、家人も無事なのであろうな？　無事であるならば、そのまま休んでくれ。ファの家は、ドムの男衆で守りぬく。ドム家の恥は、スン家の逆ぎやく賊ぞくどもの血ですすいでみせよう！」

　あのギバの頭骨をかぶった魁かい偉いなる男衆が、大挙してやってきたのか。

　ディガはまたおこりにかかったかのように震えだし、ドッドはすべてをあきらめきったかのように深々と頭こうべを垂れた。

　そちらをさりげなく一いち瞥べつしてから、アイ＝ファはまた声をあげる。

「その気持ちはありがたく頂ちよう戴だいするが、その前にこちらも話がある。かつてのスン家の長兄と次兄は、私の手によってすでに捕らえたのだ」

「何!?」と、また怒号が爆発し、戸板が荒っぽく揺さぶられる。

　ディガは「あひゃあ……」とうめき、その場に突っ伏してしまった。

「それは本当か!?　逆賊どもはそこにいるのか!?　ならば今すぐにここを開けろ、ファの家長！」

「すぐに開ける。だから戸板を壊してくれるなよ、ドムの男衆。……ただ、その前に聞いてほしい。こやつらは、べつだん私たちの生命を奪いにきたわけではないようだ。ドムの集落を逃にげだしたものの、恐ろしくなってまたザッツ＝スンのもとからも逃げてきたものであるらしい」

「ふざけるな！　とにかくここを開けろ！　そいつらを引き渡せ！」

「もちろん、引き渡す。ただ、その場で首を刎はねるのではなく、きちんと族長らに審議してもらえぬだろうか？　こやつらは、先代家長に刀で脅されて、やむをえなく逃げることになった、と言い張っているのだ。その後に心を改めて、自ら戻ってきたというのならば、わずかばかりは罪も減じられるはずであろう？」

「そやつらはドムの誇りを汚し、信頼を踏みにじった！　首を刎ね落とす以外に道などあるか！　いいからすぐにこの戸板を開けるのだ！」

「それでは開けられん。それがドムの総意であるというのならば、三族長を呼んでこい。それで納なつ得とくのいく言葉が得られれば開けてやろう」

　アイ＝ファはぷいっと顔をそむけて、俺たちのほうに向きなおった。

　ディガとドッドは、いつのまにか首だけをねじ曲げて、アイ＝ファのほうを見やっている。

　上座に居残った俺には、彼らの後頭部しか拝見できなかったのだが、腕を組んだ体勢でこちらを向いたアイ＝ファは、見る見るうちに険悪な形相になり、そしてわめいた。

「何だその目は！　そのような目で、私を見るな！」




５




　翌日――というかその日の夜が明ける前から、森辺には厳戒態勢が敷かれることになった。ザッツ＝スンとテイ＝スンが逃走した、という凶報が、北の集落から森辺の全域にまで通達されたからだ。

　相手は、人間の咽喉を噛かみちぎり、集落に火を放つような凶賊である。もはやそのような凶賊は、同胞などとも呼び得ない。テイ＝スンにはスンの氏が返されるとともに、ザッツ＝スンともども生死を問わず捕縛せよ、という令が発せられ、夜が明けると同時に男衆の半数は森に散り、残りの半数は家を守ることになった。

　さらには、守るのではなく見張るべき人々も存在する。言わずと知れた、スン家と、かつてスン家であった人々だ。

　ザッツ＝スンらが彼らの身み柄がらを奪おうと企む可能性は、ゼロではない。特に、これまでは自由を与えられていた分家の男衆は一つの家に閉じ込められて、その身柄を拘束されることになってしまった。

　スンの集落に居残っていた者たちばかりではない。眷けん族ぞくに引き取られた男衆も、それは同様である。恭きよう順じゆんの意志を認められて自由を得た彼らではあるが、ひとたびザッツ＝スンを前にしたら、どのような行動に出るかわからない――ディガやテイ＝スンたちの行動によって、そんな警けい戒かい心しんをかきたてられてしまうのは道理であっただろう。

　しかし、その中にはトゥール＝ディンの父親なども含まれている。せっかく新しい氏を得て、森辺の民として正しい道を歩みだそうとしていたその矢先に、彼らはまた身柄を捕縛され、スンの集落に引き戻されてしまったのだ。父と娘むすめ、どちらの心情を思いやっても、胸が苦しくなってしまう。

　そして、かつてスンの本家であった人々も、見張りやすい環かん境きように身柄を移されることになった。ヤミル＝レイ、オウラ、ツヴァイ、ミダは、ルウの家に。かろうじて首を刎ねられることもなく虜囚と成り果てたディガとドッドは、ズーロ＝スンとともに、ザザの家に。そうして、スンとルウとザザの集落には特に戦力が集められ、家人を守り、罪人を見張るとともに、ザッツ＝スンらを迎撃する態勢が整えられた。

　そして、我わがファの家は――

　なんと、森辺の精鋭に守られつつも、宿場町における商売を敢かん行こうする段と相成ってしまったのだった。




　　　　　◇




「――おい、これはどういうことなんだ？」

　ミラノ＝マスが、険悪な目で俺おれたちを見回してくる。

　それも無理からぬことであろう。今日の俺たちは普ふ段だんの倍の人数であり、しかもその増員分はすべて森辺の狩人かりうどたちだったのだ。

　護衛役に選出されたのは、四名。アイ＝ファ、ルド＝ルウ、シン＝ルウ、ラウ＝レイである。

　少しでも人心を騒がせまいと、年若く面立ちもやわらかい狩人たちが選出されたわけだが、やっぱり刀を下げた男衆というだけで心象は大きく変わってしまうのだろう。ルド＝ルウたちをにらみすえるミラノ＝マスの瞳ひとみには、ほとんど敵意に近いぐらいの不ふ穏おんな光が宿ってしまっていた。

「すみません。これにはちょっと事情がありまして――」

「事情だと？　いったいどういう事情なんだ？　商売に刀など必要ないだろうが？」

「はい。たぶんそろそろジェノスの城からも通達があると思いますが、実は、森辺の大罪人が脱走して野に放たれてしまったのです」

　俺がそのように応じた瞬しゆん間かんに、ミラノ＝マスの目は驚愕に見開かれた。

「森辺の、大罪人……だと？」

「そうです。森辺の掟おきてを破った大罪人が二名、姿を消してしまいました。俺たちはかつてその大罪人らと悪い縁えんを結んでしまったことがあるので、護衛役として彼らが付き添うことになってしまったのです」

　本来であれば、このような日に商売を続けるべきではないはずだ。

　だけど俺たちは、他ならぬジェノスの権力者に「休むべきではない」と命じられてしまい、こうしてのこのこと宿場町に下りることになってしまったのだった。

「森辺から罪人を出したこの時期に商売を取りやめれば、痛くもない腹を探られることになる。そのまま一いつ切さい商売に手をつけぬ覚悟があるならばかまわないが、そうでないならば毅き然ぜんとした態度でこれまで通りに振る舞まうべきではないか」

　ジェノス侯こう爵しやくの代理人サイクレウスは、そのように述べていたらしい。

　わかるようなわからないような理屈である。

「もしかしたらサイクレウスは、自らの手でザッツ＝スンらを捕らえたいと考えているのかもしれません。ザッツ＝スンとテイ＝スンの両名は、森辺の掟のみならずジェノスの法を破った大罪人として正式に告発する、と述べていました」

　ドンダ＝ルウらとともにサイクレウスのもとへと出向いたガズラン＝ルティムは、苦悩に満ちみちた面おも持もちでそのように説明してくれた。

「町の人間は衛兵が守るので、森辺の民は心置きなく商売を続けるがいい――それが無理だというのなら、今後は大人しく集落に引きこもって、町での商売など考えぬことだ――サイクレウスは、そのように述べていたのです」

　つまりは、俺たちに囮おとり役やくを担わせようという魂こん胆たんなのだろうか。

　それを断るなら、宿場町での商売を禁ずる、と――

（いったい何を考えているんだ、そのサイクレウスとかいう城の人間は）

　内心で歯噛みをする俺に向かって、ミラノ＝マスがぼんやりと声を投げかけてくる。

「森辺の大罪人……森辺の人間が、罪人として追われているのか……」

「はい。今日の中天までにはその名前と人相書きが告知されるはずです」

　森辺の民が罪人として告発されるのは数十年ぶりの出来事である、という話だった。そして、この近年においては、森辺の民が罪を犯しても城の人間に擁よう護ごされてしまう、という話がまことしやかに囁ささやかれていた。ミラノ＝マスの親友の死も、そうしてうやむやにされてしまったのだ。

　ミラノ＝マスの現在の心境は、如何いかなるものであろう。森辺の民が正しく罪人として扱あつかわれる、という喜びと、それならばなぜ自分の親友の死は見過ごされてしまったのか、という無念の思いと――俺だったら、そんな相反する気持ちで、無茶苦茶に胸中をかき乱されてしまうと思う。

　ミラノ＝マスはしばらく黙だまりこくったのち、やがて感情をおし殺した目つきでもう一度俺たちの姿を見回してきた。

「事情はわかった。……それで、城の連中はお前たちに商売を続けろと命じてきたわけだな？」

「はい。俺としては騒さわぎが収まるまで自じ粛しゆくするべきではないかと思うのですが――」

「ふん。体のいい囮役というわけか。城の人間が考えそうなことだ」

　そう言い残して、ミラノ＝マスは立ち去ってしまった。

　宿屋の裏手、いつも通りに準備された二台の屋台の前で、俺たちはおたがいの目を見み交かわす。

「何だ、もっとぎゃーぎゃー騒がれるかと思ったのに、案外すんなり収まっちまったな。どんなに気に食わなくても、城の人間には逆らえねーってことか」

　と、ルド＝ルウが拍子抜けした様子で肩かたをすくめる。そういえば、ルド＝ルウも一度だけミラノ＝マスと顔を合わせたことがあるのだ。

　俺は溜ため息いきを噛み殺しつつ、出発の宣言をあげることにした。

「それじゃあ行きましょう。少し遅くなってしまったので、お客さんたちがやきもきしているかもしれません」

　そうして俺たちは、石の街かい道どうに繰くり出だした。

　まだ大罪人について大々的な告知はされていないはずであるが、やはり注目度は普段の比ではない。どんなに見目のよい若衆を取りそろえたところで、狩人は狩人なのだ。蔑さげすみよりも恐れの度合いを増した視線が、あちらこちらから突き刺さってくる。

（本当にこれで良かったのかな……）

　そんな思いを、なかなか消し去ることができない。

　凶賊――ザッツ＝スンの行動を、まったく予測することができないからだ。

　今さら何をどうあがいたって、スン家が族長筋としての権威を復活させるすべなどあろうはずもない。ならば、長年の敵対勢力であり新たな族長筋として認められたルウ家か、眷族でありながらスン家を見捨てたザザ家か、あるいはスン家の大罪を暴いたファ家か――それらの氏族に凶きよう刃じんを向けてくる可能性は高いと思う。

　そんな俺たちが宿場町に下りてしまっていいのか？

　宿場町の人々を危険にさらすことにはならないのか？

　常識的に考えれば、白昼堂々、宿場町で商売をしている俺たちを襲しゆう撃げきすることなど、ありえない。それならば、森辺から宿場町に向かう道行きで襲おそいかかってくるのが必然であろう。

　しかし、森辺の同胞を傷つけたあげく集落に火を放つような人間に、正しい判断能力が残っているかは疑わしい。俺たちの身は守られても、町の人々が巻き添えになってしまったら――そんな風に考えたら、自然に重苦しい気持ちになってしまう。

　ミラノ＝マスや、ドーラの親父さん、ターラ、シュミラル、おやっさん、アルダス、ユーミ、ナウディス、と――この町で縁を結んだ彼かれらに災わざわいを招き寄せてしまうなんて、そんな事態には絶対に耐えられない。まさか、このように重い気持ちで屋台の仕事をこなさねばならない日が来ようなどとは、俺は夢にも思っていなかった。

　そのとき、「あっ！」と大きな声があがった。いつもの場所でちょこんと親父さんの隣に座すわっていたターラが、びっくりまなこで驚きの声をあげてきたのだ。

「やあ、ターラ。それに親父さんも。……今日も野菜をお願いします」

「あ、ああ。昨日と一いつ緒しよでいいんだね？　赤銅貨八枚だよ」

　常ならぬ狩人らの同どう伴はんに親父さんは少し顔色をなくしていたが、それでも笑えみを浮うかべてくれていた。

　ターラのほうも、そこまで恐怖心をあらわにしているわけではない。ただ、幼き少女は少し緊きん張ちようした面持ちでルド＝ルウをじーっと見つめていた。

「……ああ、ずーっと前に会ったちびっこか。相変わらずちびっちぇーな、お前」

　ルド＝ルウがにっと笑いかけると、ターラもおずおず微笑ほほえんだ。

「あ、あのね、ちょっと前にリミ＝ルウとお話ししたんだよ？　あなたはリミ＝ルウのお兄ちゃんなんでしょ？」
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「あー、知ってる知ってる。あいつ、晩ばん餐さんのときにすっげーはしゃいで喋しやべってたもん。ちびっこ同士、気が合うんだなー」

　年少者たちの心温まる再会の光景を横目に、俺はドーラの親父さんに顔を寄せる。

「あのですね、もうじきに城のほうからもおふれがあるはずですが――」

　そうして俺がおおまかな事情を伝達すると、親父さんの面からはいっそう血の気が引いていった。

「そ、そいつは一大事だね。森辺の民の大罪人か……」

「はい。その連中が町の人たちに危害を加える理由はありませんが、骸がい骨こつみたいに痩せ細った男や、灰色の髪をした年配の男がいたら、絶対に近づかないでください」

「わ、わかったよ。こんな風に言ったら何だが、森辺の民なのに城の連中にも罪人だと認められるってことは、相当に凶きよう悪あくな連中なんだろう。今日はターラを一人で出歩かせないようにするよ」

「ええ、知人の方々にもこの話を伝えてくださるとありがたいです。ところで、それとは別に聞いておきたいことがあるのですが――」

　俺は、昨晩に生じた疑念もここで解消してしまうことにした。

　すなわち、森辺の民による悪行とは、具体的にいつ頃の時代に為なされたものなのか、という疑念だ。

「ええ？　いつ頃と言われてもなあ……無法者は、今でも町で騒ぎを起こしているだろう？」

「それは、酔った森辺の民が町で刀を抜ぬいたり、気にくわない屋台を壊したり、という騒ぎですよね。俺が知りたいのは、女性をかどわかしたり農作物を奪うばったりっていう、もっと重い罪の話なのです」

「うーん、そうだなあ……まあ、うちで農作物を奪われたってのは、うんと昔の話だね。ターラが生まれるよりは昔だったと思う。それ以外の話は、俺も噂で聞くだけだったから――正確な話は、城の人間にでも聞かないとわからないんじゃないかな」

「城の人間ですか？」

「ああ。泣き寝ね入いりした人間も多いとは思うが、たいていは衛兵に届けを出しているはずだからね」

　それは、難しいかもしれない。森辺の民の悪行を放置していた、などという旧悪を暴かれるのは、城の人間にとっても隠かくし通したい事じ項こうであるはずだ。

「なあ、アスタ。あまり厄やつ介かいなことには首を突っ込まないでくれよ？」

　と、ドーラの親父さんがふいに俺の腕をつかんできた。

「アスタたちが悪い人間じゃないってことは、もうわかってる。俺なんかには、それで十分なんだ。罪人の始末なんかは衛兵どもにまかせて、アスタは今まで通り仕事に励はげんでおくれよ」

「……ありがとうございます。そんな風に言っていただけて、とても嬉うれしいです」

　そんなありきたりの言葉しか言えなかったが、俺は本当に、胸が詰つまるぐらい嬉しかった。

　そうして親父さんの店を後にすれば、目的地ももう目と鼻の先だ。

　すでに人だかりができているのがわかる。さらにそこには、普段よりも数の多い衛兵たちが立ちはだかっていた。

「うわ、けっこうまずそうな雰ふん囲い気きじゃない？」

　と、ララ＝ルウがこっそり耳打ちしてくる。

　確かに、穏おだやかならぬ雰囲気であった。その場に集まった人々が、血相を変えて衛兵たちに詰め寄っているのだ。

　そうして俺たちが近づいていくと、兜の天辺に房飾りをつけた一番えらそうな衛兵が「遅いぞ、貴様たち！」と、がなり声をあげてきた。今日は普段よりもうんと早くファの家を出たのだが、ルウの集落を経由して一緒に町まで下りてきたため、三十分ばかりも遅刻することになったのだ。

　といっても、営業時間を定めるのは屋台の主人の権利である。衛兵に叱責される筋合いはない――などとも言ってはいられないので、俺は素直に「すみません」と頭を下げておくことにした。

「すぐに準備をしますので、少々お待ちください」

　すると、奇き妙みようなことが起きた。その場に集まっていた内の、三分の一ぐらいの人々が、すうっと逃げるように離散してしまったのだ。

　その不自然な人々の動きに、俺はハッとさせられた。そうして立ち去ろうとする人々は、いずれも黄おう褐かつ色しよくか象ぞう牙げ色いろの肌はだをした西の民たちであり、そしてその顔にはまぎれもない敵意や恐怖の表情が浮かんでいたのである。

　六名ばかりもいた衛兵たちは、その姿を見届けてから、自分たちもきびすを返した。

「話は終わりだ。これ以上の文句はなかろう？　あまり面めん倒どうを起こすようなら、本当に捕縛してやるからな？」

　衛兵長のその言葉は、居残ったお客さんたちに向けられたものだった。

　お客さんたちは不平に満ちみちた顔つきで黙りこみ、衛兵たちは、北の方角へと足を向ける。普段ならば詰所のある南側に向かうはずだが、彼らがこのまま宿場町の北の入口を警護する役を担うのだろう。

　しかし、わずか六名で凶賊どもの襲撃に対抗することなど可能なのだろうか。こちらの警護役は四名だが、衛兵六名にそれと同じ働きができるなどとは、とうてい思えなかった。

「やあ、騒がせちまって悪かったな。気にせず商売の準備をしてくれ」

　と、屋台を定位置まで進めたところで、アルダスに笑いかけられた。

　アイ＝ファやルド＝ルウたちに向けられる視線がそれほど警けい戒かいしたものではないことにほっとしつつ、「いったい何があったんですか？」と俺も問うてみる。

「ああ、いつもの通りにお前さんの屋台を待ってたら、あの衛兵たちがやってきてね。森辺の民の罪人が逃げ出して、この屋台にも近づいてくるかもしれない、生命の惜しい者はここから立ち去れ、とか言いだしたんだよ」

「……そうだったんですか」

　森辺の民には「商売を続けよ」と命じ、町の人々には「立ち去れ」と警告する。やはりサイクレウスが俺たちに望んでいるのは囮役として役割だけであり、森辺と宿場町の確かく執しつなどどうでもいい、ということなのだろうか。

　俺はますます暗あん澹たんたる心地ここちになってしまう。

「で、俺たちは気にせず並んでいたんだが、そいつを通りすがりの西の民が聞きつけちまったらしくて、そんな危険な連中を町に入れるなと騒ぎだしたんだよ。それで頭にきた南の同胞がそいつらに食ってかかろうとしたもんだから、よけいに騒ぎが大きくなっちまったってわけだ」

　聞けば聞くほど胸の重くなる話だ。

　しかし、アルダスは豪ごう快かいに笑っていた。

「そんな顔しないでくれよ。俺たちが取りなしたから、誰だれも衛兵にしょっぴかれたりはしていないよ。騒ぎを起こしたら美味うまい飯を食えなくなっちまうぞと怒ど鳴なってやったら、こっちの連中はみんな大人しくなっていたからな。最後まで騒いでいたのは、みんな西の連中さ」

「ふん。どうにも西の民というのは肝きもが小さくてかなわんな。商売相手としてはやりやすいが、こういう際には焦じれったくてかなわん」

　と、アルダスの巨きよ体たいに隠れていたおやっさんが、ひょこりと姿を現す。

「凶悪な罪人といっても、たかだか二人なのだろう？　どうしてそんな連中のために、俺たちが美味い食事を我慢しなくてはならんのだ。まったく馬ば鹿かげている」

「……だからって、おやっさんも少しは立場をわきまえてくれよ。おやっさんがしょっぴかれたら、この後の仕事も立ち行かなくなっちまうじゃないか？」

　苦く笑しよう混じりにアルダスが言うと、おやっさんは「ふん！」と盛大に鼻を鳴らした。

「そんなことより、もっと大事な話があるだろうが！　おい、小こ僧ぞう！」

「は、はい！」

「宿の食事を食わせてもらったぞ！　果実酒まで合わせたら、赤銅貨を七枚もつかうことになってしまったわ！」

「え？　料理は赤銅貨五枚ではなかったのですか？」

「果実酒が一本では足りなかったのだ！　何なのだ、あの料理は!?」

「……お気きに召めさなかったでしょうか？」

　心配になってそう問うてみると、「そんなわけがあるか！」と、いっそうの大声で応じられてしまった。

「あんまり大きな声を出すなよ、おやっさん。また衛兵がやってきちまうぞ？」

「あんな連中はどうでもいいわい！　あのなあ、タウ油が使えるなら最初から使え！　何なのだ、いったい!?　俺たちの心をかき乱して面白おもしろがっているのか、お前は？」

「そ、そんなつもりはありません。《南の大樹亭てい》にお邪じや魔まするまで、俺はタウ油の存在を知らなかったのです」

「なに？　それじゃあ、初めて使ったタウ油であんな美味い料理を作りあげたってのか？」

　と、アルダスまで仰ぎよう天てんしたように目を丸くした。

　つけあわせのティノを刻みつつ、俺は首を横に振ふってみせる。

「いえ、俺の故郷にもタウ油とよく似た調味料は存在したので、それであの献こん立だてを選んだんです。お気に召していただけましたか？」

「お気に召したよ。タウ油は俺たちにとっても故郷の味だからな。……いや、故郷でもあれほど美味い料理を食べたことはなかったよ」

　そう言って、アルダスはとても満足そうに笑ってくれた。

　その横から、おやっさんが「おい」と身を乗り出してくる。

「そういえば、俺はお前の名前を知らない。俺は、ネルウィアのバランだ」

「俺は森辺の民、ファの家のアスタです」

「ファの家のアスタか。……アスタ、もしもジャガルに出向くことがあれば、必ずネルウィアを訪ねろ。建築屋のバランと言えば、たいていのやつには通じるはずだ」

「ええ？　は、はい」

「……それとな、家を建てる用事があったら、そのときも必ず連れん絡らくを入れろ。どの建築屋よりも安い値でどの建築屋よりも立派な家をこしらえてやる」

　そう言って、おやっさんは腕を組み、尊大な感じで胸をそらした。

「で、いつになったら料理はできるのだ？　いつも以上に待たされて、こっちは腹がぺこぺこなんだ！」

「はい！　今すぐに！」

　おやっさんたちは、相変わらずだった。いや、《南の大樹亭》における商売がスタートしたことによって、今まで以上の好意と親しみを向けてもらえている気がする。

　その後ろに並ぶお客さんたちの数にも、変化はない。豪ごう放ほう磊らい落らくな南の民と、沈ちん着ちやく冷静な東の民にとっては、ザッツ＝スンの一件など取るに足らない、ということか。

　だけど――やっぱり、西の民とは溝が深まってしまったのだろう。

　ドーラの親父さんなどは俺なんかの身を案じてくれたし、もともとギバの料理に手をつけてくれていた人々などは、そこまで態度を硬化させることもないかもしれないが、しかし、いまだ森辺の民への不審感を解消できずにいた人々にとって、今回の凶報は小さからぬ出来事であるはずだ。

（だけど、それでも――やると決めたら、やりぬくしかない）

　森辺から、罪人を出してしまった。その恥と不名誉をしっかりさらけだしつつ、俺たちは、身体を張って自分たちの無実を表明する必要があるのかもしれない。俺たちに、後ろ暗いところはないのだ、と。

　はからずも、それはサイクレウスの提示してきた建前の部分とかぶっていたかもしれないが、スン家の堕だ落らくを見過ごしてきた責は、森辺の民にも存在するのだ。そう考えれば、この一件も森辺の民に与あたえられた試練――贖しよく罪ざいの道なのかもしれなかった。

「……アスタよ、そのように思いつめた顔をして美味い料理が作れるのか？」

　と、かたわらに立ったアイ＝ファがそっと耳もとに口を寄せてきた。

「何も案ずることはない。凶賊が現れたら、私たちがすみやかに始末してやる」

　いつのまにか、ルド＝ルウたちは背後の雑木林にひっこんでおり、その場にはアイ＝ファしかいなかった。

　アイ＝ファの果敢な表情を見つめ返してから、俺は「ああ」と、うなずいてみせる。

「それじゃあ、シーラ＝ルウ、お願いします」

「はい」とシーラ＝ルウが鉄板にアリアを投じ入れ、その日の商売は開始された。
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　中天の少し前、約束通りリィ＝スドラがやってきてくれた。

　それも、スドラの男衆を四名引き連れて、である。

「お待たせしました。今日もよろしくお願いいたします」

　リィ＝スドラの表情に変化はない。

　が、そのかたわらに立った家長の顔には、緊張の色が濃かった。

「ファの家長よ。今のところ、凶賊めは姿を現していないようだな」

「ああ。そちらも無事で何よりだ」

「うむ。この後は、俺たちが身命をかけて同どう胞ほうを守ってみせよう」

　ちょっと猿さるっぽい顔をしたスドラの家長が、落ちくぼんだ目をぎらぎら燃やしている。すると、そんな伴はん侶りよにリィ＝スドラが穏やかに微笑みかけた。

「家長、勇ゆう猛もうなる森辺の男衆がそのように厳めしい表情をさらしていたら、町の人間たちが怖がって近づいてこられなくなってしまいます。どうぞご自重ください」

「む？　そのように悠長なことは言っておられん。スンの先代家長などは骨と皮ばかりの死にぞこないであるにも拘かかわらず、ジーンの男衆を退けたという話であるし、家長会議で見た分家の男衆もなかなかの手て練だれであるようだった。我らには、生命をなげうつ覚悟が必要であろう」

　確かに、奥おく方がたよりも背が低く、骨格もそれほど頑強そうでないスドラの家長である。壮年の男衆でここまで体格に恵まれていない人物は珍めずらしいのかもしれなかった。

　しかし、いつでも陰いん気きなその顔には、決死の覚悟がみなぎっている。このような事態になってしまったのだから、ザッツ＝スンらが捕らえられるまで仕事を手伝うのは差し控ひかえる、という道もあったはずであるが、彼は仕事を断るどころか、護衛の役まで買って出てくれたのである。スドラの男衆はこの四名が総勢であり、残りの女衆は行き道でルウの集落に預けてきたそうだ。

「スドラの家長よ、あちらの林にルウの男衆が潜ひそんでいる。街道を見張る役と背後からの襲撃に備える役と仕事を分担しているはずなので、まずはそちらで話を聞いてもらいたい」

　アイ＝ファの言葉に「了りよう解かいした」とうなずき、スドラの家長らは後方の雑木林に引っ込んでいく。もうまもなくしたら、俺とヴィナ＝ルウは《南の大樹亭》に向かわなくてはならないので、アイ＝ファたち四名が俺たちの護衛、スドラの四名が屋台に居残るメンバーの護衛を受け持つのである。

　そうしてスドラの男衆が姿を消すと、それと入いれ替かわりに《銀の壺つぼ》の面々が近づいてきた。

「いらっしゃいませ。このような日にまでご来店いただきありがとうございます」

「はい。手配書、見ました。……アスタ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ええ、俺たちは大丈夫ですよ。それよりも、みなさんのほうこそ気をつけてください。手配書にもあったと思いますが、逃げた罪人は本当に危険な連中なんです」

「私たち、大丈夫です。アスタたち、心配です。アスタたち、襲われる恐れある、衛兵、言っていました」

　その影えい響きようか、西の民のお客さんはけっこう顕著に数が減ってしまっていた。通行人の数すらも、普段よりは減じてしまっている気がする。

　ドーラの親父さんはターラとともに買いに来てくれたが、ユーミを始めとする常連のお客さんさえ、なかなか姿を現そうとしないのだ。西の民が抱えることになった不安感や恐怖心は、凶賊が捕縛されない限り、緩和されることもないのだろう。

「ありがとうございます。でも、俺たちは本当に大丈夫なのですよ。屈強の狩人たちが何人も守ってくれていますので」

　俺は何とか笑顔を返したが、シュミラルの深刻そうな眼差しに変化は見られなかった。

　その目が、ふっと屋台の横に立つアイ＝ファを見る。

「……家長、私、《銀の壺》団長、シュミラル＝ジ＝サドゥムティーノです」

「うむ？」

　屋台と屋台の間に立ち、路上に視線を行き来させていたアイ＝ファが、いぶかしそうにシュミラルを見る。

「家長とは私のことか？　私はあなたを知らないが」

「アスタ、聞きました。名前、いいですか？」

　アイ＝ファはいっそう不審げに眉まゆをひそめつつ、シュミラルの姿を上から下までねめ回す。

「私はファの家のアイ＝ファだ。悪いが、無む駄だ口を叩たたいているひまはない」

「アイ＝ファ、いい名前です。……あなた、アスタ、守るですか？」

「……ああ。家人を守るのは家長のつとめだ」

　答えながら、アイ＝ファはまた街道のほうに目を向けた。人混みにまぎれて不審な人間が近づいてこないかを最前線で見張るのが、アイ＝ファの役割であるのだ。

「アスタ、お願いします。私、アスタ、大事な存在です」

　アイ＝ファは、またちらりとだけシュミラルを見た。

「……誰に願われるまでもなく、私はアスタを守りぬく」

　シュミラルはほんの少しだけ目を細めて「ありがとうございます」とつぶやき、それから隣となりの屋台のほうにも視線を向けた。

　そちらでは、いつも通りにヴィナ＝ルウが仕事に励んでいる。

　やっぱりシュミラルにとって、ヴィナ＝ルウというのは特別な存在なのだろうか。

　しかしシュミラルは今日も内心を覗かせることなく、注文の品を手に立ち去っていった。

「あのシム人って、すっごくアスタのことを気にかけてるよね。何か昔に縁でもあったの？」

　俺と一緒に『ギバ・バーガー』を担当していたララ＝ルウが、不思議そうな顔でそんな風に問うてくる。

「いや、これといって特別な出来事があったわけじゃないけどね。あえて言うなら、料理を買いに来てくれたことが縁さ」

「ふーん、変なの。……でもまあ、ルウとの縁も最初はそれだけだったんだもんね。それなら変ってわけでもないか」

　そう、俺にとっての縁なんて、それはのきなみ料理を通じてのものなのだ。

　シュミラルとは特に親しくさせてもらっているが、今日初めて名前を知ることになったバランのおやっさんやアルダスだって、俺にとっては大事な存在である。

　一日に数分言葉を交わすだけでも、縁は縁。そうして少しずつ積み重ねていけば、縁だって太くなっていくだろう。そうであるからこそ、俺はこのような異世界でも生きていくことができるのだ、きっと。

　それからしばらくして、そろそろ《南の大樹亭》に移動しようか、という頃ころ合あいで、また新たなる森辺の民たみが三名やってきた。ガズラン＝ルティムとダリ＝サウティ、それにお供のサウティの男衆である。

「あ、どうも。カミュア＝ヨシュのほうはいかがでしたか？」

「やはり明日の仕事は変へん更こうできないそうです。それは予想の通りでしたが、護衛すら不要と言われてしまいました」

「護衛は不要？」

　明日はいよいよ、商人ザッシュマの率いる商団を先導する大仕事の日なのである。もちろんこちらの都合でキャンセルすることはできないのであろうとは思っていたが、護衛が不要とはどういう意味なのだろうか。

「ザッツ＝スンがどのような行動に出るかわからないので、サウティの男衆が全員で商団を護衛する、と申し出たのです。しかし、もともと森辺の民に依頼していたのは森の中を誘導する案内役のみであったので、最初の約束通り四名でかまわないという話でした」

「だけどそれは――危険ではないのですか？」

「ふん。凶賊どもが二名なら、べつだんこちらが四名でも危険なことなどはないのだがな。それでも念を入れて男衆を増やそうと申し入れたのに、余計なお世話だと突っぱねられてしまったのだ。やっぱり都の人間というのは、虫が好かない」

　そう答えたのは、ダリ＝サウティだった。

　ガズラン＝ルティムよりもさらに長身で、体格だけならドンダ＝ルウにも匹ひつ敵てきする偉い丈じよう夫ふである。面立ちは柔にゆう和わかつ優やさしげであるが、三族長の重責を担うに相応ふさわしい風格が、その大きな身体には満ちている。年ねん齢れいは、ガズラン＝ルティムより少し上なぐらいだろう。

　で、この御ご仁じんはもっと温和で大らかな印象であったのだが、やはり事態が事態だけに少し気が立ってしまっているようだ。そんな状態でカミュア＝ヨシュを相手どるのは、確かにしんどいだろうなと思う。

「彼らには彼らなりの矜持や誇ほこりというものがあるのでしょうね。商団を護衛するのは《守護人》の仕事なのだから、そこに手出しはしてほしくないとのことでした」

「気にくわん話だ。もしかしたらあの連中も城の人間と同様に、自分たちの手で凶賊どもを討ち取りたいとでも願っているのではないのかな」

　それは、どうなのだろう。印象としては、カミュア＝ヨシュとサイクレウスの間に友好的な関係は存在しないように思えるのだが。

　あるいは、カミュア＝ヨシュ自身にスン家の大罪人を討ち取りたいという望みでも存在するのか――あのすっとぼけた男の心情も、謎である。

「何にせよ、商団の人間十八名に対して、《守護人》という護衛役は五名いるそうです。わずか二名の凶賊など恐おそるるに足らないとのことでした。……そして、凶賊によって商団の人命や荷物などが損なわれた場合、その責任を問われるのは《守護人》である自分たちなのだから、何も案ずることはない、と」

「そうですか。あのカミュアがそこまで言うのなら、心配はいらないのかもしれませんね」

　カミュア＝ヨシュと、そして、あの包帯で人相を隠したダバッグのハーンという男。ああいった手合いがあと三名もいて、なおかつダリ＝サウティ率いる森辺の男衆が四名加わるなら、むざむざ後おくれを取ることはないだろう。というか、それで太刀たち打うちできないような相手であるならば、この屋台を守るメンバーだって戦力不足、ということになってしまう。

「それでは、ドンダ＝ルウらにも報告しなければならないので、私たちは森辺に戻ります。……アスタ、どうぞお気をつけて」

　最後にまた力強い視線で俺を見つめてから、ガズラン＝ルティムはダリ＝サウティらとともに去っていった。

「それではこちらも出発しましょう。シーラ＝ルウ、みんなをよろしくお願いします」

「はい、アスタたちもお気をつけて」

　俺とヴィナ＝ルウとアイ＝ファ、それに雑木林から姿を現したルド＝ルウたち三名の狩人が屋台を離れる。途と中ちゆうで必要な野菜を購こう入にゆうし、普段以上にとげとげしい視線を満身に浴びながら、俺たちは《南の大樹亭》に向かった。

「また役割を決めねーとな。表と裏の入口に一人ずつ立って、もう一人が建物の周囲を見回る役、もう一人がアスタたちと建物に入る役、って感じかな」

　意外というか何というか、護衛役の中でリーダーシップを発揮しているのは、最年少のルド＝ルウであった。

「表の入口はアイ＝ファにまかせるとして、あとは誰がどこでもかまわねーか」

「待て。どうして私が表の入口なのだ？　私は建物に入る役を希望する」

「んー？　だけど、宿屋の入口に男衆が立ってたら、西の連中が近づけなくなっちまうだろ。宿屋の親父おやじだって、かなり嫌いやそうな顔をしてたしさ」

　ナウディスには、朝方すでに話を通しているのである。万が一の事態に備えて、森辺の狩人を護衛役として立たせてほしい、と。

「いや、しかし……私だって、刀を下げた狩人だ。べつだん男衆であろうと女衆であろうと、西の民に忌いみ嫌きらわれているという点で差はあるまい」

「そんなことねーよ。アイ＝ファみたいに綺き麗れいな顔をした女衆だったら、男衆ほど避さけられねーだろ」

「それを言うなら、お前たちだって女衆のように優しげな顔をしているではないか？　背だって、私のほうが高い」

　何やら不穏な雰囲気になってきた。

　が、ラウ＝レイは「ずいぶん愉ゆ快かいなことを言うやつだ」と笑っている。

「だけど俺は、ファの家長よりは背が高い。じっとしているのも飽きてきたから、俺は周囲を見回る役をいただこう。後は勝手に決めてくれ」

「背の高さとか関係ねーだろ！　俺とアイ＝ファだって、これっぽっちしか変わんねーし！」

「……しかし、私のほうが高い」

「俺はファの家長と同じぐらいだな」

「てめー！　シン＝ルウ！　お前まで俺をちび呼ばわりすんのかよ！」

「そんなことは言っていない。狩人としての力は俺よりもルド＝ルウのほうが上だ」

　そのようなことを言い争っているうちに、《南の大樹亭》に到とう着ちやくしてしまった。

「……町の建物などに入るのは気が進まぬので、俺は裏口に回る」とシン＝ルウが戦線離り脱だつし、「何かあったら草笛を吹くからな」とラウ＝レイも姿を消す。後には、いつになく険悪な様子でにらみあうアイ＝ファとルド＝ルウが残された。

「あのさぁ……町のことを一番わかってるのはアスタなんだから、アスタに決めてもらえばぁ……？」

　いくぶん呆れ気味にヴィナ＝ルウが提案すると、ルド＝ルウは「そんなのアイ＝ファを選ぶに決まってんじゃん！」と、子供のようにわめき散らした。

　店の前で、これはまずい。そこで俺も発言させていただくことにしたわけだが、アイ＝ファの心情を思うと、いささかならず気が重かった。

「俺に決めさせてもらえるなら、やっぱり外に立つのはアイ＝ファがいいと思うけど……どうだろう？」

　予想通り、アイ＝ファは愕がく然ぜんと立ちすくんでしまう。

「………………何故なぜだ？」

「いや、理由はさっきルド＝ルウが言った通りで、この宿は西の民もけっこう利用してるらしいから、できるだけ刺激したくないんだよ。さっきの屋台でも、そういう理由でアイ＝ファが表に出ていてくれたんだろ？」

「それは……その通りだが……」

　と、見る見る内にアイ＝ファはしょんぼりしてしまい、その力を失った目がとても申し訳なさそうにルド＝ルウを見た。

「……そうか。自分の都合ばかりを重んじていたのは私のほうだったのだな。道理もわきまえず我を通そうとして、悪かった」

「んー？　いや別に、謝あやまられるほどのことじゃねーけどよ」

「……しかし、私のほうが背が高いというのは事実だ」

「うるせーな！　それが何なんだよ！」

「何でもない。苦しまぎれの横言だ」

　そうしてアイ＝ファは壁かべにそって足を進め、宿屋の入口から三メートルほど離はなれたところで、すとんと腰こしを下ろした。あぐらではなく子供のように両りよう膝ひざを抱えながら、暗い眼まな差ざしを街道に向ける。

「私はここから街道を見張る。……アスタ」

「はい！」

「……仕事に励めよ」

「……はい」

　何だろう、この胸中に押おし寄せる罪悪感は。

　俺は本日で何度めかの溜息を呑のみくだしつつ、ルウ本家の姉弟とともに両開きの戸板を押し開けた。

「おお、アスタ、お待ちしておりました」と、受付台に座っていたナウディスが柔和な笑顔で出で迎むかえてくれる。男衆とは朝方も顔を合わせているし、今はルド＝ルウ一人しかいないので、そんなに緊張の色もない。

「ではでは、今日もよろしくお願いいたします。いやいや、何事もなくアスタを迎え入れることができて、本当にほっとしております」

「すみません。こちらの都合でバタバタしてしまって。それに、護衛の件もありがとうございます」

「いえいえ、危険な大罪人などがうろついているのなら、むしろ心強い限りです。森辺の民が相手では、町の衛兵など頼たよりになりませんからな」

　しかしそもそも、俺の出入りを禁止していれば、ザッツ＝スンの襲撃に怯える必要もなくなるのだ。それでも仕事は約定通り続けてほしいと言ってもらえたのは、申し訳ないと思うと同時に、本当にありがたい話だった。

「朝方は時間がなかったのできちんとお話できませんでしたが、昨晩の料理は大好評でした。肉の一片を余らせることもなく売り切ることがかないましたぞ」

「はい、俺おれもほっとしています。赤銅貨五枚でも売れるものなのですね」

「はいはい。アスタのご提案通り、フワノ抜きの半分の量で赤銅貨二枚、という売り方もさせていただきましたからな。味のわからぬ料理に赤銅貨五枚は出せない、というお客様でも、それで気軽にご注文をいただけたようです」

　ナウディスは、とても満足そうな顔をしてくれていた。

　預けていたギバ肉の包みをほどきながら、俺も笑顔を返す。

「そういえば、お客様の比率はいかがでした？　西の民のお客様からもご注文はいただけたのでしょうか？」

「もちろんです。今ではギバ料理を目当てに通ってくださる西のお客様も大勢いらっしゃいますからな。……ただ、今後はどうなるのでしょうかな」

　それは、俺にもわからない。

　屋台の商売においては、西の民のお客さんが激減してしまっている。うかつに近づくと何かの騒ぎに巻き込まれてしまうかもしれない、というのがその主たる理由であるならば、宿屋における料理の売れ行きに大きな影響はなさそうだが。もしもこれで森辺の民に対する差別感情が再燃してしまったとなると――影響は、小さくないだろう。

「……まあ、罪人が捕まるまでの辛しん抱ぼうです。南からのお客様だけでも十分な数はさばけますので、今後もよろしくお願いいたします」

　そう言い残して、ナウディスは立ち去っていった。表面上はいつも通りでも、やはり同じ空間にルド＝ルウがいるのが落ち着かないのかもしれない。

「あーあ、来るかどうかもわからねー相手を待ち受けるってのは退たい屈くつなもんだな。退屈なのに気は抜けねーから、すっかり肩がこっちまったぜ」

　うーんと大きくのびをしながら、ルド＝ルウがそのようにぼやいた。

「一日や二日だったら、町に下りるのも面白いけどよ。こんな生活が十日も二十日も続いたら、さすがにやってらんねーだろうな。スドラの連中なんかは、食うものもなくなっちまうだろうし」

「いや、さすがにそこまで長引くことはないだろう？　そこまで長引いてしまったら、俺も困るよ」

「だけどさー、あいつらが人前に姿を現す前にくたばっちまう可能性もあるじゃん。森のどこかでギバと出くわして、それでくたばっちまったら、あっという間にムントの餌えさだぜ？　そうなったら、俺たちはいつまでこんなことを続ける羽目になるんだろうな」

　そうか――そういう可能性もあるのだ。

　というか、本来であれば、森の中で夜を過ごす、というだけで十分に危険な行こう為いなのである。病身のザッツ＝スンと、初老のテイ＝スン、ろくな装備も持ち合わせていないはずの彼らが、誰にも知られぬまま森に朽くちる可能性は非常に高い、と考えざるを得ないだろう。そうしたら、俺たちは一生その幻影に警戒し続けなければならないのだろうか。

　いったいザッツ＝スンという存在は、どこまで俺たちを悩なやませれば気が済むのか。調理の手だけは休めずに動かしながら、俺の胸に去来するのは（ザッツ＝スンは、毒の塊かたまりみたいな男だったわ……）という、かつてヤミル＝レイから聞いた不ふ吉きつきわまりない言葉だった。




　　　　　◇




　そうして二時間半ばかりの時間が過ぎ、《南の大樹亭》における仕事も無事に終しゆう了りようした。

　吉きつ報ぽうも凶報も訪れない。宿を出て《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》に戻もどると、すでに屋台のほうも商売を終えて、明日用の買い出しも済ませた上で俺たちを待ち受けていた。

「今日は料理が余っちゃったよ。ぎばばーがーは全部売れたけど、ミャームーのほうは八十食ぐらいだったね」

　今日ばかりは売り上げの如何いかんよりも、一日が無事に終わったことを寿ことほぐべきであろう。――とはいえ、やっぱりちょっとさえない気分だ。

　何はともあれ屋台を返そう、と扉とびらに手をかけると、それを開ける前に中から抑よく制せいを欠いた声が聞こえてきた。

「……だからもう、あんな連中に屋台を貸し出だすのはやめるべきだ！　あいつらさえ町に下りてこなければ、それで万事が収まる話じゃないか!?」

　俺は思わずフリーズしてしまう。

　あいつらというのは――もちろん、俺たちのことだろう。

「だいたい、城の連中は森辺の民に甘すぎるんだよ！」

「あんな連中の巻き添えになるのは御免だ！」

「屋台さえ貸さなければ商売をすることはできないんだから、場所代なんて突き返しちまえよ！」

　いずれも聞き覚えのない、男たちの声である。

　それがいったん静まった隙をついて、ミラノ＝マスの声も聞こえてきた。

「……俺が契けい約やくを切ったところで、どうせ《南の大樹亭》あたりが屋台を貸しちまうだろう。城の人間が許可を出してるんだから、俺たちが騒さわいだって何にもならないさ」

「だからって、唯い々い諾だく々だくと従う必要はないだろう!?」

「そんなに場所代の身入りが惜しいのかよ？」

「あんただって……いや、あんたこそが一番、森辺の民に恨みがあるはずじゃないか？」

　その瞬しゆん間かん、ばしんっという大きな音色が響ひびきわたった。

　誰かが、卓たくだか壁だかを力まかせに叩いたのだ。

「俺の身内のことは、いま関係ないだろう！　俺をいま不ふ愉ゆ快かいにしているのは、森辺の民じゃなくお前さん方だ！　言いたいことを言い終えたんなら、とっとと帰ってくれ！　商売の邪魔だ！」

　俺は慌あわてて扉の前から後ずさった。

　両開きの扉が内側から押し開かれ、どやどやと出てきた男たちが「ひい！」と立ちすくむ。

　十名以上にも及ぶ森辺の民が、入口の前にずらりと立ち並んでいたのである。彼かれらの恐怖は、いかほどのものであっただろう。いずれも黄褐色の肌をした商人風のその男たちは、絶望に顔を引き歪ゆがめて、がたがたと震え始めた。

　が、会話を盗み聞いてしまったのは俺一人であったので、かたわらのララ＝ルウやルド＝ルウなどはきょとんとしているばかりである。

「……すみません。俺も中に用事があるので、通していただけますか？」

　なるべく平坦な声で俺がそう告げると、男たちは脱兎のごとく逃げ去っていった。

　俺はそれを見送ってから再び足を踏ふみ出そうとしたが、その前にまた扉が内側から押し開かれ、仏ぶつ頂ちよう面づらのミラノ＝マスが姿を現した。

「何だ、商売は終わったのか。邪魔になるから、店の前に溜まるな」

「はい、すみません」

　屋台を運ぶのにこれほどの人数は必要なかったので、俺と護衛役の四名だけが、ミラノ＝マスの先導で宿屋の裏手に向かうことにした。

「あの……明日以降も屋台をお願いして大丈夫なのでしょうか？」

　屋台を押しながら俺が問うと、ミラノ＝マスは横目でじろりとにらみつけてくる。

「何かろくでもないことが起きて屋台を壊すようなことになったら弁償してもらう。そいつは最初に説明した通りだ。それ以外に何か説明が必要か？」

「いえ。……ありがとうございます」

　もちろんそんな言葉には、「ふん」という不ふ機き嫌げんそうな鼻息を返されるばかりだった。

　そうして物置のある宿屋の裏手に到着すると、何故かそこには金きん褐かつ色しよくの頭をしたひょろ長い男が待ち受けていた。

「やあやあ、お疲つかれ様さま。今日も美味しい軽食をありがとう」

「何だ、こんなところで何をやってるんだ、お前さんは？」

　ミラノ＝マスのいぶかしそうな声に、カミュア＝ヨシュはのんびりとした笑えみを返す。

「いや、アスタたちとすれちがいにならないよう、待ち受けていただけです。食堂で休んでいると、ついウトウトとしてしまいますからね」

　本日カミュア＝ヨシュと顔を合わせるのは、これが初めてのことだった。屋台の料理を食べたというのなら、きっと俺たちが《南の大樹亭》に移ってから買いに来たのだろう。

「カミュア、お会いできて良かったです。明日は予定通り出発されるそうですね」

「うん。だから挨あい拶さつをしておきたかったんだ。出発は早朝だし、帰ってくるのは、早くてもふた月後だからねえ」

　ふた月後――まだこの地に来て五十日ほどしか経過していない俺には、なかなか気の遠くなるような時間だ。

　森辺とジェノスの関係性が複雑化してきたこの時期にカミュア＝ヨシュがいなくなるのは望ましいことなのか、そうでないのか、俺には判断することもできない。だけど、どちらにせよ、カミュア＝ヨシュがいなくなるという事実は動かせないのだ。後は、残された人間が頭を悩ませるしかないだろう。

「そういえば、人員の増強を断ったそうですね。本当に危険はないんですか？」

「うん？　ああ、もちろん！　二名ばかりの凶賊なんて、どうということはないよ！　……というか、正気を失って森辺の集落を出しゆつ奔ぽんした凶賊なんかに、俺たちが襲おそわれる理由もないわけだしね」

「いや、正気を失っているからこそ、何をしでかすかわからないんですよ。……それに、カミュアの護衛する商団が狙われる可能性は、少なからずあると思います」

「へえ、どうして？」

　カミュア＝ヨシュは興味深そうに瞳ひとみを輝かがやかせたが、俺は少しミラノ＝マスの存在が気になってしまった。べつだんミラノ＝マスには関わりのない話だが、森辺の大罪人の話題など、好んで聞きたいようなものでもないだろう。

　ミラノ＝マスは知らん顔をして、屋台に損傷がないかの確かく認にん作業に取りかかっている。

「……以前、スン家の人間がおかしなことを言っていたんですよ。人間は銅貨を稼ぐために生きている、森辺で一番豊かなのはスン家だから、その家長が森辺では一番の勇者だ、とか何とか。……それってきっと、先代家長から続いてきたスン本家の偏かたよった価値観だと思うのですよね」

「ふむふむ？　だから、お宝の詰つまった荷を引く大商団なんかは格好の獲物である、と。なるほどねえ、それは面白い考え方だ」

「面白いで済めばいいんですが、現在手配中の先代家長は『スン家の権威を再興させる』とか言っていたらしいんですよ。だったらそれは、ファとかルウとかの敵対勢力を襲撃するんじゃなく、より多くの富を得ようとしているっていう意味合いであるのかもしれません」

「ははあ。しかし、今さら富を得たところで、スン家の権威は再興できるのかい？」

「できませんよ。そんな考えでいるのは先代家長だけなんですから。むしろ森辺の民には、普ふ通つうに生きていく以上の富など必要ない、と考える人のほうが多いぐらいです」

「興味深いねえ。シムへと出立する前に、アスタとはもっとたくさん語っておきたかったよ」

　そう言って、カミュア＝ヨシュは少しだけ寂さびしげに微笑ほほえんだ。

「だけど、了解した。凶賊と化したスンの先代家長らが商団を襲う可能性は、本当に少なからず存在するのだね。こいつは腕うでが鳴る――などと言ったら不謹慎なのだろうが、荒事を片付けてこその《守護人》だ。平穏無事な旅なんて、面白くも何ともないからねえ」

　そしてその紫むらさき色いろの瞳で、森辺の狩人かりうどたちを見回していく。

　アイ＝ファ、ルド＝ルウ、シン＝ルウ、ラウ＝レイ――誰もが油断なく両目を光らせながら、このすっとぼけた男の挙動を注視していた。

「もしかしたら、森辺の先代族長である人物を、都の住人たる俺たちが討ち倒す結果になってしまうかもしれない。だけどそれで俺たちを恨むようなことにはならないだろうね？」

「当たり前だろ。ちっとは癪しやくにさわるけど、黙って殺されろとは言えねーさ。……あんただったら、どんな相手でも真っ二つにできるだろうしな」

　そう答えたのは、ルド＝ルウだった。

「いやいや」とカミュア＝ヨシュはひょろ長い腕を振る。

「可能であれば、生け捕りにするよ。まあ、他ほかの連中は俺よりも荒っぽいから、そう言っていただけるのはありがたい。……だけどやっぱり、アスタたちが襲われる可能性もなくはないんだろうから、ここはおたがいの息災を祈いのっておくべきだろうね」

「そうですね。ふた月後に再会できるのを楽しみにしています」

　そんな風に俺が答えたとき、ミラノ＝マスがようやく屋台から身を離した。

「どこにも傷はないようだ。……用が済んだのなら、とっとと帰れ」

「はい、ありがとうございました」

　ミラノ＝マスは、何故なぜかこちらを見ようとしなかった。

　やっぱり大罪人の話など聞きたくはなかったのだろうかと心を痛めつつ、俺はカミュア＝ヨシュに向きなおる。

「それじゃあカミュア、道中お気をつけて」

「うん、そちらも息災にね。アイ＝ファも、また会おう」

　アイ＝ファは愛想のない目礼を返し、それでカミュア＝ヨシュとの別れの挨拶もあっけなく終了と相成った。

　どちらかの身に不幸が訪れれば、これが今生の別れとなってしまうのだが――何だか、まったく実感がわかない。

　そうして俺たちが街かい道どうのほうに戻ると、人混みをかきわけて駆かけ寄ってくる人ひと影かげがあった。たちまちアイ＝ファが俺の前面に回り込もうとしたが、それは凶賊などではなく、《西風亭》のユーミであった。

「ごめん、アスタ！　今日は馬ば鹿か親おや父じのせいで屋台に行けなかったんだ！」などと言いながら、ユーミは走ってきた勢いのまま、俺の胸むなもとにつかみかかってきた。

「え？　お、お父上がどうされたんですか？」

　冷ややかに目を細めるアイ＝ファのほうを気にしつつ、とりあえずはそんな風に応じるしかない。

「だからさ！　何か森辺の罪人がどうとかっていう騒ぎになっちゃったじゃん？　そのせいで、親父が家から出してくれなかったんだよ！　今やっと親父が出かけたから抜け出してこれたんだけど、商売は終わっちゃったよね……？」

「は、はい。定刻になってしまったので」

「そうだよね。でもあたしは――って、うわあ！　何だよ、あんたたち！」

　と、そこでようやくルド＝ルウたちの姿に気づいた様子で、ユーミはいっそう俺の胸もとに身を寄せてきた。

　まだ他のメンバーたちとは合流していなかったので、そこには四名の狩人しか控えていなかったのだが、ユーミの恐怖心と警けい戒かい心しんを引き出すにはそれで十分なようだった。俺のＴシャツをわしづかみにした手が、気丈な彼かの女じよらしくもなく小さく震えてしまっている。

「だ、大丈夫ですよ。みんな俺の同胞たちですから。……えーと、こちらは屋台の常連さんです。《西風亭》という宿屋の娘むすめさんなのですよ」

　ルド＝ルウとシン＝ルウはきょとんとしており、ラウ＝レイは仏頂面。そしてアイ＝ファは――無表情で、ただ半眼にした目を冷たく光らせていた。

　それらの人々を、ユーミは怯えた様子で見回していく。

「み、みんなアスタの仲間なんだね？　ごめん、ちょっとびっくりしちゃった。森辺の男衆をこんなにたくさん見るのは初めてだったから……」

「男衆は、そんなに町まで下りてこないですからね。……それで、いったい何がどうしたんですか？」

「うん？　ああ、そうそう！　今日は屋台に行けなくてごめんって言いたかったんだ！　アスタに会えて良かったよ」

　ようやく俺から身を離しつつ、それでもＴシャツの生き地じはつかんだまま、ユーミは少し思いつめた感じで俺の顔を見上げてきた。

「ごめんって……別に謝るような話ではないでしょう？」

「だけどさ！　アスタに誤解とかされたら嫌じゃん！　別に他の森辺の民が悪さをしたって、アスタたちのことをおかしな目で見たりはしないから！　……ね、明日も屋台を出してくれるよね？　このままいなくなったりしないよね？」

「は、はい。一応その予定ですけれども……」

「そっか。よかった。……うちの親父みたいな石頭は多いけどさ。わかってる連中はみんなわかってるから！　こんなことで、宿場町を嫌にならないでね？」

「……そんな風に言ってくださる方がいてくれれば、俺も大丈夫です」

　ユーミは、嬉しそうに微笑んだ。

　アイ＝ファの視線は痛かったが、俺も心の奥深いところを癒される気がしてしまっていた。




　そうして青の月の十四日は、波乱の予兆を強く漂わせつつも平穏に終わり――ついに、その日がやってきたのだった。

　総勢二十名以上の商団が、森辺の集落を通過して東の王国シムに向かう、青の月の十五日である。

　その日、俺はその男といよいよ相まみえることになったのだ。

　スン家の人々に堕落と頽たい廃はいをもたらした諸悪の根源――スン本家の先代家長、ザッツ＝スンと。







第三章　凶星
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　青の月の十五日。

　決して平穏には終わらなかったその日も、始まり方は前日と変わらなかった。

　とはいえ、戒厳態勢にある森辺である。日の出とともに目を覚ました俺たちが洗い物を掲げて戸板を開けると、そこに立ちはだかっているのは、一晩中ファの家を警護してくれていたドム家の男衆だった。

　その数は、四名。彼らはファの家の四方に火を焚たいて、交代で眠ねむりをとりながら、凶賊の襲撃に備えていてくれたのだ。

「おはようございます。晩ばん餐さんの片付けをさせていただきますね」

　ギバの頭骨をかぶった四名の男衆たちは、無言のままうなずき返してくる。

　昨晩は、屋台の残り物で恐きよう縮しゆくだが『ミャームー焼き』を振る舞わせていただいた。が、質実剛健な森辺の民の中でも特に勇猛さで知られる北の一族の男衆である。その面からは相変わらず、ドム家の名を汚したザッツ＝スンらに対する怒いかりを潜めた岩のような無表情しか見み出いだすことはできなかった。

　四名の内の一名が見張りとして家に居残り、残りの三名は俺たちとともに水場に向かう。ザッツ＝スンに襲撃され、テイ＝スンを取り逃がすことになってしまった彼らは、己おのれの誇りを回復させるためにこうしてファの家を自主的に警護してくれているのである。

　彼らはきっと、自分たちの手で凶賊どもに報いを与あたえたい、と強く願っているのだろう。彼らが日中もファの家を警護してくれているので、俺たちは留守中に火をつけられたり毒を仕込まれたりする心配をすることもなく、町の商売に励はげむことができていた。

　そうして朝の仕事を終えたら、今日もルウの集落を経由して、シーラ＝ルウやルド＝ルウらと合流してから町に下りる。

　俺たちにとってはこの道中がもっとも危険な時間帯だと思われるが、その日もこれといった奇き禍かに見舞われることもなく宿場町に到着し、俺たちは粛しゆく々しゆくと仕事を始めることになった。




　　　　　◇




（今頃カミュアたちは、モルガの森のど真ん中か）

　鉄板で肉を焼きながら、俺はぼんやりと考える。

　日の出とともにジェノスを出立し、ルウの集落まではおよそ四、五十分、そこから南下してサウティの集落まではおよそ二時間――今頃ころは、森の道なき道を突き進んでいる頃合いであるはずだ。

　そのままモルガの山に沿って南から東へと進んでいき、半日をかけて森を抜ぬける。なんとも果てしない道のりである。そしてこれは、往復でふた月もかかる長い旅の始まりでしかないのだった。

（ザッツ＝スンは、どこに現れるんだろう……それともルド＝ルウの言う通り、誰だれに知られることもなく、森の中で朽ちてしまうのかな……）

　そんな風に考えると、知らず内に溜ため息いきがこぼれてしまう。

　そして俺のかたわらでは、相方のララ＝ルウがさえない面おも持もちでぼやき声をあげていた。

「うーん、やっぱりお客が少ないねー。何だかやり甲が斐いがなくなってきちゃったなー」

「そんなことはないさ。そこまで極きよく端たんに売り上げが落ちてるわけでもないし」

　とはいえ、活気に乏とぼしいのは事実である。売り上げがあまり変わっていないのは、もともとそれだけ西の民のお客さんが少なかったというだけのことだ。

　それでもドーラの親父さんなどはターラとしっかり手をつないで、鍋なべ屋や布屋のご主人たちの分まで商品を買っていってくれたし、宣言通り、ユーミも顔を見せてくれた。そんな人々が奇禍に見舞われないよう祈りながら、今は歯をくいしばって頑がん張ばるしかない。

「あ、いらっしゃいませ！」

　と、そんな俺たちを力づけようとばかりに団体連れのお客さんが近づいてきたので、俺は心よりの笑え顔がおでそれを出迎えてみせた。

　東の民の商団《銀の壺つぼ》、フルメンバーでのご来店だ。いつもの通りにフードを外しながら屋台の前に立ったシュミラルが、何故か無言でじっと俺の顔を見つめてくる。

「えーと、今日も五個ずつでよろしいでしょうか？」

「はい」

　小さくうなずき、またおし黙る。

　何だろう。気のせいなのかもしれないが、とても切なげな目つきをしているように感じられてしまう。

「どうかされましたか、シュミラル？」

「いえ。……ただ、話、聞きました」

「話？」

「南の民の宿、アスタの料理、食べられる話です」

「ああ、《南の大樹亭てい》のことですか？」

　無言。

　切なそうな目つき。

　ここまでくれば、さしもの俺にも察しがついてきた。

「え、えーとですね、《南の大樹亭》のご主人は、南と西の混血であらせられるのですね。それで、この屋台の評判を聞きつけて、晩餐のための料理を卸おろしてくれないかという仕事を持ちかけてくださったのですが……」

「晩餐、アスタの料理、食べられる、幸福です」

「あ、ありがとうございます。でも、こればっかりは宿屋のご主人の意向があってのお話ですので……」

「宿屋の主人、西の民、駄目ですか？」

「は、はい？」

「《玄げん翁おう亭てい》の主人、西の民です。アスタ、西の民、憎いですか？」

「そ、そんなことはありません。この屋台にだって西の民のお客さんはいらっしゃいますし、俺としては、西の民と森辺の民がよりよい関係を築けることを願っています」

　シュミラルは、ほんの少しだけ身を乗り出してきた。

「《玄翁亭》の主人、同じこと、願っています。《玄翁亭》、晩餐、駄目ですか？」

「そ、それはシュミラルたちが使っている宿屋の名前ですよね？　もちろん、そちらでも仕事をさせていただけるなら、願ったり叶ったりですが……」

「私、話します。《玄翁亭》の主人、きっと喜びます。……私たち、幸福です」

「それが実現すれば、俺も嬉うれしいです。いつも素す晴ばらしい話ばかりを持ちかけてくださって、シュミラルには感謝しています」

　シュミラルは身を引いて、今度は少しだけうつむくような仕草を見せた。

「……取り乱しました。恥はずかしいです」

　今ので取り乱したことになってしまうのか。

　だったら俺なんて、朝から晩まで取り乱しているようなものだ。

「だけど、少し時間をいただけませんか？　何と言っても、今はこういう時期ですので、俺も身動きが取れないのです。あまり好き勝手に宿場町をうろつける立場でもありませんし……」

「大だい丈じよう夫ぶです。厄やく災さい、終わります」

「え？」

「同どう胞ほう、占星師、います。森辺、厄災の凶星、消える、言いました」

「占星師――占いですか？　それが当たれば、本当に嬉しいですね」

　そういえば、東の王国シムは、魔法の国、呪術の国などとも呼ばれているのだ。占星師ぐらいいたって不思議ではないかもしれない。

「必ず消えます。厄災、去ります。星の動き、絶対です」

「そうですか。では、シュミラルたちがジェノスに留まっておられる内に罪人が捕まれば、ぜひその宿のご主人とお話を――」

　シュミラルは、俺の言葉をさえぎるように首を横に振ふった。

　この沈ちん着ちやくすぎるぐらい沈着な若者には珍めずらしい性急な素振りだ。

「違います。凶星、消えます。――今日、消えます」

「今日？」

「今日です。厄災の凶星、今日、消滅します」

　そして、シュミラルは再び身を乗り出してきた。

「アスタ、注意、お願いします。強い星、消える時、周囲の星、巻き込みます。たくさんの運命、曲がります。……弱い星、厄災の消滅、巻き込まれます」

　そのときに感じた感覚を、どのように表現したらいいだろう。

　西洋で言うところの、自分の墓の上を誰かが歩いている、とでもいうような……えもいわれぬ悪寒がゆるゆると背筋を這いのぼり、俺は思わずぶるりと身体を震ふるわせてしまった。

「……《玄翁亭》の主人、話します。厄災、去ったらお願いします」

　最後は俺をいたわるように目を細め、そうしてシュミラルは同胞たちとともに立ち去っていく。

「相変わらずわけわかんないね」とララ＝ルウは笑っていたが、俺には笑えなかった。

　何だかむやみに胸騒ぎがしてしまう。

　厄災の凶星が、消滅する。大勢の人間の運命を巻き込んで――

　それは、なんと不吉な予言の言葉であっただろう。ザッツ＝スンという存在をそこに当てはめると物凄くしっくりきてしまうところが、また恐ろしい。

（そりゃあ森の中でひっそり死なれてしまうよりは、きっちり捕つかまえることができたほうが望ましいけど……）

　その際に、こちらに甚大な被害が出てしまう、ということなのだろうか。長年寝ねたきりであったというザッツ＝スンに、それほどの力が残されているのだろうか。

　自分には理解の及ばない占いの結果であるにも拘かかわらず、俺はどんどん不安感をかきたてられてしまう。

「……あ、トトスだ」と、そこでララ＝ルウがいかにもどうでも良さそうな声でつぶやいた。

　確かにトトスを連れた東の民たみが、単独で北の方角に抜けていくところだった。

「今日は朝からすごい騒ぎだったよなー。森辺の集落をトトスがてくてく歩いてくんだもん。リミたちなんて、そりゃあ大はしゃぎだったんだよ？」

「ああ、商団の人たちがトトスに荷物を引かせていたのか。ララ＝ルウもそれを見物してたのかな？」

「うん。ちょうど水場での仕事を済ませて、外に出てたときだったからね。何だか感じの悪い連中ばっかりだったよ。シムの民みたいに、みーんな顔を隠かくしてた」

　いつも通りに元気で不敵なララ＝ルウと言葉を交かわすと、少しだけ胸中の不安が薄らぐような気がした。

　ララ＝ルウに限らずルウ家の女衆はザッツ＝スンの襲撃を恐れる気配もなく堂々としているので、実に心強い。やっぱり俺などとは肚の据わり方が違ちがうのだろう。

「でもやっぱり、町の人間がでかい態度で森辺の集落を歩いてるのは気分が悪かったよ。こんなのは、最初で最後にしてほしいなー」

「いや、これが最初ってわけではないんだろう？　以前にも一度だけ、シムに向かう商団が森辺を通過したらしいじゃないか？」

「あ、そっか。でも、そんな昔のこと、覚えてないよ。あたしなんかは、まだ二歳さいだったしね」

「え？　前回の商団が森辺を通ったのって、そんな昔の話だったの？」

　ちょっと驚おどろいて俺が反問してしまうと、ララ＝ルウは「うん」と、うなずいた。

「シン＝ルウの上の弟が生まれた年だから、ちょうど十年前だね。それならあたしは二歳でしょ。そんなの覚えてるわけないじゃん」

「そうか……なるほどねえ……」

　何だろう。

　何かが心に引っかかっていた。

　べつだん、それが何年前の出来事であろうと、俺には関係がない。関係がないはずであるのに――また胸がざわついてきてしまう。

　十年前に、大きな商団が森辺の集落を通過した。しかし、森辺の民の先導が不十分であったのか、備えが足りていなかったのか、その全員がギバに襲われて生命を落とすことになった。

　森の中で、何十人もの人間が生命を落としたのだ。

　森辺の民ならぬ、ジェノスの民が。

（それじゃあ、もしかして……）

　綿毛のような違い和わ感かんが、ふわふわと何かの形を描いていく。

　こんな違和感を抱いだいたのは、これが初めてのことではない。ほんのつい一昨日にも、俺はこのような感覚を味わわされていたはずだ。

　だけど、あのときにはまだザッツ＝スンはジーン家に捕らわれていた。だから、ザッツ＝スンの存在とは関係なく、俺はただガズラン＝ルティムとカミュア＝ヨシュの邂かい逅こうに心を揺らされ、そこからカミュア＝ヨシュがルウの集落にやってきた二十日以上も前のことを連想して――

（そうだ。あのときもたしか、カミュアが商団の話をしていた……いや、ドンダ＝ルウのほうだったかな？　とにかく、あのときも言っていたんだ。それは、十年も前の話だと……）

　そのようなことは、すっかり忘れていた。あのときの俺には、それが何年前の話であろうと関わりがなかったからだ。

　それは、今でも変わらない。変わらないと思っていた。五年前であろうと十年前であろうと、そのようなことは、どうでもいいではないか？

　ただ――あの頃と今とでは、異なる点が一つだけある。それは、十年前にこのジェノスで不慮の死を遂げた人物がいる、ということを、まったく関係ない道筋から俺が伝え聞いている、ということだ。

　ミラノ＝マスの親友にして、妻の兄でもあったという、その人物。

　名も知れぬその人物が生命を落としたのも、たしか十年前であったはずなのである。

（もしかしたら――その人も商団のメンバーだったのか？）

　しかし、その人物は森辺の民に殺されたのだと、ミラノ＝マスは語っていた。その手にギバの牙きばと角の首飾りを握りしめていたのがその証拠である、と。

（それで、その人はたしか、崖の下で死んでいたんだよな……）

　よく考えたら、この宿場町に崖など存在しない。転落して生命を落とすほどの断崖が存在するのは――俺が知る限りでは、モルガの森の中だ。

　それじゃあやっぱり、ミラノ＝マスの親友は商団の一員であり、森の中で死んだのか。

　それも、ギバではなく森辺の民に襲われて。

（十年前――ザッツ＝スンが家長の座を退いたのも、ちょうど十年前だった。何にせよ、そんな無法な真似まねをしでかすとしたら、ズーロ＝スンじゃなくザッツ＝スンのほうなんだろう。もしもすでに病身であったのなら、自分自身が動くんじゃなく、他の誰かに命じたのかもしれないけど）

　まさか、その「誰か」がテイ＝スンだったのだろうか。

　ピースがかちかちと嵌はまっていき、見たくもない絵がどんどんあらわになっていく。

　しかし、ピースはまだ足りない。これではまだ、ザッシュマの商団が襲われる可能性がいよいよ現実味を帯びてきた、というだけのことだ。

　それは別に、驚くほどの新事実でもない。たとえ可能性が一割であろうと九割であろうと、カミュア＝ヨシュの側に油断などはないだろうから、確率の変動など大して意味はないはずだ。

　だから――何かが足りていない。

　俺の中の違和感が、どうしても消失してくれない。

「……ちょっと、大丈夫なの、アスタ？」

　と、いきなりララ＝ルウに脇わき腹ばらをつつかれて、俺は心底からびっくりしてしまった。

「お客だよ。具合が悪いなら、あたしが作ろうか？」

「い、いや、大丈夫だよ。少々お待ちくださいませ……」

　そのように言いかけて、俺はさらに驚かされることになった。

　屋台の前でにこにこと微笑んでいたのは、なんとレイト少年だったのである。

「あ、あれ？　君はジェノスに居残ったのかい、レイト？」

「はい。今回の仕事は危険だということで留守番を命じられてしまいました。ひどいですよね。二ヶ月間もひとりぼっちです」

　無む邪じや気きに笑い、可愛らしく小首を傾げながら、「だから今日は、一人分だけお願いします」と、レイト少年は赤銅貨を二枚差し出してきた。

「毎度ありがとう。……でも、君はどうやって暮らしているの？　もしかしたら、もともとジェノスの生まれだったのかな？」

「そうですよ。ただし、家族も家も何もない身ですけど」

　亜あ麻ま色いろの髪かみをした少年は、同じ笑顔のまま、そう言った。

「母は僕を産み落とすと同時に亡なくなってしまったので、縁えんを辿たどって《キミュスの尻尾亭》に住まわせていただいていたんです。それで二年ほど前にお客として現れたカミュアと出会い、弟で子し入いりさせてもらったわけですね」

「へえ！　それじゃあ君は、ミラノ＝マスの養子ってこと？」

「いえ、あくまでも善意で家に置いていただけただけです。今ではカミュアの身内になったので、銅貨を払はらって宿泊させてもらっている身ですよ」

　俺が想像していた以上に、それは過か酷こくな幼年時代であった。

　だからこの少年は、こんな大人びた雰ふん囲い気きをかもしだすようになってしまったのだろうか。

「ミラノ＝マスには大変よくしていただけたんですけどね。僕はもっと色々な世界を見て回りたかったから、風ふう来らい坊ぼうのカミュアのそばにいたいなと思うようになったんです。カミュアと一いつ緒しよに過ごしていれば、嫌いやでも一人で生きていく力も身につけることができるでしょうし」

「そうか。……だけど、二ヶ月も一人じゃ大変だね？」

「そんなことはありませんよ。僕はもともと一人でしたから」

　そしてレイト少年は、虫も殺さぬ笑顔をたたえたまま、言った。

「僕の父は大きな商団の団長だったんです。それが十年前に不幸な事故で生命を落とすことになり、母もその後を追うように亡くなってしまったそうです。……生まれたばかりの僕には、何の記き憶おくも残っていないのですが」

　俺は、作ったばかりの『ギバ・バーガー』を鉄てつ鍋なべの中に落としてしまいそうになった。

　その顔を、レイト少年は茶色い瞳でじっと見つめ返してくる。

「やっぱりご存知ではなかったのですか。でも別にカミュアに口止めされていたわけでもないし、かまいませんよね」

「レイト……それじゃあ、ミラノ＝マスの親友っていうのは……」

「はい。ミラノ＝マスの奥おく方がたの兄、という方ですね？　僕の父親にとっては、商売上の相棒にあたる存在であったそうです。ミラノ＝マスはきっと、奥方と僕の母親の姿を重ねて、不ふ憫びんに思ってくれたのでしょう。本当に、実の娘さんとわけへだてなく僕のことも可愛かわいがってくれました」

「…………」

「そのような顔をなさらないでください。僕にはもともと親がいなかったので、親をなくす気持ちというのは全然わからないんです」

　いっそう無邪気に笑いながら、レイト少年は俺おれの手から『ギバ・バーガー』を取り上げた。

「それでは失礼いたします。明日からも毎日買わせていただきますね」

　レイト少年の小さな姿が、通りの向こうに消えていく。

　その背中を半ば呆然と見送りながら、俺は頭の中で最後のピースがかちりと嵌る音を聞いた気がした。

　カミュア＝ヨシュは――十年前の商団が全滅した事件の犯人が森辺の民であるかもしれない、ということを最初から知っていたのだ。

　その上で、今回の計画を立てたのだ。

　だからこそ、レイト少年を同行させなかったのかもしれない。

　レイト少年に、父親と同じ末路を辿らせるわけにはいかない、と――

（いや、だけど、十年前と今じゃ状じよう況きようが違う。十年前の事件がスン家の仕業だったとしても、今そんな無法な真似ができるのはザッツ＝スンとテイ＝スンだけなんだ。たった二人で、四人の狩人と五人の《守護人》に守られた商団を襲えるわけがない――襲ったところで、返り討ちに合うだけなんだから……）

　ついにパズルは完成してしまったが、俺の結論は変わらなかった。

　それなのに、不安な胸のざわめきがまったく収まってくれようとしない。

　そうして俺は一日中そんな不安感を抱かかえたまま働くことになり――時間は、ことさらゆっくりと過ぎ去っていったのだった。




２




　その日も、仕事は無事に終えることができた。

　仕事自体は、無事に終えることができた。

　その一団がやってきたのは、ちょうど俺たちが仕事を終えた頃ころ合あいであったのだ。

　屋台の商売も《南の大樹亭》の仕込み作業も終えて、昨日と同じように《キミュスの尻尾亭》の前でみんなと合流した、ちょうどそのときである。

　最初に「それ」に気づいたのは、アイ＝ファであった。

「……何やら通りの向こうのほうが騒がしいな」

　そう言い捨てると同時に、アイ＝ファは俺の身体を道の端に押おし込んで、それをかばうような体勢をとった。俺にはまだ何の予兆も感じとれないのだが、ルド＝ルウたちも無言で女衆を背後に追いやり、狩人の眼まな差ざしを南の方角に向ける。

「ど、どうしたんだ？　いったい何が起きたっていうんだよ？」

「わからん。空気が乱れている。……しかもそれが、こちらに近づいてきているようだ」

　しかしここは、宿場町のど真ん中だ。まさかザッツ＝スンたちが、堂々と白昼の往来を闊かつ歩ぽしてきた、とでもいうのだろうか。

「だったら早さつ急きゆうに屋台を返して、宿場町を出たほうがいいんじゃないか？」

「今は動くな。凶賊どもが攻めいってきたという様子ではない。だが、これは――」

　と、アイ＝ファはそのまま口をつぐんでしまう。その横顔からうかがえるのは、強い不審と警けい戒かいの表情だった。

　そして――「それ」がやってきた。

　何も気づかずに街道を歩いていた人々も足を止め、慌あわてた様子で道の端に引く。

　低いどよめきが地震の前触れのようにじわじわと近づいてくる。

　若い娘のか細い悲鳴が、遠いどこかであがった気がした。

「あれは……？」

　俺は思わずアイ＝ファの肩かたに手を置いて、身を乗りだそうとしてしまった。しかしアイ＝ファの身体はびくともしないので、その肩ごしに顔を出すことしかできない。

　街道の南側から、奇き妙みような一団が接近してきていた。

　けっこうな大人数なのだろう。その全員がフードつきの革マントを着込み、比較的ゆったりとした足取りで歩いている。

　その中から、恐鳥トトスの頭がひょっこりとのぞいていた。二頭連れで、大きな荷車を引かされているようだ。

　それでも街道の幅はばは十メートルぐらいあったので、その一団を避さけて道を進むことも容易であったはずだが、誰もが道の端に寄り、足を止め、息を詰めつつその一団を見守っている。それぐらい、その連中は一種異様な雰囲気をかもしだしていたのだ。

「すまんな！　何も危険なことはないから、心配は無用だ！　ただし、俺たちの手の届く範はん囲いには近づかないでくれ！」

　その先頭に立っていた体格のいい男が、豪放な笑いを含ふくんだ声でそう言った。

　その声で、俺はさらに驚きをかきたてられる。まだその集団とは七、八メートルぐらいの距きよ離りがあったし、その男も革マントのフードを下ろしていたので人相はまったくわからなかったのだが、その野太い声音には聞き覚えがあった。

　それは、このような場所にいるはずもない男――シムに向かった商団の長、ザッシュマの声だった。

　それでは、これは彼の率いていた商団の男たちなのだろうか。

　しかし彼らは、いまだモルガの山さん麓ろくの森の中にいるはずだ。

　それに、人数的には十分だが、トトスなどは二頭しか見えないし、それ以外には荷を携たずさえている様子もない。

　そして――俺は自分の感じていた異様な雰囲気の正体を、嗅覚から知ることになった。

　二種類の香かおりが、風にのって俺の鼻び腔こうに忍び込んできたのだ。

　それは、熟うれすぎた果実のように甘あまい香りと、錆さびた鉄のように酸味をおびた生なま臭ぐさい臭においだった。

（これは――）

　ギバ寄せの実の香りと、血の臭いだ。

　わけもわからぬまま立ちつくす俺の眼前にまで、その一団が近づいてくる。

　その先頭に立った男は、やはりザッシュマだった。見覚えのある褐かつ色しよくの髭ひげと大きめの口が、深くおろしたフードの陰からのぞいている。

　そして、そのザッシュマが纏まとった革のマントには、赤黒い血がべったりとこびりついていた。

「……おお、お前は屋台の主人か」

　と、ザッシュマはふいに足を止めて、俺のほうに視線と言葉を投げかけてきた。

　後に続いていた男たちもそれにならい、うっそりと俺たちを振り返かえる。

　ザッシュマは、笑っていた。

　しかし、男たちのほうからは、威圧的な空気が漂ただよってくる。

「今日は色っぽい女衆ばかりでなく、狩人たちも同どう伴はんか。森辺の民がそんなに大勢で町に下りてきたら、ジェノスの民びとが怯えてしまうだろうに」

「あなたは、ザッシュマ――でしたよね？　あの、これはいったい……？　あなたたちは、シムに旅立ったのではないのですか？」

「こちらとしてはそのつもりだったのだがな。荷物を台無しにされてしまったので、おめおめと引き返す他なかったのだ！　手ぶらでシムに向かったところで、商売なんぞにはならんだろう？」

　そんな台詞を吐きながら、ザッシュマはいよいよ楽しげに笑っていた。

　もともと野盗の頭領のごとき悪党面ではあったが、返り血にまみれた姿でそんな風に笑うザッシュマは、もはや一ミリたりとも商人などには見えなかった。

　それに――その腰こしにもしっかりと大だい刀とうが下げられているのがうかがえる。なおかつ、総勢十名以上にも及ぶ森辺の民を前にしながら、怯える様子の一つも見せない。

　困こん惑わくする他ない俺の顔を愉ゆ快かいげに見返しながら、ザッシュマはさらに言った。

「だからこれは、ジェノスの法に則のつとった公正なる粛しゆく清せいの結果なのだ！　お前たちも森辺の民とはいえその身はジェノスに属するのだから、おかしな考えを起こすのではないぞ？」

「公正なる粛清……？」

「まあ、ちょうどいいと言えばちょうどよかった。見み間ま違ちがえるような面相ではないが、他ならぬ森辺の民と遭そう遇ぐうできたのだから、面通しでもしてもらおう。これが今生の別れともなるだろうしな」

　ザッシュマはにやにやと笑いながら、後方の男たちに顎をしゃくった。ひとかたまりになっていた男たちが、ちょうどその集団の真ん中に位置していたトトスの前後に分かれていく。

　それで俺は、完全に言葉を失うことになった。

　荷車を引かされたトトスの後ろに、三人の男たちが立っていたのだ。

　その内の一人は、カミュア＝ヨシュである。

　やはりフードをおろしているが、そのひょろ長い体格は見間違えようもないし、特徴的な鷲わし鼻ばなと金きん褐かつ色しよくの無ぶ精しよう髭ひげにおおわれた下した顎あごも見えている。

　もう一人は、ダバッグのハーンだ。

　こちらは何故なぜかマントを着ておらず、包帯でぐるぐる巻きにされた頭部と、粗末な布の服を纏った頑がん健けんなる肉体、腰に下げた二本の刀を人目にさらしてしまっている。その爬は虫ちゆう類るいのように冷たい灰色の目は、何の関心もなさそうに俺たちを――森辺の民を、見やっていた。

　そして、その二人にはさまれる格好で、その男が立っていた。

　骸骨のように痩せ細り、ぼろくずのような布の服を纏った、生ける屍しかばねのごとき男が。

　スンの本家の先代家長、ザッツ＝スンである。

　そうであることに間ま違ちがいはない。

　本当に骨と皮しか残っていないような、凄せい惨さんな有り様だった。

　その顔などは頭ず蓋がい骨こつの形状をそのままさらしており、眼がん窩かはくぼみ、頬ほお肉にくはそげ落ち、ひからびた唇くちびるの間から黄色い歯がのぞいている。まばらに黒い毛の残った頭にまで深いしわが刻み込まれ、肌はだはどす黒く変色し、本当にこれが生ある者なのかと目を疑いたくなるほどである。

　腕うでも足も、首も胴どう体たいも、何もかもが枯れ枝のように干からび、しなびており、その痩せ細った手首を鉄の鎖で拘こう束そくされ、荷車の尻しりにつながれている。その身に纏ったぼろくずのような布地には、かろうじて渦うず巻まきの紋様が見てとれた。

　もともとは、それなりに長身だったのだろう。しかし今は、真まっ直すぐに立つ力も残っていないらしく、腰と膝ひざを深く曲げ、墓から暴かれた死骸がさらしものにされているような、そんな胸の悪さを誘ゆう発はつされるおぞましい姿だった。

「この男が、森辺の大罪人ザッツ＝スンで間違いなかろう？　こやつは俺たちにおかしな果実を投げつけて、それでギバをけしかけたのだ！　おかげでこちらもこれだけの手傷を負い、荷物は台無しにされ、トトスの大半を手放すことになった。たまさか生け捕りにすることはできたが、このような大罪人を許す法は、どの王国にも存在せぬだろう！」

　ザッシュマのその言葉により、俺はようやくトトスの引く荷車の中身を知ることになった。

　屋根のないその荷台の上には、返り血でない血にまみれた男たちが、あるいは屍のようにぴくりとも動かず、あるいは苦悶の声をあげながら、いずれも無残な姿で横たえられていたのだ。

　その数は、六名。総勢二十三名であったメンバーの内の、六名だ。

　残りの男たちは、荷台と罪人を取り囲む格好で、静かに立ちつくしている。その身に纏った革マントを、おそらくはギバの返り血で真っ赤に染めながら。

（ギバ寄せの実……そうか、それを使って商団を襲ったのか……）

　その言葉が虚偽でないことは、少なくとも俺にだけは理解できた。強烈に甘い果実の香りが、その場にはむせかえるほどに漂っていたのだ。これぐらい香気が強ければ、アイ＝ファにだってはっきり感じ取れるだろう。

「サウティ家は……あなたたちを案内していた森辺の民はどうしたんですか？」

　半ば無意識にそう問いかけると、ザッシュマは「ああ」とせせら笑った。

「もちろん彼かれらは真っ先にギバどもを迎え撃ってくれたがな。いかんせん、ギバの数が多すぎた。四人ともに深い傷を負ってしまったので、集落まで運んでやったよ。とても気の毒な結果に終わってしまったが、頑健なる森辺の民ならば、生命を落とすことはないだろうさ」

「それじゃあ、テイ＝スンは……？　凶賊はこのザッツ＝スン一人だったのですか？」

「あの灰色の髪をした爺じいさんは、《双そう頭とうの牙》が斬り捨てた。そのまま谷底に落ちてしまったので、今頃はムントの餌だろう。仮に生きていても、あの傷では助かるまい。森辺の大罪人に怯える日も今日限り、ということだ！」

「……テイ＝スン……？」という、地獄の底から響ひびきわたってくるような声音が、一気にその場にいる人々を緊きん迫ぱくさせた。

　ザッツ＝スンが、深くうなだれていたその顔をゆらりと持ち上げる。

「……テイ＝スンはどこに行ったのだ……？　スン家の失われた栄えい誉よを、我らの手に取とり戻もどすのだ……テイ＝スン……？」

「驚いたな。まだ喋しやべる力が残っていたのか、この生ける屍めは」

　ザッシュマは、いくぶん薄気味悪そうに笑顔を引きつらせつつ、ザッツ＝スンに向きなおった。

「貴様の同胞は森に朽ちた！　貴様の生命も今こ宵よい限りとなろう！　それまでは、せいぜい見果てぬ夢でも追っているがいいさ！」

「……何をぬかすか、穢けがれた石の都の住人め……森辺の民への恩義を忘れた貴様たちこそ、いずれ無残な最期を遂げるであろう！」

　それこそ本物の髑どく髏ろのように落ちくぼんでいるその眼窩に、不気味な黒い炎ほのおが宿った。

　干からびた皮膚に亀裂を入れながら、その顔が邪悪な笑えみを形づくっていく。

「己の力ではギバを狩かることもできぬ貴様たちが、どうして我々を蔑むのだ……？　貴様たちは、我々を蔑むことでしか誇ほこりを保ち得なかったのだ！　脆ぜい弱じやくなるセルヴァの子らよ！　穢らわしき石の都の住人よ！　貴様たちこそが呪われし存在だ！」

「ふん。急に賢さかしげなことを言いだしたな、凶賊め。ではその石の都の富を奪おうとした貴様は何なのだ？　貴様なんぞに誇りを語る資格があるか、下げ衆すめ！」

　威勢のいい声をあげながら、しかしザッシュマの面にははっきりと恐おそれの色が浮うかんでしまっていた。ザッツ＝スンの言葉の内容ではなく、その声音の迫力と邪悪さにこそ、気圧されているのだろう。

　そしてそれは、俺自身の心情でもあった。死を眼前に迎むかえた人間とは思えぬ、凄すさまじいばかりの生命力――ディガやドッドの恐れた怪物じみた迫力と妄念を、俺たちは目の当たりにすることになったのだ。

「何とでも言うがいいわ、呪われし都の民め……貴様たちの富は、我々の血と誇りによって築かれた富だ！　忘恩の徒め！　悪あく辣らつなる簒さん奪だつ者しやめ！　貴様たちの安寧は、我々の働きによって守られているのだ！」

「いいかげんにしろ！　誇りを忘れた恥知らずはお前のほうだ！」

　鋼のような声が、ザッツ＝スンの呪詛の声を断たち切きった。

　アイ＝ファである。

「褒賞金を独どく占せんし、森を荒あらし、狩人かりうどの仕事もまともに果たしていなかったお前などが、森辺の民の誇りを語るな！」

「ほう……貴様は、女狩人だな……ということは、貴様が石の都の愚者どもにおもねって莫ばく大だいなる富を築いたという、恥知らずの家の家長ということか……」

　怨念の渦巻く鬼火のような眼光が、のろのろとアイ＝ファのほうに差しむけられる。

　アイ＝ファは怒れる山やま猫ねこのような形相になり、青く燃える瞳ひとみでそのおぞましい眼光をはね返した。

「お前などに恥知らず呼ばわりされる覚えはない！　お前は道を誤ったのだ、スンの先代家長よ！」

「道を誤ったのは貴様のほうだ……都の人間は、敵だ！　許されざるべき罪人だ！　我々を森辺という牢獄に閉じこめ、己だけが安寧にひたろうとする、穢らわしき咎とが人びとどもなのだ！」

「森こそが、私たちの神だ！　森を牢獄などとほざくお前には、森辺の民を名乗る資格もない！」

「愚か者め……恵めぐみをもたらさぬ森など、神ではない！　我々の祖は、騙だまされたのだ！　その身を森に置きながら、銅貨を稼がなければ飢うえて死ぬしかない、そんな生の何が狩人だ！　森辺の民の誇りなど、八十年前にとっくに打ち砕かれ、踏ふみにじられているのだ！　貴様たちは、ギバという名の銅貨を狩ることに生命をかけているにすぎん！」

　アイ＝ファは、ぎりぎりと奥おく歯ばを噛かみ鳴らした。

　その引き結ばれた唇が再び怒号を発するより早く、ルド＝ルウが半歩だけ進み出る。

「てめーはさっきから何をほざいてるんだよ？　何をどう言いつくろったって、罪を犯おかしてきたのは、てめーだ。森辺の民の誇りを汚したのは、てめーなんだよ」

「違うな……我は、誇りを取り戻そうとしたのだ……やはりズーロなどでは、我の大志を継つぐことはできなかった……我の身が病びよう魔まなどに冒おかされなければ、森辺の民は誇りを取り戻すことができた！　誰におもねることもなく、森の恵みだけを喰らい、森の中だけで生きる、本来のあるべき生を実現することもできたはずなのだ！」

「馬っ鹿じゃねーの？　旅人を襲って富を奪うのが、森辺の民の正しい姿だとでも言うのかよ？」

「それでも城の人間には、我々を罰ばつすることなどできなかった！　十年前のあのときも、あいつらは見て見ぬふりをすることしかできなかった！　自分たちではギバを狩ることもできない都の人間には、しょせん森辺の民を裁くことなどはできないのだ！」

　その言葉は、稲妻のように俺の心を打ちのめした。

　やっぱり――やっぱりこのザッツ＝スンは、十年前にも同じ罪を犯していたのか。

　そして、その際にはまんまと成功せしめてしまったのか。

　ギバをけしかけ、商団の人間を皆殺しにして、積み荷を奪い――そうして罪に問われることもなく、こうして笑っていたのだろう。

「いま少し力を蓄たくわえれば、確固たる自由を手にできたものを！　貴様たちが、すべてを台無しにしてしまったのだ！　ファの家め！　ルウの家め！　貴様たちさえ邪じや魔まをしなければ、スン家は森辺の民を正しき道に導けたのだ！」

　その瞬しゆん間かん――革鞘に収められた刀の一撃が、ザッツ＝スンの背中に振り下ろされた。

　ザッツ＝スンは、獣けもののようなうめき声をあげて、石の街かい道どうにくずおれる。

　刀を振り下ろしたのは、ダバッグのハーンだった。

「下衆め」

　包帯で覆おおわれた口で言い捨て、ハーンがさらに刀を振り上げると、カミュア＝ヨシュが静かにそれを押しとどめた。

「捕らわれた罪人を裁く権利は、俺たちにはないよ。せっかくの功労を自分の手で台無しにしてしまうつもりかい、ハーン？」

　ハーンは冷たい爬虫類のような目でカミュア＝ヨシュを見返してから、何事もなかったかのように刀を腰に戻した。

　カミュア＝ヨシュは小さく息をつき、すっかり大人しくなってしまっていたザッシュマのほうを振り返る。

「ザッシュマ、これ以上の問答は無益だろう。この御ご仁じんは病魔に冒され、すでにまともな人間としての心を失ってしまっているようだからね。このような厄やつ介かい者ものはとっとと城に引ひき渡わたすべきじゃないかな？」

「あ、ああ……そうだな」と、ザッシュマは憎々しげにザッツ＝スンを見下ろしてから、目指すべき北の方角に足を向けた。

「立てるかい？　立たないと、膝の肉をすりおろされてしまうよ？」

　カミュア＝ヨシュの声に、ザッツ＝スンはのろのろと起き上がる。

　そして最後に、ザッツ＝スンは悪鬼のごとき哄こう笑しようをほとばしらせた。

「穢らわしき都の住人と、スン家を裏切った恥知らずの似非えせ狩人どもめ！　せいぜい憎みあいながら滅ほろびるがいい！　貴様たちの行く末に待ち受けるのは、回避しえぬ不和と絶望だけだ！　西方神セルヴァに呪いあれ！　南方神ジャガルに災いあれ！　我々は、二度までも仕える神を間違えてしまったのだ！」

　そうして、前後に散開していた男たちがまたその姿を隠し、ひび割れた哄笑もやんでしまうと、後には濁にごった瘴しよう気きのような静せい寂じやくだけが残された。

　ザッシュマを先頭に、革マントの一団は再びゆるゆると動き始める。その際に、姿を隠したカミュア＝ヨシュがひょいっとのびあがるようにして、俺たちのほうに目を向けてきた。

　フードを外したその顔には、いつものすっとぼけた笑みではなく、何だかとても申し訳なさそうな――俺たちに許しでも乞うているような、そんなさびしげな微び笑しようが浮かんでいた。

「……スン家も、今度こそおしまいか」

　ルド＝ルウが、肩をすくめつつ小声でつぶやく。

　そちらに視線を向けようとした俺は、途と中ちゆうでぎくりと立ちすくんでしまった。

　街道の端はしに立ち並んだ人々が、異様な目つきで俺たちを見つめていたのだ。

　異様な目つき――それは、この上ない恐怖と、怒いかりと、不審と、困惑の入り混じった、まるで未知なる獣でも見るような目つきだった。

　ザッシュマたちはもう街道の向こうに去ってしまったというのに、誰だれもその場から動こうとしない。動かずに、俺たちの姿をねめつけている。まるで、背中を向けたらただちに斬りかかられる、と怯えているかのように――人々は、その場に凍りついてしまっていた。

　そんな中、左肩をぽんと叩たたかれて、俺は飛びあがりそうになる。

　振り返ると、いつのまにやら、ミラノ＝マスがそこに立っていた。

　そういえば、ここは《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》のすぐ正面であったのだ。

「ミ、ミラノ＝マス……？」

「余計な口を叩くな。お前たちは、とっとと帰れ」

　ミラノ＝マスは、周囲の人々に劣おとらず、両目を激情に燃やしていた。

　いや、周囲の人々よりもなお激しく、その目は憎悪に猛たけり狂っていた。

「屋台は俺が片付けておく。自分たちの荷物を持って、今すぐに帰れ。……さもないと、何がどうなっても知らんぞ？」

「いや、ですが……」

「勘かん違ちがいをするな。お前たちのことなど、俺はどうとも思っていない」

　低い声で言い捨てて、ミラノ＝マスは男たちの消えていった北の方角に、憎悪の眼光を差し向けた。

「……俺の親友を殺したのは、あいつだったんだな」

　ほとんど聞き取れないぐらいの声で、ミラノ＝マスは確かにそうつぶやいた。

　そして俺は、ミラノ＝マスのすぐ横にレイト少年がひっそりと立ちつくしていたことに、ようやく気づくことができた。

　レイト少年は、静かに笑っていた。

　普ふ段だんと変わらぬ無邪気な微笑をたたえながら、レイト少年も無言で北の方角を見つめていた。

　その様子からは、何の内心も推おし量はかることはできなかったが――ただ、少年のなめらかな象ぞう牙げ色いろの頬には、透明な涙なみだがとめどもなくあふれていた。




　ザッツ＝スンの死の報せが届いたのは、それから数時間後のことだった。

　三族長の代表としてジェノス城に向かったドンダ＝ルウによって、その報は森辺にもたらされることになった。

　ジェノス城に投獄されたザッツ＝スンは、審問を受けているさなか、夜を待たずに衰弱死してしまったらしい。
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　シムの占星師の託宣通り、凶星は消えてしまったのだ。

　さまざまな運命をねじ曲げて、残された人々を嘲あざ笑わらうかのように、あっさりと。
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「――商団の案内をしていたダリ＝サウティらも、小さからぬ手傷を負ったようです。幸い生命を落とした者はありませんでしたが、その内の二名はしばらく森に出られぬほどの深手であったようですね」

　晩ばん餐さんの後、ルウの集落にて、その報告はガズラン＝ルティムから果たされることになった。

　凶賊の脅きよう威いは、ごく唐突に取り除かれた。しかし、手放しで喜べるような状況ではない。より多くの情報を得るために、俺とアイ＝ファは家に帰らずルウの集落に立ち寄ることを余儀なくされたのだった。

「正確な数はわかりませんが、十頭以上のギバに襲おそいかかられたそうです。おそらくは、ザッツ＝スンとテイ＝スンがその身にギバ寄せの実の汁をあびて、ギバをそこまで導いたのでしょう。……そして、商団の男たちにもギバ寄せの実をぶつけて、ギバの目をそちらに向けさせたわけです」

　まあ、俺が想像していた通りの内容ではあった。

　しかし『贄にえ狩がり』の要領で自らの肉体を餌にして、十頭以上ものギバをおびきよせるだなんて――やっぱり正気の沙さ汰たとは思えない。

「狩人が四人でギバが十頭以上じゃあ、そりゃあ勝ち目なんてあるわけねーよな。死人が出なかっただけ、すげーや」

　ルド＝ルウの相槌に、ガズラン＝ルティムも重々しくうなずき返す。

「それでも、ザッツ＝スンとテイ＝スンの両名を討ち取れなかったことを、ダリ＝サウティは深く悔いているようです。傷が癒えたら必ず謝罪の言葉を述べに来る、とサウティ家からの使者はそのように言っていました」

「そんなのは別にどーでもいいこったろ。ま、あの歩く骸骨みたいなスンの先代家長は森の中でくたばってくれてたほうが面めん倒どうは少なかったかもしれねーけどな」

　広間には、八名の人間が居残っていた。

　俺とアイ＝ファ、ガズラン＝ルティムとルド＝ルウ、ドンダ＝ルウとジザ＝ルウ――それに、ジバ婆ばあさんとミーア・レイ母さんである。

　身体の弱いジバ婆さんがこのような場に居残るのは、非常に珍めずらしい。しかし、ザッツ＝スンの死を知ったジバ婆さんは、自らの意志でこの重苦しい会議への参加を表明してきたのだった。

「一番の問題は、テイ＝スンという男の身み柄がらを押さえられなかったことだろう。その件に関して、ダリ＝サウティは何と言っていたのだ？」

　無言の家長に代わって、ジザ＝ルウがガズラン＝ルティムに問いかけた。

「はい。確かにダリ＝サウティも、包帯で顔を隠した男がテイ＝スンを斬り捨てた姿を見たそうです。胸むなもとを深く斬られたテイ＝スンは、男の外套にしがみついたが、そのまま突き飛ばされて谷底に転落していった、と」

「ふむ。しかし、死んだ姿を見届けていないのならば、まだ生きていると考えるべきだろう。瀕死の人間でも、集落に火をつけたり女衆を害することぐらいは可能であるかもしれないからな。……けっきょく警護の手を完全になくすことはまだできないということか」

　そう言って、ジザ＝ルウは糸のように細い目で俺とアイ＝ファのほうを見た。

「アスタ、貴方あなたは明日も宿場町に下りるつもりなのか？」

「はい、いちおう仕込みの準備だけはしておきました。城の人たちは、相変わらずそれを希望しているそうですからね。……ですが、明日からは今まで以上に慎しん重ちような対応が必要になると思います」

　ザッツ＝スンは、その存在をもって、宿場町の人々にさらなる恐怖と警けい戒かい心しんを与あたえてしまった。許されざるべき罪人が、石の都の欺ぎ瞞まんを弾だん劾がいしてしまったのである。

　あの凶星のごとき男の言葉のすべてが間違っていたとは、俺は思わない。ジェノス城と森辺の関係は、八十年前のそのスタート時から、歪みや欺瞞を内包していたのであろうと思う。

　しかしそれは、ザッツ＝スンの口から語られるべきではなかった。それは、その苦難に耐え忍んできた森辺の民が、自分たちの手で解決していくべき問題であったのだ。

　他者を害し、家に火をつけ、旅人を襲いその富を奪おうとするような大罪人にそのような告発をされたって、人々を怒らせ、恐怖させるだけだろう。だから町の人々は、罪人に罵ば倒とうされたという怒りと、森辺の民たみに対する恐怖心の両方を同時にかきたてられてしまったのだと思う。

　そして、自分たちは森辺の民に対して不当な差別をしているのかもしれない――という疑念を少しでも有している者であれば、いっそうの恐怖を覚えるに違いない。

　やはり森辺の民は、自分たちを恨んでいたのだ、と。

　表面上は大人しくしていても、その内には都の人々に対する憎悪と不満が渦巻いているのだ、と。

　実際には、そんなことはないと思う。良きにつけ悪しきにつけ、森辺の民はジェノスの民に大きな興味や関心を抱いていない。自分たちは己おのれの誇りに殉じゆんじているだけだ、という意識が強いので、不当な差別を受けている、という意識が希薄なのである。

　しかし、ザッツ＝スンの内には怨おん念ねんが渦巻いていた。族長として、城の人間とも接していたゆえなのだろうか。あの男は、怨えん嗟さと屈辱の情念に凝り固まってしまっているように見えた。それが、今日の事態を引き起こす要因となったのだ。

　ジェノスと森辺を繋ぐ縁は、この八十年間で複雑にもつれあい、からみあってしまっている。俺たちが少しずつゆっくりと解きほどこうとしていたその縁の糸に、ザッツ＝スンは妄執の刃やいばを振ふり下ろしてしまったようなものである。

　この状態でのこのこと宿場町に下りるのは、昨日や今日よりも危険な行こう為いであるはずだった。

「ザッツ＝スンは……道を間違えてしまったんだねえ……」

　ジバ婆さんが、ふいにつぶやいた。

　何か口を開きかけていたルド＝ルウやジザ＝ルウも、それで押し黙る。

「きっとザッツ＝スンは、それで一族の誇りが救えると思ったんだろう……あたしたちが八十年前に結んだジェノスとの縁を断ち切って、自由に生きていくことが正しいんだ、と……」

「ふーん？　だけど、森の恵みを荒らすだけ荒らしておいて、肝かん心じんのギバを狩らないんじゃあ、狩人の誇りもへったくれもねーじゃん？」

「でも、ギバが増えて困るのは、森辺の民じゃなくジェノスの民だろう……？　スン家だけじゃなく森辺の民の全員がそんな生活に身を置いたら、ジェノスの田畑はみんなギバに食い潰つぶされちまうだろうからねえ……」

「なるほど。そうして森辺の民の存在がいかに重要なものであるかを、ジェノスに示すということか。やはりザッツ＝スンという男は、許し難がたい恥知らずであったようだな。……まあ、あの男が族長の座に居い座すわり続けたところで、そのような命をきく森辺の民は存在しなかっただろうが」

　ジザ＝ルウは、さしたる関心もなさそうにあっさりとそう言い捨てた。自分であれば、刀を取ってでもそのような命令には従わない、という自負があるのだろう。

　しかし、スン家の人々は、そのありうべからざる命令に従わされていたのだ。

　スン家の次は、スンの眷けん族ぞくであるザザやドムの眷族たち、その次は小さな氏族たち、そうして最後に敵対勢力であるルウの眷族たち――と、ザッツ＝スンは少しずつ森辺を自分の妄念で染めあげようと思っていたのかもしれない。

　そしてジェノスに対しては、文句があるなら狩人としての仕事をすべて放棄してやるぞ、と、田畑の安全を人質にして、対等以上の関係を築こうとしていたのではないだろうか？

　もしもザッツ＝スンが病魔に冒されることなく族長として君臨し続けたら、その影えい響きよう力りよくはどこまで及およんだのか――それは、気軽に笑いとばせるような話ではないはずであった。

「それはあたしもそう思うよ、ジザ……だけど、ジェノスのやり口が完全に正しかったわけでもないだろう……？　森の恵みだけを食べ、森の中だけで生きる……南の黒き森であたしたちは、そんな風に生きてきたんだ……ザッツ＝スンには、そういった暮らしを取り戻すことこそが正しいんだと、そんな風に思えてしまったんじゃないのかねえ……」

「なんかジバ婆はあの骸骨野郎をかばってるみたいなことを言うんだな。まさか、あいつの考えが正しかったとか思ってるわけじゃねーよな？」

　と、ルド＝ルウは少し不安そうな感じで眉まゆをひそめた。

　ジバ婆さんは、重たく垂れ下がったまぶたに半ば隠されてしまった瞳で、その場にいる人間たちをゆっくり見回していく。

「そいつは、あたしのほうこそ聞きたいぐらいだねえ……あんたたちは、ザッツ＝スンの言葉を聞いてどう思ったんだい……？」

　上座で最長老のかたわらに陣じん取どったドンダ＝ルウは、果実酒を一口あおってから、答えた。

「本当にジェノスのやり口が気に食わねえっていうなら、ザザの家長が言うように、このモルガの森を捨てりゃあいいだけのことだ。褒賞金をせしめたあげく、旅人を襲って富を得るなんざあ、狩人のやることじゃねえ」

「……俺も家長と同じ気持ちだ」とジザ＝ルウが言い、ルド＝ルウも「そーだよな。俺もそう思うよ」と同意する。

　ガズラン＝ルティムは、しばし沈思してから答えた。

「しかし、第二の故郷と定めたモルガの森を捨てるというのも、並大抵の話ではありません。西の王国には裏切りの徒として追われる可能性すらありますし、だからといって二度までも仕える神を乗り換かえることなどなおさら許されないでしょう。……ならば私は、あくまでこのモルガの森辺で正しく生きる道を探すべきだと思います」

「相変わらずあんたは堅苦しいなあ。……アスタとアイ＝ファはどうなんだよ？」

　ルド＝ルウに問われて、アイ＝ファはわずかに首を傾げる。

「城の人間たちとどうしても相あい容いれないというのならば、討ち倒すか森を捨てるかしかないだろう。しかし私は、ジバ婆たち先人の定めた掟おきてに従って、可能な限りはこの森辺で生きていきたいと願う」

「あたしもアイ＝ファに賛成だね。町の人間は好かないけど、あたしはここでの暮らしが大好きなんだ」

　ジバ婆さんにつきそったミーア・レイ母さんがそう言うと、ルド＝ルウは「俺だって別にこの森辺を捨てたいわけじゃねーさ」と、ちょっとすねた顔つきになった。

「それじゃあ、アスタは？　まあ、別に聞かなくてもわかってるけどさ」

「うん。俺もみんなと同じ気持ちだよ。……つけ加えるとしたら、やっぱりザッツ＝スンはやり方を間違えたんだと思う。ザッツ＝スンのやり方じゃあ、森辺の民を率いていくことはできなかったっていうことなんだろうね」

「んー？　そいつは親父おやじも言ったことだろ？」

「うん。それにつけ加えて、森の恵みを荒らすって行為もさ。森辺の民は自由に生きるべきって信念で一族を導こうと思ったんなら、それをきちんとみんなに説明すれば良かったのにって思ったんだ。新参者の俺としては、どうして餓うえで死んでまで森の恵みを我慢しなくちゃならないんだっていう気持ちもあったから」

　俺は、正面と右側から、おもいきりにらみつけられることになった。

　すなわち、ルウと我わがファの家長がそれぞれ物ぶつ騒そうな眼光を突つきつけてきたのである。

　俺はとりあえずドンダ＝ルウに向かい、口調も改めることにした。

「そんな俺でも、ザッツ＝スンの言い分にはまったく納なつ得とくできませんでした。それはたぶん、ザッツ＝スンが盗賊まがいのことをしていたから、というだけのことじゃなく、スンの分家の人たちがちっとも幸福そうに見えなかったからだと思うんです。……きっとザッツ＝スンは、恐怖でしか人を縛ることのできない族長だったのでしょう。自分が正しいと思ったから、他者もそれに従わせる。そんなやり方じゃあ、最初の信念がどんなに正しくても、正しい方向には導けない――俺は、そんな風に思いました」

「……ザッツ＝スンの信念は、正しいのか？」

　難しい顔で、アイ＝ファが問うてくる。

　頭痛など起こしてはいないだろうかと心配しつつ、俺は首を振ってみせた。

「いくら不当に差別されていたからって、旅人を襲ったりするのは絶対に間違ってると思う。でも、不当に差別されるのはおかしい、森辺の民はもっと自由であるべきだって思ったんなら、それを家長会議の場とかで心情を述べて、みんなと意見を交かわしたりすれば、正しい道を見つけることもできたかもしれないじゃないか？　そうならなかったことが、俺にはすごく残念に思えたんだよ」

「残念……本当に残念だねえ……」と、ジバ婆さんが低くつぶやく。

「ザッツ＝スンの父親は、たいそう立派な狩人だった……だから、族長筋のガゼやリーマの家が滅んだとき、あたしたちルウの人間も納得してスン家に族長の座を譲ったし、ドムやザザといった荒あらくれ者ものたちもそれに従ったのさ……だけどきっとザッツ＝スンは、自尊心や野心の強さだけを父親から引き継いで、同どう胞ほうを思いやる気持ちなんかは引き継ぐことができなかったんだろう……それは本当に残念な……無念な話だねえ……」

「……俺たちにとって大事なのは、昔話じゃなくこの先のことなんだぜ、最長老」

　ドンダ＝ルウが低く言い、またガズラン＝ルティムに向きなおった。

「サウティの使者が言っていたのは、それだけか？　だったら、ルドたちが町で聞いた話に嘘はなかったってだけのことだな」

「いえ、もう一つ看過できない話がありました。……トトスの引いていた荷車はあらかた崖の下に落ちてしまったのですが、そこからこぼれた荷に袋ぶくろの一つが、ダリ＝サウティの目の前でギバに踏みにじられ、中身をぶちまけていたらしいのです」

「何だ、人間の死骸でも詰つまっていたのか？」

「いえ。荷袋の中身は、ただの砂だったそうです」

　ドンダ＝ルウは、いぶかしそうに眉をひそめる。

「ただの砂なんぞに銅貨を払う人間はいねえだろう。砂によく似た食い物か何かだったんじゃねえのか？」

「私もそのように問うてみたのですが、商団の人間たちはギバが現れるなり荷物やトトスを打ち捨てて刀を抜ぬき、そして果敢に戦い始めたそうなのです。そして、ギバを退け、ザッツ＝スンを捕らえたのちは、崖下に落ちた荷物を気にする風でもなく、意気揚々と町に帰り始めた、と。……もしかしたら、彼らは最初から東の王国に向かうつもりなどなかったのではないでしょうか？」

「……そいつはつまり、どういうこった？」

「はい。彼らはザッツ＝スンをおびきよせるために、商人を装っていただけなのではないかと……カミュア＝ヨシュからは、十八人の商人に五人の護衛役、と聞いていましたが、ダリ＝サウティにはどれが商人でどれが護衛役なのか、それを見極めることもできなかったそうです」

「ふーん、なるほどね。確かにあいつらは、みんな元気に自分たちの足で歩いてたもんな。荷台でうんうんうなってたのは、せいぜい五、六人だったかな。サウティの連中が手傷を負うぐらいのギバの群れだったのに、都の商人なんざがそこまでしぶとく生き残ってるのは不自然だよなー」

　ルド＝ルウの言葉に、ガズラン＝ルティムはまたうなずく。

「しかし」と声をあげたのは、ジザ＝ルウだった。

「森辺の集落を通って東の王国に向かうというのは、二ヶ月がかりの計画という話ではなかったのか？　たとえそれが虚言だったとしても、実際に俺おれたちは二十日以上も前にその話を聞いている。その頃ころにはまだスン家も没ぼつ落らくはしていなかったのだから、話の辻つじ褄つまが合わなくなるではないか」

「はい。私にもそれが腑ふに落ちなかったのですが、もしかしたら、昨日ザッツ＝スンらの逃亡を知ってから、急きゆう遽きよそのような策を練ったのかもしれません。あのカミュア＝ヨシュという人物であれば、それぐらいのことは平気でやってのける気がします」

「いや――」と、俺は声をあげることになった。

　これを言ったら、カミュア＝ヨシュがドンダ＝ルウの怒りを買ってしまうかもしれない。しかし俺は、森辺の民の一員として発言せざるを得なかった。

「むしろ、そのように大がかりな仕事をいきなり変へん更こうするのは不自然ではないでしょうか。それだったら、最初からそれはスン家を陥おとしいれるための罠わなであったと考えるほうが自然であるように思えます。……たぶん、都の人間たちは十年前も森辺の民が商団を襲ったのだ、という確証を得ていたのでしょうから」

「……それはどういうことでしょう？」

　静かだがとても力に満ちたガズラン＝ルティムの視線が飛んでくる。

　その視線を受け止めながら、（そうだったのか……）と、俺は自分自身の想念に打ちのめされてしまっていた。

　カミュア＝ヨシュは最初から、十年前の事件の犯人がスン家である、と疑っていたはずだ。そんなことがわかったところで本質は何も変わらないではないかと、俺は自身の違い和わ感かんや不安感をねじふせようとしていたのだが、それこそが俺の考かんがえ違ちがいだった。

　このような裏があったのだ。

　カミュア＝ヨシュたちは、スン家の襲撃に用心していたのではない。スン家の襲撃を誘発させるためにこそ、このような謀ぼう略りやくを仕し掛かけたのだ。

　えもいわれぬ虚脱感を味わわされつつ、俺は言葉を重ねていく。

「俺とカミュアの共通の知り合いが、十年前のその商団の関係者だったんです。その人は、事件の犯人が森辺の民であるということを確信していました。……俺は今日までその亡なくなった方が商団の関係者であるということを知らなかったのですが、カミュアは最初からそれを知っていたんだと思います」

　そうして俺は、無言で双そう眸ぼうを燃やしているドンダ＝ルウを振り返った。

「ドンダ＝ルウ、覚えていませんか？　二十日以上も前、カミュアがこのルウの集落を訪おとずれた日、その商団について話しましたよね。そのときに、カミュアはすでに森辺の民を疑っているような発言をしていませんでしたっけ？」

「……森辺の民が侮辱された言葉を俺が忘れるとでも思っているのか、小こ僧ぞう？」

「その話なら、俺も覚えている」と、ジザ＝ルウも声をあげた。

「父ドンダは、十年前に森辺を通ろうとした商人たちは全員ギバに殺されたと言った。するとあのカミュア＝ヨシュという男は、本当にギバに殺されたかどうかはわからない、と答えていた」

「すげーな。そんな昔の話、俺はちっとも覚えてねーよ」と、ルド＝ルウが肩かたをすくめる。

　俺も、そんな言葉はすっかり忘れてしまっていた。

　覚えていたところで、今日のこの事態を止められていたわけではないだろうが――それでも、自分の迂う闊かつさが呪わしい。

「きっとスン家は、十年前にも同じ方法で商団を襲ったのでしょう。今回だって、本来であれば成功していたはずです。……相手が本当に無力な商人たちであったら、の話ですが」

　だけど、荷車を引いていたのは商人などではなかった。きっと全員が荒事の専門家――《守護人》か何かであったのだろう。

　そして、荷車の中身もシムで売る商品などではなく、ただの砂袋だった。すべてがスン家を陥れるための謀略であったのだ。

「そもそも、現在のスン家で身動きが取れるのはザッツ＝スンとテイ＝スンの二名だけだったのですから、普ふ通つうに考えたら商団を襲う力などはありませんよね？　だから、ザッツ＝スンたちをおびきよせるために急遽このような策を練ったというのは、なおさら不自然だと思います。むしろ、二ヶ月がかりでこのような策を練った彼らにとっては、スン家が失しつ脚きやくしてしまったことのほうが、想定外の出来事だったのではないでしょうか？」

「なるほど……」と、ガズラン＝ルティムが低くつぶやく他は、みな無言だった。他者を陥れるためにそこまで入り組んだ策略を練る、などというのは、森辺の民にとって理解の範はん疇ちゆう外がいなのだろう。

「家長会議であのような事態になっていなければ、今でもスン家は族長筋として森辺に君臨していたはずです。十年前と同じような仕事をもちかければ、同じように商団を襲ってくる。そのような見込みで、彼らは策を練ったのではないのでしょうかね。だから本当は、森辺の民が先んじてスン家を失脚させたことに、手ひどい肩すかしを食わされたような心地ここちであったのかもしれません。……それでも今さら商団の話をなかったことにはできませんし、大罪人たるザッツ＝スンらが玉砕覚かく悟ごで現れる可能性もゼロではなかったので、そのまま敢かん行こうしたのではないでしょうか」

「しかしそれは、いったい誰の意志に基づいた策略であったのでしょう？　これまでスン家の無法を適当にやりすごしてきたジェノスの領主が、いきなり断罪の刃をふるってきた、ということになるのでしょうか」

　ガズラン＝ルティムの差し迫った声に、俺は首を振ってみせる。

「そこまではわかりません。……でも少なくとも、カミュアが独断でこれほど大きな罠を仕掛けるのは難しいと思います。スン家に仕事を依頼するには城を通す必要があるはずなので、それではジェノスの領主をもあざむくことになってしまいますからね。それなら、最初からジェノスの領主とも何らかの協力態勢はあったと考えるべきではないでしょうか」

　ジェノスの領主が立案し、カミュア＝ヨシュに実行を頼たのんだのか。

　それともカミュア＝ヨシュの立案に、ジェノスの領主が協力したのか。

　どの道、ジェノスの領主が無関係、ということはないだろう。

「……それが城の人間のやり口ってわけか」

　と――ドンダ＝ルウが、その目をいよいよ炎のように燃えさからせる。

「都の連中は、スン家の凶賊を捕らえたいがために、俺たちを騙したのか？　連中が最初から話を通していれば、サウティの男衆もむざむざとやられはしなかったはずだ」

「それは――難しいところですね。ダリ＝サウティは、案内役に徹してほしいとカミュア＝ヨシュから願われていました。それでも自らギバに立ち向かったのは、他ならぬダリ＝サウティ自身の意志です」

　冷静に応じるガズラン＝ルティムに、ドンダ＝ルウは野獣のごとき双眸を向ける。

「しかし、サウティの男衆はそいつらが無力な商人だと思っていたからこそ、刀を取ったんじゃねえのか？　そいつらが全員、都の兵士だか何だかだということを知らされていれば、話は全然違っていただろうさ。……そしてあの連中は、サウティの男衆が全員で警護をするという話も断っていたんだったな？」

「……はい」

「しかも連中は、いまだにファの家が商売を休むことを許そうとしない。それだって、殺しそこなったテイ＝スンとかいう男をおびきよせたいからなんじゃねえのか？　……あいつらの言うことは、何もかもが嘘っぱちだ。ここまで本心をさらそうとしない連中を、俺たちは何をもって信じりゃいいってんだ？」

　ドンダ＝ルウの手が、果実酒の土ど瓶びんを握り潰つぶした。

　わずかに残っていた赤い液体が、その指先と床ゆかの敷しき物ものを濡らす。

「ドンダ＝ルウ――いえ、ルウの家長にして森辺の族長よ、どうぞ短たん慮りよだけはおつつしみください。族長の行動如何いかんによって、森辺の行く末は定まってしまうのです」

「そんなことは言われるまでもねえ。ただし、民を導くべき族長は、俺と、グラフ＝ザザと、ダリ＝サウティだ。ジェノスから言い渡された残り八日間で、俺たちは民に指し示すべき道を決する」

　あの、家長会議の夜にも劣らぬ勢いで、ドンダ＝ルウは激情の塊と化してしまっていた。

「ドンダ＝ルウ、俺からも一言だけいいですか？　俺も城の人間のやり口には納得いきませんが、それでも一つだけ――さっきドンダ＝ルウは、カミュアに侮辱されたと言いましたよね？　その点に関して、今はどのように思っているのでしょう？」

　ドンダ＝ルウの青く燃える双眸が、ガズラン＝ルティムから俺のほうに差し向けられる。

　俺は生唾を呑のみ下し、呼吸を整えてから、言葉を重ねた。

「二十日前におけるカミュアの言葉は真実でした。その上で、彼は森辺の民を挑ちよう発はつしたか――あるいは警告を与えていたのかもしれません。このままだと、自分たちが先にスン家を裁いてしまうぞ、と。……だけど、ドンダ＝ルウはカミュアの言葉を聞いたとき、森辺の民がそんな盗賊まがいのことをするわけがないと思い、侮辱された、と感じたのですよね？」

「……だったら、何だっていうんだ？」

「だったら、その際のドンダ＝ルウの信しん頼らいを裏切り、森辺の民としての誇りを傷つけたのは、カミュアではなくザッツ＝スンだ、ということになりませんか？」

「アスタ、貴方はこの期に及んでもまだあの男をかばおうという心づもりなのか？」

　ガズラン＝ルティムとは違う意味で熱することのないジザ＝ルウの声が、俺にいっそうの冷ひや汗あせをかかせる。

　それでも俺は、言わずにはいられなかった。

「彼をかばっているつもりはありません。だけど、ザッツ＝スンがそこまでの罪を犯していた、ということに、俺たちは気づくことができませんでした。ザッツ＝スンをこれまで野放しにしてきたという罪は、城の人間と森辺の民の双方に責任があることなのではないでしょうか？」

「……我々と城の人間が、同類だと？」

「そんなことは言っていません。でも、今日のような事態を招いてしまったのは、誰に、どれぐらいの非があったのか、それはしっかりと見極める必要があると思います。……十年前の事件に限って言えば、ザッツ＝スンによって害されたのは、森辺の民でも城の人間でもなく、町の人々なんです。その非はすべて城の人間にある、と言いきれますか？」

　町の人間など知ったことか！　……という言葉が返ってきていたら、もしかしたら俺は森辺の民としてのアイデンティティを壊されていたかもしれない。

　しかしジザ＝ルウは、小さく首を横に振ってから、こう言った。

「俺たちがこれまでスン家を裁けなかったのは、やつらが罪を犯したという確かな証あかしを手にしていなかったからだ。その証を手にしながらスン家を裁かなかった城の人間たちとは一いつ緒しよにしてほしくない、というのが俺の偽いつわらざる本心だ」

「ええ、ですから――」

「わかっている。族長筋を腐らせてしまったのは、それを裁くことのできなかった我々の罪――それは、家長ドンダの言葉でもあるからな。しかし、それでも言わせてもらおう。少なくともこの俺は、城の人間を信用することはできそうにない」

　そう言って、ジザ＝ルウは糸のように細い目を父親に向ける。

　ドンダ＝ルウは、さきほどからずっと俺の姿をにらみつけたままだった。

「……貴様の言い分はわかった。それも踏まえた上で、俺たちは今後の道を決する」

　それだけ言って、ドンダ＝ルウは押おし黙り、重苦しい沈ちん黙もくが広間にたちこめる。

　やがて――その中に、ジバ婆さんの悲しみに満ちた声が響いた。

「……あたしたちがもっとしっかりジェノスとの縁えんを結ぶことができていたら、こんなことにはならなかったんだろうねえ……」

　とたんにアイ＝ファは、「それは違う！」と、いきりたった。

「ジバ婆たち先人が苦難の道を切り開いてくれたからこそ、今の私たちがあるのだ！　今の苦難を切り開くのは、今を生きる人間たちの仕事であろう！　……そして、今もそうしてともに苦しんでくれているジバ婆だって、今を生きる人間の一人なのだ。ジバ婆がそのような形で嘆き悲しむのは、きっと正しくないことだと思う」

「……そうだねえ……嘆き悲しむよりも、先にやることがあるんだろうねえ……」

　ジバ婆さんのしわくちゃの顔が、たぶんやわらかく微笑ほほえんだ。

「ありがとう、アイ＝ファ……婆はまた昔の思い出にばっかりとらわれてしまうところだったよ……」

　アイ＝ファは怒った顔つきのまま、ぷいっとそっぽを向いてしまった。

　が、その方向には俺がいたので、ばっちり視線がぶつかってしまう。

「……何を見ている」

「家長を見ています」

　薄暗がりの中でアイ＝ファは頬ほおを赤くして、俺の頭をひっぱたいてきた。

　夜半にまで及んだ緊急会議は、それでひとまず終しゆう了りようすることになった。
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　その後、俺たちはファの家に帰る前に、ルウの集落に集められたヤミル＝レイたちとも言葉を交わしていくことにした。

　正確には、それを希望したガズラン＝ルティムに便乗することにしたのだ。

　かがり火の焚たかれた大広場を横断し、かつては俺たちが宿泊用として借り受けていた空き家に向かう。そこを守っていたのは、分家の若き家長シン＝ルウであった。

「中の者たちとしばし言葉を交わさせていただきます。ドンダ＝ルウには許しをもらっておりますので」

　ガズラン＝ルティムの言葉にうなずき、シン＝ルウはその家の扉とびらを叩いた。

「シン＝ルウだ。ルティムとファの家の者たちが面会を求めている。了りよう承しようするなら、開けてくれ」

　しばし迷うような沈黙の後、戸板は内側から引き開けられた。

　中から顔を出だしたのはヤミル＝レイで、彼かの女じよが姿を現した瞬間、強い香こう草そうの香かおりがすごい勢いで俺の鼻に突き刺さってきた。

「私たちに、何の用なのかしら？　……ついにテイ＝スンの亡なき骸がらが発見されたの？」

「いえ。スンの本家について、少々話を聞かせていただきたいだけです」

　ヤミル＝レイは小さく息をつきつつ、すうっと引き下がった。

　俺たちは順々に歩を進め、外に残ったシン＝ルウが戸板を閉めてくれる。

「なあんだ、アンタたちか」と、少し懐なつかしいキイキイ声が、薄暗がりに響ひびきわたった。その空き家には、それぞれ新しい家に送られたスン本家の人々が、再集結させられてしまっているのだ。

　レイ家の家人となったヤミル＝レイ、ルティム家の家人となったオウラとツヴァイ、そして、ルウ家の家人となったミダである。

「夜分遅くに申し訳ない。少し言葉を交わしたいだけなので、長居はしないと約束します」

　ガズラン＝ルティムとアイ＝ファが革の履き物を脱いでいる間、俺は数日ぶりに見る彼かれらの様子を観察してみた。

　オウラとツヴァイは、向かって右手側の壁かべぎわに座り込み、ぴったり寄り添いあっている。俺たちを出で迎むかえてくれたヤミル＝レイは、しなやかな足取りで逆側の壁ぎわに向かい、そこに腰こしを落ち着ける。そして、俺たちから見て正面の壁ぎわのど真ん中に、小山のごとき肉につ塊かいミダが、ででんと鎮座ましましていた。

「いったい何なのサ？　アタシたちの知ってることは、何から何まで話したはずだヨ。……それに、先代家長がくたばったんなら、もう何も心配することもないはずじゃないか？」

　年ねん齢れい以上に小さくて、タマネギのように頭をひっつめたツヴァイが、また小鳥のさえずりのように甲かん高だかい声をあげる。だけど何だか、彼女は最後に見たときよりも、ずいぶん元気がないように見えた。

　他の人々もそれは同様で、オウラは娘むすめの細っこい肩を抱きながら静かに目を伏ふせており、ヤミル＝レイは少し自じ堕だ落らくな感じで壁に身体をあずけており、そしてミダは――この規格外の大男だけは今一つ内心がうかがえず、ただその異様に小さく見える目で、じーっと俺のほうを見つめてきているような気がした。

「ザッツ＝スンは確かに生命を失ったようですが、テイ＝スンの行方はまだ知れぬままです。あの男衆がどのような人物であるのか、それをもうひとたび聞かせてほしいのです」

　ガズラン＝ルティムは、三方に散った彼らを均等に見渡せる場所まで歩を進め、そこに腰を下ろした。俺とアイ＝ファは、その頼もしい背中のやや後方に陣取らせていただく。

「だからさあ、それも散々、話したことじゃん！　テイ爺じいは、先代家長のそばにいすぎて、自分では何も考えられない腑抜けになっちまったんだヨ！　命令されれば何でもするけど、放っておかれたら何もできない、泥でできた人形みたいな人間なんだヨ！」

　ヒステリックに、ツヴァイがわめく。

　だけどそのテイ＝スンもザッツ＝スンも、彼女にとっては等しく血を分けた「祖父」であるのだ。その二名が森辺の集落を出しゆつ奔ぽんして、凶きよう賊ぞくと成り果てた。血の繋つながりを重んじるならば、一番複雑な心情を得る羽目になるのは彼女であろう。

「ツヴァイの言う通りです……父テイは、若き頃から先代家長の側近としてそばに仕えておりましたので、誰よりも早く魂を腐らされることになったのでしょう。それゆえに、本家の人間が何も命じなければ、自分の意志で悪行を為なすこともないはずですが……」

　ツヴァイの母にして家長ズーロの嫁よめであったオウラが、抑揚のない声でそう言った。父親と同じようにどろりと濁にごっていたその瞳ひとみは、人間らしい悲しみを強くたたえて、何もない床の敷物を見つめている。

「あなたたちの言葉を疑っているわけではありません。しかし、たとえばテイ＝スンが生前のザッツ＝スンに何か命令を託されていたとしたら、どうでしょう？　ザッツ＝スンが死した後も、彼はその命令に従うものでありましょうか？」

「さあ……先代家長の死を知れば、あるいはその命令を捨てることもあるかもしれません。ですが、そのようなことを案ずるまでもなく……父テイも、すでに生命を落としているのではないのですか？」

「わかりません。けっきょくその亡骸は発見できていないので、こちらも生きているものとして対処するしかないのです」

　きっとガズラン＝ルティムも、己の心情を殺して、遺族たちにこのような問いを投げかけているのだろう。縁を絶たれた彼女たちが「父」や「爺」といった言葉を使っても、とがめる様子はない。

　形式上は縁を絶たれても、テイ＝スンが彼らの血族であったという事実に変わりはないのだ。特に血の近いオウラとツヴァイの力ない様子に、俺の気持ちは重くなる一方だった。

　そのとき、「……ああ……！」と、ミダがいきなり間延びした大声をほとばしらせた。

「あなたは、美味しい食事を作れる男衆だね……あなたは、ミダを叱った女衆だね……どうしてあなたたちが、ここにいるの……？」

　俺はがっくりとくずおれそうになった。

　が、我が親愛なる家長殿は、片かた膝ひざあぐらをかいたまま、平気な顔でミダを見返した。

「今ごろ気づいたのか。ずいぶんお粗末な頭をしているのだな、お前は。……しかし、相変わらずのようで何よりだ」

「うん……ねえ、どうしてあなたたちがここにいるの……？　あなたを見ていると、ミダはおなかが空いちゃうんだよ……？」

　その「あなた」というのは、たぶん俺のことなのだろう。あまりありがたくない条件反射である。

「俺たちもテイ＝スンについて話を聞きにきたんですよ。……ミダはテイ＝スンのことをどんな風に思っていたんですか？」

「テイ＝スンは……好きだったよ……？　ヤミルとオウラとツヴァイの次に、好きだったよ……？」

「うっさいよ、バカ！」と、ツヴァイがまたわめく。

「だから……ヤミルとオウラとツヴァイにまた会えたのは嬉うれしいけど、テイ＝スンが死んじゃうと悲しいんだよ……？　テイ＝スンはどこに行っちゃったんだろう……」

「おい、泣くなよ？」

　アイ＝ファが鋭く声をあげると、ふるふると震えそうになっていたミダの動きが、ぴたりと止まった。

「ミダは、泣かないんだよ……だから、叱らないでほしいんだよ……？」

「泣かないなら、叱らん」と、アイ＝ファが仏ぶつ頂ちよう面づらで応じると、今まで沈黙を守っていたヤミル＝レイがつくりものっぽい笑い声をあげた。

「あなたはもうミダに言うことをきかせることができるのね、ファの家長アイ＝ファ。あなただったら、動物と言葉を交わすこともできるのじゃないかしら」

「かつて弟であった人間を動物扱あつかいするのか、お前は？　憎にくまれ口ぐちもほどほどにするがいい。……それに、どうしてお前はそのように香草の匂においを撒き散らしているのだ？　だんだん鼻が痛くなってきたぞ、私は」

「文句だったら、あなたのかたわらにいる男衆につけてくれないかしら？　特にその立派な体格をしたルティムの長ちよう兄けいのほうにね」

　と、ヤミル＝レイは投げやりな感じで肩をすくめる。

　当然のこと、ガズラン＝ルティムは「私が何か？」と目を丸くした。

「あなたの愉ゆ快かいな父親が、レイの家長におかしな話を吹きこんだせいよ。わたしにはギバの血の臭においがこびりついているから、それを何とかしないと嫁の貰い手もないぞ、とか言ってねえ。……おかげで、水浴びのたびにリーロの葉の汁を肌はだにすりこむよう、レイの家長に命じられてしまったのよ」

　そして、ヤミル＝レイはこまかく編みこんだ褐かつ色しよくの髪かみをかきあげつつ、冷ややかな目で俺のこともにらみつけてくる。

「その臭いにはアスタも気づいているはずだとか聞いたもんだから、余計に拍車がかかってしまったのよ。鼻がおかしくなりそうなのは、わたしのほうだわ。……アスタは本当に、わたしの身体からそんな臭いを感じていたの？」

「ええ、まあ、はい……職業柄がら、匂いには敏感なもので」

「……ふうん」と、ヤミル＝レイは髪をかきあげた体勢のまま、俺の顔をにらみ続けた。その高慢かつ傲ごう岸がんな目つきに、アイ＝ファは苛いら立だしげな声をあげる。

「レイの家長とこうして引ひき離はなされてもそのような約定を守り続けるとは、意外に律儀な女衆なのだな。レイの名を授さずかり嫁の先まで世話をしてもらえるならば、お前の澱よどんだ心も少しは晴れるということか」

「誰だれにも逆らうなと命じたのはあなたたちのほうでしょう？　約定を守って文句を言われる筋合いはないわ。それに、女狩人かりうどなんかに嫁がどうこうとか言われたくはないわねえ」

　何やら不ふ穏おんな雰ふん囲い気きである。

　それを仲裁してくれたのは、頼もしきガズラン＝ルティムだった。

「それよりも、ヤミル＝レイ。あなたはテイ＝スンのことをどう思いますか？　彼がもしも生きながらえていたとしたら、いったいどのような行動をとるのが、もっとも相応ふさわしいでしょう？」

「そんなこと、本人以外にはわからないわよ。……ただ、テイ＝スンのことをただの分家の男衆と思っていたら、きっと痛い目を見るわよ？」

「それはどういう意味でしょう？」

「テイ＝スンは、分家どころか本家の誰よりも先代家長と長い時間をともに過ごし、念入りに魂を腐らせてきた、ということよ。……どうしてあのテイ＝スンが常にわたしやディガたちのそばにはべっていたか、あなたたちにわかる？」

　当然そのようなことは誰にも知り得なかったので、ガズラン＝ルティムも俺もアイ＝ファも、沈黙をもって応えるしかなかった。

　ヤミル＝レイは、かつての冷酷さをほんの少しだけ漂わせつつ、面白おもしろくもなさそうに唇くちびるを吊つり上あげる。

「それが先代家長の命令だったからよ。家長ズーロの怠たい惰だな気き性しように見切りをつけた先代家長は、次なる家長を誰に定めるべきかを見極めるために、わたしたちの動向を探らせていたのだわ。……わたしたちの命令には絶対に逆らわぬよう申しつけられつつ、その実、あの男は先代家長の目となってわたしたちを見張っていたのよ」

「……それでは、女衆であるあなたが家長になる可能性もありえたわけですか？」

「可能性どころか、あのままいけばわたしが家長になっていたでしょうね。名目上は、わたしの婿むことなる男衆に家長と族長の名が与えられたのでしょうけど……とにかくディガやドッドには一族を率いる資質なんてこれっぽっちもなかったんだから、ザッツ＝スンはわたしとその伴はん侶りよを族長にまつりあげるつもりであったはずよ」

　それは、俺にとっても衝撃の新事実だった。

　もしもそのような未来が実現されていたら、いったいスン家はどのようになってしまっていたのだろう。病床にあってもスン家を支配しようとしていたザッツ＝スンが、ひそかにスン家の滅ほろびを願っていたヤミル＝レイに家長の座を与あたえていたら――

　俺は首を振り、そんな不毛な想念を早々に打ち払うことにした。

　どんなに考えても、明るい未来などは想像できそうにない。ザッツ＝スンさえ他界してしまえばその限りではないが、そうでなければ、ヤミル＝レイの背せ負おわされる業はいよいよ重く深いものに成り果てていただろう。

「それぐらい、テイ＝スンという男はザッツ＝スンにとって従順な下僕であったのよ。ザッツ＝スンが病で動けなくなった後は、それこそ手足のように働かされていたわ。……だから、テイ＝スンがもしも生きているのならば、決してわたしには近づけないことね。もしもザッツ＝スンがスン家の血をのこすべし、などという命令をテイ＝スンに下していたら、あの男は家長ズーロでも長兄であったディガでもなく、このわたしを救おうと考えるはずだわ」

「……テイ＝スンという人物がそこまでザッツ＝スンと関わりが深かったという話は初耳ですね。あなたが次なる家長と目されていた、という話もですが」

　ガズラン＝ルティムの言葉に、ヤミル＝レイはいっそう唇を吊り上げる。

「話す必要もないと思っていたから、黙っていただけよ。それが気に食わないのなら、好きなように処断してちょうだい。レイ家なんかではなく、恥をかかされて猛り狂っているジーン家やドム家に身み柄がらを預ける、なんていうのはどうかしら？」

「いや、待ってください、ガズラン＝ルティム――」

　俺は慌あわてて声をあげる羽目になった。

　己おのれの保身を考えて、そのような真似まねをするヤミル＝レイとは思えない。それはきっと、テイ＝スンのために口をつぐんでいたのだろう。あのままザッツ＝スンがきちんと処断されていれば、テイ＝スンの魂も解放されたのだろうから、と。

　しかし、俺が言葉を重ねるよりも早く、ガズラン＝ルティムに目で制されてしまった。

「べつだん、あなたを責めるつもりはありません。その話を聞かされていようがいまいが、病びよう魔まに冒おかされていたザッツ＝スンが自力で逃亡をはかることなど誰にも想定できていなかったのですから、結果は変わらなかったでしょう。それに、ザッツ＝スンがあなたを後継者と見なしていたところで、それはザッツ＝スンの意志であるに過ぎず、あなたの罪が重くなるとも思えません」

　ヤミル＝レイは冷淡な微び笑しようをひっこめ、今度はガズラン＝ルティムのほうが穏おだやかな微笑を浮うかべた。

「そして、あなたはすでにレイ家の人間なのです。あなたの身柄をドムやジーンに移すなど、ラウ＝レイはきっと許さないはずです。……ヤミル＝レイ、ザッツ＝スンはこの世からいなくなったのですから、あなたももう彼の呪縛から解き放たれるべきです」

「……そんな簡単にあの男のことを忘れられれば苦労はないわ」

　そう言ってヤミル＝レイは深くうつむき、長い髪でその表情を隠かくしてしまった。

「テイ＝スンだって、それはわたしと一緒のはず。……だけど、もしもザッツ＝スンが何の命令も残さずに死んだのなら、ようやくテイ＝スンも自分の意志に殉ずることができるでしょうね」

「自分の意志？」

「……早く誰かに滅ぼされたい、という意志よ」

　重苦しい静寂が広間に落ちた。

　オウラはひたすら悲しそうに床を見つめており、ツヴァイはそれを力づけるように、ぎゅうっと取りすがっている。ミダは変わらずぼけっとした顔でみなの様子を見回しており、アイ＝ファは無言の仏頂面だ。

　ガズラン＝ルティムはしばらくヤミル＝レイの力ない姿を見つめてから、おもむろに立ち上がった。

「どうも長々と失礼しました。……あなたたちは、それほど遠くない日に、それぞれの家に戻されるでしょう。それまでは窮きゆう屈くつな思いをさせてしまいますが、今後も森辺の民たみとして正しく生きられるよう心がけてください」

　返事をする者はいない。

　俺とアイ＝ファも、ガズラン＝ルティムにならって腰を上げた。

「もう行っちゃうの……？　ねえ、ミダはあなたたちの名前を知らないんだよ……？」

　と、そこでミダがいきなり声をあげ、背を向けかけていたアイ＝ファはけげんそうにそちらを振ふり返かえる。

「顔を覚えられない人間が、名前を聞いて覚えられるのか？」

「名前を知らないから、顔も忘れちゃうんだよ……？　ミダは、ルウの家人のミダなんだよ……？」

「こちらはお前を忘れたりはしておらんわ。……私はファの家の家長、アイ＝ファだ」

「俺はファの家の家人、アスタです」

「ありがとう……ミダは、アイ＝ファとアスタにもまた会いたいんだよ……？」

「縁があれば、また会うこともあるだろう」

　毛皮のマントをひるがえし、今度こそアイ＝ファはミダに背を向けた。

　その背に、ミダがおずおずと声をかける。

「アイ＝ファ……アスタ……テイ＝スンを見つけても、殺さないでね……？　テイ＝スンは、本当は優やさしいおじいちゃんなんだよ……？」
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　ルウの集落に居残るガズラン＝ルティムに別れを告げて、俺たちは夜よ闇やみに支配された森辺の道に足を踏ふみ出した。

　たっぷりと獣じゆう脂し蝋ろう燭そくを補充した燭しよく台だいを一つずつ借り受けたが、俺にとっては初めての夜道の強行軍である。夜間においてはギーズやムントに注意すべし、というのはファの家に住みついてすぐに習った事じ項こうではあるが、何をどう気をつければいいのかもわからない。

「私から離れるなよ、アスタ。それさえ守れば、何も危険なことはない」

　そんな風に言いながら、アイ＝ファの声ももちろん張り詰めている。

　油断しなければ危険はない。裏を返せば、油断をすれば危険である、ということだ。ミーア・レイ母さんなどはルウの集落で休んでいくよう最後まで進言してくれていたのだが、空き家が使えないのならばそれには及ばない、とアイ＝ファは固辞してしまったのだった。

　幸いなことに、俺も暗所は高所ほど苦手ではなかったので、初めて吊り橋を渡ったときのようにぶざまな姿をさらすことはなかった。しかし、不気味なことは不気味だ。

　街灯などが存在しないのはもちろん、左右を森にはさまれているので、月明かりもほとんど届かない。もしも燭台の火を失ってしまったら、それこそ一寸先も見通せないほどに濃密な夜闇なのである。かたわらにアイ＝ファがいなかったら、ここまで堂々と足は進められなかっただろうなと思う。

「……今日はとてつもない一日であったな」

　歩きながら、アイ＝ファが低くつぶやいた。

「ザッツ＝スンが捕らわれて、死んだ。……言ってみればそれだけの話であるのに、家長会議の夜と同じぐらいに危あやうい状じよう況きようであると感じられてならない」

「ああ。良くも悪くも、あれこそが森辺の族長ってやつなんだろう。病で弱るまでは、ドンダ＝ルウにも負けないぐらい猛烈な人間だったんじゃないのかな」

　そんな男が、最後にすべての力を振り絞って、この世界に呪いを撒き散らしていったのだ。このような世界は滅んでしまえ、と。

　その凶星の消滅から生じたブラックホールのような深しん淵えんに呑み込まれてしまわないように、俺たちも全力で抗あらがわなくてはならないのだろう。

「明日からの商売はどうなるのであろうな」

「うーん……それはもう町に下りてみないとわからないなあ。今度ばっかりは下手へたを打つと何もかもが台無しになってしまうだろうから、城の人間が何と言おうと、休むべきだと思ったらきっちり休むべきだと思うよ」

「……それが私たちへの試練なのだな」

　真まっ直すぐに闇の先を見つめながら、アイ＝ファはそう言った。

「これまでに町の人間たちと正しい縁を結ぶことのできなかった私たちの……そして、スン家の堕だ落らくを見過ごしてきてしまった私たちの、打ち破らねばならぬ試練なのだろう」

「うん。そうなんだろうと思う」

　そんな風に、ぽつりぽつりと言葉を交わして歩いていく内に、夜闇に対する不安や恐怖は薄らいでいった。

　しかし、アイ＝ファのほうはしっかりと警けい戒かいしていたのだろう。ファの家まであと三十分ほど、という頃ころ合あいで、アイ＝ファはふいに立ち止まり、俺の手に自分の分の燭台を託してきた。

　そして、刀の柄つかに手をかけて、左の方向に向きなおる。

「何者だ。出てこい」

　ギーズやムントではなく、人間なのか。

　たちまち俺も緊きん張ちようして、そちらのほうに燭台の火をつきつける。

　俺たちを待ち伏せしようなどと考える人間は、そんなにいない。だからやっぱり、夜闇の向こうからゆらりと幽ゆう鬼きのように現れたのは、灰色の髪をした森辺の男衆だった。

「テイ＝スン……」

　強い血の臭いと、ギバ寄せの実の香りが、とたんに俺の鼻腔を刺激してくる。

　テイ＝スンが、木立の間に立ちつくしていた。

　やはりテイ＝スンは、生きながらえていたのだ。

　しかし、テイ＝スンがその身に受けたという刀傷を確かく認にんすることはできなかった。テイ＝スンは、なぜか狩人の衣ではなく、町の人間が使う革の長マントでその身体をすっぽり包み隠していたのだった。

　もしかしたら、それはダバッグのハーンから奪い取ったものなのかもしれない。テイ＝スンはたしか崖から落ちる前にあの包帯男のマントにつかみかかっていた、とガズラン＝ルティムが語っていた気がする。

　何にせよ、テイ＝スンはそこにそうしてマント姿で立ちつくしていた。灰色の髪に、灰色の髭ひげ、黒みがかった青色の瞳は死んだ魚のようにどろりと濁っており、老いたその顔には一いつ切さいの感情がなく――そして、マントの合わせ目からのぞくその右手には、鋼の小刀が握りしめられている。

「ふん……先代家長ザッツ＝スンは、ルウではなくファの人間の首を所しよ望もうしたのか？　まあ、町などに下りられるよりは手間も少ない」

　それと相対するアイ＝ファのほうは強烈に両目を燃やしつつ、それでもその表情は落ち着いたままだった。

「しかし、お前も狩人ならばわかるだろう。今のお前に私たちを害する力はない。わずかでも森辺の民としての誇ほこりが残っているならば、刀を捨ててその身を預けろ」

「刀は、捨てます。……しかし、それは今ではありません」

　以前に聞いたときと何も変わらない、感情の欠落した声。

　本当にこの男は、致命傷にもなりうるような斬撃を受け、崖から転落したのであろうか。何もかもが、以前のままだ。

　だが――テイ＝スンの纏まとった革マントに、返り血の跡あとは見られなかった。そうであるにも拘かかわらず、テイ＝スンの肉体からは強い血の臭いが感じられる。もしかしたら、そのマントの下は血みどろなのかもしれない。

「ファの家長アイ＝ファに、ファの家人アスタよ。わたしがあなたたちの前に姿を現したのは、あなたたちを害するためではない。あなたたちに、頼みたいことがあったからです」

「頼みたいこと？」

「はい。そのために、わたしはこの場であなたたちを待っていました。いや、ファの家にはドムの男衆の姿しかなかったので、わたしもルウの集落に向かうところであったのです。ルウの集落ではあなたたちに近づくことも難しかったろうから、このような場で出会えたのは、私にとって僥ぎよう倖こうでありました」

「お前はそのようによく口の回る男衆であったかな。存外に力は残っているようではないか」

「そんなことはありません。わたしの生命はまもなく尽きます。だからその前に、最後の仕事を果たしたいのです」

「待て。その前に一つ聞いておこう。お前は先代家長ザッツ＝スンの死をすでに知り得ているのか？」

　テイ＝スンは、人形のように、こくりとうなずいた。

「知っています。ドムの男衆が大声でそのように話していました。だからわたしは、なおさらあなたたちに会わねばと考えたのです」

「ふん。了承した。ならば、その願いとやらを言ってみよ」

　そうして放たれたテイ＝スンの言葉は、俺おれの予想をはるかに超越してとんでもなかった。

「あなたの作った料理を食べさせてほしいのです、アスタ」

　テイ＝スンは機械仕掛けのように無機質な声で、そう言ったのである。

「俺の料理？　……ど、どうしてそのようなものが食べたいのですか？」

「あなたはその料理で森辺に豊かさをもたらし、なおかつジェノスとの縁を正しい方向に導こうとしていると聞きました。そのようなことが本当に可能であるか、それをこの身に刻み込んでから、わたしは死にたいのです」

「だけど、そんなこと……」

「その願いをかなえてくれるのならば、わたしは刀を捨て、あなたたちの言に従いましょう。そして、最後に残されたわずかばかりの時間を同どう胞ほうのために捧ささげると誓います」

　言っている内容は、森辺の民に相応しいものであったかもしれない。

　しかし――その声には、やっぱりひとかけらの人間味も感じられなかった。

　その暗い碧へき眼がんはどんよりと濁っており、血の気を失った顔にも表情はない。スンの分家の人々が弱々しいながらも人間らしい眼まな差ざしや情感を取とり戻もどした今もなお、テイ＝スンはテイ＝スンのままだった。

「わたしも家長会議の夜、あなたの料理を賜たまわる機会を得ました。しかし、あの夜は漫まん然ぜんと食してしまったため、あなたの力を十分に感じ取ることができませんでした。……わたしはあなたの力を知り、自分の行いがすべて間ま違ちがっていたということを確信してから、死にたいのです」

「……ならば、ルウの集落に引き返すべきであろうな。ドムよりはルウのほうがまだしも話は通じるであろう」

　アイ＝ファが静かに応じると、テイ＝スンは「いえ」と首を振った。

「ルウの家長は、決してわたしを許さないでしょう。無理を通せば、ファとルウの絆きずなが壊れます。……それにわたしは、ジェノスの町を自分の死に場所と定めています」

「なに？」と、アイ＝ファは物ぶつ騒そうな感じに目を細めた。

　テイ＝スンは、同じ調子で言葉を重ねる。

「明日の中天に、あなたの店を訪れます。そこであなたの料理を食べさせてください、ファの家のアスタ」

「馬ば鹿かを言うな！　深手を負ったお前が宿場町などに下りられるものか！　アスタのもとにたどりつく前に、森辺の男衆か衛兵に捕らわれるだけだ！」

「大だい丈じよう夫ぶです。この格好であれば、少なくとも衛兵たちにはあやしまれずに町を歩くこともできるでしょう」

　そう言って、テイ＝スンは革マントのフードを深々と引き下ろした。

　確かにまあ、誇り高き森辺の民が町の人間に扮ふんするなど、なかなか想像できるものではない。

　しかし、そのようなことは問題ではなかった。

「何を企んでいるのだ、お前は？　そのようにあやしげな願いに応じることはできん」

　柄をつかむ指先に力を込め、アイ＝ファはぐっと腰を落とした。

　しかし、テイ＝スンはぴくりとも動かない。

「それならば、この場でわたしを斬り捨ててください。わたしはザッツ＝スンから与えられたスン家の人間としての生に殉じて、ぶざまにあらがいながら死にます」

「どうして宿場町などに下りる必要がある！　その場にもルウの男衆はいるのだから、ルウの集落に戻るのと同じことだ！」

「いいえ。わたしはジェノスの宿場町で、町の人間たちに見守られながら、あなたたちの手に落ちたいのです。森辺の民が森辺の民を裁く姿を、町の人間に見せたいのです。たぶん、わたしの犯おかした罪を贖あがなうには、それしか方法がありません」

「……戯たわ言ごとだ。何を言っているのか、私にはわからん」

「町の人間たちは、森辺の民を憎んでいるはずです。それは、スンの人間が数々の罪を犯してきたからです。そして、ザッツ＝スンが死んだ今、それを贖える人間はわたししか残っていないのです。……ザッツ＝スンの言いつけでジェノスに害をなしてきた男衆は、わたしが最後の一人なのですから」

　テイ＝スンは、無感動にそう言った。

「わたしが料理を食し、刀を捨てた後は、好きにしてかまいません。その場で斬り伏せてもいいし、衛兵に身柄を預けてもいい。森辺の民が、石の都の人間の前で、森辺の民の罪を糾きゆう弾だんする。それが一番肝かん要ようなのです。……だから、都の人間の刀に斬られてしまったわたしも、漫然と死を迎むかえることは許されないのです」

「お前は本当に正気なのか？　私にはお前を信じることができない」

「そうでしょうね。わたしも正気を取り戻したいからこそ、このような話を申し入れているのです」

　アイ＝ファの鋭するどい眼光とテイ＝スンの虚無的な視線が闇の中で絡み合う。

　今にもアイ＝ファの刀がテイ＝スンを斬り伏せてしまうのではないかと危ぶみながら、俺は「あの」と声をあげた。

「あなたの申し入れを受けることは、非常に困難です。そもそも明日はまともに屋台を開けるかもわかりませんし、開けたところで、ルウの男衆がそばには控えています。そして、ルウとの絆を重んじる俺たちには、彼らをあざむくことはできませんし、また、あざむいたところで、彼らがあなたの姿を見誤ることもないでしょう」

「ルウの男衆がわたしを斬り伏せるのならば、それでも良いでしょう。町の人間の目があるだけ、この場で斬り伏せられるよりは森辺を救う一助にもなりえます。……ただし、あなたの力を思い知るまでは、わたしもスンの人間として最後までぶざまにあらがうしかありませんが」

「いや、だけど、お客さんの目の前でそんな騒さわぎになってしまったら、あなたの思いがどうあれ、町の人々の恐怖心をあおりたてるだけですよ」

「はい。ですから理想としては、森辺の民の手によってわたしを捕らえ、衛兵に引き渡わたしてほしいところですね。それだけでも、十分に町の人間たちの心を癒いやすことはできるはずです」

　何だかあまりにもケレン味がかった話である。

　アイ＝ファでなくったって、このような話を信じることはなかなかできないだろう。

「……わたしの伝えるべき言葉は伝え終わりました。後の判断はあなたたちにおまかせします」

「そうか。……それではやはり、私はこの場でお前を捕らえる他ほかない」

　アイ＝ファは、さらに腰を落とした。

　テイ＝スンは、何の感慨もなさそうにうなずく。

「それでは、わたしはぶざまにあらがいます。……ですが、あなたを討ち倒すことなどはできそうにないので、わたしは逃げます」

「そのように力を失った状態で、私から逃げおおせることができるとでも思っているのか？」

「無理かもしれません。あなたが家人をこの場に残して、わたしを追ってくるならば」

　テイ＝スンの姿が、ゆらりと遠ざかる。

「待て！　そこを動くな！」

「いえ、逃げます。逃げきれたら、明日の中天、宿場町に下ります。そこでわたしを斬り伏せてください」

　燭台の灯りの届かぬ場所にまで、テイ＝スンの姿が遠ざかった。

　じゃりっと地面を踏み鳴らして、それを追おうとしたアイ＝ファは、無念の火を宿らせた目で、キッと俺をにらみつけてきた。

「くそっ！　何なのだ、あの男は！」

　けっきょくアイ＝ファはその場から動くことができず、テイ＝スンはまんまと再び行方をくらませてしまったのだった。
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「そんなに気にすんなよ、アイ＝ファ」

　翌日、宿場町への道を辿りながらアイ＝ファにそんな言葉を投げかけたのは、珍めずらしくもルド＝ルウだった。

「そりゃあアスタをほったらかしにして鬼ごっこはできねーもんな。その間にアスタがギーズに噛まれて病気になって料理が作れなくなって死んじまうようなことになっちまったら、そっちのほうが大ごとだろ？」

　昨日までと同じく、屋台の店番四名と護衛四名の八名編成である。

　若干下側に傾斜している道を下りながら、アイ＝ファはむすっとした顔で沈黙を守っている。

「別に親父おやじやジザ兄だって文句は言ってなかったしさ。今日も姿を現すってんなら、その場でとっ捕まえてやりゃいいだけのこった。町ん中ならギバ寄せの実でギバを引っ張ってくることもできねーだろうし、狩人がこれだけそろってりゃ楽勝だよ」

　無論のこと、俺たちは昨晩の出来事を包み隠さず森辺の同胞に打ち明けていた。しかし、ドム家の男衆によって夜間の捜索作業まで為されたが、テイ＝スンの痕こん跡せきを発見することはできなかったのだ。

「とにかく、心配はいらねーって。女衆はもちろん、町の連中にも傷一つつけさせないまま捕まえてやろーぜ。相手が一人なら、どうってことねーよ」

　先頭を歩くルド＝ルウが、普ふ段だん通りの気安い口調でそんな風に言葉を重ねる。

「で、そいつが素す直なおに刀を捨てるようなら、アスタの料理を恵んでやりゃいいさ。それならそいつだって文句ねーんだろ？　文句があったって知ったこっちゃねーけど。……だからそんなに落ち込むなよ、アイ＝ファ」

「……別に落ち込んでいるわけではない」

　ついにこらえかねたように、アイ＝ファが唇をとがらせつつ、そう発言した。

　とたんに、女衆をはさんで逆側を歩いていたラウ＝レイが「何だその顔は」と反応する。

「お前でもそのような顔をすることがあるのか。まるで幼い子供のようではないか」

　アイ＝ファは一いつ瞬しゆんで山やま猫ねこの形相になり、危険な眼光をラウ＝レイに投じた。

「ああ、どのような顔をしてもよく似合うな、お前は。よく見ればけっこうな美人だし、狩人でなければ嫁にしたいぐらいだ」

「やめてくれよ、ラウ＝レイ。君はいっつも遠えん慮りよがなさすぎるよ」

　俺が慌てて口をはさむと、ラウ＝レイは「何がだ？」と首を傾げる。

「友に遠慮などをする習わしはレイ家にはない。嫁にしたいから嫁にしたいと言っただけだ」

「いや、だから……」

「心配するな。狩人などは嫁にできない。俺には家長としてたくさんの子を残すつとめがあるからな。俺の嫁になりたいのならば、狩人としての仕事をあきらめてもらう他ないのだ」

「アイ＝ファのほうはラウ＝レイの嫁になりたいなんて一言も言ってないじゃんよー」

　と、ルド＝ルウが笑いながら突っ込んでくれたので、それでその話題は終しゆう了りようさせていただくことにした。こんな状況でものほほんとしていられる男衆の呑のん気きさは心強いと受け止めるべきなのだろうが、実のところ、俺の胸は昨日からふさがりっぱなしであったのだった。

（あの男は……テイ＝スンっていう人間は、本当はどういう人間なんだろう）

　家族をなくして本家で暮らすようになった、分家の男衆。

　オウラの父であり、ツヴァイの祖父。

　ヤミル＝レイやディガたちの手足となり、ろくでもない仕事にばかり従事させられていた男。

　そして――先代家長ザッツ＝スンの、側近。

　そんなプロフィールを何回精査してみたって、テイ＝スンの人間性はまったく見えてこない。

　唯一の判断材料は、ディガの命令の裏をかいてアイ＝ファを救ってくれた「かもしれない」ということと、ダン＝ルティムの前で馬鹿みたいにあっさりと刀を下ろした、その二点ぐらいのものであった。

（……早く誰かに滅ぼされたい、という気持ちよ）

　ヤミル＝レイの言葉が、脳のう裏りに蘇よみがえる。

　それは、かつてのヤミル＝レイ自身の心情と同じものなのではないだろうか。

　それでもヤミル＝レイは、レイ家の人間として生きていく道を選んだ。テイ＝スンだって、ザッツ＝スンの存在など無視していれば、ドム家の家人として新しい生を見いだせたはずだ。

　それなのに、テイ＝スンはザッツ＝スンに追従する道を選んだ。ディガやドッドは逃げたのに、テイ＝スンはザッツ＝スンのもとに留まった。そして、ザッツ＝スンとともに、最後の悪行に手を染めた。

　これらもすべて、破は滅めつ願望の一環なのだろうか。テイ＝スンは、ザッツ＝スンの破滅を見届けて、自分自身も破滅するために、その道を選んだ――つまりは、そういうことなのだろうか。

「……おい、止まれ」と、ふいにラウ＝レイが腕うでを上げて俺たちの行進を押おし留めた。

　緑の深い、森の端はしの道。宿場町と森辺の集落をつなぐためだけに切り開かれた、細い道である。左右には、丈は低いがよく葉の茂った樹木が立ち並び、道みち幅はば二、三メートルの土の道が、大きくうねりながら延々と続いていく。緑が多くて見通しはきかないが、もう少し進めば宿場町のざわめきが届いてくるぐらいの頃合いであるはずだった。

「どうしたんだよ？　別に何の気配もしねーぞ？」

「左右の森からはな。……だけど、町側の気配がいつもより騒がしくないか？」

　俺には、何も聞こえない。ヴィナ＝ルウたち女衆もけげんそうに首を傾かしげている。

　が、狩人たちは一様にうなずいていた。

「そう言われてみると、何やら大勢の人間が騒いでいるような気配がするな」

「ひょっとしたら、テイ＝スンってやつがしくじって捕まっちまったんじゃねーの？」

「俺が様子を見てこよう」

　しんがりをつとめていたシン＝ルウが道を下っていき、そして一分とたたぬ内に戻ってきた。

「町と森の境目あたりに、町の人間たちが集まっている。こちらに上がってくる気配はないが、衛兵なども大勢いるようだ」

「大勢って、どれぐらいだよ？」

「衛兵は十人以上、町の人間は百人ほどだ」

　それは、どういう状況なのだろう。

　やはり、テイ＝スンが捕獲されて野や次じ馬うまが集まってしまった、というのが一番考えやすい構図ではあった。

「これでは町に下りられない。どうする、アスタ？」

「うん。……俺とアイ＝ファで様子を見てこようか？　それが一番、町の人たちを刺激しない組み合わせだろうし」

　それに、テイ＝スンが捕まったのならば、城に連行されてしまう前に、俺たちが言葉を交かわすべきだとも思う。

「そうだな。だけど、危なそうならすぐに引き返せよ？　で、そいつらがいなくなるのを、のんびり待とうぜ」

「了りよう解かいした」と、アイ＝ファがうなずく。

　そうして俺たちは、さきほどのシン＝ルウと同じように道を進んだ。

　ゆるやかに湾曲した道を三十秒ほど進んだところで、シン＝ルウの言っていた通りの光景が見えてくる。まだけっこうこちらのほうが高台であったので、俺たちはその光景を見下ろす格好になった。

　ずらりと並んだ木造の家屋。その背中側にあるちょっとした空き地のようなスペースに、百名を超える人々が集結している。ちょうどこの道のゴール地点を封鎖するようなポジションだ。

　そういえば、ザッツ＝スンらが逃亡して以降は、そのあたりも二名の衛兵が立つようになったのである。それが、十名以上に増えている。

　そして――町人たちの何人かは、明らかにその衛兵たちに食ってかかっているように見えた。

「……テイ＝スンという男衆が捕らわれた様子はないな」

「うん。それじゃあ、もしかして――俺たちが騒ぎの元凶なのかな？」

　それも、ありえない話ではない。

　というか、テイ＝スンが関係ないのならば、後はそれぐらいしか考えられなかった。

「どうしよう。そうだとしたら、俺たちが下りていくのはまずいかな」

「かと言って、事情もわからぬまま引き返すわけにもいかぬだろう。私たちが町に下りようと下りまいと、あのテイ＝スンという男衆は町に下りてしまうのだろうからな」

　アイ＝ファの目が、厳しい光をたたえて俺を見る。

「衛兵にでも話を聞くべきだ。それで集落に戻れと言われてしまえば是ぜ非ひもないが、何にせよ、事情がわからなければ身動きが取れん。……ただし、あの者どもが大挙して攻め入ってくる様子を見せたら、すぐさま道を引き返すぞ？」

「わかった」

　そうして俺とアイ＝ファは左右からの襲撃にも警戒しつつ、さらに慎しん重ちように歩を進めていった。

　やがて木立の密度は薄くなっていき、あちら側からも俺たちの姿がうかがえるようになり――それと同時に、人々のざわめきは怒号へと変質した。

　うわああぁぁん……という耳鳴りをもともなう、人間の声の奔ほん流りゆうだ。

　アイ＝ファはいったん足を止めたが、槍をかまえた衛兵たちが壁かべとなり、町の人々がこちらに押し寄せてくる気配はない、と見て取ったのか、再び足を踏み出だした。

　近づくにつれ、いくつかの怒号が言葉として認にん識しきできるようになる。

　俺が聞き取れたのは、二種類の言葉。「帰れ！」という怒号と「帰るな！」という怒号だけだった。

「ええい、騒ぐな！　町で騒そう乱らんを起こすのは大きな罪だぞ！　ジェノスを追放されたいのか、貴様たち！」

　やがて、衛兵たちがそんな風にわめいているのも、聞き取れるようになった。

「ふざけるな！　追い出せるものなら追い出してみろ！」

「衛兵だって、俺たちの稼いだ銅貨で生きながらえているんだろうが！」

「衛兵だったら、きちんと罪人を捕まえろ！」

「誰が罪人だ!?　罪人は昨日捕まっただろう！」

　人々の多くは、衛兵たちに詰め寄ろうとしている。が、それより後方部においては、町の人間同士でつかみあいの騒ぎになってしまっているようだった。

　大半は、西の民と南の民である。象ぞう牙げ色いろや黄おう褐かつ色しよくの肌をした西の民と、白い肌をした南の民が、一様に顔を真っ赤にして、おたがいの胸ぐらをつかみあい、わめき散らしている。中には、西の民同士で険悪ににらみあっている者たちもいる。

　そして、そんな彼かれらを包囲するような格好で、背が高く華きや奢しやな骨格をした黒い肌の東の民たちが、じっと無言で立ちつくしている。人数自体は、西や南の民にも負けていないようだ。

　中にはそちらに食ってかかる西の民もいるようだったが、東の民たちは決して大声をあげたり相手を突き飛ばしたりはしようとせず、ただ静かに言葉を返すばかりであるようだった。

「森辺の民は、ジェノスの民を恨んでいる！　こんな危険な連中をジェノスに入れるな！」

「勝手なことをぬかすな！　こいつらが何か悪さをしたわけではないだろうが！」

「そうだ！　罪なき人間を誹ひ謗ぼうするのが西のやり口なのか!?」

「黙れ！　余所よそ者ものが大きな口を叩くな！」

「文句があるなら、お前たちもジェノスを出ていけ！」

「はん！　俺たちの出入りを禁じるというのか？　だったら何のための宿場町なのだ!?　余所者が気に食わないなら、石の塀でも築いてみろ！」

　俺たちは、彼らから七、八メートルほどの距きよ離りを置いたところで足を止めた。

　激情が、清涼なる朝の大気を沸ふつ騰とうさせてしまっている。

「森辺の民は、みんな敵だ！」

「馬鹿かお前は？　だったらお前がギバを狩かってみろ！」

「手前、ジェノスの民のくせに森辺の民なんざをかばうつもりか!?」

「森辺の民だってジェノスの民だ！　同じ西方神セルヴァの子だ！　森辺の民を誹謗するやつこそが、許されざる背信者だ！」

「騒ぐな！　いいから解散しろ！　本当に全員捕縛するぞ！」

「やれるもんなら、やってみろ！」

　もはや、誰に事情を聞く必要もなかった。彼らは森辺の民を擁よう護ごする側と非難する側で分かれて、相争っていたのだ。

　南の民は、全員で森辺の民をかばってくれている。西の民の大半は、森辺の民を弾劾している。しかし、中には少数ながらもそれに逆らっている人々もいる。

　そして、それらの人数は秒単位で増殖しているように感じられた。建物と建物の間、街かい道どうのほうからこの騒ぎを聞きつけた人々がひっきりなしにやってきているのだ。

　収拾のつかない大おお騒さわぎである。

　俺は呆然と立ちつくし、アイ＝ファも苦虫を噛かみ潰つぶしている。

　俺たちは、自分の無実を主張するべきなのだろうか？

　それとも、黙って道を引き返すべきなのだろうか？

　しかし、そのどちらもが、この騒乱を肥大化させる危険性をともなうであろうことは容易に想像がついた。

「……アスタたちは、なんにも悪いことなんてしてないじゃん！　どうしてアスタたちが町を追い出されなきゃいけないんだよ！」

　とびかう怒号とわめき声の狭間から、聞き覚えのある少女の声が響ひびきわたった。これはきっと、ユーミの声だ。しかし、その姿がどこにあるのか、俺には見つけることができない。

「いいからとっとと飯を食わせろ！　俺は腹が減っているのだ！」

　そんな風に叫んでいるのは、バランのおやっさんであろうか。

　シュミラルは、フードを深く傾けながら、この騒乱の場を悲しげに見守っているのかもしれない。

（……どうしたらいいんだ？）

　普ふ通つうに考えたら、ここはいったん引き返すべきだろう。

　城の人間に半ば強制される形で屋台の商売を続けてきたが、このような状態でそのような言いつけを愚直に守っていたら、それこそ町の人々との亀裂が決定的なものになってしまいかねない。引き返して、改めて城の人間たちと対話の場をもつべきだ。

　しかし、このまま何の釈明もなく逃げ帰ってしまったら、森辺の民を擁護してくれている人々が、さらなる怒いかりを爆発させてしまうかもしれない。俺たちは、いったいどうするべきなのか――

「いいかげんにしろ!!　お前たちは、何の権利があって他人の商売の邪じや魔まをしているんだ!?」

　と――ひときわ大きな男の声が、他の怒号を圧して響きわたる。

　さすがにそれですべての人々が静まりかえったりはしなかったが、少なくとも、衛兵たちに詰め寄っていた最前列の人々の多くは、口をつぐんでそちらを振り返った。

「森辺の民が、お前たちに何をした!?　実際に被害を受けた人間だけが口を開け！　それ以外のやつは黙っていろ！」

「何を言ってやがる！　昨日だってこいつらは、商団の人間を襲ったそうじゃねえか！」

「こいつらが誰だれかを襲ったわけじゃない！　襲ったやつは捕まった！　それで何の不満があるというんだ、お前たちは！」

　それは、ミラノ＝マスだった。

　ひしめきあう人間の渦うずの中から躍おどり出たミラノ＝マスが、こちらに背を向け、人々をにらみ回しながら、いっそうの怒号を張りあげる。

「罪人を一人でも出したら、その国の人間は全員罪人か!?　ジェノスには一人の罪人も存在しないとでもぬかすつもりか!?　お前たちは、他人の罪を肩かた代がわりして首を刎はねられる覚かく悟ごでも持ち合わせているのか!?」

「裏切り者め！　森辺の民をかばうようなやつはジェノスから出ていけ！」

「俺は誰もかばっていない！　罪人でもない人間を裁けとわめく馬鹿どもに説教を垂れているだけだ！」

「……行こう、アイ＝ファ」と、俺はアイ＝ファの腕をつかみ取った。

「これ以上ミラノ＝マスを矢や面おもてに立たせるわけにはいかない。俺たちがみんなを説得するんだ」

「私は町の人間を説き伏ふせる言葉など有していないぞ」

「それなら、俺を守ってくれ。誰かに殴りかかられるかもしれないから」

「……それなら、引き受けた」と、アイ＝ファは不敵に笑う。

　そんなアイ＝ファと道を駆かけ下りようとした、その瞬しゆん間かん、「静まれッ！」という雷鳴のような声が、沸騰した大気を一刀両断にした。

　百名からの人々が同時に息を呑のむほどの、それは凄すさまじい咆ほう哮こうであった。

　あるいはドンダ＝ルウやダン＝ルティムであったならば、同じ芸当ができたかもしれない。しかし、そうしてその場に姿を現したのは、まごうかたなき都の人間であった。

　それまでとは異なるざわめきがその場を支配していき、ぎっちりと密集した人々が、モーゼの十戒のごとく二つに割れていく。その道を通って、十名ばかりの兵士たちがゆっくりとこちらに近づいてきた。

　町の衛兵とは、明らかに格が違ちがう。その兵士たちは、美しい乳白色の革の鎧よろいを纏い、腰こしには革鞘の刀を吊るし、そしてその手には長なが柄えの矛ほこを携たずさえていた。

　ついぞ、これほど物々しく、そしてきらびやかな装束に身を纏った人間を、俺は宿場町で見たことがない。鼻あてと頬ほおあてのついた金属製の兜かぶとに、西の王国の紋章が刻印された胴丸、儀礼用と思しき短めのマント、手の甲こうから肘ひじまでを覆う篭こ手て。兜の他は革製であるようだが、繋ぎ目などには金属も使われている。刀の鞘や革の長靴にも精せい緻ちな細工が施されており、勇壮にして美麗、という表現がぴったりの武者姿である。

　その一団の中心に陣じん取どっていた人物が、ことさらゆっくりと衛兵たちの前に進み出た。いずれも体格に恵めぐまれた白き兵士たちの中でもとりわけ背の高い偉い丈じよう夫ふだ。

　きっとこれが、この一団の長なのだろう。鉄の兜には鶏冠とさかのような房飾りがなびき、マントは一人だけ長マントで、矛槍を携えていない代わりに刀を二本下げている。マントの留め具には琥こ珀はくのような黄色い石がきらめき、白革の鎧にもいっそう美麗な装飾がうかがえた。

「衛兵長、これは何の騒ぎであるか？」

　その男が、冷たくも重々しい声でそう問うた。間違いなく、さきほどの咆哮と同一の声音だ。

　森辺への道を封鎖していた衛兵の一人が、あわを食ってその男の前にまろび出る。

「こ、これはメルフリード殿……近衛兵団長たる貴方が、どうしてこのような場所に？」

「……質問をしているのは私だ、衛兵長」

　その一言で、衛兵長たる小太りの男は震えあがってしまう。

「き、昨日の大罪人の一幕で、町の民が森辺の民に怯えてしまっているのです。そこにあの、町で商売をする森辺の者たちが下りてきたため、このような騒ぎになってしまった次し第だいであります」

　彼らがそのような言葉を交わしている間、町の人々はしんと押し黙ってしまっていた。

　煩はん雑ざつな町と野生の森にはさまれた、奇き妙みような空白地帯。この白ずくめの一団は、そのどちらにも不似合いな存在だった。彼らに似合うのは、石の都だ。

　近衛兵団などと言われても俺にはピンとこないが、彼らこそが真なる都の住人――石いし塀べいに囲まれた石の都、ジェノスの城下町の住人なのだろう。

「……森辺の民たみが宿場町において商売を営むことは禁じない、という触れは二日前に発布され、取り消されてはいないはずだな」

　と、メルフリードなるその人物が、俺とアイ＝ファのほうに顔を向けてきた。

　大おお仰ぎような兜を深々とかぶっているため、どのような面相をしているのかはあまりはっきり見て取れない。

　しかし、俺にはそれで十分だった。

　横目で見てみると、アイ＝ファも不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめている。

　それじゃあ、やっぱり――そうなのだ。

　われ知らず、俺は拳を握り込んでしまう。

　そんな俺たちには大した関心も寄せようとはせず、メルフリードは衛兵長に向きなおった。

「それとも、あの者たちは何か罪でも犯したのか？」

「い、いえ。あの連中はまだこの場に下りてきたばかりで、一言の口もきいてはおりません」

「ならば、騒乱を起こす町の民こそが罪人であろう。宿場町の治安を預かるお前は、何故なぜに罪人を野放しにしているのか？」

「し、しかし、何せこの人数でありますし……」
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「人数など関係ない。罪は罪である」

　言いざまに、白甲冑の男は片方の刀を抜き放った。

　町の人々は、悲鳴をあげて後ずさろうとする。

「ジェノスの安寧を脅おびやかす罪人どもよ、大人しく縄につけ。抵てい抗こうすれば、近衛兵団長メルフリードの名において処断する」

　無茶苦茶である。

　アイ＝ファの腕をつかんだままであった俺は、七、八メートルばかりの距離を一気に駆け下った。

「待ってください！　この人たちはそれほどの罪を犯したのですか？　俺が見ていた限りでは、誰ひとり暴力らしい暴力などはふるっていないようでしたよ？」

「も、森辺の民ごときが気安い口を叩くな！　こちらはジェノス侯こう爵しやくマルスタインの第一子息にして近衛兵団長たるメルフリード殿であらせられるぞ!?」

　衛兵長とやらが真っ青になって騒ぎたてる。

　ジェノス侯爵マルタインの第一子息――つまりは、ジェノスの領主の長ちよう兄けいである、ということか。

　それでも、俺は黙っていられなかった。刀を抜いたその男のすぐそばには、反抗心に目を燃やしたミラノ＝マスが今にも怒声を張りあげそうな様子で立ちつくしていたのだ。

「こんな騒ぎになってしまったのは、俺たちがうかうかと姿を現してしまったからです！　町の人たちの気持ちが落ち着くまで、俺たちは大人しくしておくべきでした！　町の人たちがそのような心情になってしまったのには相応の理由があるのですから、どうぞご容よう赦しやください！」

「……どのような事情があろうとも、罪は罪だ。そして、お前たちが町に下りることは、一切禁じられていない」

　こちらを見ようともしないままに、メルフリードは低く言い捨てた。

　その冷たい横顔を見つめながら、俺も必死に言いつのる。

「町で騒ぎを起こすというのが、罪なのですね。それはわかります。それでしたら、このような騒ぎを引き起こした張本人こそを裁くべきではないのですか？」

「……騒ぎを引き起こした張本人？」

「はい。あのように恐ろしげな姿をした大罪人を引き連れて宿場町を得意げに闊歩していた、ザッシュマという商人の率いる商団の人々です。彼らが正気を失いかけていた大罪人をあのような形でさらしものにしていなければ、町の人々の安寧が脅かされることもなかったはずでしょう？」

　他の人々には、俺が難なん癖くせをつけているようにしか聞こえなかったかもしれない。

　だけど、それでもかまわなかった。その張本人にさえ、俺の心情が伝わればいいのだ。あなたたちの配慮が足りないから、このような騒ぎになってしまったのですよ――という、俺の心情が。

「……小こ賢ざかしい口を叩く男だ」と、メルフリードは刀を収めた。

　衛兵長は、半ば仰ぎよう天てんしながらも、あたふたと町の人々を怒鳴りつける。

「解散しろ！　解散しなければ、本当に捕縛するぞ！」

　人々は、顔いっぱいに不満の表情をひろげながら、それでものろのろと町のほうに足を向け始めた。

　メルフリードは、身体ごと俺たちに向きなおる。

「森辺の民よ。罪は罪であり、罪人は罪人だ。森辺の民であろうと宿場町の民であろうと、このジェノスで生きる限りはジェノスの法に従ってもらう」

「……その考え自体は、とても正しいと思います」

　メルフリードは、想像以上に若々しい顔立ちをしていた。せいぜい二十代の半ばぐらいだろう。下した顎あごなどはがっしりしているが、鼻が高く、眉び目もくは整っており、いかにも貴族然とした容よう貌ぼうである。

　その肌はだは象牙色であり、兜からこぼれる前まえ髪がみは淡あわい褐かつ色しよくで――

　そして、その灰色の双そう眸ぼうは、まるで爬は虫ちゆう類るいのように冷たい光を宿していた。




２




　そうして俺たちは、大幅に遅延しながらも、屋台の商売を敢かん行こうすることになった。

　テイ＝スンの一件さえなければ、きっと引き返していただろう。やっぱりジェノスの人たちには、気持ちを落ち着ける時間が必要なのだ。

　だが、そうであるからこそ、テイ＝スンは一刻も早く捕らえられなければならなかった。森辺の民と、宿場町の民の、心の安息のため――そして、彼自身の安息のためにも。

　テイ＝スンは、破滅を望んでいるのかもしれない。だけど俺は、テイ＝スンに破滅してほしいとは思えない。もしも死罪さえ免まぬがれれば、彼にも新しい生を生きる資格が与あたえられるかもしれないのだ。

　しかし、このまま逃げ回っていたら、重い手傷を癒すこともできないまま、森に朽くちるだけだろう。たとえどんなに小さな可能性でも、やり直せる可能性が残っているならば、あきらめないでほしい。偽善に聞こえるかもしれないが、それが俺の本心だった。




「まったく西の民というやつはどうにもならんな！　今度という今度は愛想が尽きた！　生まれたてのキミュスであっても、勇敢さで西の民に劣ることはないだろう！」

　バランのおやっさんが、ぷりぷりと怒りながら『ミャームー焼き』を頬張っている。

　アルダスのほうは珍しく『ギバ・バーガー』を口にしながら、「やめておけよ、おやっさん」と、少し元気のない声で言った。

「俺たちが騒げば騒ぐほどアスタの迷めい惑わくになるってことは、さっきの一件ではっきりわかっただろう。今にして思えば、騒ぎたてる西の連中なんて放っておけば良かったんだ」

「何だと!?　それで美味うまい飯が食えなくなったら、誰が責任を取ると言うのだ！　だいたい今日に限って言えば、俺よりもお前のほうがよほどいきりたっていたではないか、アルダスよ？」

「だから反省してるんだよ。どうして俺たちはこうも気が短いんだろうな」

　アルダスは彼らしくもなく、がっくりと肩を落としてしまっている。

「けっきょくこうして美味い飯にありつけてるんだから、俺たちが騒ぐ必要なんてまったくなかったんだ。最初から城の人間が出てきてくれていれば、あれほどの騒ぎにはならなかったのにな」

「まったくだな！　城の人間などというものは町の人間よりも臆おく病びようで怠たい惰だだというのが相場だが、今日のところはほめておいてやろう」

　南の民にしてみれば、それが素直な感想なのだろう。

　だけどそれでは、スン家の人間が擁よう護ごされていた図式と大差がない。城の人間がどのような意図で俺たちの商売を許しているのかはわからないが、町の人々にとって今日の裁決は「やっぱり森辺の民は優遇されている」と見なされてしまうはずだ。

「おい、今日も晩ばん餐さんの仕事を休むことはないだろうな？」

　おやっさんにじろりとにらまれ、「はい、ナウディスからも休まないでほしいと言われています」と俺おれは応じる。

「うむ。それなら何も文句はない。……この先も何か厄やつ介かいなことがあったら、おかしな遠慮をせず南の民を頼るのだぞ、アスタ」

「はい、ありがとうございます」

　軽はずみにそのような真似まねはできないが、おやっさんたちの気遣いは嬉うれしかった。

　そうしておやっさんたちと入れ替えでやってきたのは、《銀の壺つぼ》のメンバーである。

「アスタ、無事、嬉しいです」

　シュミラルは、やはりとても物思わしげな目つきをしていた。

『ミャームー焼き』の作製はシーラ＝ルウに一任しつつ、俺は「ありがとうございます」と銅貨を受け取る。

「シュミラルも、さっきのあの場所にいたんですか？」

「はい。だけど、私たち、無力でした」

「いやあ、あれは森辺とジェノスの問題ですから、自分たちで解決していく他ありませんよ」

「……アスタ、森辺の民、東の王国、相応ふさわしい、思います」

「え？」

「西の王国、森辺の民、大事しません。同胞、大事しない、おかしいです」

「……だけど、森辺の民もジェノスの民を同胞とは思っていないでしょうからね。それはどちらかの一方だけが悪い、という話ではないように思えます」

　そんな風に答えると、シュミラルは力なく目を伏せてしまった。

「私、考え、足りていません。恥はずかしいです」

「そ、そんなことはないですよ！　シュミラルにそこまで心配していただけて俺は嬉しいです。それは本心です」

　だけど、そうそう簡単に東の王国に移り住むことなどはできないだろう。ガズラン＝ルティムが示し唆さしていた通り、ギバ狩がりの仕事を放棄してそのような真似に及およんだら、今度は本当に西の王国に敵として追われる身になってしまうかもしれない。この世界の出自ではない俺でさえ、それがどれほど危あやうい行こう為いであるかは、痛いぐらいに理解できる気がした。

「……凶星、去りました。安寧、衰退、どちらなのでしょう。私、心配です」

「そうですね。でも、俺たちも全力を振ふり絞って、いい方向に運命をねじ曲げたいと思います」

「……安寧、訪おとずれたら、《玄げん翁おう亭てい》主人、話、お願いします」

　そうしてシュミラルも立ち去っていくと、客足はぱったり途絶えてしまった。

　もう中天まで一時間もないのだから、そこそこ人通りは増えてきているのだが、やはり完全に腫れ物扱あつかいの様子である。森辺の民を擁護していた西の民も、さすがに屋台に近づくのは自重しているのかもしれない。自分たちが客として近づいたら、また朝方のような騒ぎになってしまうのではないか、と。

「アスタ、お待たせしました」と、そこにリィ＝スドラがやってきた。

　テイ＝スンと同時に来訪する羽目になってしまったら厄介なので、今日は早めの到とう着ちやくをお願いしたのである。代価は、赤銅貨一枚増しだ。

　いつもの通りに奥おく方がたにつきそってきたスドラの家長は、陰いん気きな眼まな差ざしを街道のほうに向ける。

「何だか今日はいつも以上に空気がざらついているな。町の連中の目つきも気に食わん」

「さすがに昨日の今日ですからね。できるだけ刺激しないほうが賢明だと思います」

「ふん。言われずとも、あのような連中を相手にするつもりはない。どうせあいつらは腰抜けの集まりだ」

　その言葉は、少し俺を気落ちさせた。ファの家の商売に賛同してくれた友好的な氏族でも、やはりジェノスの民に対してはそのていどの認識しかないのだ。

　ギバの肉を売れば、豊かな生活を得ることができる。そのために尽じん力りよくを約束してくれた彼らだが、そこにジェノスの民との相互理解が不可欠である、という意識はまだまだ希薄なのである。

　たぶんルウ家の人々だって、そこまで意識が進んでいるわけではないだろう。森辺の民にとっての基本スタンスは、やっぱり「好かれようが嫌きらわれようが、どうでもかまわない」なのだ。

　誇ほこりを持って生きているゆえに、他者の目などは恐おそれない。どのような評価を下されてもかまわない。自分たちは、自分たちの信ずる道を進めばよい、という――それは森辺の民の最大と言ってもいいぐらいの特性であり、強きよう烈れつな美点にも強烈な欠点にもなりうるだろう。

　森辺の民の清せい廉れんな生き様を、俺はかけがえのないものだと思っている。しかし、自分と異なるものを寄せつけず、穢れたものとして排他してしまうその気き性しようこそが、スン家の堕だ落らくやジェノスとの不和を招いたのではないだろうか。

　だからこそ、大罪を犯おかしたスン家の人々をただ切り捨てるのではなく、その贖罪は全員で分かち合うべきと唱えたドンダ＝ルウの言葉は、俺にとって意想外であり、そして、新しい時代の訪れを告げる福音のように聞こえたのだった。

（そんな矢先にこの騒ぎだもんな。ザッツ＝スンさえ逃がしていなければ――なんて、今さら言っても仕方のないことだけど）

　そんな風に俺が思おもい悩なやんでいる内に、スドラ家もフォーメーションを完成させていた。リィ＝スドラと一番若い男衆だけが屋台に居残り、残りの三名は雑木林に引っ込む。昨日や一昨日と変わらぬ動きだが、テイ＝スンが現れたらどのような形で包囲するか、それはすでに綿密な打ち合わせが為されていた。

　これで準備は万ばん端たんだ。いつテイ＝スンが現れても、こちらは即座に対応することができる。

　心配なのは、町の人々である。通行人はやや少なめだが、それでも朝方に比べれば格段に多い。そうして、昨日までは五、六名もいた衛兵たちは、北の端に二名ほどその姿が見えているばかりだ。

　衛兵は少ないに越したことはないが、通行人のほうはどうだろう。彼らは、客に扮して近づいてきたテイ＝スン――森辺の大罪人が、森辺の民によって捕らえられる姿を目の当たりにすることになるのだ。

　また森辺の民が騒さわぎを起こした、と、いっそうの反感を煽あおられる結果にはならないだろうか？　荒ぶる狩人かりうどたちの姿に恐怖してしまう結果にならないだろうか？

　本当にこれが正しいことであるのかどうか、やっぱり俺には確信が持てない。

「……アスタ」と、そこでアイ＝ファに低く呼ばれた。

　振り返かえると、屋台と屋台の間に陣取っていたアイ＝ファが、北の方角に目を向けている。

　同じ方向に目をやった俺は、思わず息を呑んでしまった。朝方に見たばかりの白装束の一団が、北の果てからこちらに向かってきていたのだ。

　北の果て――ジェノスの城の方角から。

（何だよ、城の中に引っ込んだんじゃないのか？）

　朝と同じ人数、十名ほどだ。先頭に立つのは、やはり団長たるメルフリードであろう。その白き兵団は石の街道を粛々と進み、宿場町に再来した。

　町の北ほく端たんに控えていた衛兵たちの敬礼を受け、俺たちの屋台には目もくれず、そのまま賑にぎやかな南側へと進軍していく。メルフリードの灰色の瞳ひとみも、真まっ直すぐ正面に据えられたまま、俺たちのほうを見ることはなかった。

「もしかしたら、あやつらもテイ＝スンの襲撃を警けい戒かいしているのではないか？」

　スドラの若い衆に自分のポジションを預けてから、アイ＝ファが俺に近づいて耳打ちしてきた。

「城の人間があのように町を徘はい徊かいすることは珍しい。これはいささか厄介なことになってきたな」

「ああ、あいつらとテイ＝スンが鉢はち合あわせしたら、最悪だな」

　あの爬虫類のような目をした男だったら、町中でもかまわずテイ＝スンを斬り伏せるだろう。昨日は殺し損なってしまった凶賊を、だ。

「……あの男からは、ルウの長兄にも通ずる気配を感じるな」

「ん？　ジザ＝ルウとあいつが似てるってのか？」

「そうは思わんか？　掟おきてこそが唯一絶対であると信じる鉄のような意志を感じる」

「うーん、あれに比べたら、まだジザ＝ルウのほうが人間がましく感じられるけどな」

　だけど、もしもジザ＝ルウがあの糸のような目を開いたとき、あそこまで冷徹な瞳が隠されていたら――などと想像してしまうと、悪寒を禁じ得ない。

　近衛兵団長にして、ジェノス領主の第一子息メルフリード。

　またの名を、《双そう頭とうの牙きば》ダバッグのハーン。

　貴族中の貴族が薄汚れた包帯などで顔を隠かくし、《守護人》なんかに身をやつしていたなんて、笑えないぐらいのお笑い種ぐさだ。

　だけど、間ま違ちがいはないだろう。その雄々しい体格と、二本の長剣、象牙色の肌――それに加えて、俺とアイ＝ファはダバッグのハーンがザッツ＝スンに向けて「下衆め」と吐き捨てる声も聞いていた。

　そして、あの爬虫類のように冷たい灰色の瞳である。他ほかの人々がどう考えるかはわからなかったが、俺にはあのような目つきをした人間が同じ町に二人も存在するとは考えられなかったのだった。

（まさか、領主の息子までもがカミュアの片棒を担いでいたなんてな。……いや、それとも逆なのかな？　あのメルフリードって男が計画を立てて、カミュアがそれに協力した、とか――どっちにしたって、ぞっとしない話だ）

　何にせよ、これであの商団の一件はカミュア＝ヨシュの独断などではなく、城の人間も関与していたということが証あかしだてられてしまった。

　カミュア＝ヨシュは、どこで何をしているのだろう。あの、天下御免の大おお嘘うそつきは。

（森辺の民は、もう崖っぷちだ。下手をしたら、ジェノスとの縁えんは最低最悪な形でこじれて、修復不可能になってしまうかもしれない。これはカミュアの本意なのか？　それとも、あのおっさんにとっても、これは想定外の事態だったのか？）

　あのすっとぼけた男ともう一度言葉を交わす機会は得られるのだろうか。

　俺はそんなに、あの男が嫌きらいではなかった。ただ、心の底からは信用することができなかったため、距離を置いてつきあうしかなかったのだ。

　しかし、カミュア＝ヨシュの森辺の民に対する敬愛の念とやらまでもが嘘っぱちだったとしたら――俺たちは、対立するしかなくなるだろう。

（だけど……カミュアたちが罠にかけなかったら、ミラノ＝マスやレイトの無念が晴らされることもなかったかもしれないんだよな……）

　そんな風に考えると、いっそう頭が重くなってしまう。

　願わくは――カミュア＝ヨシュは「城」側ではなく「町」側の人間であってほしい。そうであれば、たとえ対立の関係に陥っても、俺はカミュア＝ヨシュのことを恨んだりはせずに済むと思う。

「アスタ、ぎばばーがーが残り三個だけど、どうするぅ……？」

　と、ヴィナ＝ルウがいつもの調子で告げてきた。

「残り三個ですか。意外に早かったですね。中天が近いので、今の内に追加分を作ってしまいましょう」

『ミャームー焼き』の屋台はシーラ＝ルウとリィ＝スドラにまかせ、俺は『ギバ・バーガー』の屋台に移る。

　それと同時に、背後の雑木林からルド＝ルウが近づいてきた。

「あれ？　ルド＝ルウ、どうし――」

「来たぜ」

　その一言で、十分だった。少なくとも、俺以外の人間には。

　ヴィナ＝ルウとララ＝ルウは無言のまま屋台を離れ、シーラ＝ルウたちと合流する。スドラの男衆四名が、すかさず『ミャームー焼き』の屋台ごとその女衆を取り囲んだ。

　アイ＝ファは『ギバ・バーガー』の屋台の前に進み出て、ルド＝ルウは俺の左手側から動かない。そして、ラウ＝レイとシン＝ルウの二名がさらにその左側に歩を進めた。

　中天には、まだ数十分の時間がある。

　しかし、来訪してきたのだ――テイ＝スンが。

（あれか……）

　茶色いフードつきの革マントを着た体格のいい男が、機械のように正確な足取りでこちらに近づいてくる。シム人のように深々とフードを下ろしているため、人相はわからない。が、その陰からのぞく下顎の皮膚は、漆黒ではなく濃こい褐色だった。

　重傷を負っているとは思えない、確かな足取りである。これといって通行人に不審がられることもないままに、その男は賑やかな南の通りからやってきて、『ギバ・バーガー』の屋台の前に立った。

　アイ＝ファとの距離は、二メートルもない。そして、ラウ＝レイはアイ＝ファの差し向かい、テイ＝スンの右手側に立ち、シン＝ルウは背後に回り込む。俺は二歩ほど後退し、その空いたスペースにルド＝ルウが割り込んだ。

　これで、屋台をはさんで立つルド＝ルウも含めて、前後左右からテイ＝スンを囲む格好になった。全員が小刀の柄つかに手をかけており、一歩踏ふみ込めば斬りつけられる間合いである。

　テイ＝スンは伏せていた面を上げて、ルド＝ルウの肩ごしに俺を見た。

　どろりと濁にごった、死んだ魚のような瞳だ。

「少し早い到着になってしまいました。思いの他、見張りの衛兵が少なかったもので」

「その代わり、城の兵士たちが町を巡回していますよ。いつこちら側に戻もどってきてもおかしくないと思います」

「そうですか。……銅貨の持ち合わせはないのですが、あなたの料理を食べさせていただくことは可能ですか？」

「条件がある」と、ルド＝ルウが応じた。

「あんたの持ってる刀を渡せ。そうしたら、アスタの料理を食べさせてやるよ。ルウ本家の末まつ弟ていルド＝ルウの名にかけて誓ちかう」

　そのとき、北の方角から「おい！」と抑よく制せいを欠いた声があがった。

「お前たちはさっきから何をやっているのだ!?　あまり不審な行動をとるな！」

　北の端はしに立った衛兵たちである。

　アイ＝ファは油断なくテイ＝スンをにらみすえたまま、鋭するどい声でそちらに答えた。

「この男は、大罪人として追われていたスン家の人間だ！　そちらに引ひき渡わたしたいので、準備をお願いしたい！」

「た、大罪人だと!?　馬ば鹿かをぬかすな！　大罪人は刀で斬られて、生きていたとしても身動きもできぬ状態であるはずだろうが!?」

「そのようなことは、私は知らん！　現にこの男はこうして自分の足で立っている！　できれば生かしたままジェノスに引き渡したい！」

「……お、応援を呼んでくる！　お前たち、絶対に逃がすなよ!?」

　衛兵の一人が南側の通りに飛んでいき、もう一人はこちらに近づこうともしないまま立ちすくんでいる。

　そして、道を歩いていた人々もまた、恐怖と惑乱の表情で足を止めてしまっていた。

「さ、どうするんだ？　衛兵がぞろぞろやってくるまで、そんなに時間はかからないと思うぜ？　残された時間をどんな風に使うかは、あんたに決めさせてやるよ」

　ルド＝ルウの言葉に、テイ＝スンはゆっくり両りよう腕うでをあげた。

　アイ＝ファ、ラウ＝レイ、シン＝ルウは、狩人の眼光でそれを見守っている。

　テイ＝スンは、首もとの留め具を外して、長マントを地面に落とした。

　瞬間――俺は、息を呑む。

　テイ＝スンは、渦巻き模様の美しい、森辺の装束を纏まとっていた。しかし、右肩から左脇わき腹ばらにかけてその衣服は断ち切られており、そして、無残というも愚かしいほどの傷口をのぞかせていたのである。フィバッハの蔓草で無茶苦茶に縫い合わされた、巨きよ大だいな傷口を。

「……あんた、どうしてそんな身体で立っていられるんだ？」

「わたしには、まだ死ぬことが許されていないからです」

　感情の欠落した声で言い、テイ＝スンは腰の小刀に手をかける。

　いよいよ鋭さを増す幾いく対ついもの眼光に見守られながら、テイ＝スンはそれを革鞘に収めたまま、アイ＝ファの足もとに落とした。すかさずアイ＝ファは、それをスドラの男衆のほうに蹴り飛ばす。

　もはやテイ＝スンは丸腰である。

　アイ＝ファとラウ＝レイとシン＝ルウは、さらに一歩、テイ＝スンに近づいた。

　もうそれ以上は踏み込む必要はない。小刀を抜きざまに、そのまま斬りつけられる距離だ。

「これであなたの料理を食べさせていただけるのでしょうか？」

「……はい」

　ルド＝ルウに目で確かく認にんしてから、俺は屋台の前に足を進めた。

　大きな鉄てつ鍋なべをはさんで、テイ＝スンとの距離は一メートルていど。しかし、テイ＝スンが妙みような動きを見せれば、四名の狩人がすかさず刀をふるうだろう。

　そんな事態にはならないでくれ、と強く祈りながら、俺はポイタンの生き地じをつかみとった。

　刻んだティノとアリアを載のせて、鉄鍋からすくったパテを、たっぷりとからめたタラパのソースとともに重ね、さらにポイタンの生地で蓋ふたをする。

「お待たせしました」

　俺の手からルド＝ルウに、ルド＝ルウの手からテイ＝スンにと、『ギバ・バーガー』が渡されていく。

　テイ＝スンは、何の感情も見せぬままに、ごくあっさりとそれを口にした。

　こんなことで、本当に納なつ得とくがいくのだろうか。

　テイ＝スンは機械的に口を動かして、あっという間に『ギバ・バーガー』をたいらげていく。その間にも、野や次じ馬うまの数はじわじわと増えていっているように感じられた。衛兵や近衛兵団の姿は、まだ見えない。

「これで満足なのか、あんたは？」

　ルド＝ルウの問いに、テイ＝スンは「満足です」と、まぶたを閉ざした。

「とても美味でした。ミダ＝スンがあれほどまでに執着したのも、西の民までもが銅貨を払はらって食べたがるというのも、納得することができます」

「満足したなら、そのまま腕うでを後ろに回してくれ。衛兵に引き渡す前に、縛らせてもらう」

「了りよう解かいしました。だけどわたしは、ファの家のアスタに謝罪の言葉を述べさせてもらわねばなりません。あなたの料理を食べてあなたの力を確信したかったなどと言ってしまいましたが、実はあれは、虚言だったのです」

「え？」

　どきりと、おかしな具合に俺の心臓がはねあがる。

　しかし、テイ＝スンは――まぶたを閉ざしたまま、その厳いかつい顔にやわらかい微び笑しようをひろげ始めた。

「本当は、死ぬ前にもう一度だけ、あなたの料理を食べてみたかっただけなのです。家長会議の夜に食べた料理が、あまりに素す晴ばらしいものであったので……あなたをあざむき、このような面めん倒どうをかけさせてしまったことを、心よりおわびいたします」

「いや、そんな……」と、俺は返事をしようとした。

　しかし、そうすることはかなわなかった。

　俺がほっと息をつきかけた瞬間に、世界が暗転してしまったのだ。

　何が起きたのかはわからない。

　ただ、「貴様！」というアイ＝ファの怒号や、ものの壊れる音、誰かの悲鳴、金属的な硬い音色など、実にさまざまな音がほとんど同時に響きわたり、何か異変が生じたのだ――と、頭で理解したときには、すでに俺の自由は奪うばわれてしまっていた。

　一いつ瞬しゆんの暗黒の後、視力が回復すると、そこにはさきほどまでとはまったく異なる情景が広がっていた。

　とても穏おだやかに、満足そうに微笑ほほえんでいたテイ＝スンの姿はなく、小刀をかまえたアイ＝ファの姿が見える。ルド＝ルウも、ラウ＝レイも、シン＝ルウもいる。みんなの目が、抑おさえようもない怒りに燃え上がっている。

　ルド＝ルウの足もとには、鉄鍋が転がっていた。俺たちが使っていた鉄鍋なのだろうか。地面にタラパのソースがぶちまけられてしまっている。

　そして、狩人たちの背後に見えるのは、恐怖に引きつった町の人々の顔、顔、顔――

　西の民ばかりではない。南の民も、東の民もいる。常連さんの姿も見える。視界の左端で泣きべそをかいているのはターラであり、その小さな両肩をおさえつけながら真っ青な顔をしているのは、ドーラの親父おやじさんだ。

　俺はもっとよくその姿を確認したかったが、顔を動かすことができなかった。何者かに、背後から咽喉のどもとをわしづかみにされてしまっていたのだ。

　俺の頚けい骨こつなど一瞬でへし折ることも可能でありそうな力強い指が、ぎりぎり窒ちつ息そくさせないような力加減で、俺の咽喉もとをつかんでいる。

　そして――憎悪に狂った男の声が、俺の耳もとで爆発した。

「許されざる裏切り者どもめ！　スン家を滅ぼした貴様たちに、最後の報いを与えてやる！」

　それはまるで別人のようにひび割れてしまっていたが、間違いなくテイ＝スンの声だった。
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「馬鹿な！　どうしてお前は、死なないのだ!?」

　ラウ＝レイが、憤ふん怒ぬの形相でわめき声をあげる。

「俺たちの刀は、確実にお前の胴どう体たいをえぐった！　お前は本当に人間なのか!?」

「ふん。わたしは『禁きん忌きの葉』を口にしただけだ。森の恵みに目もくれなかった貴様たちには、何のことかもわからぬであろうがな」

　狂った喜悦にひび割れた声。

　別人のように変質しながら、それでもはっきりと聞き覚えのある、テイ＝スンの声。

　俺たちは、まんまと出だしぬかれてしまったのだ。死を覚悟した人間の――いや、死をも凌りよう駕がしたテイ＝スンの妄もう執しゆうに。

　俺の鼻には、昨日以上に濃密な血の臭においが流れ込んできていた。むりやり眼球だけを下方に向けてみると、おぞましいほどの血の池が足もとに出現しているのが見てとれる。四人もの狩人がいて、自分たちの仕事を仕損じるはずもない。テイ＝スンは、間違いなく致命傷を受けているのだ。

　だが、テイ＝スンの妄執が、そのような常識や摂理をも超えてしまったのだろう。どうやらテイ＝スンは、屋台の後ろにあった樹木にもたれて立ちはだかっているようだった。そうして、背後から俺の咽喉に手をかけているのだ。

　どのような攻防の末に、このような顛てん末まつが訪れたのか。俺には知覚することができなかった。

　しかし俺は、意識を失っていたわけではない。瞬きをしたほんの一瞬でこのような有り様になってしまったのだから、きっとテイ＝スンは屋台を跳びこえて野や獣じゆうのように俺につかみかかってきたのだろう――背中を三人の狩人たちに斬りつけられながら。

　では、俺をかばうような位置取りで立っていたルド＝ルウの存在は、どのような手段で退けたのか。これも想像するしかないが、そのルド＝ルウが、ぽっきりと折れた小刀を地面に叩たたきつけ、大ぶりの鉈なたを新たにつかみ取る姿を見て、何となく察することはできた。俺のほうに跳びかかる過程で、テイ＝スンは屋台に設置されていた鉄鍋をつかみ、それでルド＝ルウからの斬撃を防いだのだろう。そういえば、金属同士がぶつかる硬質の音色を耳にした気がするし、それならばルド＝ルウの小刀が折れたことにも説明がつく。

　半分がた麻ま痺ひしてしまった頭でそこまで考えたとき、またテイ＝スンの憎悪に狂った声が響ひびきわたった。

「正統なる族長筋たるスン家に刃やいばを向けた貴様たちに報いを与えるまで、わたしは死ぬわけにはいかぬのだ！　最後の道連れには、スン家に滅ほろびをもたらしたこの小こ僧ぞうこそが相応しかろう！」

「ふざけんな！　森辺の掟を破りまくっていたてめーらに族長筋を名乗る資格なんてない！　いいからアスタを放せ、この死にぞこないめ！」

　ルド＝ルウが、ラウ＝レイに劣おとらぬ怒いかりの形相でわめき返す。

　しかしテイ＝スンは、昨日のザッツ＝スンを思わせる悪あつ鬼きのような哄こう笑しようでそれに報いた。

「森辺の掟も、都の法も関係ない！　偉大なるザッツ＝スンは、それらに代わる新たな掟と秩序を我々にもたらそうとしていたのだ！　大志を理解できぬ愚者どもめ！　都の人間にかしずくことしかできなかった惰弱の徒め！　貴様たちは、都の人間どもを屈服させる唯一の手段を失ってしまったのだ！」

「そんな御ご託たくはもう聞き飽きてんだよ！　何が新しい法と秩序だ！　てめーらはただの盗人じゃねえか！」

「我々は、不当に奪われた富を取とり戻しただけだ！　生命をかけてジェノスの田畑を守った、その報ほう酬しゆうを手にしただけだ！　恥ずべきは、我々を森辺に閉じ込めて甘あまい汁をすすりたいだけすすっていたジェノスの民どもだ！」

　本当にこれが致命傷を受けた人間の声なのだろうか。ドンダ＝ルウにも劣らない、裂れつ帛ぱくの気合に満ちみちた声である。

　それに、俺の首をつかんだ指先からも、恐しいほどの力強さを感じる。テイ＝スンは、なぜか右腕を使わず左ひだり腕うで一本で俺の首をわしづかみにしているばかりなのだが、俺が少しでも身動きしようとすると、その指先がそれを罰ばつするように首の骨を圧あつ迫ぱくしてくるので、情けないことに、俺は馬鹿みたいに立ちつくしてテイ＝スンとみんなのやりとりを聞いていることしかできなかった。

「しつけえよ！　だからって、盗人の真似事をする理由になるか！　そんな恥知らずな真似をするぐらいなら、死んだほうがましだ！」

「ならば死ね！　森の中で、ギバに突き殺されるがいい！　角と牙から得られるわずかな銅貨だけを有り難がりながら、森に朽ちるがいい！　それこそがジェノスの与えた森辺の民の運命なのだからな！」

「この野郎……！」と、ルド＝ルウはいっそう激しく双そう眸ぼうを燃やした。

　気づけば、残りの三名も俺たちを取り囲むようにして立ちはだかっている。

　三名の、赤い血に濡れた小刀をかまえる狩人たちだ。ラウ＝レイは憤怒の形相で、シン＝ルウは無表情、しかしどちらも火のように目を燃やし、そしてアイ＝ファは――

　アイ＝ファは、その場にいる誰だれよりも激しく青い瞳を燃えさからせながら、しかし、これ以上ないぐらい悲壮な表情になってしまっていた。

　その表情にこそ心臓をつらぬかれてしまい、俺はようやく現実から乖かい離りしかけていた意識を自分のもとに取り戻すことができた。

「ま、待ってください、テイ＝スン――あなたは本当に、ザッツ＝スンの教えが正しいと信じていたんですか……？」

　咽喉もとに、新たな力が加えられる。

「何だ、生命ごいか、ファの家のかまど番よ？　今さら何をほざいたところで、貴様の罪は許されん！　貴様はルウ家と共謀し、スン家に滅びをもたらしたのだ！」

「いや、だけど――」

「ジェノスから与えられた不当な掟を、我々は八十年間も守らされてきた！　この八十年間で、何人の人間が飢うえて死んだと思っているのだ!?　それでも我々は森の恵めぐみを食することさえ許されず、ただ愚直にギバを狩り続けてきた！　そうして、生まれたばかりの幼子も、苦難の生を耐え続けた老人も、ギバとの戦いで傷ついた狩人も――誰が見張っているわけでもないのに森から恵みを得ようともせず、愚直に掟を守りながら、飢えて死んでいったのだ！　ジェノスに殺されたのだ！　このような運命が正しいなどと、わたしは決して認めない！」

「俺だって、それが正しいとは思っていません！　だから、森辺に豊かさをもたらすために、このような商売を始めたんです！」

　ぐいぐいと咽喉をしめつけられながら、それでも俺は必死に声を振り絞った。

　テイ＝スンは、また哄笑を爆発させる。

「愚かな行為だ！　なぜ目の前に果実があふれかえっているというのに、そのように迂遠な真似をせねばならないのだ!?　森の恵みを食することさえできれば、いずれは銅貨さえも必要なくなるのだ！　それこそが森を神とする正しき民の生であろう！」

「だけどそれでは、西の田畑がギバに荒らされてしまうじゃないですか！　森辺の民たみだって西の王国の一員なのですから、おたがいに支え合いながら生きていくのが正しいはずです！」

「ならばこそ、我々にはさらなる力が必要であったのだ！　飢えて死ぬ人間がいなくなれば、森辺の民はさらなる力を得る！　それで五百名の民が千名に増えれば、これまで以上にギバを狩かることも可能になり、我々が森の恵みをいくら収穫しようとも、ギバが西の田畑を襲うこともなくなっていたはずだ！」

　やっぱりか――と、俺は改めて思い知らされた。

　ザッツ＝スンの根源にあったのは、俺やアイ＝ファやガズラン＝ルティムと同一のものであったのだ。

　森辺に、さらなる豊かさを――という思いである。

「だったら……だったらどうして、あなたたちはこの十数年間、ギバ狩りの仕事をおろそかにしていたんですか？　旅人を襲ったり農作物を奪ったりする行為には誰も賛同しなかったでしょうが、それでもスン家がきちんと狩人としての仕事をまっとうした上で、さらなる力や豊かさの重要性を説いていれば――そのためには森の恵みを収穫する必要がある、と説いていれば、賛同する氏族もあったはずじゃないですか？　そうしてジェノスの城ともきちんと話し合い、収穫の権利を得ることができていれば、誰もがスン家を偉大なる族長筋と賞賛していたでしょう！」

「愚か者め！　それではけっきょくジェノスにへつらってきたこれまでと何ら変わらない！　我々は、ジェノスから与えられた偽いつわりの生そのものを打ち砕かねばならんのだ！」

「おい、お前はアスタの質問に答えていないぞ、恥知らずの凶賊よ。スン家はどうして狩人としての仕事をおろそかにしていたのだ？」

　ラウ＝レイの言葉に、「それは貴様たちのせいだ、ルウの眷けん族ぞくよ」とテイ＝スンは返した。

「二十年の昔から、貴様たちはスン家に牙を剥むいてきた。スン家はまず、貴様たちを上回る力を得る必要があったのだ！　そうでなくては、ルウ家を恐れる氏族の者どもはスン家の言葉に耳を傾けようとはしなかっただろう。だから我々は、民と富を守りながら、静かに力を蓄たくわえ続けたのだ！」

「……話にならんな。それでお前たちは狩人としての仕事も果たさず、盗人の真似事を繰り返し、十数年も遊び惚ほうけていたというのか？　それでお前たちは何を得た？　わずかばかりの銅貨と、狩人としての誇りも力も失った惰弱の民を得ただけではないか？」

「それは！　ズーロ＝スンにザッツ＝スンの大志を継つぐ力がなかったからだ！　ザッツ＝スンさえ病に冒おかされていなければ、きっと我々は今ごろ正しい生と誇りを手中にしていた！」

「だったら、大志とやらを成し遂げる前に病などを患わずらってしまった先代家長や、無能な家長を恨むがいい。けっきょくお前たちは大志だ大志だとほざきながら、好き放題に堕落していただけではないか？」

　そうしてラウ＝レイは猟りよう犬けんのように獰どう猛もうな顔つきのまま、いくぶんけげんそうに首を傾かしげた。

「それに、お前の話はいかにも言い訳じみている。だいたい、お前とザッツ＝スンの他には、大志だ何だとほざく人間が一人として存在しないのはどういうわけだ？　けっきょくそのような戯たわ言ごとを胸に抱えて悶もん々もんとしていたのは、お前とザッツ＝スンだけなのではないか？」

「ああ、その通りだ！　この十数年で、ザッツ＝スンの大志を知る者はみな死に絶えてしまった！　唯一それを知るズーロ＝スンも、あのように堕落し果ててしまった！　スン家はもう――スン家はもう、滅ぶ他ないのだ！」

「何だ、だったらますますルウやファを恨むのは筋違い――」

　と、ラウ＝レイが呆あきれたように言いかけたとき、人垣のほうから悲鳴やわめき声が聞こえてきた。

　白装束の兵士たち――ジェノスの近衛兵団が到着してしまったのだ。

「凶賊め、やはり生きていたのだな。その穢けがれた身でジェノスの町に足を踏み入れた罪は万死に値する」

　近衛兵団長メルフリードを先頭に、十名ばかりの兵士たちがよどみのない足取りでこちらに近づいてくる。

　その眼前に、アイ＝ファが立ちはだかった。

「待て！　何をする気だ、お前たち！」

「知れたこと。罪人を処断する」

「うつけ者が！　アスタが――私の家人が捕らわれているのがわからぬのか！　うかつに近づけば、アスタを害されるだけだ！」

「私にも目はついている。案ずるな、森辺の民よ。あの凶賊めが不ふ埒らちな真似に及ぶ前に、あの素っ首を叩き落としてくれよう」

「そのような真似ができるものか！　お前は森辺の狩人の力を見誤っている！」

　俺たちに背中を向けたまま、アイ＝ファが小刀をかまえなおした。

　メルフリードの灰色の瞳が、ますます冷たく爬は虫ちゆう類るいのように光る。

「我々に刀を向ける気か、森辺の民よ。それは、許し難がたい罪だ」

「ふざけんな！　あいつはあれだけ斬り刻まれながら、平気な顔をして笑ってやがるんだぞ？　首を刎はねられながらアスタの咽喉を握り潰つぶしちまったらどうする気だ！」

　ルド＝ルウも、メルフリードのほうに向きなおる。

　それと同時に、テイ＝スンはまた悪鬼のごとく笑い始めた。

「いいぞ！　殺し合え！　それこそが貴様たちに相応しい姿だ！　森辺の民とジェノスの民は、どちらかが滅ぶまで憎み合う運命なのだ！」

「……いいかげんにしろ、テイ＝スンよ。お前の言葉には一片の理ことわりもない。お前は自らの滅びを受け入れることができず、その恐怖をまぎらわすためにそうして騒いでいるだけなのではないのか？」

　比較的冷静な声でそうたしなめたのは、シン＝ルウだった。

　しかし、テイ＝スンの哄笑は止まらない。

「わたしの心に恐怖などない！　すでにスン家の命運は尽きたのだ！　あとはもうこの許されざる逆賊を道連れにできれば、わたしは本望だ！」

「そのような真似をしても、お前の魂は救われない。アスタを放せ」

「放してやろう！　息の根を止めた後にな！」

　テイ＝スンの哄笑を聞きながら、メルフリードが刀を抜ぬいた。

　一本ではなく、二本。左右の手に白銀の刀を携えつつ、メルフリードは眼前のアイ＝ファを冷たく見すえる。

「そこをどけ。どかねば、お前たちも斬きる」

「……城の人間と刀を交える気はない。頼たのむから、そちらが引いてくれ」

　激情に震える、アイ＝ファの声。

　メルフリードの背後にひかえる兵士たちも、その手の矛を握りなおしている。

　ふつふつと、その場の空気が煮にえたっていき――

　そして、すっとぼけた声が、いきなりその空気を木こっ端ぱ微み塵じんにした。

「やめようよ。君たちが争う必要なんてどこにもないはずじゃないか」

　革の長マントを纏った、ひょろ長い人ひと影かげ。

　金きん褐かつ色しよくの蓬ほう髪はつをぼりぼりとかきながら、その男はどこからともなく出現した。

「……貴方あなたの出る幕ではない。引っ込んでいてもらおう、カミュア＝ヨシュ」

　アイ＝ファとルド＝ルウのほうに視線を固定したまま、メルフリードはそう応じた。

　そちらにてくてくと近づきながら、「そんなことはないはずだよ」と、カミュア＝ヨシュは緊きん迫ぱく感のない声で言う。

「君もアイ＝ファも、俺にとっては大事な友人だ。その友人同士が刀を向け合っているのに俺には関係ないだなんて、そんなさびしいことは言わないでおくれよ、メルフリード」

「だったら、この森辺の民のほうを何とかしろ。私には、法と秩序を守る責務がある」

「そうだねえ。だけど、俺は森辺の民に借りがある。俺は、彼かの女じよたちを騙だまし討うちにするような真似をしてしまった。その借りだけは、どうしても返してしまわなくてはならないんだ」

　そう言って、カミュア＝ヨシュはアイ＝ファとメルフリードの間に立ちふさがった。

　どちらの刀が振り下ろされても避けようのない位置だ。

　そうして自身はマントの中から腕を出そうともしないまま、カミュア＝ヨシュはアイ＝ファや俺たちに背を向ける格好でメルフリードと相対した。

「俺は君の願いを聞き入れてあげただろう？　だから今回は、俺の願いを聞き入れてくれ。……この決着は、森辺の民の手でつけさせるべきだ」

　数秒間の沈ちん黙もくの後――メルフリードは、左手の刀だけを鞘に収めた。

　カミュア＝ヨシュは「ありがとう」と言い、背後のアイ＝ファを振り返る。

「後はまかせたよ、アイ＝ファ。アスタを助けてあげてくれ」

　アイ＝ファは無言のままきびすを返し、俺たちのほうに近づいてきた。

「テイ＝スンよ。お前の胸が無念に満ちているということはわかった。しかし、アスタを道連れにしてどうしようというのだ？　そのようなことをしても無益だ。……否、お前が罪を重ねれば重ねるほど、お前の家族たちが苦しむことになるだけであろう」

　とても静かな声で、アイ＝ファはそう言った。

　テイ＝スンは、「何が家族だ！」と吐き捨てる。

「スンの名を抱いだきながらルウに屈した者たちなど、もはや家族でも眷族でもない！　わたしが同どう胞ほうと呼べるのは、無念の内に生命を散らしたザッツ＝スンだけだ！」

「それを本心で言っているのか？　お前には、血族よりも大志とやらのほうが大事だというのか？」

　言いながら、アイ＝ファは奇き妙みような素振りをした。両腕を左右に広げて、ラウ＝レイとシン＝ルウに下がるよう指示を送ったのだ。

　半瞬だけ迷ってから、二人は後方に引き下がる。

　アイ＝ファは無造作に小刀を下げながら、さらに数歩、俺おれたちに近づいてきた。

「何の真似まねだ？　それ以上近づけば、家人の首を握り潰すぞ？　……まあ、そろそろわたしの生命も限界のようだから、貴様がどのように振る舞おうとも結末は変わらんがな」

「そんなにアスタが憎いのか？　アスタは、森辺に豊かさをもたらそうとしているだけだ。森辺の民が飢えて死ぬことのないような、そんな豊かさを求めて尽力しているだけだ。スン家が同じ大志を抱いていたというのなら、それを引き継ぐのがアスタであり、ファの家であり、ルウの家である、という風には考えられぬのか？」

「貴様たちは、ジェノスに尻尾しつぽを振っているだけだ！　いかに豊かさを得ようとも、そのような行こう為いで誇りは取り戻せん！」

「そんなことはありません！　俺は――俺たちは、ジェノスに媚こびへつらうわけではなく、ともに生きたいと願っただけです！　法や掟を踏みにじるのではなく、同じ法と掟のもとに生きる同胞としての縁を結びなおしたかっただけです！」

　アイ＝ファの瞳を見つめながら、俺は必死に割り込んだ。

　アイ＝ファの面に浮うかんだ悲壮なまでの覚かく悟ごの表情に、俺はそうせずにはいられなかったのだった。

「同胞だと？　我々を不当に虐しいたげてきたジェノスが、同胞だと!?　ふざけるな！　ジェノスは、屈服させるべき敵だ！」

「俺はそうは思いません！　アイ＝ファやルウの人々だって、そんな風には思っていないはずです！　森辺の民は、自らの意志で掟を守ってきただけなのですから、仮に不当な扱あつかいを受けていたとしても、虐げられてきたなどという意識はないんです！　だから、もしもスン家の人々だけが、そんな無念を抱かかえ込んでいたというのなら――それはきっと、ジェノスの城から与あたえられたものなのでしょう」

　その城の人間がすぐそばでこの問答を聞いているわけだが、そこを避さけて話を続けることはできなかった。

「その無念は、ルウとザザとサウティが引き継ぎます。スン家に代わって族長筋となった彼かれらが、今後は城とやりとりをしていくんです。スン家だけでは抱えきれなかった無念を、今後は森辺の民の全員で受け止めることになるのでしょう。それでも俺たちは屈せずに、正しい縁を結べるように力を振ふり絞ります。だから――森辺の行く末を、俺たちに託してくれませんか？」

「……馬鹿か、貴様は？」と、したたるような憎悪の激情とともに、テイ＝スンはそう言い放った。

「森辺の行く末など、知ったことか！　わたしはもうすぐ死ぬ！　ザッツ＝スンはすでに死んだ！　スン家の滅んだ世界には、破は滅めつと絶望こそが相応ふさわしい！　森辺も、この町も、石の城も、何もかもが滅んでしまえばいいのだ！」

　駄目か――と、俺は歯は噛がみする。

　俺の言葉では、テイ＝スンの憎悪を消すことはできないのかもしれない。

「……ならば、私の生命も手て土産みやげに持っていけ」

　と、アイ＝ファがふいに力を失った声でそんな風につぶやいた。

　愕がく然ぜんとする俺の目の前で、アイ＝ファが一歩、足を踏み出す。

「近づくな！　そのような戯言でわたしの隙をつこうという気か、ファの家長よ？」

「そのようなつもりはない。家人を目の前で害されながら、おめおめと生き恥をさらす気持ちになれぬだけだ。……アスタを殺すなら、私のことも殺してくれ」

「アイ＝ファ！　お前、何を言ってるんだよ！」

　そんな泣き言は、アイ＝ファには似合わない。

　それに、どのような苦境に陥っても、自ら死を選ぶだなんて――そんなのは、絶対に俺の知るアイ＝ファのやることではない。

　アイ＝ファはがっくりとうなだれながら、腰こしの大刀たちを足もとに落とした。

　そして、その手に持っていた小刀は左手に持ち替えて、柄のほうを俺たちに差し出してくる。

「この刀で、私の生命を絶つがいい。できれば、アスタよりも先に私を殺してくれ。……アスタの死ぬ姿は、見たくない」

「待て！　近づくな！　貴様などの奸かん計けいには乗らんぞ！　わたしにではなくこの小僧に刀を渡すつもりだな!?」

「何を言っている。アスタには女衆ていどの力しかない。いかに深手を負っていようとも、アスタより素す早ばやくこの刀を受け取ることぐらいは容易であろう？」

　さらにアイ＝ファが近づいてこようとすると、テイ＝スンはまた「動くな！」と、わめいた。

「わたしの右腕は動かぬのだ！　貴様たちの刀が、右みぎ肩かたの筋を断ってしまったのだろう。だからわたしには、一人の人間を道連れにすることしかできん！　この小僧は今すぐにくびり殺してくれるから、死にたいのならば自ら咽喉を突いて死ね！」

「そうか……」と、アイ＝ファはつぶやいた。

「やはりお前の右腕は動かせぬのか、テイ＝スン」

　その瞬しゆん間かん、俺の首を圧迫していたテイ＝スンの指先が、ふいに力を失った。

　それと同時にアイ＝ファが踏み込んできて、俺の身体をテイ＝スンからもぎ離す。

　そして――どこか遠いところで、黄色い悲鳴が響きわたった。おそらくは、街かい道どうを埋めた町の人々の誰かだろう。

　俺の身体を抱きすくめたまま、アイ＝ファが地面に倒れ込む。

　そうして俺を地面に押おさえつけながら、アイ＝ファは半身を上げて、いつのまにやらきちんと持ち替えていた小刀を背後の虚空に差し向けた。

　しかし、そのような用心は必要なかった。樹木にもたれたテイ＝スンは、咽喉もとと左ひだり肘ひじから大量の鮮血を噴きこぼしつつ、その場にぐしゃりと崩れ落ちた。

「これは……いったい……？」

　ほとんど無意識につぶやきつつ、俺ものろのろと半身を上げる。

　ルド＝ルウたちも、カミュア＝ヨシュも、メルフリードも、誰一人として立ち位置を変えていない。それなのに、テイ＝スンは血の海に沈しずんでしまった。

　もしかして、これらのすべては現実ではなく悪夢だったのではないかと、そんな馬鹿げた想念が俺の脳のう裏りをよぎったとき――テイ＝スンのもたれていた樹木の陰から、小さな人影がひょっこりと現れた。

「誇ほこりを失った恥知らずめ。……己おのれの子を飢えで失う苦しみなど、スン家でぬくぬくと生きてきた貴様などにわかるものか」

　それはなんと、スドラの家長であった。

　その場にいる誰よりも小こ柄がらで華きや奢しやな体格をした陰いん気きなその男衆は、小刀の血を振り払ってからそれを革鞘に収め、白装束の近衛兵団長を振り返かえった。

「森辺の大罪人を始末した。俺は何か都の法を犯おかしてしまったか？」

「……かの大罪人は、生死を問わず捕縛せよ、との令が出されていた。お前の罪を問う法はない」

「そうか。それならば、良かった」

　あくまでも陰気に、勝ち誇る様子もなく、スドラの家長はそんな風につぶやいた。

　きっと彼は、テイ＝スンが目の前のアイ＝ファたちに気を取られていた隙に『ミャームー焼き』の屋台を離れ、少しずつ、慎しん重ちように、気配を殺しながら背後の雑木林に回り込んでいたのだろう。

　そして、背後からテイ＝スンの左肘を斬り、アイ＝ファが俺の身み柄がらを確保してから、咽喉もとに小刀を突きたてたのだ。

「ファの家長よ、お前が機転をきかせてくれたおかげで、この凶賊めを出しぬくことができた。やはりこやつは右腕を動かすことができなかったのだな」

「こちらこそ、家人の生命を救ってもらったのだ。どれほど感謝の言葉を述べても足りぬであろう」

　鹿しか爪つめらしく応じながら、アイ＝ファは左手でぎゅっと俺の右手の先をつかんでいた。

　その体温と力強さを何よりも得難いものと感じながら、俺はゆっくり立ち上がった。

　そして、アイ＝ファとともにテイ＝スンへと近づいていく。

　一人の人間の体内には、これほどの血液が詰つまっているのか。そんな凄すさまじい血だまりの中で、テイ＝スンは無表情に虚空を見つめていた。

　その面には何の感情も浮かんではおらず、その瞳ひとみは死んだ魚のように濁っている。

　さきほどまでは、どのような形相で憎悪と呪じゆ詛その言葉を発していたのだろう。その姿を目にすることができなかった俺には、まったく想像することさえできない。

「テイ＝スン……」

　俺は、足もとが血で汚れるのにもかまわず、テイ＝スンのかたわらにひざまずいた。

　だんだんと光を失っていく濁った瞳が、力なく俺を見る。

「家長会議の夜に、アイ＝ファに力を貸してくれたのは、あなたなのですか？」

　テイ＝スンは、答えることを拒きよ絶ぜつするかのようにまぶたを閉ざした。

　しかし、弱々しく上下するその胸が動きを止める寸前に、テイ＝スンはまたゆっくりとまぶたを開き――そして、『ギバ・バーガー』を食べたときと同じように、やわらかく満ち足りた微笑をその血まみれの顔に浮かべた。

「……ようやく最後の仕事を果たせました……」

　それが、族長筋の分家に生まれつき、あまりに強大で邪悪な力を持つ族長に翻ほん弄ろうされながら五十一年間を生きたテイ＝スンの、最さい期ごの言葉だった。
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エピローグ







「……本当に申し訳なかった！」

　翌日――青の月の十七日の、夕暮れ時である。

　晩ばん餐さんの仕し度たくの最中であるファの家において、カミュア＝ヨシュが俺たちに深々と頭を下げていた。

　アイ＝ファは憮ぶ然ぜんと片かた膝ひざあぐらをかいたまま、俺はスープの味を確かめつつ、その金褐色の後頭部を眺めている。

「お察しの通り、あの商団はスン家を罠わなにはめるための策略だったんだ。《守護人》が五名というのは嘘じゃないが、残りの十八名は全員、傭よう兵へいなどを生なり業わいにしている荒あらくれ者ものの寄せ集めだった。すべては近衛兵団長たるメルフリードの立案した作戦だったのさ」

「立案者以外は想像の通りでしたけど。それじゃあやっぱり、ジェノスの上層部もスン家を粛しゆく清せいする心づもりだったわけですね」

「うーん。ジェノスの上層部というか、あくまでメルフリードの独断だね。お父上のジェノス侯こうマルスタインは黙もく認にんしている格好で、大臣のサイクレウスに至っては、その計画すら知らされていなかったというのが現状だ」

　そろそろと頭を上げながら、カミュア＝ヨシュはそんな風に言葉を重ねた。

「へーえ」と、俺はスープに岩塩をひとつまみだけ追加する。

「ジェノスの上層部も一枚岩ではないってわけですか。しかし、これまではスン家の無法を見て見ぬふりをしてきたジェノス城であったのに、すさまじいばかりの手の平返しですね？」

「だからそれは、これまで全権を委任されてきたサイクレウスの怠たい慢まんであり、正義と掟おきてを重んずるメルフリードがそこに断罪の刃を振り下ろした、という図式なんだよ。ジェノス侯なんかは、苦にが笑わらいしながらそれを静観していた格好だね」

「苦笑いで済んでしまうんですか。領主ってのは気楽な立場なんですね」

「まあ、あちらはあちらで多忙な身だからね。臣下に仕事を任せたからには、下手へたに口出しをしないってのも上に立つ人間の器量ってものなんだろう」

　気安く肩をすくめてから、アイ＝ファの冷ややかな視線に気づいてまた縮こまるカミュア＝ヨシュであるが、どんなにしおらしくしていたって、この男のすっとぼけた印象にさほどの変化は見られない。

「俺としても、苦しい立場だったんだ。メルフリードに協力を乞われて段取りを進めている最中にアイ＝ファやアスタと知り合うことになり、ルウの集落でドンダ＝ルウとも言葉を交かわし、やっぱり森辺で堕だ落らくしているのはスン家だけなのだなあ、森辺の民というのは誇り高い一族なのだなあという印象を深め――いささかならず、不安な気持ちになってきてしまったのだよね」

「不安ですか？　どうしてです？」

「それはまあ、首しゆ尾びよくスン家の罪を暴くことができたところで、ジェノスと森辺の間に存在する溝はますます深くなるばかりなのではないかと思えてきてしまったからだよ。……町の人々はいっそう森辺の民に恐怖するようになり、森辺の民はジェノスへの反感をつのらせる。俺の一番の計算違いは、森辺の民の誇りの高さを見誤っていたことだねえ」

　そこは、難しいところだと思う。

　しかし今はカミュア＝ヨシュの本心を確認したかったので、俺は口をはさまないことにした。

「だからね、俺は作戦の中止を申し立てたこともあるんだよ！　本当に！　だけど、メルフリードは聞き入れてくれなかった。罪は罪であり、罪人は裁かれねばならない。森辺の民が何を騒ごうが、正義は我にあり！　……という、見かけに寄らない熱血漢でもあるのだよ、彼かれは」

「はあ。その考え自体は、間ま違ちがっていないと思いますけど」

　だけど、何故なぜだろう。どうにも俺は、あの御ご仁じんにあまり共感することができないのである。

　俺の中のそんな疑問は、口くち惜おしいことに、カミュア＝ヨシュの説明によって解き明かされることになった。

「間違っていなければ正しい、というわけではないからね。メルフリードの正しさは、ごく一面的なものだ。彼は『今』の正しさしか追い求めていないのだよ。『過去』や『未来』は切り捨てて、今この瞬間の正しさしか考慮していない。どうしてこのような罪が生まれてしまったのか、それを裁くことによってどのような未来が生じるか。それらのことを一いつ切さい考慮せず、今現在だけの正しさを追求するのは――楽だけど、危険な行為でもあると、俺には思える」

　マント姿で座したまま、カミュア＝ヨシュはふっと遠い目をする。

「もっと簡単に言うならば、スン家の罪をこれまで放置してきたのは、城の人間たるサイクレウスだ。そこのところの責任をすっとばして、何の権限も責任もないメルフリードが横槍を入れる格好で断罪の刃をふるっても、人々を困こん惑わくさせるだけだろう。だけどメルフリードの目的は罪を裁くことのみなので、自身の正当性を主張する意志もない。罪人さえ裁くことができれば、彼は満足なのさ」

　それはもしかして、森辺の民にも通ずるところのある潔癖さなのではないだろうか？

　そうだとすると、いくつか納なつ得とくのいかないところが生じてしまうのだが。

「待ってください。だったら何故、城の人たちは屋台の商売を休ませてくれなかったんですか？　あれはやっぱり、俺たちを囮おとりにしてザッツ＝スンたちをおびきよせたかったっていうことなんでしょう？　そうだとしたら、森辺の民や町の人々を危険にさらしてでも罪人を捕まえたかったっていうことになりますよね」

「いや、だから、その命令を下したのはサイクレウスなんだよ。メルフリードには、森辺の民に関与する権限は与えられていなかったからね。むしろ昨日などはその行為を危険だと感じたからこそ、近衛兵団としては本来の役割ではない宿場町の巡回などを敢かん行こうしたのではないのかな」

　そう言って、カミュア＝ヨシュはまた申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げた。

「すでに察してはいるだろうけども、メルフリードの正義心に火をつけたのは、俺だ。半年ほど前にジェノス侯を通じてメルフリードと知遇を得た俺は、俺の知る情報をすべて彼に与えて、スン家とサイクレウスの歪ゆがんだ関係――ひいては森辺とジェノスの歪んだ関係を正せないものかと相談を持ちかけたんだ。その後は、あのザッシュマ――大商人ならぬ《守護人》のザッシュマが参謀役となり、今回の計画が実行されることになった。最初にけしかけたのは俺自身だったのだけれども、大勢の人間を率いて計画を遂行するなんて器うつわは持ち合わせていなかったから、俺は協力者の位置まで退き、静かに事態を見守ることにしたんだ」

　それは何となく、カミュア＝ヨシュらしい行動だなと思うことができた。このすっとぼけたおっさんには「傍観者」が一番よく似合う気がするのである。

「だけど俺は、アスタやアイ＝ファやドンダ＝ルウと言葉を交わし、いささかならず懸け念ねんを抱くようになってしまった。だからね、アスタに宿場町での商売を勧めたのは、真相を明かせない俺にとっての、せめてもの罪ほろぼしだったんだよ」

「え？」

「そうしてアスタが町と森辺の縁えんを繋いでくれれば、少しは希望が残るかもしれない。町の人々の恐怖心や、森辺の民の反感も、少しは緩和されるかもしれない。そんな期待を込めながら、商売の話を持ちかけたのさ。もちろん、森辺の民はもっと豊かな生活をするべきだ、というのは以前から持っていた俺の本心だったけれどもね」

　もしもカミュア＝ヨシュが俺たちに屋台の商売を勧めていなかったら――俺はミラノ＝マスともユーミともナウディスとも、バランのおやっさんたちやシュミラルたちとも知り合っていなかったことになる。

　なおかつ、俺が家長会議のかまどを預かる事態にも至らないので、森の恵みを荒あらしていたというスン家の罪が暴かれることもなかったわけだ。

　今となっては、そのような未来を思い描くことさえ困難なほどであった。

「……カミュアは都の側の人間としては最大限の便べん宜ぎをはかってくれようとしたんでしょう。それは理解できると思います。でも――」

「森辺の民にとって、俺のような大おお嘘うそつきは許せない存在なのだろうねえ」

　カミュア＝ヨシュは無ぶ精しよう髭ひげの目立つ細長い顎あごをぼりぼりとかく。

「まあ、俺自身が嫌きらわれるのはかまわないんだよ。蛇だ蝎かつのように嫌われても、俺の森辺の民に対する親愛の念は小ゆるぎもしない。だけど、それがジェノスへの不審感に直結してしまうのは、甚はなはだしく困る。清廉にして勇ゆう猛もうなる森辺の民だったら、モルガの森を捨てて別の森に移り住む！　ぐらいのことは言い出しかねないものねえ」

「……また立ち聞きをしていたんですか？」

「してないよ！　本当にそんな話が出ていたのかい？　まいったなあ。……しかも、族長たちはあのサイクレウスともすでに何度となく顔を合わせているのだものねえ。それでは城の人間に対する不審感ばかりが募ってしまうことだろう」

　俺はいまだに、そのサイクレウスという人物を知らない。

　その男は、本当に今回の一件とまるきり無関係だったのだろうか。

「あの、一つおうかがいしたいんですが。さっき、サイクレウスの責任をすっとばしてスン家の罪を暴いても、周囲の人々を困惑させるだけだ、と言いましたよね。だったらどうして、サイクレウスのほうは放置したまま、こんな荒っぽい作戦でスン家を追い詰めようとしたんですか？」

「うん？　それはまあ、サイクレウスの罪を暴くには、まずその共犯者たるスン家の罪を暴く必要があったからだよ」

「……はい？」

　何か今、とんでもない言葉を聞いてしまった気がする。

　カミュア＝ヨシュは、「ああ、その話をまだしていなかったっけ」と頭をかいた。

「いや、証拠はないんだよ？　ただ、森辺の民に害されたとされている人間の中に、サイクレウスにとっての政敵なんかが二、三名ほど含まれていた、というだけのことさ。表向きは野盗に害されたということになっているし、どれも十年以上も前の話なので、確たる証拠をつかむまでには至っていないんだ」

「そ……」

「あと、かどわかされた農村の娘むすめなんかは、奴隷商人に売られた節がある。それに、十年前の商団の事件だね。商団から奪うばったお宝を銅貨に換かえるには、森辺の民だけでは不可能だっただろう。だったら、都の人間の協力者がいた、と考えるほうが自然じゃないかい？」

「そこまでわかっているなら、どうしてその男を断罪しないのですか!?」

「だから、証拠がないんだよ。ゆえに俺たちは、何としてでもサイクレウスよりも早くザッツ＝スンという凶賊を生け捕りにしたかったのさ。……残念ながら、彼は呪のろいの言葉を吐くばかりで、俺たちの求める言葉は何一つ語ってくれなかったけどねえ」

「…………」

「だけどその代わりに、ザッツ＝スンは町の住人の前で『十年前にも商団を襲った』とだけは吐と露ろしてくれた。今後はこの一点からサイクレウスを追い詰めていくしかないだろう、とメルフリードは言っていたよ」

「……今度はサイクレウスの罪を暴くのですか？」

「もちろん。そこに罪がある限り、メルフリードは刀をふるうだろう。……そして、都の奸かん臣しんが相手であるならば、俺も心置きなく協力することができるからねえ」

　そう言って、カミュア＝ヨシュはチェシャ猫ねこのように笑った。

　本当に――何という男なのだろう、こいつは。

　俺は、うろんげにカミュア＝ヨシュを観察しているアイ＝ファのほうを振り返る。

「なあ、アイ＝ファ。お前はカミュアのことをどう思う？」

「うむ？」

「何十日にもわたって俺たちを騙し続け、ひいてはダリ＝サウティらを危険な目にあわせることになった、大嘘つきの卑ひ劣れつ漢かんだと罵ば倒とうしたいか？」

「いや、あの、そういう話は俺のいないところで……」

「べつだん、そのような思いは抱いていない」

　と、アイ＝ファは落ち着きはらった声でカミュア＝ヨシュの言葉をさえぎった。

「この男が信用ならないということは最初から知れていたし、サウティの男衆に関しては――ギバを前にした狩人かりうどとしての仕事を果たそうとしただけであろう。憎にくむべきはギバをけしかけた凶賊どもであると思える」

「ふむ。だけど、たぶんカミュアたちは自分たちの手でザッツ＝スンらを捕らえるために、サウティ家の護衛の増強を断ったんだよ？　それもあわせて考えると、なかなかの卑劣漢っぷりなんじゃないかな？」

「いや、あの、だから――」

「それでも、事情を話すわけにはいかなかったのだろう。こやつらにしてみれば、サウティがどういう血筋なのかもわかってはおらぬのだからな。裏でスン家と繋がっているのかもしれんという疑いは捨てきれぬであろうし、また、十数名もの狩人に守られていては、凶賊どもが襲撃をあきらめてしまうかもしれん。……すべては、凶賊どもを捕らえたいという一心であったのであろう」

　俺は納なつ得とくして、カミュア＝ヨシュのほうに視線を戻もどした。

「城の人たちが一枚岩ではないように、森辺の民にも色々な考え方をする人間がいます。何にせよ、縁を保ちたいなら、情理を尽つくして話し合うしかないんじゃないですか？」

「……話し合う？　誰と誰が？」

「俺たちと、あなたたちです。森辺の民と、ジェノスの人間で、ですよ。……カミュア＝ヨシュ、あなたは森辺の民に嫌われてもかまわないと言い、メルフリードという御仁は自身の正当性を主張する意志もないと言う。そして、森辺の民も町や城の人々になんて何の関心も払はらってこなかった。こんな状じよう況きようで、正しい縁なんて結べるはずがないじゃないですか？」

「ふむ？」と、カミュア＝ヨシュは首を傾げる。

　その顔を真正面から見つめながら、俺は言ってやった。

「まずは手始めに、あなたは森辺の族長たちと腹を割って話すべきです。それで最低限の信しん頼らい関係を結ぶことができたら、数日後に予定されているサイクレウスとの会談の場に、メルフリードという御仁を引っ張り出だしてくれませんか？」

「メルフリードを？　会談の場に？　アスタは、とてつもないことを言いだすねえ！　メルフリードは、これからサイクレウスの旧悪を暴こうと刀を研といでいる真っ最中なんだよ？」

「それはそうなのかもしれませんけど、でも、森辺の民は今回の商団が偽にせ物ものであったことや、十年前の事件のことも、すでに知ってしまっているんです。会談の場でも、その二点については言及せずにいられないでしょう。……それでその場にカミュアやメルフリードがいなかったら、何も話は進まないんじゃないですか？」

「なんと！　まさかアスタは、その場に俺も立ち会うべきだ、などと言っているわけではなかろうね？」

「そう言っていないように聞こえましたか？　……俺の故郷に、沈黙は金なりって格言がありましたけどね。黙っているばかりじゃあ済まないときもあります。おたがいに理解を得たいなら、やっぱり言葉を交わすべきだと思います」

　信じてほしいと願うだけでは、届かない思いもある。

　どんなにぶざまでも、本心を明かさねば伝わらない心情というものは存在するのだ。

　たぶんそれは――昨日、テイ＝スンの行動を通して、俺が知り得たことだった。

　まるでザッツ＝スンの代弁者のごとくスン家の正しさを主張するテイ＝スンに対して、森辺の民は、怒いかりの声でもってそれに報いた。俺ばかりでなく、アイ＝ファやルド＝ルウやラウ＝レイやシン＝ルウや――生きつ粋すいの森辺の民たちが、己の心情や考えをテイ＝スンに叩たたきつけたのだ。

　その結果として、町の人々は森辺の民の声を聞くことになった。森辺の民が何を考え、どのような気持ちで生きているかを、彼らはたぶん初めて知ることになったのだ。

　テイ＝スンの亡なき骸がらが運ばれて、兵士たちから自由を与えられた後、俺たちはドーラの親父おやじさんにすがりつかれることになった。親父さんはずっと泣いていた。ターラもつられて泣いていた。最初は意味がわからなかったが、しばらくして落ち着くと、ドーラの親父さんは泣きはらした目をしょぼしょぼさせながら語ってくれた。

　森辺の民が、そのような暮らしをしていたとは知らなかった――

　自分たちは、まだまだ感謝が足りていなかった――

　アスタたちと出会う前に、森辺の民を蔑さげすんでいた自分が恥はずかしい――

　要約すると、そんな感じだった。

　森辺の民は、飢うえて死ぬまで森の果実に手をつけることはない。その事実が、ドーラの親父さんを打ちのめしてしまったらしい。西の田畑を守るために、森辺の民はそこまでの生活を強いられていたのだ。実際にその田畑を耕している親父さんにとっては、たまらない話であったに違いない。

　その後はさすがに屋台の商売を続けるわけにもいかず、《南の大樹亭てい》で仕込みの作業だけをして帰ることになったのだが、明けて翌日――つまりは今日、おそるおそる宿場町に下りてみると、町には平穏な空気が戻っていた。もちろん西の民のすべてが笑え顔がおで迎むかえてくれたわけではなく、そこにはまだ色濃く惑乱や恐怖の表情を見み出いだすことが多かったが、それでも、何かが変化していたのだった。

　事件が起きる前とも違ちがう、言葉にし難い微び妙みような変化――森辺の民をしっかりと見つめて、そこに何らかの答えを見出そうとしているかのような――ただの差別感情や、恐怖や、排はい他たの気持ちだけではない、別種の眼まな差ざしが俺たちには向けられることになったのだ。

　こいつらは、本当はどういう人間なのだ？　――無言ながらに、ずっとそのように問いかけられているような心地ここちだった。

　町の人々は、森辺の民がどれほどの覚悟をもって狩人の仕事に励はげんでいるかを知った。

　そして森辺の民たみは、自分たちの同胞がどれほど悪逆な真似をしでかして町の人々を恐怖させていたかを知った。

　ここからなのだろう、と思う。森辺の民と、宿場町の人々が、本当の意味で理解し合えるか。あまりにかけ離はなれた気き性しようでありながら、それでも良き隣りん人じんとして交流を結んでいくことは可能であるか。俺たちはようやくそれを確かめるためのスタート地点に立つことができたのだろう。

　ならば、城の人々とも、そのスタート地点に立つための努力をするべきだ。

　あきらめることは、いつでもできる。だったらその前に、可能な限り力を振り絞り、相互理解を目指すべきだと思う。その末に、どうしても相あい容いれないことが判明してしまったら、決別するのもやむを得ない。だけど、それまでは、どんなに困難な道でも突き進むべきだろう。その生が終わる寸前まで悪逆の徒として振る舞い、滅ぶことになった、テイ＝スンの死を無む駄だにしないためにも――だ。

「……アスタ」

「うん？」

　振り返ると、アイ＝ファが不ふ穏おんな横目で俺をねめつけていた。

「いつになったら晩餐はできるのだ？　いいかげんに腹が空いたぞ」

「ああ、ごめんごめん。あとはハンバーグを焼きあげるだけだよ」

　アイ＝ファはさりげなく右手をあげて、自分の口もとを覆い隠かくした。ハンバーグと聞いてほころびそうになる口もとを隠しているのだろう、たぶん。

「それじゃあ俺はそろそろおいとまするよ。アスタからの提案は宿題とさせていただこう。仕事中にお邪じや魔まして悪かったね」

　カミュア＝ヨシュが、ふわりと立ち上がる。

　ハンバーグを焼くための準備をしながら、俺は「え？」と、そちらを振り返った。

「カミュアは食べていかないんですか？　三人分の準備をしてしまったんですけども」

「ええ？　俺を晩餐に招いてくれるのかい？　この状況で？」

「だって、こんな時間にやってくると聞かされていたから、てっきりそれが目的だと思ったんですよ」

「さすがに俺もそこまでは図ずう々ずうしくふるまえないよ……」

「じゃあ帰ってしまうんですか？」

「いや！　甘えていいなら、甘えさせていただきたい！」

　大あわてで宣言してから、カミュア＝ヨシュはふっと目を細めた。

「何だかアスタは、ここ数日でものすごく逞たくましくなったみたいだね。初めて出会った頃ころとは、もはや別人だ」

「そうでしょうかね。まあ、これだけ色んな目にあってまったく成長していなかったら目もあてられませんけど」

　不思議な色合いをしたカミュア＝ヨシュの瞳を見つめ返しながら、俺はそう応じる。

「一番最初の最初から、俺たちにとっての最重要人物はあなただったってことですよね、カミュア＝ヨシュ」

「え？　今度は何だい？　俺などは寄る辺ない風ふう来らい坊ぼうに過ぎぬ身だよ？」

「それでも、俺たちがもっとあなたと親密な関係を築けていたならば、ここまで話がこじれることはなかったかもしれません。俺は俺で過不足のない距きよ離りを保とうと努力していたつもりですが、あなたを心の底から信用できていれば――そして、あなたからも信用されるように努めていれば、流れる血の量ももっと少なく済んだのではないでしょうかね？」

「いやあ、俺はアスタに絶大なる信頼を寄せているけども？」

「だったら、どうしてあの商団の正体を打ち明けてくれなかったのですか？　どうしてミラノ＝マスやレイトの身内の不幸について話してくれなかったのですか？　そこまできちんと打ち明けてくれていれば、少なくともサウティの男衆は無駄に血を流すことはなかったはずですよ？」

　俺の言葉に、カミュア＝ヨシュは珍めずらしくも「うーん」と言いよどんでしまう。

「だけど、カミュアにとってはそうするしかなかったんでしょう。俺のほうだってスン家の実情などはほとんど打ち明けていなかったのですから、それはお互たがい様さまです。だけど……」

　だけど、もう少しだけおたがいに歩み寄り、ともに知略を巡らせることができていたら、ザッツ＝スンだけを告発する手段を見つけられていたかもしれない。それだけが、俺には悔やまれるのだ。

「……テイ＝スンの亡骸は、森辺に葬ほうむることが許されたそうだね？」

　と、カミュア＝ヨシュがふいにそんなことを言い出した。

　やや垂れ気味の目を細めて、ひどく透すき通とおった光をその瞳にたたえながら。

「ええ。かつて家族であった人たちの手で、森の端はしに埋められましたよ。……それが何か？」

「いや、別に。石の都で罪人として葬られるよりは、よほど幸福なことなのだろうね、それは」

「カミュア、今まで以上の信頼関係を築くには、沈黙は金の精神ではなく、思ったことを素す直なおに伝えるべきだと思うのですよね。……だからはっきり言わせてもらいますが、何でも見透かしているようなあなたのその目つき、俺は苦手です」

　カミュア＝ヨシュは同じ目つきのまま、長マントの下で肩をすくめた。

「ひどい言い草だなあ。俺は別に千里眼の術などは体得していないよ？」

「とにかくですね、森辺とジェノス城の人々も、腹を割って話す必要があるはずです。会談の場にメルフリードという人物を引っ張りだすことは可能ですか？」

「容易たやすい話だとは言い難がたい。それでも俺なりに力を絞ってみることにするよ。森辺とジェノスの友情のために」

　そう言って、カミュア＝ヨシュはにんまりと微笑ほほえんだ。

　そんな中、アイ＝ファにくいくいと袖そでを引っ張られる。はんばーぐはまだか、と、その瞳が如実に語っていた。

　まだまだ問題だらけの森辺とジェノスの行く末に思いを馳はせつつ、俺は親愛なる家長と親愛なる友になりうるかもしれないすっとぼけた男のために、晩餐の準備を仕上げることにした。







箸休め　～ルウ家のかまど番～







「浮かない顔をしてどうしたの、レイナ姉？」

　晩餐のためのポイタンを焼きあげながら、ララ＝ルウが不思議そうに問うてきた。

　同じようにギバの汁物を煮に立たてながら、「別に……」とレイナ＝ルウは力のない声を返す。

「別にってことないでしょ。あたし、何かレイナ姉を怒らせるようなことをしちゃった？」

「そんなことないよ。どうしてわたしがララに怒らなきゃいけないの？」

「んー、だってさあ、さっきからちらちらあたしのほうばっかり見てるじゃん。何か気に食わないことでもあるのかなと思ってさ」

「気に食わないなんて……わたしはただ、ララもずいぶんかまど番の手際がよくなってきたなあと思っただけだよ」

　そのように答えながら、レイナ＝ルウがついつい溜ため息いきをこぼしてしまうと、怒りっぽいララ＝ルウは眉まゆを吊つり上あげて顔を寄せてきた。

「ほら、やっぱり何か気に食わないことがあるんでしょ？　言いたいことがあるなら、はっきり言ってくれないかなあ」

「だから、そんなんじゃないってば。……わたしはただ、ララやヴィナ姉のことをちょっぴり羨ましく思ってるだけで……」

「ん？　羨ましいって、どういうこと？」

「……だって、ララやヴィナ姉は毎日アスタの手伝いをしているから、そんな風に手際がよくなっているんでしょう？　羨ましく思うのが当然じゃない？」

　ララ＝ルウは怒りの表情を引っ込めて、「うーん？」といぶかしげな声をあげた。

「あたしやヴィナ姉は屋台の仕事を手伝っているだけで、肉や野菜を切ったりしてるわけじゃないんだよ？　それでかまど番としての腕うで前まえが上がったりはしないと思うんだけど」

「いや、昔とは全然比べものにもならないよ。家長会議のときも、すごく手際よく働いてたし」

「そっかなー？　そうだとしたら、あたしは嬉うれしいけど」

　にっと白い歯を見せてから、ララ＝ルウは表情を改める。

「でも、それを言ったらシーラ＝ルウなんて、屋台で肉を焼く仕事までまかされるようになったんだよ？　それこそあたしやヴィナ姉なんかじゃ、シーラ＝ルウには逆立ちしたってかなわないよ」

「そうだよね。シーラ＝ルウは、本当にすごいと思う」

　そのように言って、レイナ＝ルウは再び溜息をつく。

「きっともう、わたしだってかなわないぐらいの手際になってるんだよ、シーラ＝ルウは……ああ、わたしもアスタの仕事を手伝いたいなあ……」

「……それって本当に、かまど番としての腕前を上げたくてそう言ってるの？」

「え？　どういうこと？」

「いや、レイナ姉はただアスタと一いつ緒しよにいたいだけなんじゃないかなーと思ってさ」

「そ、そんなことは絶対にないよ！」

　言いながら、レイナ＝ルウは顔を真っ赤にしてしまう。

「それはもちろん、アスタと一緒に仕事ができれば楽しいだろうと思うけど……それ以上に、わたしはかまど番としての腕前を上げたいの！　嘘じゃないよ？　本当だよ？」

「そんなムキになることないじゃん。それに、そっちのほうが自然な話だと思えるし」

　焼きあがったポイタンを皿に重ねつつ、ララ＝ルウは肩をすくめた。

「レイナ姉は、今だってあたしやヴィナ姉よりは立派なかまど番なんだからさ、それ以上腕うでを上げる必要なんてないんじゃない？　ルドとかだって、レイナ姉の作る料理が一番だーとか言ってるじゃん」

「それはだって、アスタと比べられてるわけでもないから……」

「だから、どうしてアスタと比べる必要があるの？　ていうか、アスタにかなうわけないじゃん。アスタは、特別なんだから」

　レイナ＝ルウは、思わず言葉を失ってしまった。

　それぐらい、ララ＝ルウの言葉が意想外だったのだ。

「……でも、ララだって、もっとかまど番としての腕を上げたいと思うでしょう？　アスタにも負けない料理を作れるようになったら、すごいと思わない？」

「えー？　そりゃあもちろん、もうちょっと上手に肉を焼くことができたらなあとは思うけど。アスタに負けない腕前を身につけるなんて、そんなの絶対に無理だもん。……レイナ姉は、そんなことを考えてたの？」

　ララ＝ルウは呆あきれたように言い、それから赤い髪かみに包まれた頭をぽりぽりとかいた。

「すごいことを考えるんだね、レイナ姉は。あたしはどっちかっていうと……今でも十分に美味おいしい料理を作ることのできるレイナ姉やシーラ＝ルウのことを羨ましいと思ってたんだけどなあ」

「え？」

「何にせよ、あんまり元気をなくして周りに心配をかけないでよ。レイナ姉の腕前は、あたしが保証してあげるから」

　怒ったような口調で言い捨てると、ララ＝ルウは空になった鉄てつ鍋なべにグリギの棒をひっかけた。

「まだ明るいから、今の内に洗ってくるね。ぼーっとして、料理を台無しにしちゃわないでよ？　みんな、レイナ姉の料理を楽しみにしてるんだからさ」

　そうしてララ＝ルウはかまどの間を出ていき、レイナ＝ルウは何度めかの溜息をつくことになった。

（ララは、そんな風に思ってたんだ。わたしなんて、まだまだこんなに未熟者なのに……）

　レイナ＝ルウは、もっともっと美味なる料理を作りあげたかった。それこそ、アスタにも劣らぬ料理を作ることができるようになったら、どれほど幸福か、と――そのように思いながら、この数十日を過ごしていたのだ。

　しかし、宿場町での仕事を手伝う役目は、なかなかレイナ＝ルウには回ってこなかった。その間に、シーラ＝ルウなどはめきめきと腕を上げて、このたびはアスタの留守をまかせられるほどにまでなった。きっともう、シーラ＝ルウの腕前は自分を越えてしまったのだろうな、と思う。そして、そのように思うとレイナ＝ルウの心は、とても重苦しい無念の気持ちで満たされてしまうのだ。

　シーラ＝ルウは、大事な眷けん族ぞくだ。父の弟の娘という近い血族であるし、かまど番としての腕を上げるにつれて、以前にはない元気と明るさを身につけてきた。それを嬉しいと思うと同時に、レイナ＝ルウは悔しさや切なさをも抱え込んでしまうことになってしまったのだった。

　自分だって、もっとアスタに手ほどきを受けることができれば、今以上の力を身につけることができる。それこそ、アスタに負けないほどの料理を作りあげることだってできるかもしれない――そのように考えてしまうのは、不義理であり、傲ごう慢まんなことであるのだろうか？

　だけどレイナ＝ルウは、そんな気持ちを捨て去ることができなかった。

　ララ＝ルウの言う通り、アスタとともにありたい、という気持ちはある。かなうことならば、今でもアスタをルウの家人に迎えたい、とさえ思っている。同じ家の血族として、同じ道を歩みたい。そんな想念にとらわれて、眠れぬ夜を過ごすことも少なくはなかった。

　だけど、それ以上に――あるいは、そうであるからこそ、レイナ＝ルウはアスタにも負けない力量を身につけたかった。アスタと同じ場所に立って、アスタと同じ光景を見たいのだ。アスタを手に入れたい、というよりは、アスタそのものになりたい、とレイナ＝ルウは思ってしまっているのかもしれなかった。

（わたしにはまだ何も見えていない。アスタが当たり前にできていることを、わたしも同じように成してみたい。わたしが本当に羨ましく思っているのは、シーラ＝ルウでなくアスタなのかもしれない）

　これはいったい、どういう気持ちなのだろう。

　胸がしめつけられるほどに愛いとおしく、そうかと思えば、腹の底が焼けただれるほどに妬ねたましい。自分はこんなに浅ましい人間であったのかと、レイナ＝ルウは少し泣きたいような気持ちになるほどであった。

　だけど自分は、こういう人間なのだ。

　まわりのみんなは、ララ＝ルウのほうが荒っぽい人間だと思っている。ヴィナ＝ルウのほうが強い人間だと思っている。しかし、それにも負けない猛たけ々だけしい気性が、やはりレイナ＝ルウの内にも潜ひそんでいるのだ。

　誰だれにも負けたくない――けっきょくレイナ＝ルウの根底にあるのは、そういう気持ちなのかもしれなかった。

（アスタはこんな風に考えたりはしないのかな……）

　そのように思いながら、レイナ＝ルウはかまどに新たな薪たきぎを放ほうり込んだ。

　かまどの間にリミ＝ルウが戻ってきたのは、ちょうどそのときだった。

「こっちの料理は仕上がったよー！　あれ？　ララはどこに行っちゃったの？」

　リミ＝ルウは祖母のティト・ミン＝ルウとともに、外のかまどで肉を焼いていたのだ。

　鍋なべの中身を攪かく拌はんしながら、レイナ＝ルウは力なくそちらを振ふり返かえる。

「ララは鍋を洗いに行ったよ。こっちももうできるから、皿の準備をしてくれる？」

「うん、わかったー！」

　リミ＝ルウはちょろちょろと走り回り、板の上に人数分の木皿を載のせてくれた。あとはこの鍋を家に運んで、みんなに取り分けるだけだ。

　そうすると、仕事を済ませたリミ＝ルウがレイナ＝ルウのもとに近づいてきた。

「うーん、いい匂におい！　これってあの、タウ油っていうのを使ってるの？」

「うん。汁物にも合うはずだって、アスタが言ってたからね」

「すっごく美味しそう！　ねえ、味見してもいいかなあ？」

「ええ？　だってもうすぐに晩餐だよ？」

「でも、父さんたちはまだ狩かりから戻ってきてないもん。おなかがぺこぺこだから、待ちきれないよお」

　そんな風に言いながら、リミ＝ルウはレイナ＝ルウの腰こしあてを引っ張ってきた。

　レイナ＝ルウは苦笑しながら「小皿をちょうだい」と告げ、リミ＝ルウは「わーい！」と身をひるがえす。

　今日の汁物にはアリアとチャッチとティノを入れており、味付けには塩とタウ油を使っていた。もちろんギバの肉もふんだんに使っているので、物足りないことはまったくないと思う。

　タウ油というのは、すごい食材だ。こういうものを、「調味料」というらしい。タウ油だけでは食することもできないのに、他の食材に加えるとそれだけで料理が美味になってしまう。まるで魔法の薬みたいな存在なのだった。

　これはひと瓶びんで、赤銅貨十枚もする。果実酒なら十本、ポイタンだったら四十個、アリアだったら五十個も買えるほどの値段なのである。それでもどうしても手に入れたいのだと父や母にせがみ、ようやく購こう入にゆうすることを許された品であった。

　もしもレイナ＝ルウが不出来な料理を作ってしまったら、今後は買うことを許されなくなるだろう。だからレイナ＝ルウは入念に味見を繰り返し、大事に大事にこのタウ油を使ってきた。それから数日が経過した現在、父や母から叱しつ責せきの言葉を下されたことはない。

「はい、お皿だよ！　ちょっぴりでいいから、肉や野菜も入れてね？」

　レイナ＝ルウはうなずき、小さな木皿に『ぎばすーぷ』を注いでやった。

　いよいよ嬉しそうに笑えみくずれつつ、リミ＝ルウはそれを口にする。

「おいしーっ！　やっぱりレイナ姉の作るすーぷが一番だね！」

「それは、タウ油のおかげだよ。タウ油を使えば、誰でもこれぐらいは美味しく作れるでしょ？」

「そんなことないよ。今までだって、ぎばすーぷはレイナ姉のが一番美味しかったもん」

　ひとかけらのギバ肉を大事そうに噛かみながら、リミ＝ルウはそのように言葉を重ねた。

「それに、アスタも言ってたよ？　タウ油は味や匂いが強いし、煮詰めていく間にも味が変わっていっちゃうから、使い方が難しいんだって。他の誰がタウ油を使っても、こんなに美味しいすーぷはなかなか作れないと思うよー？」

「……だけど、アスタにはかなわないもん」

　レイナ＝ルウは、またそのようなことを言ってしまった。

　しかしリミ＝ルウは「そうかなあ？」と小首を傾げる。

「レイナ姉とかシーラ＝ルウだったら、いつかアスタとおんなじぐらい美味しい料理を作れるんじゃない？　ヴィナ姉やララには無理だろうけど」

　レイナ＝ルウは驚おどろいて、末妹の小さな顔をまじまじと見つめ返してしまう。

「で、でも、相手はアスタだよ？　わたしはもちろん、シーラ＝ルウにだってそんなのは無理なんじゃないかな」

「そんなことないよー。だって、レイナ姉やシーラ＝ルウは、アスタと同じぐらい料理を作ることが好きでしょ？」

　そう言って、リミ＝ルウはにっこりと微笑んだ。

「ずっと前にルドがね、誇ほこり高い狩人ほど強い力を持てるもんなんだーとか言ってたの。狩人としての生を喜びながら、誇りをもって仕事の果たせる人間が強くなれるんだって。……だからきっと、レイナ姉やシーラ＝ルウはアスタに負けないかまど番になれるよ！」

　レイナ＝ルウは、言葉を失ってしまった。

　そんなレイナ＝ルウのもとに、またリミ＝ルウがすり寄ってくる。

「リミも頑がん張ばるから、レイナ姉も頑張ってね？　みんなで立派なかまど番を目指そーっ！」

　やっぱり上手うまい返事を思いつくこともできないまま、レイナ＝ルウはリミ＝ルウの頭の上に手を置いた。

　夜明けの日差しみたいに澄すみわたったリミ＝ルウの笑顔を見つめ返しながら、レイナ＝ルウは胸に満ちた重苦しい気持ちが別のものに変わっていくのを強く感じた。







あとがき







　このたびは本作『異世界料理道』の第七巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。




　この巻が予定通りに発売されていれば、もう二○一六年も半分がた終わりかけていることでしょう。

　毎度毎度のことですが、時の流れの速さに驚かされてしまいます。

　そんな中、本作も無事に七巻まで巻を重ねることができました。

　これもひとえに皆様のご愛顧とご支援によるものと、深く深く感謝しております。




　さてさて。

　今巻も、一冊の書籍にまとめるには分量が多すぎたので、大幅に改稿することになりました。

　ストーリー上の大きな変更点はありませんが、およそ六○ページ分も凝縮することになりました。これは過去最大の数字であるようです。

　ここまで分量オーバーしているならばいっそのこと二冊に分けたほうが早いんじゃないかと思わなくもありませんが、内容的に、一冊で決着をつけたかったのですよね。

　文章を凝縮させるというのは、楽しくもあり苦しくもある作業です。その悦楽と労苦がよい結果を生み出していることを心より祈っております。




　また、番外編の箸休めはレイナ＝ルウ視点の物語となりました。

　ウェブ上で何遍か他キャラ視点の番外編を書いているのですが、レイナ＝ルウ視点のエピソードは初めてです。

　というか、考えてみればルウ本家の四姉妹というのは、書籍一巻のリミ＝ルウ以外、誰も番外編を書かれていないのでした。メインキャラゆえに書きにくい面があったのやもしれません。

　この調子で、ヴィナ＝ルウやララ＝ルウ視点の番外編もお披露目していきたいところです。




　そして今回は、宿屋のご主人二名がイラスト化される運びとなりました。

　おっちゃん好きの作者としては、嬉しい限りです。

　もう一人、今巻初登場の壮年男性もキャラデザをしていただいていたのですが、構図の都合上、完全に見切れておりましたね。次巻――の出番はないとして、いつの日か彼にもスポットが当たることを期待している作者であります。




　さて、次巻はいよいよ八巻となります。

　ネタバレ回避のために内容には触れられませんが、作者的にはとりわけ書いていて楽しかった記憶が強い部分です。

　前巻、今巻とちょっとシリアス要素の強い話が続きましたので、明るい話、楽しい話に飢えていたのでしょう。大幅に雰囲気が変わることはありませんが、それでもほのぼの成分は強まっていると思われます。




　構成も、やや連作短編的なニュアンスがあり、最近のウェブ版ではこういう書き方が主流になってきております。

　まあ内容的にはいつも通りの仕上がりとなっておりますので、これまでと同じようにお楽しみいただければ何よりでございます。




　さらなる余談として、次巻はページ数に余裕がありますため、これまで掲載することのできなかったウェブ上の番外編をも収録するか、はたまた二巻の時のようにがっつり数十ページにも及ぶ番外編を書き下ろすか、今から思案しております。




　ではでは。毎度恒例の締めくくりとして、ホビージャパンの担当様、イラストレーターのこちも様、本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。




　次巻でまたお会いいたしましょう！




二○一六年五月　ＥＤＡ







[image: ]




item/image/p043.jpg





item/image/p085.jpg





item/image/p161.jpg





item/image/cover.jpg
Y





item/image/p279.jpg





item/image/p317.jpg





item/image/p223.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第一章　営業再開



		第二章　波乱、再び



		第三章　凶星



		第四章　狂騒の宿場町



		エピローグ



		箸休め～ルウ家のかまど番～





		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/HJNOVELS_logo.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg
i EHB
P025

L WAL HO

P194

PR AEERO ST
P265

IEn—72
P318

HRD~NIRDDEE B~ be !
P334 [ (1






item/image/k003.jpg
ok S r D N 7L o e— A 4l )
el - (o SR A
R N 2

+






item/image/ok.jpg
TP L A—DHTIE Pt Niral 7L 2 -2 RN

T 1510053 HEHR A X A 4 A2-15-8
k¥ —T v, HJ NOVELS

EDA X% / ZH3% Kk

HJ NOVELS
HJUN04-07

S FORELE 7

20164E6 H22H  MREEAT

H#H—EDA

FATE T KA

BATH—RA SR =T vt
T151-0053
HRREA XA 4 A2-15-8

TRE 03(5304)7604 (F4e)
03(5304)9112 (#%)

FIVBIAT——K B ASEVRI R
#T——AFTERGLOW /A &tET A b —)1

SRBEUTIR - IR

©EDA
Printed in Japan

ISBN978-4-7986-1243-0  C0076





item/image/p131.jpg





item/image/p002.jpg
OI8E - BTN KL 1400





item/image/p001.jpg
- . | Cooking with wild game.

Presented by

EDA






